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まえ が き 


本 書 は 凡人 社 の 『Basic Kanji Book 基本 漢字 500』 Vol. 1 、 2 の 続編 で ある 。 初級 の 日 本 
語 の 学習 を 終わ り 、 漢 字 を 300 字 一 500 字 程度 既習 し て いる 学習 者 で 、 さ ら に 中 級 に 進 も う 
と し て いる 者 に 、1000 字 程度 の 漢字 運用 力 を つけ させ る こと を 目標 と し て いる 。 

この 1000 字 程度 の 漢字 と いう の は 、 新 聞 な どの 一 般 的 な 記事 を 読む の に 必要 と 思わ れる 
使用 頻度 の 高い 漢字 1000 字 余り (基本 漢字 500 字 を 含む ) を 想定 し て いる が 、 そ れ は 必ず 
し ゃ 固定 され た 漢字 群 を 意味 し て いな い 。 本書 の 各課 で は 、 漢 字 の 運用 力 を 高め る た め の 
学習 項目 を 立て 、 そ れ に 沿っ て 選ん だ 漢字 を 学習 漢字 と し て 取り 上 げ て いる が 、 実 際 に 個々 
の 学習 者 が どの 漢字 を どう いう 順序 で 学習 し て いく の が よい か は 、 学 習 者 の 専門 分 野 や 興 
味 の 対象 、 学 習 の スタ イル な ど に よっ て 異な っ て いて し か る べき で ある 。 漢字 学習 に お い 
て は 、 決 し て ある 特定 の 漢字 群 を 覚え る こと が 究極 の 目標 で は な い 。 最 終 的 な ゴー ル は 、 
漢字 で 書か れ た 日 本 語 の 文章 が 理解 で きる よう に な る こと (読解 )、 あ る い は 漢字 を 使っ 
て 自ら の 意図 を 表現 で きる よう に な る こと (作文 ) で あっ て 、 漢 字 の 学習 は あく まで その 
手段 の 一 つ に すぎ な い の で ある 。 





漢字 学習 の プロ セス | 


本 書 で 想定 し て いる 漢字 学習 の プロ セス は 、 お お よそ 次 の よう な 樹木 図 で 表す こと が で 
きる 。 

この 木の根 の 部 分 に は 、 日 本 語 に お ける 漢字 の 特性 (字形 ・ 意 味 ・ 読 み ・ 用 法 ) に 関す 
る 基礎 的 な 理解 が 必要 で あり 、 こ れ が 効率 的 な 漢字 学習 全体 を 支え て いる と 考え られ る 。 
漢字 閣 の 学習 者 は 、 字 形 と 意味 の 部 分 に 関し て は 理解 し て いる が 、 日 本 語 で の 読み と 文中 
で の 用 法 (品詞 や 送り 仮名 な ど ) に 関し て は 、 母 語 で の 知識 が 日 本 語 と 合わ な い 部 分 を 矯 
止 す る 必要 が ある 。 

その よう な 根 の 部 分 を 正しく 育て な が ら 初 級 日 本 語 を 効率 的 に 学習 する た め に 必要 な 基 
佑 と な る 漢字 を 「 基 本 漢字 」 と 呼び 、500 字 を 選定 し た 。 学習 者 が どの よう な 目的 で 日 本 
語 を 学ぶ に せよ 、 こ の 基礎 の 部 分 は ある 程度 共 
通し て いる と 考え られ る が 、 学 習 の 中 心 が 日 本 
語 か ら 専 門 の 内 容 へ 、 漢 字 か ら 語 臣 ・ 読 解 へ 、 
と 移っ て いく に し た が っ て 、 必 要 な 漢字 が 枝 分 
か れ を 始め る 。 

中 級 段階 の 読解 に 進み 、 新 聞 記 事 や 論説 文 の 
よう な も の を 読む よう に な る と 、 書 き 言 葉 に 特 
有 の 漢字 語 革 が 増え て くる 。 そ の 中 で も さま ざ 
まな 専門 分 野 に ある 程度 共通 する 語 臣 に 使わ れ 
る 漢字 を 仮に 「 読 解 の 共通 漢字 」 と 呼ぶ 。 本 書 
の 目指 す 漢 字 学習 の 革 胃 は 、 こ の 「 読 解 の 共通 
党 字 」 の 部 分 まで 、 す な わ ち 木 の 幹 の 部 分 まで 
で あり 、 こ こま で で だ いた い 1000 字 を 少し 越え 
る 男 囲 で は な いか と 考え られ る 。 これ は 、 日 本 
語 能 力 試 験 の 2 級 の 範囲 が 1000 字 で ある こと と 
も 一 致す る 。 

渓 字 の 選定 に は 、 国 立国 語 研究 所 の 『 現 代 新 
聞 の 漢字 』(1976) で 使用 頻度 が 上 位 1000 位 以 
内 の も の や 教育 漢字 1006 字 を 目安 に し た が 、 各 
課 で 設定 し た 学習 項目 を 効率 的 に 学ば せる の に 
適当 と 思わ れる 漢字 か ら 、 あ くま で も 執 語 単位 
で 選ん だ 。 本書 で 学習 漢字 と な っ て いる の は 、 
その うち の 240 字 で あり 、 基 本 漢字 500 字 と 合わ 
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まえ が き 


せ て 740 字 と な る 。 本書 中 に ふり が な 付き で 使わ れ て いる 漢字 の うち で 、 読 解 の 共通 漢字 
1000 字 Plus に 和信 る と 考え られ る も の は 、 巻 末 の 字形 索引 の と ころ に 並べ て あり 、Vol. 2 の 
学習 漢字 と し て 扱う 予定 で ある 。 

さら に 専門 性 の 高い 文献 を 読む よう に な る と 、 そ れ ぞ れ の 専門 分 野 で 頻度 の 高い 「 専 門 
分 野 別 基本 漢字 」 が あり 、 さ る さらに その 先 に 進む と 、 狭 い 専 門 領域 で の み 使わ れる 「 専 門 漢 
字 」 に 至る と いう プロ セス が 想定 で きる 。 一 般 的 に 広く 社会 ・ 文 化 な ど に 興味 を 持っ て い 
る 学習 者 は 、 ま ん 中 の 太い 枝 に 向かう わけ で ある が 、 そ れ は も ちろ ん 経済 ・ 経 営 の 枝 や 、 
科学 ・ 技 術 の 枝 と も 部 分 的 に は 交差 する こと に な る 。 専門 志向 の 強い 学習 者 の 必要 と する 
漢字 の 範 囲 は 、 一 般 志向 の 学習 者 の 必要 と する 漢字 の 範囲 に 比べ て 狭い と 考え られ 、 専 門 
の 枝 で も 、 科 学 ・ 技 術 の 枝 の ほう が 経済 ・ 経 営 の 枝 よ り も さら に 一 本 一 本 の 枝 の 独立 性 が 
高い よう に 見 える 。 し か し 、 こ の よう な 専門 分 野 の 漢字 は 、 学 習 者 一 人 一 人 が 目 分 で 達成 
する べき も の で あり 、 も は や 日 本 語 教師 に は 教え られ な い 領 域 で ある と も いえ よう 。 





漢字 学習 の 方 針 

さて 、 本 書 で は 漢字 の 学習 に 関し て 、 以 下 の よ うな 方 針 を 立て て いる 。 

(1) 漢字 学習 は 語 貞 学 習 で ある 。 

(2) 漢字 は 読み 書き だ け 覚 えて も 、 文 中 で の 用 法 を 知ら な けれ ば 使え な い 。 
(3) 漢字 は 読解 や 作文 な ど 他 の 日 本 語 能力 と 関連 づけ た 形 で 学習 する 方 が よい 。 
( 


4) 漢字 の 字形 や 読み 、 漢 字 語 革 の 用 法 な ど を 覚え た り 整 理 し た りす る た め に 有効 と 思 
われ る 知識 や 注意 点 な ど を 学習 項目 と し て 立て る 。 


(5⑤) 漢字 の 効率 的 な 覚え 方 や 練習 方 法 は 、 学 習 者 の 文化 圏 、 興 味 の 対象 、 学 習 ス タイ ル 
な ど に よっ て 異な る の で 、 学 習 者 が 自分 に 最適 の 方 法 を 発見 する の が よい 。 


し た が っ て 、 本 書 は 『 基 本 漢字 500』 の よう な 一 字 一 字 の 積み 上 げ を 狙っ た テキ スト と 
は 形式 を 異 に し て いる 。 学習 者 が 各自 の ニー ズ に 従っ て 自律 的 に 漢字 語 革 を 拡充 し て いく < 
こと を 狙っ た 、 い わ ば 「 中 級 漢字 学習 法 の ガイ ドブ ッ ク 」 と いっ た ほう が 適当 か も し れ な 
い 。 漢字 や 漢字 語 革 の 正確 な 運用 力 を 高め て いく た だ ため の 知識 の 整理 、 用 法 の まとめ な ど を 





本 練習 」「 応 用 練習 」 と し て 、 い ろ い ろ な 学習 者 に 有効 と 思わ れる さま ざま な 練習 方 法 の 
バリ エー ショ ン を 考え られ る 限り 多く 、 そ の 中 か ら 学習 者 が 自分 に 合っ た も の を 発見 で き 
る よう に し て ある 。 最後 に 、 漢 字 の 学習 を 他 の 日 本 語 能 力 の 養成 と 関連 づけ な が ら 行 える 
よう に 、 各 課 の 終わ り に オー プン エン ド な 「 課 題 」 も 設け て いる 。 








本 書 の 特徴 


中 級 の 漢字 教材 と し て の 本 書 の 一 番 大 き な 特 徴 は 、 お そら くく 学習 者 の 自律 的 学習 を 支援 
する 教材 だ と いう こと で ある 。 中 級 段 階 に な る と 、 日 本 語 そ の も の や 漢字 に 関す る 既習 の 
知識 、 学 習 目 的 、 学 習 ス タイ ル な ど が か な り 異 な る 学習 者 が 集まっ て いる の が 普通 で ある 。 
本 書 は 、 そ の よう な 学習 者 が 今 ま で に 得 て き た 各自 の 知識 の 整理 や まとめ を し な が ら 、 新 
聞 な どの 読解 が で きる 段階 、 専 門 文 献 を 読む 人 準備 を する 段階 に お ける 的 確 な 漢字 運用 力 を 
達 友 す る た め に 、 自 分 に 合っ た 最適 な 学習 方 法 を 発見 し 、 教 師 や まわ り の 日 本 人 、 辞 書 な 
どの 助け を 得 な が ら 自 主 的 に 効果 的 学習 を 進め て いけ る よう に デザ イン され て いる 。 し た 
が っ て 、 本 書 で 学習 する 漢字 お よび 漢字 語 切 は 、 い わ ゆ る 「 一 の た め の 1000 字 」 と いう よ 
うな も の 、 す な わ ち 「 そ の 1000 字 を 全部 覚え たれ ば 、 完 全 に 一 が で きる よう に な る 」、' そ の 
1000 学 を 覚え る こと が 完 極 の 目的 で ある 」 と いっ た 性 格 の も の で は な い 。 し か し 、 本 書 を 
使っ て 学習 し 、 自 分 に 最適 な 漢字 ・ 語 臣 学 習 法 を 確立 で きた 学習 者 は 、 そ の 先 ど ん な 分 野 
の も の を 読む こと に な ろう と 、 そ の 学習 法 を 使っ て 進ん で 行け ば 自分 の 目標 に 達 する こと 
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が で きる の だ と いう 自信 を も つこ と が で きる だ ろう 。 ま た 、 日 本 語 を 読ん だ り 書 いた りす 
る 際 に 、 知 ら な い 言 葉 や 漢字 に 出会っ た 時 も 、 問 題 の 適切 な 解決 法 を 身 に つけ て いる は ず 
で ある 。 

本 書 の 具体 的 な 特徴 と し て は 、 以 下 の 6 つが 上 げ ら れる 。 


特徴 1 : 漢字 学習 に 役立つ 情報 を 整理 し 、 ま と め て ある 。 

従来 、 中 級 段階 に お いて は 、 学 習 者 の 漢字 学習 に 役立つ と 思わ れる 様々 な 情報 ( 形 声 
文字 の 音符 、 対 語 や 類義語 の 文中 で の 使い 分 け 、 複 合 語 の 語 構成 や 連 濁 な ど ) が 経験 的 
に わか っ て いる 教師 で も 、 実 際 に は 、 読 解 指導 や 作文 添削 の 時 に 、 つ いで に 注意 する 程 
度 で 済ま せ て いた こと が 多かっ た 。 本書 で は 、 各 課 の 「 要 点 」 の 形 で それ ら の 情報 を 整 
理 し 、 課 ご と に ある 程度 まとめ て 提示 し て 練習 きせ て いる 。 ま た 、'「 コ ラム 」 と し て 解 
説 を 加え て いる 情報 項目 も ある 。 こ の よう な 情報 の 整理 が 、 体 系 的 な 漢字 学習 に 役立つ 。 


特徴 2: いろ いろ な レベ ル の 学習 者 が 自分 の 力 に 応じ て 学習 を 進め られ る 。 

本 書 の 始め に は 漢字 力 診 断 テ スト 」 が あり 、 学 習 者 は まず 自分 の 漢字 に 関す る 知識 
や 運用 力 の レベ ル を 把握 し 、 今 後 の 学 習 へ の 助 斉 を 得る こと が で きる 。 テ スト の 結果 の 
アド バイ ス に 従っ て 、 自 分 の 弱い と ころ を 補う よう な 形 で 漢字 学習 が 進め られ る の で 、 
必要 な 項目 だ け を ビ ピックアップ し て 学習 する こと も で きる 。 時 い と ころ の 少な ゆい 学習 者 
は 、 ス ピー ド を 上 げ て ざっ と 全体 を 概観 し た り 、 弱 いと ころ の 多い 学習 者 は 、 ゆ っ くり 
時 間 を か け て 細か く 学 習 し た りす る な ど 、 い ろ い ろ な 使い 方 が で きる 。 


特徴 3 : 漢字 圏 の 学習 者 に も 非 漢字 圏 の 学習 者 に も 使え る 。 

各課 の 要点 と し て まとめ られ て いる 項目 の 中 に は 、 非 漢字 圏 の 学習 者 に と っ て 役 に 立 
つの 情報 ば か り で な く 、 漢 字 圏 の 学習 者 に と っ て 難し い 点 や 間違え や すい 点 (音読 み の 際 
の 清音 ・ 潤 音 の 区 別 や 長音 ・ 短 音 の 区 別 、 ア クセ ント の 違い な ど ) を 整理 し た も の も あ 
る の で 、 両 方 の 文化 彫 の 学習 者 に と っ て 有効 で ある 。 漢字 囚 の 学習 者 は 、 読 み 練習 や 用 
法 練習 な ど を 中 心 に 、 特 に 自分 の 時 点 を 強化 する よう に 、 練 習 問題 を 科 っ た り し て 学習 
を 進め る と よい 。 非 漢字 圏 の 学習 者 は 、 書 き 練 習 に 力 を 入れ つつ 、 全 盤 的 に 学習 する と 
びび 9。 


特徴 4 : 授業 用 テキ スト と し て も 、 自 習 用 テキ スト と し て も 使え る 。 

週 1 回 欄 度 の 授業 で 使用 する 場合 に は 、 学 習 の 要点 を お さえ る こと や 、 和 宿 着 と し て や 
ら せ て きた 練習 お よび 課題 に 対す る フィ ー ド バッ ク を する こと に 重き を お き 、 学 習 者 の 
学 岩 動機 を 活性 化し て 自律 的 学習 を 支援 する よう な ダイ ナミ ッ ク な 授業 が 展開 で きる 。 
課題 の フィ ー ド バッ ク は 、 読 解 や 作文 、 会 話 な どの 授業 に も 発展 さ せる こと が 可能 で あ 
る 。 ま た 、 妥 県 や 練習 問題 の 指 太 は 、 目 習 者 に も わか りや すく 書か れ て お り 、 復 習 、 基 
本 練 省 、 応 用 練習 と 、 ス テッ プ を ん だ 学習 に よっ て 独学 も で きる よう に 工夫 され て い 
る 。 練習 に は 解 谷 が つい て お り 、 学 習 者 が 目 分 で チェ ッ ク で きる 。 


特徴 5 : 数 多く の 多様 な 練習 形式 、 学 習 方 法 を 備え て いる 。 

課 ご と に いろ いろ な タイ プ の 漢字 へ の アプ ロー チ 法 や 練習 形式 が 用 意 き され て いる が 、 
これ ら の 全て を この 順番 で 進め る 必要 は な い 。 こ れ ら は 、 い わ ば 「 こ うい う 方 法 で 漢字 
を 勉強 する こと も で きま す 」 と いう 見 本 で あり 、 や っ て いく うち に 自分 に 合っ た 方 法 、 
効率 的 な 方 法 を 見 つけ て いく こと が 大 切 で ある 。 各自 の 学習 目標 や 志向 、 好 み 、 ペ ー ス 
な ど に 応じ て 最も 効果 的 な 学習 方 法 を 発見 する こと が で きた ら 、 そ の 方 法 で 各課 の 練習 
を や り 直 すぐ らい の 積極 的 か つ 自 主 的 な 学習 態度 が 望ま れる 。 


特徴 6: オー プン エン ド な 課題 型 の 学習 を 勧め て いる 。 

初級 に お いて は 、 間 題 に は 常に ひと つの 正解 が 用 意 さ れ て いる こと が 多い が 、 実 際 の 
言語 活動 に お いて は 、 答 え が 常 に ひと つ し か な いわ け で は な い 。 本 書 で は 、 漢 字 学 習 に 
お いて も 、 実 際 の 生活 と 同様 に 、 辞 書 や まわ り の 日 本 人 な どの 助け を 借り な が ら 、 い ろ 
いろ な 解決 方 法 を 考え て いけ る よう な オー プン エン ド な 課題 を 設定 し て いる 。 ま た 時 に 
は 、 学 習 者 自身 が 自ら 課題 を 設定 し て 、 仲 間 同 士 で 互い に 解決 方 法 を 探し た り し な が ら 、 
幾 通 りか の 解決 方 法 を 身 に つけ て いく よう に 仕向 け て いる 。 与え られ た 問題 を 解く よう 
な 学習 ば か り で な く 、 自 分 で 課題 を 設定 し て 学習 を 方 向 づ け て いく よう な 自律 的 な 学習 
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の あり 方 を 勧め て いる 点 が 、 徒 来 の 漢字 教材 に は な い 本 書 の 特徴 で ある 。 


本 書 の 編集 方 針 、 漢字 お よび 漢字 語 の 選定 、 学習 内 容 の 配列 な ど は 、 漢字 学習 研究 グル ー 
プ の 5 人 が 話し 合い 、 検 討 し て 決め て きた も の で ある が 、1991 年 10 月 か ら 筑波 大 学 留 学生 
セン ター 補講 コー ス の 漢字 の 授業 に お いて 、 原 案 の 大 部 分 を 実際 に 教材 と し て 使用 し て き 
た だ 、 し た が っ て 、 そ の 教材 を 使っ て 漢字 を 学習 し た 数 多く の 留学 生 た な ちの 意見 、 批 評 、 助 
が 本 書 に は 反映 され て いる 。 本書 中 に ある 英語 訳 に 関し て は 、 筑 波 大 学 日 本 語 日 本 文化 
池 類 に 在籍 し て いた オー スト ラリ ア 人 留学 生 、 ス ティ ー ブ ン ・ プ ライ ス 氏 が 快く 校正 を 引 
き 受 け て くれ た 。 まえ が き と 使 い 方 の 部 分 の 英訳 は 、 筑波 研究 学園 専門 学校 に 勤務 する オー 
スト ラリ ア 人 英語 講師 、 デ ビ ・ ホ ッ プ ス 氏 に 校正 を お 願い し た 。 ま た 、 字 形 索 引 の と ころ 
こ あ る 手書き 文字 に つい て は 、 土 浦 市 在住 の 書 家 、 稚 田 昭 夫 氏 に 書い て いた だ いた 。 これ 
ら の 方 々 の ご 協力 に 心から 感謝 申し 上 げた い 。 し か し 、 本 書 の 内 容 に 関す る 責任 は 、 す べ 
て 者 者 ら に ある の で 、 大 方 の ご 教示 を お 願い し た いと 思う 。 

な お 、 本 書 の 各課 の 作成 担当 者 は 、 以 下 の 通り で ある 。 


加納 千恵 子 ……… 2 課 、 4 課 、 6 課 、 コラ ム 1 一 4 
清水 百合 ……… 復習 1 、 復 暫 2 、 字 形 索 引 、 音 訓 索 引 
竹中 弘子 の 3 課 、 7 課 、 8 課 

石井 恵理 子 …・…・ ド 齋 。 テム.6 

同 久 津 智 ……… 5 謎 、 9 課 、 10 課 、 コラ ム 5・7 





また 、 全 課 を 通し て 、 部 衣 や 形 声 文 字 の 音符 お よび 漢字 の 索引 に 関し て は 清水 、 漢 語 の 
意味 や 用 法 に 関し て は 竹中 、 連 濁 や アク セン ト な と 音声 に 関し て は 阿久 津 、 自 律 的 な 学習 
を 支援 する た め の 数 々 の 練習 方 法 の バリ エー ショ ン に 関し て は 石井 、 そ し て 全体 の 総括 を 
加納 、 と いう ふう に 分 担 し て 調整 を 行っ た 。 

今後 は 、 で きる だ け 多 く の 方 々 に 本 書 を 使っ て いた だ き 、 ご 意見 、 ご 批評 を いた だ けれ 
は 幸 い で ある 。 


1993 年 11 月 


漢字 学習 研究 グル ー プ 


加納 十 恵 子 (筑波 大 学 留 学生 セン ター) 

清水 白 合 (筑波 大 学 留 学生 セン ター) 

竹中 弘子 (東京 学芸 大 学 教育 学部 ) 

石井 恵理 子 (国立 国語 研究 所 日 本 語 教 育 セ ンタ ー) 
阿久 津 智 (拓殖 大 学外 国語 学部 ) 


訂 版 の 出版 に あたっ て | 


な お 、2005 年 の 改訂 に 当たり 、 日 本 の 行政 組織 の 変革 等 に 応じ て 内 容 を 改め 、 い くつ か 
の 修正 を 行っ た 。 最 も 大 き な 修 正 箇所 は 、 巻 末 の | 字形 索引 ] で ある 。 本書 の 学習 を 終え 
て 『INTERMEDIATE KANJI BOOK」 vol. 2 に 進ん だ 学習 者 が 参照 する 際 の 便宜 を 考 
え 、| 字 形 索引 ] に IKB vol.2 の 学習 漢字 と な っ て いる 漢字 を 加え て その 課 数 を 示す 一 方 、 
IBasic Kanji Book』 シリ ー ズ で 学習 漢字 と な っ て いな い 漢 字 は リス ト か ら 外 し た 。 ま 
た 各 漢 字 に 画数 を つけ 、 画 数 順に 並べ 変え た 。 今後 の 学習 に 役立て て いた だ けれ ば と 思う 。 

2005 年 3 月 

着 者 一 同 


Preface 


“intermediate Kanji Book 漢字 1000Plus Vol.1” contains 240 new kanji and is the first 
of the two follow-up volumes to “Basic Kanji Book 基本 漢字 500 vols.1 & 2". The present 
volume isS, therefore, almed towards those who have completed an elementary course in 
Japanese language and mastered 300 一 500 kanji. 

In “Intermediate Kanji Book 漢字 1000Plus Vo1.2" (yet to be published) approximately 
a further 260 kanji will be presented, giving the series a combined total of slightly more 
than 1000 kanji. These 1000 kanji were selected for the following reasonS: 

1. They correspond to the Japanese Ministry of Education 's official list of 1006 

kanji to be taught in japanese elementary schools in most parts of these kanji. 
2. This number meets with the requirements of the Japanese Language Proficiency 


Test, Level 2. 


3. They correspond with the frequency list in “Newspaper Kanji published by the 


National Language Institute. 1976. 


The acquisition of kanji knowledge through this series can be likened to the growth of 
a tree (see the diagram below). The 500 Kanji presented in Basic Kanji Vols.1 && 2, once mas- 
tered, form the base of the tree 一 needless to say, the more solid the base the greater the 
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Meaning 


FeatureS 


potential height of the treel As the student 
progreSSses he/she will branch off into his/ 
her specific subject area with itS own Spe- 
cialist kanji vocabulary but before that he/ 
she must pass through the upper trunk 
where what we call “common kanji 一 those 
kanji and their combinations which appear 
frequently in newSpDaper and magazine 
articles 一 are to be found. It is this part of 
the growth of the “kanji tree (the acquniSi- 
tion of approximately 1000 kanji) that 
study with"Intermediate Kanji Book 漢字 
1000Plus Vols.1 & 2” makes possible. 

It is hoped that the following be kept 
in mind when studying kanji: not just with 
this book, but in any situation. 

1. Kanji study is not simply the 
memorization of charactersS or ShapeS: it iS 
the study of vocabulary. 

2. Although knowing how to write and 
Dronounce kanji 1S essential, it iS equally 
Important to know how and when to use 
each kanji. 

3. It follows from the above that it is 
desirable to learn kanji in context. 


This book has been designed with a specific purpose in mind: to function as a tool to 
enable students to become independent learners in the japanese language. Not only are Kanji 
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with their meaningSs and readings individually listed: the practical usage of each is further 
explained in 要点 (よう て ん : Key Points). To complement this information, in the 基本 練習 
( き ほ ん れん し ゅ う : Basic Exercises) and 応用 練習 (お う よ う れ ん し ゅ う : Applied Exercises) 
tasks encouraging Students to use kanji actively have been included. 

Finally, in 課題 (か だ い : Tasks) at the end of each lesson there are open -ended tasks 
guiding students to seek information on the lesson Ss kanji not to be found in text books. 

In addition, “Intermediate Kanji Book 漢字 1000 Plus Vol.1” contains the following 
featureS: 

here is a diagnostic test at the beginning of this book allowing the student to eV- 
aluate his/her kanji ability before commencing further study. 

玉 Although primarily designed for self study, “Intermediate Kanji Book 漢字 1000Plus 
Vols.1 && 2” are equally well suited to the classroom use as well as to individual study. (Espe- 
cially in the case of university Japanese language courses where large numbers of students 
often form a single class.) 

※]his book was created for the use of people of any nationality. Thus the book can be 
employed by people who come from countries that do not use kanji as well as by those who 
come from countries that do. 
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本 書 の 構成 


本 書 に は 本 課 が 10 課 と 復 販 の 課 が 2 課 あ り ま す 。 各課 の 学習 項目 と 学習 渓 字 に つい て は 
目次 に まとめ て あり ます 。 ま た 、 巻 示 に 各課 の クイ ズ 、 練 習 の 解答 、 お よび 漢字 案 引 が あ 
り ま す 。 本 書 の 構成 は 交 の よう に な っ て いま す 。 
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また 、 本 課 の あい 間 に は 漢字 学習 に 役立つ 情報 を 短く まとめ た コラ ム が 7 つ あ り 、 読 み 
物 と し て も 楽し め ま す 。 

本 課 の 後ろ に ある 各課 の クイ ズ は 、「 要 点 」 の と ころ を 見 れ ば 答え が わか る よう な や き さ 
し い 問 題 ば か り で すか ら 、 課 が 終わ る ご と に 、 カ だ めし に や っ て みる と よい で し ょ う 。 
く 解 答 > に は 、 基 本 練習 と 応用 練習 の 答え が 載っ て いま す 。 自分 の 答え を 確か め る た め ば 
か り で な く 、 自 分 で 新しい 問題 を 作っ た りす る た め に も 使っ て くだ さい 。 ま た 、 巻 末 に は 
漢字 索引 が 2 つつ ありま す 。 読み 方 が わか ら な い 漢 字 を 調べ た い 時 に は 字形 索引 、 知 っ て い 
る こと ば の 漢字 を さがし た い 時 に は 音 訓 索引 を 使う と よい で し ょ う 。 





答 セ クシ ョ ン の 使い 方 


本 書 の 各課 は 、 人 復習 と 答え 、 基 本 練習 、 要 点 、 応 用 練習 、 課 題 、 と いう 5 つの セク ン ョ 
ジル 2 が ルル で いま す 。 


〇 つ 鍋 / 


に ある 練習 は 『 基 本 漢字 500』 で 勉強 し た 漢字 だ け を 使っ て いま すか ら 、 学 習 者 は 
分 で や っ て みる こと が で きる で し ょ う 。 すぐ 後 ろ る の ペー ジ に 答え が つい て いる の で 、 学 
自分 の 答え と 合わ せな が ら 、 そ の 課 の 学習 項目 と な っ て いる 知識 を 活性 化す る こと 
ます 。 た だ し 、 こ の 復 習 の セク ショ ン で 間違い の 多い 学習 者 に は 、『 基 本 漢字 500』 
っ て 学習 する こと を 勧め ます 。 

方 へ : 授業 で 本 書 を 使う 場合 に は 、 こ の セク ショ ン は 学生 に 宿 巴 と し て や っ て こ 
きせ る と よい で し ょ う 。 


防 。 = 本 線 吾 ノ 


その 課 で 学習 する 治 字 を 使っ た 基本 的 な 練習 で す 。 読 み 練習 や 選択 練習 が 中 心 な の で 、 
既習 者 な ら 要 点 を 読ま な く て も で きる か も し れ ま せん 。 できない 間 題 は その まま に し て 、 
要点 を 読ん で か ら 、 も う 一 度 や っ て みる と よい で し ょ う 。 学習 者 は 自分 で < 解答 > を 見 て 、 
谷 え を チェ ッ ク す る こと が で きま す 。 
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使い 方 [ 


人 先生 方 へ : 授業 で 使う 場合 は 、「 要点 」 を 読ん で くる こと を 和 宿題 に し て お き 、 ク ラス 
で いっ し ょ に 基本 練習 を や りな が ら 答 え を 合わ せる と よい で し ょ う 。 教師 
は 学生 が 間違え た と ころ に つい て だ け 、 そ れ に 相当 する 「 要 点 」 部 分 を 詳 
し く 説 明 し て も よい で し ょ う 。 





新しい 漢字 を お ぼ え る の に 役立つ 知識 や 、 お ぼ え た 漢字 を 整理 し て 思い 出し や すく する 
の に 有効 な 知識 と し て 、 漢 字 の 字形 的 な 整理 法 や 音 に よる 整理 法 、 意 味 に よる 整理 法 、 用 
i 去 な ど に 関す る 知識 を まとめ て あり ます 。 前 半 の 課 に は 英訳 も つけ て あり ます が 、 だ ん だ 
ん 日 本 語 に よる 説明 だ け に な っ て いき ます 。 原則 と し て 、『 基 本 漢字 500』 以外 の 漢字 を 使っ 
た こと ば や 、 特 殊 な 読み 方 の こと ば に は 、 ふ ぉ ふりがな が つけ て あり ます か ら 、 学 習 者 に も 読 
め る は ず で す 。「 要点 」 が 理解 で きた ら 、 学 習 項目 と 例 を 自分 の ノー ト に 写し て お く と 、 も っ 
と よく 覚え られ ます 。 自 分 で 要点 の 整理 の 仕方 を 工夫 し て も よい で し ょ う 。 各課 の 学習 漢 
の 下 に は 、 字 形 索 引 の どの 位置 に 入れ て ある か を 明記 し て あり ます 。 
例 先 生 方 へ : 授業 で 使う 場合 、「 要点 」 は 学生 に 読ま せ て くる こと を 和 宿 題 と し 、 わ か り 
に くい と ころ だ け を クラ ス で 説明 ずる と よい で し ょ う 。 


介 ) 応用 選 


その 課 の 「 要 点 」 を よく 理解 し 、 学 習 漢字 を 覚え た 上 で 、 主 に 書き 練習 や 用 法 の 練習 な 
ど を する と ころ で す 。 応用 力 が つい た か どう か を みる た め に 、 課 に よっ て いろ いろ な 異な 
る 形式 の 練習 問題 を 用 意 し て あり ます 。 学 習 者 は 、 自 分 の 答え を く 解 答 > を 見 な が ら チ ェ ッ 
ク し た あと で 、 答 え を ノー ト に 与 し て 、 も う 一 度 練習 し て くだ さい 。 気に入っ た 形式 の 問 
丁 が あっ た だ たら 、 別 の 課 の 練習 も 同じ よう な 形式 に 直し て ノー ト に 書い て お き 、 あ と で も う 
ーー 度 や っ て みる と 、 力 が つき ます 。 

信 先 生 方 へ : 力 の ある 学生 な ら 、 基 本 練習 まで は 自習 も 可能 だ と 思わ れ ま す が 、 応 用 練 


に 確認 する ほう が よい で し ょ う 。 


ここ に ある 問題 に は く 解 谷 > ッ が あり ませ ん 。 学習 漢字 以外 に 、 目 分 の 興味 の ある も の や 
専門 分 野 の 文献 を 読ん だ りす る 際 に 見 つけ た 漢字 に つい て 、 自 発 的 に 発展 的 な 学習 を する 
と ころ で す 。 辞書 を 引い た り 、 日 本 語 の 先生 や 友だち な どの 助け を 借り た り し て 、 や っ て 
みて くだ さい 。 こ の よう な 課題 を 自分 自身 に 課す こと は 、 自 分 だ け の 漢字 の 教材 を 作っ た 
り 、 漢 字 リ スト を 作っ た りす る た め の 参 考 に な る と 思い ます 。 漢字 の 授業 を 受け る チャ ン 
ス の な い 学 習 者 で も 、 ま わり の 日 本 人 や 日 本 語 の で きる 友だち の 助け を 借り な が ら 、 運 用 
力 を 伸ばす こと が で きま す 。 

念 先生 方 へ : 授業 で 使う 場合 、 教 師 は 読解 や 作文 な どの 授業 と 組み 合わ せ て 、 学 生 の 詩 

べ て きた 結果 や 集め て きた 資料 な ど びに つい て クラ ス で 発表 きせ た り 、 い っ 
し ょ に 読ん だ り し て フィ ー ド バッ ク を し て くだ さい 。 学生 に と っ て は 、 他 
の 学生 が 集め て きた 漢字 や 教材 な ど を 見 る こと に よっ て 自分 の 勉強 方 法 を 
考え 直す いい 機会 に な は り ま すし 、 ま た この よう な 課題 を 達成 する 作業 を 通 
じ て 、 日 本 語 を 使う チャ ンス が 増え る こと に な り ま す 。 教師 が 必要 に 応じ 
て 、 新 聞 記 事 や 読み 物 な ど を 与え る こと も で きま す が 、 与 えら れ た テキ ス 
ト よ り も 学習 者 が 自分 で 興味 を も っ て 集め た も の の ほう が 一 層 記 憶 に 残 
り 、 挟 れ に くい や の の よう で す 。 





クイ ズ 


本 書 に は 、 第 1 課 一 第 10 課 まで の 各課 の クイ ズ が あり ます 。 課 が 終わ る ご と に 力 だ めし 

に や っ て み ま し ょ 8 

例 先 生 方 へ : これ ら の クイ ズ に は 答え が つい て いま せん か ら 、 本 書 を 授業 で 使う 場合 に 
は 、 各 課 が 終わ る ご と に 、 確 認 テ スト と し て 使う こと も で きま す 。 
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[] 使い 方 


どの セク ショ ン の 練習 を する 場合 で も 、 学 習 者 は 、 答 え を 直接 本 に 書き 込ま ず に 、 自 分 
の ノー ト に 答え を 書く よう に し て くだ さい 。 そ うす れ ば 何 度 も くり 返し 練習 する こと が で 
きま すし 、 ま た 後 で 別 の 練習 方 法 に 使う こと も で きま す 。 

た と えば 漢字 を 読む 練習 の 場合 、 ノ ー ト に その 漢字 の 読み を 書く だ け で は な く 、 下 の ノー 
ト の 1. の よう に 問題 文 全体 を 写し て お け ば 、 あ と で 書き 練習 と し て 使う こと が で きま す 。 
2 , の よう に 学習 漢字 以外 の 漢字 も ひら が な で 書い て お け ば 、 前 に 習っ た 漢字 が 書け る か ど 
うか の 復習 練習 に も な り ま す 。 答え は 本 を 見 れ ば 自分 で チェ ッ ク で きる の で 、 と くに 漢字 
の 書き が 弱い 学習 者 に は よい 練習 に な る で し ょ う 。 


本 | 1. 経済 を 勉強 し て いる 。 ーw テ ノート ? 1. けい さい を 勉強 し て いる 。 
2. 旅行 の 予定 を 立て る 。 
2 り ま の の ON CD の 2/ て る 。 














反対 に 、 漢 字 の 読み が 弱い 学習 者 は 、 本 課 の 書く 練習 の 答え を 同じ よう に ノー ト に 書い 
て お け ば 、 次 に それ を 読み 練習 と し て 何 回 も 使う こと も で きま す 。 









0 。 ) し り 符 え 。 ーー ノー ト 


2. 電車 に ( ) る 。 





また 、 同 様 に < く 解 答 > ヶ の と ころ を ノー ト に 写し て 、 そ れ を いろ いろ な 形 の 練習 問題 に 作 
りか える こと も で きま す 。 た と えば 、 次 の 反対 語 の 漢字 を 問う 問題 で は 、 解 答 を 見 て 、 下 
の ノー ト 1 の よう に 書き 練習 を 作る こと も で きま すし 、 ノ ー ト 2 の よう に 読み 練習 を 作る 
こと も で きま す 。 ま た 、 ノ ー ト 3 の よう に 自由 に 漢字 を 選択 し て 反対 語 の 対 を 作る 問題 や 、 
ノー ト 4 の よう に 送 の 反対 語 の 漢字 を 問う 問題 に する こと も で きま す 。 








5 乗る ea き ( ) ーー と 解 侍 乗 ( の ) る 一 隆 ( お ) り る ' 


2.、 長 い e き *( ) 2. 長 ( な が ) い 一 短 ( み じ か ) い 
ノー ト 1 2 ] 
8 








の (  ) (  ) 
1 時 寺 (6 ) る e き ( ) り る 1. 乗る eq 降 り る 
な が み じ か ( ) (  ) 
クウ 。( ) い e 連 ( ) い 2. 長い e 必 短い 
ノー ト 3 ノー ト 4 
1. ( ) ee きみ ( ) 「 
1. 降り る @e ゆ ( ) 
2。 ( ) @@ み ( ) 
前 軽 降 来 高 短 人 2 
止 長 近 乗 下 出 


アヤ 


使い 方 中 


この よう に 、 学 習 者 が 本 の 練習 の 答え を ノー ト に 写し た り 、 練 習 を 作り か えた りす る こ 
と に よっ て 、 同 じ 練 習 を くり 返す だ け で は な く 、 違 っ た 形式 の 練習 問題 を 増やす こと も で 
きる の で す 。 学習 者 の 気に入っ た 練習 形式 が あれ ば 、 そ の 形式 に 練習 を 作り か える と よい 
olP9.5 

信 先 生 方 へ : 本 書 を 授業 で 使う 場合 に は 、 最 初 は 教師 が や り 方 を 指示 し て 学生 に クラ ス 

で 練習 和 作 朋 の あき それ を ノー ト な ど に 書か せ て みて くだ さい 。 一 度 
クラ ス で や り 方 を 確認 し て お け ば 、 あ と は 学生 が 自分 た ち で 同じ よう に 続 
ける こ の の 2 さき 2 の 7 う 。 学生 が 作り か えた 練習 を ノー ト の 代わ り に 紙 

書か せ 、 た と えば 隣 に 座っ て いる 学生 同士 で 交換 させ て 、 互 い に や ら せ 
て みる の も よい で し ょ う 。 漢字 の 学習 は と も する と 孤独 な 作業 に な り が ち 
で す が 、 こ の よう に すれ ば 友だち と ペア ある い は グル ー プ を 作っ て 勉強 す 
る 楽し きも わか る で し ょ う 。 


帝 字 索引 
本 書 に は 、 廣 字 の 索引 が 2 つ あり ます 。 知っ て いる こ - と ば の 読み か ら 漢 字 を 調べ た いと 
s は 、「 訓 夫 引 」 が 便利 で す が 、 本 鶴 の 音 乏 引 に は 学習 漠 字 240 字 の み し か あり ませ ん 。 


[基本 漢字 500』] で 習っ た 漢字 は 、『 基 本 漢字 500』 0 の 音 訓 索引 を 見 て くだ さい 。 
は 二 RU 1 - は 、 本 書 で の 学習 漢字 240 字 の ほか に 、『 基 本 漢字 500」 で 勉強 し た 500 字 
本 書 の 続編 で ある 「 漢 字 1000PLUS』 yol. 2 で 学習 さき れる 「 ア カ デ ミ ッ ク な 読 角 の た 
60 つい て 調べ られ る よう ! に な っ て いま す 。 漢字 は 、 学 
形 に よっ て 分 類 さ れ て いま すか ら 、 そ の 漢字 の 部 首 や 構成 要素 が どこ に ある か 、 以 下 の 8 
つの パタ ー ン の 中 か ら 選 び ま す 。 構成 要素 に わけ る こと が で き な い 場合 、 そ の 漢字 は 
「VIII. 全体 | の と ころ に 入れ て あり ます 。 


/ (上  . の 7/ 凍 。 し WV。 だ 0、W だ つう 中 の きん 


それ ぞ れ の 類 の 中 で 、 漢 字 は 字画 の 少な いも の か ら 順 番 に 並ん な で い ます か ら 、 目 指す 渓 
(SNI2 で く 75 8 PP まとめ て 一 番 は じ め に 書い て あり ます 。 


IT. へ ん | 





書き 順 プイ 





「BK-」 は 『Basic Kanji Book 基本 漢字 500』 の 課 数 、「L-ー」 は 、 そ の 漢字 が 本 テキ 
スト 中 で 学習 漢字 と な っ て いる 課 数 を 表し ます 。「IKB 2 -~」 は 、『Intermediate Kanj 
Book 漢字 1000PLUS』 vol. 2 で 学習 漢字 と な っ て いる 課 数 を 表し ます 。 


ル ヤ 





アツ や フラ ツ は と け 仏教 は イン ド で 生ま れ た 。 
Buddha, *France 古い 仏像 を 見 る の が 好き だ 。 
仏教 (人 志 っ きょう ) Buddhism 仏像 ( 記 つ ぞう ) Buddha statue 


仏 ( ほ と け ) the Buddha, a benevolent soul * 南 仏 ( な ん ふつ ) Southern France 


左上 の 枠 に 入っ て いる 大 き な 活 字 は 、「 正 槽 書体 」 と 呼ば れる も の で 、 本 書 中 に 使わ れ 
て いる 「 明 朝 体 」 の 活字 と は 少し 違い ます が 、 手 書き の 文字 の 形 に 近い の で 、 参 考 に し て 
くだ さい 。 続け て 、 四 角 い マス の 中 に 、 手 書き の 文字 で 、 書 き 順 が 示 し て あり ます 。 本 書 
は 中 級 レ ベル の 本 な の で 、 漢 字 の 書き 順 を 一 画 ず つ 全 部 書く こと は し て いま せん 。 部 首 や 
よく 使わ れる 部 分 の 書き 順 は し っ か り 覚 えて お きま し ょ う 。 い ちば ん 右 の 枠 に は 、 課 数 と 
漢字 の 画数 が あり ます 。 

漢字 の 枠 の 下 に 、 漢 字 の 読み (音読 み は か た か な 、 訓 読み は ひら が な ) と その 意味 (英訳 ) 
が あり ます 。 そ れ か ら 、 そ の 右側 に 学習 漢字 を 使っ た 例文 と 、 下 に 誤 語 例 (読み と 意味 付 
き ) が あり ます か ら 、 い っ し ょ に 覚え て くだ さい 。 誤 語 の 後ろ に 「 ス ル 」 と 書い て ある の 
は 「 す る 」 を つけ て 動詞 と し て 使う 用 法 が ある も の 、「 ナ 」 と 書い て ある の は 、 ナ 形容 詞 
を 表し て いま す 。「※*※」 印 は 特別 な 用 法 や 読み 方 で ある こと を 意味 し て いま す 。 

1 課 か ら 順 番 に 漢字 を 学習 する 学生 は 、 テ キス ト 各 課 の 「 要 点 」 の 終わ り に ある 学習 漢 
字 リ スト の と ころ に 字形 索引 の ペー ジ 数 が 書い て あり ます か ら 、 そ れ を 見 て 学習 漢字 の 情 
報 を さがし 、 課 ご と に まとめ て 自分 の ノー ト に 書き 写し て くだ さい 。 自分 で 情報 を 書き 写 
すこ と に よっ て 、 漢 字 だ け で な く 例 文 や 熟語 も 頭 に 入れ る こと が で きま すし 、 課 ご と の 漢 
字 リ スト が で き て 便利 で す 。 右 ペー ジ の よう な 情報 カー ド を 作る の も よい 方 法 で す 。 

また 、 字 形 索 引 は 、 部 首 別 に 索引 の 順序 に し た が っ て 漢字 を 学習 する こと も で きま す 。 
学習 者 は 、 い ろ い ろ な 使い 方 を 工夫 し て くだ さい 。 


金 先生 方 へ : 本 書 の 5 課 と 9 課 の 「 要 点 」 お よび 練習 の 一 部 と 、 コ ラム 5 に つい て は 、 
弟 戸 デー ン そ を 作る と よい で し ょ う 。 テ デ テーブ プ を 間 き さながら アク セン ト の 導い 
を 聞き 分 けた り 、 テ ー プ を 聞い て する 練習 形式 に し て くだ さい 。 授業 で 使 
う 場 合 は 、 学 生 が 発音 に 弱い よう な ら 、 教 師 が 他 の 課 に つい て も 同様 に 練 
習 を テー プ に 吹き 込ん で や り 、 和 宿題 と し て 聞か せる こと も で きる で し ょ う 。 








本 書 に 使わ れ て いる 記号 類 
品詞 類 : 本 書 で は 、 以 下 の よ うに 品詞 を 示し ます 。 
N (Noun ) 名 詞 6 学生 、 和 発生 、 天 学 、 会 作 、 な ど 
A (-i Adjective) イ 形 容 詞 e.g. 重い 、 長 い 、 正 し い 、 な ど 
NA (aa Adjective) ナ 形 容 詞 e.g. 有名 (な N)、 便 利 ( な N )、 親 切 ( な N)、 
得意 (な N )、 な ど 
VN (Verbal Noun) スル 動詞 e.g. 勉強 (する )、 練 習 ( す る )、 使 用 (する )、 
説明 (する )、 な ど 
Adv. (Adverb) 一 調 Gu 大多 。 條 当 に に 、 衣 に 、 ろ の 
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使い 方 品 


アク セン ト  : | の 印 は その 1 語 の 中 で ピッ チ が 上 が る と ころ 、 | の 印 は 下がる と ころ 


を 示し ます 。 
例 . に | は ん ご ビッ チ が 低く 始ま っ て 、 1 音 目 の あと か ら 上 が る 。 
| ん せつ ビッ チ が 高く 始ま っ て 、 1 音 目 の あ と か ら 下 が る 。 


うう 音 目 の あと で 上 が り 、 3 音 目 の あ と か ら 下 が る 。 
※ ア クセ ント の 違い 


端 は | し (edge) まし 机 人 RI は 衣 M。 
橋 は | し | (bridge) 「 は 」 は 低く 、「 し 」 は 高い 。 後 ろ に 


助詞 が くる と 、 助 詞 は 低く な る 。 
著 は [し (chopsticks) 「 は 」 は 高く 、「 し 」 は 低く な る 。 


その 他 (others) 
> (See 一 .) ーー を 見 よ 。 
BK (“Basic Kanii Book") 『 基 本 漢字 500」 
年 ゆ (opposite meaning) 意味 が 反対 の こと ば の 対 に な る こと ば 
に (same meaning ) 同じ 意味 の こと ば 
( 〇 (correct usage ) 正しい 用 法 
迷 (incorrect usage ) 間違っ た 用 法 
人 へ (undecided usage ) 使い 方 に 個人 差 が あり 、 ゆ れ て いる 用 法 
※ (note: N.B.) 注意 事項 
ネ ( exceptional usage ) 例外 的 な 用 法 


時 下 の フ レー ム を コビー し て 、 各 課 の 学習 漢字 の ほか に も 学習 者 が お ぼ え た 
江 子 情報 カ トド い 漢 字 を 辞典 で 調べ て 、 漢 字 の 情報 カー ド を 作っ て くだ さい 。 市 販 の B6 


サイ ズ の カー ド に 貼っ て 使え ます 。 情報 は 、 読 み 、 意 味 、 熟 語 、 例 文 以外 
に 、 自 分 で お ぼ ば える た め の ス トー リー な ど 、 何 で も 自由 に 書い て くだ さい 。 
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How to use this book 


This book is comprised of 10 lessons and 2 reviews. Pach lesson is divided into 5 
SeCtiOnS: 


Review and Answers (to revieWw queStionS) 
Basic ExerciSes 


Key Points 
Applied Pxercises 
Tasks 





ReVvIeW 


“Review covers the 500 kanji listed in “Basic Kanji Book ". 
巡 To teachers: These exercises could be used as preparatory work before proceeding 
further into the lesson. 


Basic ExerclseS 


In this section new kanji (approximately 20 kanji for each lesson) are introduced 
through exercises. If the learner finds these exercises difficult, he/she should read through 
the explanations in “Key Points”and then return to this section. The answers are at the 
back of the book. 


Key Points 


上 his iS an explanatory section of the lesson. New kanji are listed on the last page ot 
this section. 
XX To teachers: This section can be used as homework too. However, you need to give some 
time to answer the questions on these “Key Points” in clasS. 


Applied ExerclseS 


Many different types of exercises are introduced here, and through repetition the learn- 
er S knowledge will increase. ' 
To teachers: These exercises should be checked during class, so that the students can 
have opportunities to ask questions which might arise while they go 
through them. 


Tasks 


These are open-ended tasks which the learner can do by using dictionaries or asking 
teachers and Japanese friendS. 
婦 To teachers: Reading comprehension and compositions could be combined with these exer- 
cises. Also work handed in by students could be used as future teaching 
material or redistributed so that students can exchange study methods. 


QuizzeS 


The learner can check how much he/she has learnt by attempting these quiZzzeS. 
補 To teachers: These could be used as tests. 
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Howtousethis book [ 
Pattern Index 
The Pattern Index introduces the reading(s), meaning(s), etc. of each new kanji. In 
order to use this index, the learner must first look up the radical of the kanji. 


1. へ ん 村 . つ くり 骨 . か ん むり IV. あし V. た れ WMW. に ょ よう MI. か まえ 


| 門 砂 り M ク の 


Al kanji in these books are listed in boxes under their appropriate radicals. Learners can 
therefore find the kanji by referring to these boxes. 


f い に ん ん : person) 





BK 三 lesson number in Poszc gn, Poo ん vol. 1 鐘 vol.2 
| 三 lesson number in this book 
IKB2 =lesson number in 77Ze7772eg の zo7e 色 on77 oo ん vol.2 


Finally, the learner wul be able to gam mformation from each entry as follows ・ 


baitoixd 間 Order 


切 個 誠 妨 症 昌 間 還 間 


ブツ * フ ツ ほ と け 仏教 は イン ド で 生ま れ た 。 

人 \FTanCe 古い 仏像 を 見 る の が 好き だ 。 

仏教 (な っ きょう ) Buddhism 仏像 (ぶつ ぞう ) Buddha statue 

靖 二 5 the Buddha, a benevolent soul * 南 仏 ( な ん ぉ ふつ) Southern France 
exCeDtional usage 

1 lesson number 
1 StrOoke numDer 
Vocabulary 


example SentenceSs 


も AA1 


-| How to use this book 


Parts of Speech: The following are used to indicate different parts of speech. 
N (Noun) 
AA (-1 AdjectiVve) 
NA  (-na Adjective) 
VN (Verbal Noun) 
Adv. (AdVerb) 


Accentuation: The sign 較 is used to indicate where the pitch rises within a word and the 
mark to show where it fallS. 


e.g. に | は ん ご 


e | ん せつ 
※Difference of Accentuation 


端 は | し (edge) 


橋 は | し | (bridge ) 
箸 は | し (chopsticks) 


Definitions and References 


( 

( 

(antonymS) 
(SynonymS) 
(correct uSage) 
(incorreCct usSage) 
(undecided usage) 
( 
( 


*※PXO 〇 HI 信 過 マ 


How to make a Kanji information card: sample 


Use the frame on page rv to make your Own CardS. 


BUTSU FUTS5U, jotoke 
ar is kneeling wt ik)ront 7 Beddhe. 
rs Puddkist editation popelor iA ナ Fonce ? 


し 、 は ほす 
人 は 死ん た だら に な る 。 





だ い ぃ 3 ヾ ブフ 
- か は < くら へ 大 4 を 見 に 行 。 た 
ぐ ぶ 。 そ ょ よう くら し ん と どん ルビ や 
日 本 に は 改 未 2 考 と 導 和 2 神 太 . が の る 、 
な ん ふつ の ( ょ ち 


ニー ス ぃ は 末 ム 2 時 第 地 だ 。 

















5 の の 9 


か ん じ り ょ く し ん だ ん 


渓 字 力 診断 テス ト 


Diagnostic Test of your Kanjl ADility 





この テス ト は 、 あ な た の 漢字 力 を 総合 的 に 診断 し て 、 こ れ か ら ど ん な 方 法 で 勉強 し 
て いけ ば いい か を アド バイ ス す る た め の も の で す 。 ま ず 、 問題 の 指示 を よく 読み 、 例 
を 見 て か ら 答え て くだ さい 。 全 部 の 問題 が 終わ る まで 解答 を 見 て は いけ ませ ん 。 の 
ト は 60 分 で らい で 終え て くだ さい 。 

The following test is to check your ovVerall kanji knowledge and to enable us to give you 
advice concerning the way you Should continue your study of kanji. First read the instruc- 
tionS carefully and look at the examples, then answer the questions. Dont look at the correct 


anSwerSs until you finish all the questions. The test should take approximately 60 minutes. 


A 日 本 語 で つぎ の 漢字 と 反対 (opposite ) の 意味 の 漢字 を | の 中 か ら え ら び 、 
〇 を つけ な さい 。 


の) 
ーー 
山 

mw 
ーー マン 
IKE 
之 


多 上 避 | 中 ①⑤① 右 左 | 
. 東 介 1 京北 南 西 1 
2 明 全 | 白黒 暗 晩 j 
3. 古 全 | 新 早 若 正 | 
4. 高 人 避 | 底 安 短 深 | 
5 遅 介 1 近 過 急 速 | 
6. 前 全 1 内 人 外 後 横 | 
7. 出 介 1 発 入 止 来 j 
8 乗 人 避 | 進退 降 行 | 
当 (| り | | 
つら | | 


S 冊 
RE 
層 
pi 
同 


[」 漢字 力 診 断 テ スト 


例 . 


い み 
つぎ の こと ば は 、 日 本 語 で いく つか の 意味 の 単位 (meaningful units) に 分 け 


の る こと が で きま 
さい 。 


図書 館員 一 ~ | 
非 人 間 的 > | 
最新 報告 ~) 


合格 者 数 > | 


原子 力 発電 一 -| 原 ノ チカ ン 発電 ・ 
比較 研究 法 -| 比 潜 研究 法 ・ 
不得 意 科目 一 | 不得 意 科 上 
効果 的 学習 一 | 効果 的 学習 


か ん わ じてん ぶ 
つぎ の 漢字 を 漢和 辞典 (Kanji dictionary) で し ら べ べ る とき 、 部 


す 。 | 


層 


非 プ 人 間 ン 的 


合格 者 数 ・ 


無 ノ 公害 ノ 車 ・ 無 


少 グ 人 数 プ 制 


営業 部 ノ 長 ・ 


記 ン 書館 員 





非 人 / 間 的 ・ 
・ 最新 報告 ・ 


合格 者 数 ・ 


・ 少 人 数 ンプ 制 


営業 ノ 部 長 ・ 


原子 ノ カ 発 
比較 研究 ノ 法 ・ 
・ 不 得 ノ 意 科目 ・ 


・ 効 果 ノ 的 学習 


| の 中 で どの 分 け 方 が て きとう で すか 。 〇 を つけ な 


分 ・ 図書 ノ 館 員 | 


非 プ 人 / 間 的 | 
最新 報告 1 


合格 者 数 | 


・ 無 ノ 公 / 娠 車 } 


・ 少 人 数 制 | 


営 ノ 業 ノ 部 長 | 
ノ 電 ・ 原 子 ノ カノ 発電 | 
比較 ン 研 ン 究 法 | 
不得 ノ 意 プ 科目 | 
. 効果 ノ 的 学習 | 


さく いん 


し ゅ 
自 索 5 


(radical 


index) で どこ を さがし ます か 。 部 首 に を つけ な さい 。 


持 1(〈D- キ ・ す ・ ぎ | 
休 | イ ・ サ ・ ロ ・ 可 | 
新 | 立 ・ 木 ・ ま ※・ 丘 | 
屋 | 戸 ・=・ 土 ・ 至 | 
場 | 日 ・ 土 ・ 姦 ・ 易 | 
吉 | 土 ・ 口 ・ 豪 ・ | 


6. 病 | 
2 
8. 意 | 立 ・ 
9. 院 1 
10. 痛 | 


・ 八 ・ 


漢字 力 診 断 テ スト 


D つき の こと ば を 、 前 字 を 使っ て か き な さ い 。 


例 1. か わ ( 有川 。 ) 例 2. よむ ( 読む ) 
1. お ん な ( ) 。 和 有 有 光史 く ね ん  ( ) 
2 うう 7 ( *。 必 上 けり ん ( ) 
34。 る き  ( ) 13. か ぞ く < く ( ) 
4. ね つ  ( ) 。 14. じゅ うし ょ ( ) 
5。 あ た ま ( ! 。 5。《 う こう ( ) 
6. つぎ  ( ) 16. し ゃ し ん ( ) 
7. と お る ( ) 17. じゅ うな ( ) 
8. あそぶ ( ) 18. せい か つ す る ( ) 
9. ほそ い ( ) 19. けっ こん する ( ) 
10. よわ い ( ) 20. か ん せい する ( ) 

生生 | の 中 か ら て きとう な 漢字 の こと ば を えら び 、 〇 を つ 

け な さ い 。 


例 1. きのう | 子 校 ・ 字 校 ・ 学 校 ・ 写 校 ! の 先生 に 会 っ た 。 
例 2. 家 の 近 く で | 家事 ・ 花 事 ・ 火 事 ・ 夏 事 !「 が あっ て 、 び っ くり し た 。 
例 3. タク シー の | 運転 手 ・ 運 転 人 ・ 運 転 者 ・ 運 転 員 | さん に 道 を 聞い た 。 
1. 家 の 前 に 黒い 車 が | 泊 ・ 留 ・ 止 ・ 戸 { まっ た 。 
2. 門 の と ころ で { 待 ・ 侍 ・ 持 ・ 特 !「 っ て いて くだ さい 。 
3. 何時 に | 夕飯 ・ 夕 飲 ・ 夕 半 ・ 夕 反 | を 食べ まし た か 。 
4. 日 本 は ( 物 果 ・ 物 価 ・ 物 貨物 科 | が 高 す ぎる と 思う 。 
5. この 建物 は 現在 | 使 様 ・ 仕 様 ・ 仕 用 ・ 使 用 !「 され て いま せん 。 


殿 字 力 珍 断 テ スト 
6. 新しい ビル を 建て る | 形 格 ・ 計 格 ・ 形 画 ・ 計 画 | が ある 。 
7. どん な | 料 利 ・ 料 理 ・ 糧 利 ・ 種 理 「 が 好き で すか 。 
8. 政治 に は あま り | 観 心 ・ 感 心 ・ 関 心 ・ 間 心 | が あり ませ ん 。 
9. あの | 音楽 者 ・ 音 楽 人 ・ 音 楽 家 ・ 音 楽 手 | は 世界 的 に 有名 だ 。 


10. 今月 は ずい ぶん | 電気 価 ・ 電 気 費 ・ 電 気 代 ・ 電 気 金 「 が か か っ た 。 


けい よう し 
つき の 漢字 の こと ば は 、' な 」 を つけ て 形容 詞 (adjective) と し て 使え ます か 、 


「 | 「 す る 」 を つけ て 動 弄 (yerb) と し て 使え ます か 、 両 方 (both) 使え ます か 、 
また は 両方 と も 使え ませ ん か 。 例 の よう に 〇 を つけ な さい 。 

例 1. 元気 な ( 〇 ) 例 3. 心配 な (((C り ) 
する ( ) する し (CO) ) 
ー ( ) ( ) 
例 2. 研究 な (  ) 例 4. 経済 な (7 
する に 9. ) する し 、) 
ー ( ) 夫 ( 〇 ) 
1. 練習 な ( ) 6. 運転 な ( ) 
する ( ) する ( ) 
ー (  ) ー に 詳 
2. 番組 な ( ) 7. 便利 な ( ) 
する ( ) する ( ) 
ー ( ) ー ( ) 
3. 適当 な し | .) 8. 問題 な (  ) 
する ( ) する ( ) 
ー (  ) ー (  ) 
4. 失礼 な (| ) 9. 結果 な (  ) 
する ( ) する ( ) 
( ) = ( ) 
5. 必要 な (  ) 10、 留学 な (  ) 
する (  ) する (  ) 
中 ( ) EE ( ) 


漢字 力 診 断 テ スト 日 


次 


どう し けい よう し 
( 1 . 一 8 . は 動詞 、 9 . と 10. は 形容 詞 で す 。) 


例 . ー…- わな い 
使 |- gr | 使 休 返 買 泳 飲 始 
-xg 。 】 欄 起 
絢 


ー お う 少 


1 め な い 5. まな MY 9 =- く な い 
議 め ま す ー 7 け ー 上 いで す 
め る 2 い 
め れ ば Re けれ ば 
め よ う うつ 
の -- ら な い 6. -…- さ な い 10. ー…- し く な い 
に - ぇ - + しい 
-- れ ば ー- せ ば ー し けれ ば 
の う 2 
3 わな い 3 な い 
本 いま す | 時 
- う ーー える 
え は -…- えれ ば 
お う 20 の 
4 se 業 0 8 か な い 
| 時 sa3 全 オー きま す 
-- きる < 
-- きれ ば け ば 
きよ の Se の 
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|H | っ き の h の 算 の こと ば の 読み 方 を 、 拉 の よう に ひら が な で か き な さい 
例 . 日 本 で 一 番 高い 山 を 知っ て いま すか 。 
章 際 (4 

1. 地下 鉄 に 乗っ て デパ ー ト へ 行っ た 。 

2. 私 は クラ シッ ク 音 楽 が 好き だ 。 

3. 先週 は 天気 が 悪かっ た の で 、 出 か け な か っ た 。 
4.。 彼 は と て も ギタ ー が 上 手 だ 。 

5. 北海 道 へ 旅行 し よう と 思っ て いる 。 

6. 図書 館 で 外国 語 の 本 を 借り た 。 

7. 近年 、 先 進 国 で は 老人 の 人 口 が 増え て いる 。 
8. ヨー ロッ パ 文 学 の 歴史 を 研究 し て いる 。 


9. この 間 は 、 お 会 いで き な く て 、 本 当 に 残念 で し た 。 


10. 来年 、 国 へ 帰ろ うと 思い ます 。 


| | | っ きのこ と の 譜 み 方 を 、 ひ ら が な で か き な さ きい: 


例 1. 


1 . 


車 。 ( 
雨 。 ( 
花  ( 
村 ( 
色  ( 
弟 。 ( 
若い ( 
短い ( 
静か な ( 
渡る ( 
降る ( 


Sz の 、 ま 


) 例 2. 
) 11. 
) 12. 
) 13. 
) 14. 
) 15. 
) 16. 
) 17. 
) 18. 
) 19. 
) 20. 


日 ( 
\ 間 ( 
話  ( 
病院 ( 
政治 ( 
映画 ( 
予定 ( 
仕事 ( 
説明 ( 
準備 ( 


使う ( つか う 
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つぎ の こと ば の 下線 の 漢字 の 読み 方 と 同じ 音読 み の 漢字 を 1 


ら び 、 〇 を つけ な さい 。 ま た だ た 、 _ に その 読み 方 も か き な さ い 。 


映画 | 央 ・ 
有効 | 動 ・ 
様子 | 場 ・ 
明和 | 単 ・ 
同時 | 鋼 ・ 


・ 円 エイ 


和 案内 | 悪 
時 間 | 持 
経済 | 結 
宿泊 1 飯 
公園 | 営 


上 


| の 中 か ら え 


L] 漢字 力 診 断 テ スト 


うき の | | 


に 何 の グ ルー プ の 漢字 


ちがう 漢字 に X を つけ 、 


] の 中 は ある グル ー プ の 漢字 で す が 、 一 つ だ けち が う も の が まじ っ 
例 の よう に 、 


て いま す 。 
か を か き な さ い 。 


SS ント ベ 、 
と 回 。 8 
の ① 選 
e きる 
に コ ド - 
eb) CA 
ニコ の 己 
ユー つ > m 
いひ ー 2 で 
へ で 
っ g ご 8 
と NE 己 
で ③ 〇 の ご 
つづ らら ほっ 〇 
ヘー ュー ンジ ペー ンジ ピン ピス 
jam e】[ に 3 ロ 小 
fm -S 
人 心 全 人 
S 可 |< 幼 











取 区 和 
(で IX 
日 

に 


ーー ーー 


例 1 
例 2 
例 3. 
例 4 


麗 則 電 有 症 公民 部 選 豆 四 膨 中 所 写 択 握 園 単 

江 回 困 2 国東 記 旨 姜 末 叶 鹿 坦 家 選 
昌 E 求 給 ぶ 外 還 思 困 玉 類 六 選 届 濾 較 
詞 民生 細 李 利 中 四 出 半 所 紀 
抗 亜 欠 送 志 宮 由 移 想 E 団 還 項 彰 穫 宮 思 頻 


レー ブリ ヒレ ーー ナレ ーー コナ レー ナレ レーブ ヒー すし し すし し に し 才 ト し すし し 地 トレ トー コト リー リト LUV JL MMUJL MM JL UMJL MVJL JJL 』L し LU  」 


ー Quo oO で さ ら らら に oo らら デー Q の 6 ざ 6 @ に co の ご 
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か ん じ り ょ く し ん だ ん 0 ひょう 
あな た の 渓 字 力 診断 表 の 書き 方 


How to fill in the Kanji Ability Chart 


14 ペ ー ジ ー15 ペ ー ジ に テスト の 解 符 > が あり ます 。 あ な た の 符 え と 見 くら べ て 、 
次 の ペー ジ の 診 2 断 表 に 結果 を 書き 入れ て くだ さい 。 あ な た の 答え が 正しかっ た ら 、 表 
の A 一 K の 間 題 の 欄 に 「 1 」 を 書き 入れ ます 。 間 違っ て いた ら 、 何 も 書か な いで くだ 
さい 。 

The answers are giVen on p.14 一 p.15. Check your answers. If your answers are 
correct, write “1 inthecolumnsA 一 Kofthe chart on the next page. If your ansWwers 


are wrong, leave the columns blank. 


れい 
例 
Example 小計 漢字 カ 


B] | B2| B3 | B4 | BS | B6 | BZ 
/ |/7 |/ / 


1 
1 1 





次 に 、 左 の 欄 か ら 右 へ 「1 」 を 足し て いっ た 合計 点 を 「 小計 」 の 欄 に 書き ます 。 た 
次 ば 上 の 例 の よ うに 、10 問 中 6 問 (B2、B3、B4、B6、B8、 B10) が 正 し か っ た 頑 場合 
に は 、 小 計 は 「6」 に な り ま す 。 そ し て 一 番 右 の 「 漢 字 力 」 の 欄 に 、 小 計 を 5 点 満 
厨 に な お し た 数 字 を 書き ます 。 問題 が 10 問 の 場合 に は 、「 6 」 を 2 で わっ た も の 、 つ 
まり 「3」 が 漢字 力 に な り ま す 。 た だ し 、 表 の (①③X の ⑫ で は 、 問題 が 15 問 あり ます か 
ら 、 小 計 を 3 で わっ た 数 字 を 漢字 力 」 の 欄 に 書い て くだ さい 。 

Next, add the numbers in the left columns (Bl 一 B10 on the above) and write the 
total in the “sub-total" column. For example, if you get six correct answers out ot ten 
queSstions, your “sub-total" will be 6. However, to graph your score you need to convert 
your marktoamark out of 5.For example, if you get 0 correct answers out of 10 ques- 
tions, divide 6 by 2, to give you a mark of 3 as your Kanji ability. For(D③⑦Q⑫, divide 


vour mark by 3 because there are 15 questions in these sectionS. 
まん て ん 0) けい て ん 
最後 に 、 一 番 下 に 140 点 満点 の 合計 点 と パー セン ト も 出し て お きま し ょ う 。 
Lastly, add all the “sub-totals” to get your total mark (the full mark is 140) and 


calculate its percentage at the bottom. 
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あな た の : 英字 カ 診断 表 (500 字 ) 


Diagnostic Chart of your Kanji Ability 


小計 漢字 カ 


品 
の 




















Bl |B21B3|B4|B5 B7 | B8 B10 ② | 時 
10 成 

Cl lc2 |c31c41c5|c61C7|C8|cC9 |C10| K4 | kg ③ | 字 部 
形 衣 

Dllp2 lp31p4 lpD5 lpD6」pD7 | ps lp9 ID10 ④ | 書 単 
き 字 

D11 ID12ID13ID14 ID15ID16 ID17 ID18ID19 ID20 書 熟 
き 請 

只 

Fl |E2IE3|E4|E5|IE6|E7|E8|E9 生 選 太 
/10 択 よ 





F1 開 癌 F4 |F5lF6|F7|F8|F9 |F10| K2 」| の 用 品 
法 詞 

G11G21G31G41G5|G61G7 1G8|G9 1G10 ⑧ | 用 葵 
10 3 

、 

「H1 |H2 1H3 1H4 | H5 | H6 |H7 | H8 |H9 IH10 読 有 
| 10 "| 























1 1I211314|I5|I6|17 is lr9 Im0 ⑩ | 読 単 
ノ 10 み 字 
I11「I12 1I13 |I14 |I15 | I16 | 17 | 18 119 1I20 ⑪ | 読 訓 
ノン 10| | み 語 
1 J21J31J41J51J6 | 7 |J8|19 |I101 K3 | K8 |IK11|K15|K17 ⑫ | 貢 形 
| 2 み 戸 
合計 
/140| % 


70 


漢字 力 診断 テス ト [| 


① 意 味 


- meanln 
音読 み On-reading 8 ② 語 構成 
(同音 ・ 形 声 ) word structure 










⑪ 読 み reading ③ 字 形 shape 





(熟語 ・ 音 ) (部 首 ) 

Q⑩ 読 み reading ③④ 書き writing 
( 単 字 ・ 訓 ) ( 単 字 ) 
⑨ 文 脈 か ら の 読み ⑤ 書 き writing 

reading (部 語 ) 
from context 
⑧ 用 法 usage ⑥ 文 脈 か ら choice 
(送り が な )  ⑦ 用 法 usage 漢字 選択 from context 
(品詞 ) 
① 意 味 
音読 み On-reading OR ② 語 構成 
(同音 ・ 形 声 ) N Structure 
④⑪ 読 み iC 


前 ペー ジ の 表 の ①ー⑬⑫ の 結果 ( 5 点 満 
点 ) を 上 の グラ フ の それ ぞ れ の 線 の 上 Mrwdew 
に 、 赤 い 「・」 で 記入 し て くだ さい 。 
そし て 、 そ れ ぞ れ の 点 を 右 の 例 の よう  、@x 放 Ao 読み 
に 線 で むす ん で くだ さい 。 線 が 作る 図 saes 
形 が あな た の 漢字 力 を 表し て いま す 。 


2X ③ 字 形 shape 
④ 書 き winiting 


し ラ ぐ - 
2 0 


⑥ 文 脈 か ら choice 
(送り が な ) 人 ⑦ 用 法 usage 漢字 選択 from context 
(品詞 ) 
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し ] 漢字 力 診断 テス ト 


か ん じ り ょ く し ん だ ん 


み か た 


漢字 力 診断 ク ラフ の 見 カ 


あな た の 漢字 カグラ フ は 、 ど ん な 形 に な り ま し た か 。 線 が 大 き な 円 (circle) に な れ 
ば 、 あ な た の 漢字 力も 大 きい こと に な り ま す 。 線 が 中 に 和信 り こん で いる と ころ が あな 
た の 弱点 (weak points) で すか ら 、 こ れ か ら 特 に そこ を 強化 し て くだ さい 。 

下 の A、B、C、D の グラ フ 例 の 中 か ら 、 あ な た の 結果 に 一 番 近 い 形 を 見 つけ て 、 
その グラ フ の 下 に ある 説明 を よく 読ん で くだ さい 。 これから の あな た の 漢字 の 勉強 に 


きっ と 役立つ で し ょ 入 38 


① 章 味 


⑫ 音 読み On-reading "CSIR8 の 語 構成 


WOrd structure 






( 熱 語 ) 
from context 


⑧⑱ 用 法 Z | バハ ⑥ 文 脈 か ら choice 


(送り が な ) の ⑦ 用 法 usage 漢字 選択 from context 
(品詞 ) 





あな た の 漢字 カカ は まだ 十分 で は あり 
ませ ん が 、 バ ラン ス は いい で す 。 こ 
の 調子 で 渓 字 カ を の ば し て くだ さい 。 

この 本 を 1 課 か ら 順 に 和 勉強 し な が 
ら 「Basic Kanji Book』Vol. 2 を 使っ 
て 復 習 (review ) も し た は うがい い 
あ 二 ます 。 
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① 意 味 


meaning 


② 語 構成 


WOrd structure 


⑫ 音 読み On-reading 
(同音 ・ 形 声 ) 









③⑪ 読 み reading ③ 字 形 shape 
( 熱 語 ・ 音 ) (部 首 ) 
⑩ 読 み reading ④ 書 き writing 
( 単 字 ・ 訓 ) ( 単 字 ) 
⑨ 文 脈 か ら の 読み ⑤ 書 き writing 
reading (熟語 ) 


from context 


⑧ 用 法 usage 
(送り が な ) 


⑥ 文 脈 か ら choice 
漢字 選択 from context 


⑦ 用 法 usage 
(品詞 ) 


あな た は 漢字 の 意味 や 読み は よく 
知っ て いま す が 、 漢 字 を 書く こと が 
詳 いで すね 。 こ れ か ら は 、 書 く 練 習 


に 力 を 入れ まし ょ う 。 字 形 を し っ か 
り 覚え る こと が 大 切 で す 。 漢字 の 構 


の 
成 要素 (components ) の 知識 (一 復 習 
の 課 ) も 役に立つ で し ょ う 。 











② 音 読み On-reading "CAning の 馬 成 
(同音 ・ 形 声 ) 






読み rcading ④ 書 き writng 
( 単 字 ・ 各 ) ( 単 字 ) 

全文 了 か ら の 読み ⑮ 書 き writing 
reading (熟語 ) 


⑥ 文 脈 か ら choice 


(送り が な ) の 用法 usage 
(品詞 ) 






あな た は 、 漢 字 の 意味 や 字形 は よく 
知っ て いま す が 、 日 本 語 で の 読み 方 
が まだ 不正 確 で すね 。 こ れ か ら は 、 
滴 点 ( ヽ ) や 小さ い 「 っ 」、 長 音 な 
ど に 注意 し て 正確 に 読む 練習 を し て 
くだ さい 。 そ れ に は 、 同 音 の 漢字 の 
知識 (つこ の 本 の 5 課 、 8 課 、 9 課 ) 
る 役に立つ で し ょ う 。 








漢字 選択 from context 


漢字 力 診断 テス ト 


① 導 味 


@ 音 読み On-reading CSTmE の 語 札 
(同音 ・ 形 声 ) word structure 








⑳⑪ 読 み reading ⑨ 字 形 shape 
(熟語 ・ 音 ) (部 首 ) 
⑩ 読 み reading ③④ 書き wrtng 
( 単 字 ・ 訓 ) ( 単 字 ) 


⑨ 文 脈 か ら の 読み 書き wrinng 
reading (熟語 ) 
from context 
⑥ 文 脈 か ら choice. 
(送り が な )  ⑦ 用 法 usage 漢字 刀 択 from context 
(品詞) 
D 





あな た の 漢字 力 は 、 ほ ば 満点 (fu 
marks) に 近い で す が 、 残 念 な が ら 
日 本 語 で の 用 法 が まだ 弱い で すね 。 

漢字 の こと ば を 覚え る 時 は 、 ど ん な 
m 品 調 に 使わ れる か (… こ の 本 の 3 課 、 
4 課 、7 課 ) も いっ し ょ に 覚え まし ょ 
う 。 動詞 ・ 形 容 詞 の 送り が な も 正確 
に 覚え て くだ さい 。 










お あな た の ①ー⑬ の 漢字 力 の 平均 (average) が 2 点 以下 で 、A よ り 小 さい 図 
形 に な っ た な ら 、 この 本 を 使っ て 勉強 する 前 に 、「Basic Kanji Book』 Vol. 1 と Vol. 
2 を 使っ て 、 漢 字 の 体系 (system) を ざっ と 復 泊 する こと を すす め ま す 。 バ ラン ス 
の よい 漢字 力 を つけ る だ た め に は 、 何 よ り も る 基礎 (foundation ) が 大 切 で す 。 

で は 、 あ な た の 漢字 学習 の 成功 (success) を 期待 し て いま す 。 
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< く テ スト の 解答 > 
A 1. em》 西 ( に し West) 6 . e き 。 後 (あと うし - ろ after, back ) 
2. e き 暗 ( く ら - い dark) 7. e き 人 人 (は い - る tocome in) 
3 、e” 新 ( あ た ら - し い new) 8. ee きき 降 ( お - り る toget off, to alight) 
4. 9 み 安 ( や す - い cheap ) 9 . を e き 。 減 (へ - る to decrease) 
5. e ゆ 。 速 (は や - い fast) 10. ee ゆみ 開 ( あ - く < く toopen) 
B 1. 非 ノ 人 間 プ 的 : 人 間 ら し く な いこ と 6. 営業 プ 部 プ 長 : 営 業 を する 部 の 長 
2. 最新 報告 : 最も 新しい 報告 7 . 原子 プ カ ン 発電 : 原子 の 力 で 発電 する こと 
3 . 合格 者 数 : 合格 し た 人 の 数 8 . 比較 研究 プ 法 : 比較 し て 研究 する 方 法 
4. 無 ノ 公害 車 : 公害 を 出さ な い 車 9. 不得 意 プ 科目 : 得意 で な い 科 目 
5 . 少 人 数 プ 制 : 少な い 人 数 の 制度 10. 効果 的 学習 : 効果 が ある 学習 
C 1. 術 1 | : く きか ん ちり plant 6. 線 | 糸 | : い と へ ん thread 
2. 新 | 末 | : お の づく り ax 7. 空 | 穴 | : あ な か ん むり hole 
3. 屋 1 戸 | : し か ば ね corpse 8. 意 | 心 | : し た ご ころ heart 
4. 場 1 土 | : つ ち へ ん ground 9. 院 1|E | : こざ と へ ん ciiff 
5. 二 1 志 | : し ん に ょ う way 10. 痛 | た | : や まい だ れ sickness 
D 1. 女 2. 歌 3. 駅 4. 雪 5. 頭 
6. 次 7. 通る 8. 遊ぶ 9. 細い 10. 明 い 
1. 百年 12. 試 験 13. 家族 14. 住所 15. 空港 
16. 写真 17. 目 由 な 18. 生活 す る 19. 結婚 する 20. 完成 する 
E 1. 家 の 前 に 黒い 車 が | 止 | まっ た 。 
2 人 の 6 この で 1 伺 り る で て W で くだ きい 
3. 何時 に | 夕飯 | を 食べ まし た か 。 
4 . 日 本 は | 物価 | が 高 す ぎる と 思う 。 
5 . この 建物 は 現在 | 使用 | され て いま せん 。 
6 . 新しい ビル を 建て る | 計画 | が ある 。 
7. どん な | 料理 | が 好き で すか 。 
8 . 政治 に は あま り [{ 関心 「 が あり ませ ん 。 
9. あの | 音楽 家 「 は 世界 的 に 有名 だ 。 
10. 今月 は ずい ぶん { 電気 代 | が か か っ た 。 
F 1. 練習 (れん し ゅ う ) す る 2. 番組 (ば ん ぐみ ) 一 3. 適当 (て きとう ) な 
4 . 失礼 (し つれ い ) な する 5. 必要 (ひつ よう ) な 6. 運転 (うん て ん ) す る 
7 . 便利 ( べ ん り ) な 8 . 問題 (も ん だ い ) 一 9. 結果 (けっ か ) 一 
10. 留学 (りゅう が く ) す る 


7 イ 


びび) = 


ご ご ざさ どぶ ご どら の の の の ょ らい 一 


ト N ゝ 
4 


漢字 力 診断 テス ト 唱 


- め な い 5 7 グ c、 9 く な い 
始 上 エー め ま す 7 ち ま す 59 |- テ ーー MC 
に 1 め る 12 マフ - し ゝ 
に …- め れ ば 22 - けれ ば 
5 の よう me) の 
ー- ら な い 6. -- さ な い 10. es に くい) 
人選 FSS ま の た SBSMIN ま 3 楽に よー し いで すず 
ー る ー す ー し い 
ー…- れ ば は ーー せ ば ー- し けれ ば 
2 の (の (2 の 
- わな い 7 SS な 
買 |- テ ー いま す 放 、 Pe 0 まう 
に 0 ズ の 
『ー えば ー-- えれ ば 
Sse 8 の 
1 8 . - か な い 
Fe きま 働 |- テ ー- さま す 
RS Se 
…- きれ ば - け ば 
BN の 2 
> わが て つの 2。 おんがく う 、 てんき 4。 1! うず 5。 りこ) 
、 抽 も し よ が ん アア みえ で て 8. れきし 9. ざん ね ん 10. か えろ う 
、。 あめ 2. は な 3. むら 4. いろ 5 お と うと 
。 わか い 7. み じ か い 8. し ず か な 9. わた る 10. ふる 
. まい に ち 12. じ か ん 13. で ん わ 14. びょう いん 15. せい じ 
。 えい が 17. よ て い 9 と 19. せつ めい 20. じゅ ん び 
. 義 ギ 2. 郊 コウ 3. 洋 ヨウ 4. 談 ダン 5. 銅 ドウ 
. 安 アン 7. 持 ジ 8. 連 ケイ 9. 白 ハク 10. 遠 エン 
信春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 | = 季節 (seasons) 
道 | 速い ・ 遅 い ・ 広 い ・ 重 い | = イ 形 容 詞 (- adjectives) 
人 会 ・ 開 ・ 回 ・ 海 | 音読 み 「 カ イ 」(On-reading 'kai ) 
洲 | 休 ・ 集 ・ 困 ・ 機 | 字形 「 木 」( 木 ' shape) 
旋 。 1 読む ・ 話 す ・ 飲 む ・ 待 つ | 三 動詞 (verbs) 
友 | 父 ・ 母 ・ 兄 ・ 妹 | = 家族 (family members) 
円 | 朝 ・ 今 ・ 夜 ・ 夕 | 了 
上 記 | 言 ・ 元 ・ 現 ・ 原 三 音読 み 「 ゲ ン 」(On_-reading 'gen ) 
刻 | 答 ・ 第 ・ 竹 ・ 笑 | 三 竹 か ん むり (bamboo crown: radical) 
貸 (開く ・ 書 く ・ 歩 く ・ 行 く ! 「- く 」 で 終わ る 動詞 (verbs ending with-ku ) 
王 | 週 ・ 習 ・ 終 ・ 集 | = 音読 み 「 シ ュ ウ 」(On-reading 'shuu ') 
力 1 目 ・ 耳 ・ 手 ・ 足 | = 体 の 部 分 (parts of the body ) 
四 良い ・ 正 し い ・ 難 し い ・ 悪 い | ニ イ 形 容 詞 (-i adjectives) 
車 | 走 ・ 赤 ・ 地 ・ 社 | = 字形 「 土 」(' 土 ' shape) 
? 田 | 有 ・ 遊 ・ 友 ・ 右 | = 音読 み 「 ユ ウ 」(Onr-reading yuu ) 
切 | 動 ・ 男 ・ 勉 ・ 加 | = 字形 「 力 」( 力 ′ shape) 
所 | 放 ・ 法 ・ 訪 ・ 方 | = 音読 み 「 ホ ウ 」(On-reading hou ) 
栄 1 洗う ・ 消 す ・ 決 め る ・ 流 す | 王 動詞 (verbs) 
| 都 ・ 市 ・ 区 ・ 町 | = 日 本 の 行政 区 分 (administrative divisions in Japan ) 
舞 E | 情 ・ 思 ・ 感 ・ 忙 | = 部 首 が 「 こ ころ 」(radical and meaning"heart') 
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TH やう やっ CH で わっ cho っ EE 



































ポ NIS 1 1Y ン KK | や | 

18|3 1<| IMNISI 了 KRIS 
WHYTIT1 ミ INIOIWIQI ゃ 
WINIRIKINIVIKI 才 18] 
素 | 和 SW] る SI1W ト Se 
SS mW を 





桁 り 衝 の の や うり 状 填 会 宮 会 0 お ぐり 革 較 公 
QR で GS や 撮 仁 介 下 0 ソ (所 必 器 G 季 移 午 w 所 
か で Sm6 つ 5) 選 / 選 角 思 邊 (で 5 
心 色 宙 ) 生生 で る で Q 公 SG 幸 さり ぶつ 


《 jO 


^、 

ら や 人 SE/ 手 考 提 笠 G 沿 提 ン 知 つ し 密 弄 
協 ン 午 古 ke 5 の ひつ Jo の でも? 全 人 本間 用 る < 
改 表 直人 加 て 有 く "や で 会 穴 の つぐ 填 療 会 し 



















FICCIEFHCZIEFIFE 
EE EBIEE に JE 


TO か HH っ: 
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第 1 課 
党 字 の 仲間 





〇 つ 鍋 / 


それ ぞ れ の 漢字 の グル ー プ に は 、 ほ か に どん な 漢字 が 入る で し ょ うか 。 下 の. 一 z. 
の 中 か ら 選 びな さい 。 

















a. 語 b. 黒 c. 府 d. 島 e. 土 f. 魚 g. 食 h. 切 i. 室 
). 姉 k. 期 1. 米 m. 茶 nm. 水 o. 妹 p. 風 9d. 広 r. 経 
Ss. 本 t. 西 u. 落 vV. 反 w. 火 x. 弟 y. 高 z. 帰 


[| Lesson 1 


1. f 魚 : 和牛 (うし )・ 馬 (うま )・ 鳥 (と り )・ 魚 (さか な ) 
三 動 物 ( ど うぶ ぶつ) animals 
: 2. b 黒 , q 広 , y 高 : 大 (お お ) き い ・ 早 (は や ) い ・ 低 (ひく ) い ・ 黒 (くろ ) い ・ 
広 ( ひ ろ ) い ・ 高 (た か ) い ニテ イ 形容 詞 ( け いよ うし ) iadjectives 

3. c 府 : 都 ( と )・ 道 (どう )・ 府 ( ふ )・ 県 (けん ) 

行政 区 分 (ぎょ う せ いく ぶん ) administrative divisions 

4. e 土 , n 水 , w 火 : 月 ( げ つ )・ 火 (か )・ 水 (すい )・ 木 (も く )・ 金 (きん )・ 土 ( ど ) 
曜日 (よう び ) days of the week 
: 5. h 切 , r 経 , z 帰 : 取 ( と ) る ・ 作 (つく ) る ・ 走 (は し ) る ・ 切 ( き ) る ・ 経 (へ ) る ・ 
] 帰 ( か え ) る テニ 「 る 」 で 終わ る 動詞 (どう し ) verbs ending with -ru 
[ 6. j 姉 , o 妹 , x 弟 : 母 ( は は )・ 父 (ちち )・ 兄 ( あ に )・ 姉 ( あ ね )・ 妹 (いも うと )・ 
各 ( お と うと ) 王家 族 ( か ぞ く ) family members 

7. m 茶 , u 沙 : 和 荷 ( に )・ 花 (は な )・ 楽 (くす り )・ 茶 (ちゃ )・ 沙 (お ) ち る 

ー「 テ 」 草 (くさ ) か ん むり が つく “plant" radical 
8. b 黒 , m 茶 : 赤 ( あ か )・ 白 (し ろ )・ 青 (あお )・ 黒 (くろ )・ 茶 (ちゃ ) 
三公 colors 

9. p 風 : 雨 ( あ め )・ 晴 (は ) れ ・ 雪 (ゆき )・ 風 (か ぜ ) 
三 気 象 ( き し ょ う ) weather 
: 10. r 経 : 軽 ( ケ イ )・ 形 (ケイ )・ 計 (ケイ )・ 経 (ケイ ) 
三 音 読み が 「 ケ イ 」 On-reading 'kei 
: 11、 1 米 , t 西 : 英 (を えい)・ 中 (ちゅ う )・ 日 (に ち )・ 米 ( べ い )・ 西 (せい ) 
( ーー 国名 (こく めい ) countries 
: 12. i 室 : 所 (し ょ / じ ょ )・ 館 (か ん )・ 屋 (や )・ 室 (し つ ) 
( ーー 場所 (ば し ょ ) の 接尾 辞 ( せ つ び じ ) pnlace suffixes 
: 13. v 反 : 飯 ( ハ ン )・ 阪 (ハン )・ 板 (バン )・ 反 (ハン ) 
[ ー 音 記号 (お ん きごう ) 「 反 (ハン )」 を も つ phonetic marker 反 han' 
14. a 語 , d 島 , h 切 , i 室 , k 期 , s 本 : 一 人 (に ん )・ 一 回 (か い )・ 一 台 ( だ い )・ 
2 選ん ら S( O0 の 用 (5 ん / 
ぽん ば ぼん ) 三 助数詞 ( じ ょ す うし ) counters 
: 15. ト 期 , z 帰 : 気 ( キ )・ 起 ( キ )・ 器 ( キ )・ 期 ( キ )・ 帰 ( キ ) 
三 音 読み が 「 キ 」 On-reading 'ki 


を 
の の の の の の の の の の の の の の の の の の の る の る @ の @ の る @ の の の の の の の の ひ の の の @ の @ ひる の の ② の の @ の の ⑥ る る @ @ の る の e @ の の の の @ の の の @ る @ の @ の @ の の の @ の @ の の @ の の の の る の の の の の の の の @ の の の の ら の の の の の の の の の の の の の の の 6 


78$ 





基本 練習 ノ 


TI . 1 12! は どん な 滞 字 の グル ー の SN の 2 | ] に それ ぞ れ の グル ー プ の 名 
前 を つけ 、 グ ルー プ に 入る 仲間 の 漢字 を 下 の a. 一 z. の 中 か ら 選 びな さい 。( グ ルー 
プ に 入る 漢字 は いく つ 選 ん で も よい 。 使わ な い 字 も ある 。) 





3 














a. 世 b. 省 cec. 州 d. 首 e. 独 f. 苦 g. 通 h. 県 . 教 
). 濃 k. 係 1. 市 - 高  n. 界 o. 欠 DPD. 難 d. 減 r. 印 
SsS. 乗 t. 習 u. 軟 vV. 硬 w. 土 x. 全 y. 目 z. 重 


7 ツ 


[| Lesson 1 


l . 


20 


例 . 


両親 は 太田 市 に 住ん で いる 。 
本 


あの 赤い セー ター を 着 た 人 が 田中 さん だ 。 
兄 は 東京 の 大 学 で 勉強 し て いる 。 

駅 の 東口 で 待ち 合わ せ を し た 。 

ころ ん で 、 指 に けが を し て し まっ た 。 


田中 さん の 後ろ に いる の が 高橋 きん で す 。 





一 年 の 中 で 春 が 一 番 好 きだ 。 

一 日 の うち で 、 朝 が 一 番 忙 し い 。 

この ご ろ 、 箸 い 日 が 続い て いる 。 

新聞 の 一 面 は 「 来 月 首相 訪 仏 」 と いう 記事 だ 。 
机 の 上 に 厚い 辞書 が 置い て ある 。 

鈴木 さん は 文部 科学 省 に つと め て いる 。 

彼 は 子ども の 時 、 医 者 に な り た か っ た そう だ 。 
この 町 は 農業 が 中 心 で ある 。 


ミエ フミ オレ SS たこ ッ ム 
家計 が 苦し い の で 、 交 通 費 を 節約 し て いる 。 


映画 館 の 前 で 友人 と ば っ た り 会 っ た 。 


さき の うか ら 和 が 導い 。 


次 の 文 の 下線 の こと ば の 下 に 読み 方 を 書き 、 そ れ と 同じ 仲間 の こと ば を ふた つ 、 
例 の よう に に 漢字 で 書き な さい 。 


町 (まち )/ 村 (むら ) 


① 形 の グル ー プ 


② 音 の グル ー プ 





情 
月 


当 了 幼 軌 


\ 
ノ 


還 曰 


mi 


か た ち 

思 3 ま は 、 デ ーー うー つの が それ ぞ 九 形 、 

意味 、 そ し て 用 法 な ど を カギ (key) に し て 、 共 
の ルーツ に の 0 (みみ まし ょ う 。 


沢 
願 


田 
z い いい 


HH 
2 \\ 


と ゝ 
マテ 
幅 ヽ ゝ 2 に っ ヽ 


潜 暗 漂 海 


EN 


団 


Ei 
/ い じい 


畑 焼 


Grouping by shape 


3 う 意 味 の グ ルー プ Grouping by meaning 


④ 用 法 の グル ー プ Grouping by usage 





浅 
畑 
洛 
通 
府 
聞 





NPC ま すら これ ら の 形 、 計 s 
な か 
を 持っ て いる 漢字 の 仲間 を 見 つけ 、 


Grouping by pronunciation 


この よう に 漢字 を 分 類する 方 法 は 、 新 し い 漢 字 を 覚え る 時 に も 、 覚 えた 漢字 を 思い 出す 
時 な ど に も 役に立ち ます 。 


ぶ し ゅ 
同じ 部 首 (意味 を 表し て いる 部 分 :Radicals) を 持つ 漢字 が あり ます 。( ウ BK L.11. 
12, 13, 14) 漢字 に 共通 の 部 首 を さがし て み ま し ょ う 。 


町 : 
くつ くり > 自 :8 
く か ん むり > 問 : 
店 : 
則 : 
訂 : 
ロ : 


な どー 
な どー 
な どー 
な どー 
な どー 
な どー 


な どー 


形 は 少し 違っ て も 同じ 部 首 と し て あつ か われ る も の も あり ます 。 漢和 辞典 を 引く と き に 、 
知っ て いる と 便利 で す 。 


「 相 」( り っ し ん べ ん ) も 「 心 」( こ ころ heart) の グル ー プ 
意 感 忘 悲 多 
「…」( れ っ か ) も 「 火 」( ひ , fire) の グル ー プ 
執 無 然 者 


炊 秋 





(さん ずい ) water 

頁 (お お が い ) head 

* (くさ か ん むり ) plant 
心 (ここ ろ ) heart 

ュ (し ん に ょ う ) way 

愉 計 だ 6 666 


門 (も ん が まる える) gate 


[」 Lesson 1 


ぐ ご 部 分 > :m 占 加 商 器 局 な どー ロ 
: 町 細 留 男 界 胃 な どー 田 
: 赤 考 社 地 境 壁 な どっ 土 
: 全 国 現 理 球 環 ぉ な ど つ … 王 





音 記号 と いう の は 、 音 読み を 表し て いる 部 分 で す 。 


音 記号 音読 み 


ぐ 前 セイ : 青 (セイ) 晴 (セイ ) 静 (セイ ) 
(あお - い ) ( は - れ ) ( し ず - か ) 
ぐ 可 > カ : 可 ( カ ) 何 ( カ ) 束 (カカ) 
(な に / な ん ) (うた ) 
KISS コウ 3 僚 ( ウ ) 校 (コウ ) 効 (コウ ) 
(まじ - わ る ) (Ne ぐ ) 
ぐ 吉 > コ : 古 ( コ ) 改 ( コ ) 個 ( コ ) 
(ふる - い ) (ゆえ ) 
ぐ く 寺 シン  ) 和 ンク) 持 ( ジ ) 時 ( ジ ) 
(て ら ) ( も - つ ) (と き ) 
ぐ > ホウ : 訪 (ホウ ) 訪 (ホウ ) 放 (ホウ ) 
(の 5) (た ず - ね る ) (は な - つ ) 


し ゅ う せい けい も 


9 9 具 の 
※ く わし いこ と は 、 復習 1 一 形 声 文字 (1)(pp.93 一 97 ) を 参照 。 














畑 字 を 意味 に よっ て グル ー プ に 分 け て み ま し ょ う 。 た と えば 、『Basic Kanji Book』 に は 、 
交 の よう な 意味 に よる グル ー プ 分 けが あり ます 。 


か ぞ く 
ぐ 家 族 > family members 、 母 見 姉 第 妹 必 BKL.15 


へ 


い 。 ち 

ぐ 位 置 locations : 右 左 上 下 中 PBK L.18 
ほう が く 

ぐ 方 角 ン directions : 東 西 南 北 c>BK L.18 
き せつ 

ぐ 季 人 節 ン seasons : 春 夏 秋 冬 FoBK L.26 


の 


要点 


いろ 
く 色 > colors : 赤 青 黒白 茶 ウ BK L.23 


ぎょ う せ い く ぶん 
く 行 政 区 分 >: 都 道 府 県 


administrative d1v1SlonS 


い 
ノ 


寺 
層 


町 村 必 BKL.20 


せん も ん ぶん 


< 専門 分 野 > ・ 政 大 経済 教育 歴史 化学 な ど @BKL.22 


fields of academic study 


この ほか に も 、 い ろ い ろ な 意味 の グル ー プ が 考え られ ます 。 


こく めい 


ぐ 国 名 > 米 (さい) ニア メリ カ 串 ( ろ ) ニニ ロ シア 
countries 身 【 え い ) ニ イ ギ リス 中 (ちゅ う )= テ 中 国 
本 (せい ) ニス ペイ ン 甲 (か ん ) = 韓国 
人 0 ある の) 寺 ラ ラ ンス 5 (こう) 所 ボー スト ドク リア 
AN( OS 紀 ド 2 人 違 まく ) デラ ン ル 
E (いん ) デイ ンド 
c.f. ぐ 地 域 シ 欧 (お う ) ニ ヨ ー ロ ッ パ 


ぐ 体 の 部 分 ン parts of the body | 
: 目 耳 口 歯 指 頭 顔 首 ( く ぴの) 


< 他 の 行政 区 分 > other administrative divisionS 
・ 州 (しゅ う ) ー ヨ ー ク 州 New York State (U.S.) 
省 区 まう ) 1 Shandong Province (Chjna) 
郡 (ぐん ) 西多摩 衝 Nishitama District 
か ん こう ちょ う 


ご 官公 > public offices 
し まう の) 文部 科学 省 Ministry of Education, Culture, Sports, 
Sclence and ]echnology 
経済 産業 者 Ministry of Economy, Trade and Industry 


けい さ つ 
庁 (ちょ う ) 警察 庁 National Police Agency 


ぼう えい 
防衛 庁 Japan Defence Agency 
局 ( き ょ く ) 水道 局 Water Works Bureau 
ゆう びん 
郵便 局 Post Office 
ぶ きょく 
司 > divisions of organization 
・ 局 (きょく ) 経理 局 Finance and Accounting Bureau 
部 ( ぶ ) 営業 部 Sales Department 
そう む 
総務 部 General Affairs Department 


こ 


品 


斉 (か ) 人 事 課 Personnel Section 
経理 Accounting Section 

係 (か か り ) 第 二 係 2nd Sub-section 
受付 係 Receptionist 
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『Basic Kanji Book』 に は 次 の よう な 品詞 (parts of speech) な ど に よる 分 類 が あり ます 。 
けい よう し 
く イ 形容 詞 > : 高い 安い 多い 少な い 長い 短い な ど 
-1i adjectives 。 や BK L.8, 14, 16, 28, 38 
どう し 」 
ぐ 動 詞 > 話す 聞く 読む 書く 食べ る 飲む な ど 
verbs BK L.9, 17、24. 30, 37,43 


く ス ル 動 詞 > : 練習 する 勉強 する 研究 する 質問 する な ど 
-SuruVerbs ~ BK L.21 


く ナ 形容 詞 > : 元気 な 有名 な 便利 な 適当 な な ど 
-na adjectives BK L.16, 28 
了 せつ び じ 本 内 」 
く 場 所 > の 接尾 辞 : 一 所 一 場 一 地 一 園 一 館 な ど 
suffixes (place) や BK L.19 


suffixes (occupation) や BK L.27 


く お 金 > の 接尾 辞 : 一 代 一 費 一 料 一 金 な ど 
suffixes (money) や 第 6 課 (p.112) 
ひ て い せっ と う じ 
ぐ 人 本 定 > の 接頭 辞 : 非 一 不 一 無 一 未 一 な ど 
negative DrefixeS coBK L.45, 第 6 課 (p.113) 
この 課 で は 、 国 や 地域 に 使わ れる 漢字 、 部 局 な ど に 使わ れる 漢字 の ほか に 、 ィ 形 容 詞 
に 使わ れる 漢字 と し て 、 さ ら に 次 の 漢字 を 勉強 し ます 。 


ぐ イ 形容 詞 > : 所 (まず ) し い DOOr 侯 ( か た ) い hard, stiff 
淫 ( あ さ ) い shallow 軟 ( や わ ) ら か い soft 
注 ( う す ) い weak (liquid), light (color/density), thin 
涯 ( こ ) い strong (liquid), dark (color/density) 
厚 ( あ つ ) い thick 








9 応用 練習 


、。 次 の 文中 で 使え を る こと ば を 、la. 一 f.| の 中 か ら 選 ん で 、 〇 を つけ て み ま し ょ う 。 


例 . 


使え る こと ば は 、 一 つ だ け で は あり ませ ん 。 


の 0ー の の = GNU (⑤ 歌っ た り (⑪) 話し た り c. 説 ん だ り の 6 
(d) 飲ん だ り e. 押し た り f. 書い た り 


b. 仕事 中 
d. 世界 e. 勉強 f. 電話 


本 性 で 新しい 」s 東 b. 北 四 和 太 典 を 見 つけ た 。 
d. 仏 e. 独 f. 英 


kg 遊ん で b. 曲がっ て c. 通っ て くだ さい 。 
d. 渡っ て e. 歩い て f. 止ま っ て 


0 才 A b. 濃 ci ed を お いし く な い 。 
d. 薄 e. 署 f. 憶 


7 心 b. 頭 c 8 困っ て いる 。 
d 体 e. 首 f. 歯 


| 営業 b. 案内 c. を 勉強 する た め に 大 学 へ 行く 。 
d. 運転 e. 経済 f. 歴史 


卒業 し た ら 、 本 放送 局 b. 政治 家 0 
d. 外務 省 e. 防衛 庁 f. 銀行 員 


意味 は ja 読書 b 辞書 ci 質問 だ 。」 と 答え る 人 が 多い 。 
d. 料理 e. 旅行 f. 運動 


彼 は a. 山口 県 b. 北海 道 c. 外務 省 で 生ま れ 、 東 京 で 育っ た 
d. 京都 府 e. テキ サス 州 f. 商業 地 


TI 国 長 b. 国 首 c. 員 品 と 会 見 する 。 
大 統領 e. 元首 f. 国王 
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次 の (  ) の 中 に 、 適 当 な 漢字 を 1 字 、 入 れ な さい 。 


中 国 の 四川 (①  ) は 、 パ ンダ の ふる さと と し て 有名 で す 。 
京都 市 は 京都 (②  ) の (③  ) 店 所 在 地 で す 。 


フラ ンス は 18 (④  ) 紀 末 に 起き た 革命 に よっ て (⑤  ) 制 か ら 
共和 制 に 移行 し 、 ル イ 16 (⑥)  ) は 、 フ ラン ス 最 後 の 国 ( の  ) と 
37 の 


毎日 、 気 象 (⑩  。) か ら 全国 の 天気 予報 が 発表 きれ ます 。 


お お も の 
その パー ティ ー に は 、 政 (⑫  ) や 経済 (0  ) の 大 物 が 多数 出席 
CN Su 


郵便 (⑲ ) は 平成 15 年 4 月 か ら 日 本 (⑳  ) 政 公社 の 下 に 連 か れ て 
いる 。 


。 EU と いう の は 、(⑳ ) 州 連合 の こと で す 。 


この コピ ー は (⑳⑫ ) 〈 く て 読め ませ ん 。 も っ と (⑳⑳ 。 ) くし て くだ 
SM 


彼 は (《⑳ )(⑳⑥⑮  ) 中 を 回 っ て 、(@⑯ ) し い 人 々 の た め に チャ 
リティ ー・ コ ン サ ー ト を 開い て いる 。 


私 は まだ 経験 が (⑫  ) い の で 、 人 前 で 話す と き 、(@⑱⑳ ) く な っ 
まま WN ま すり 


応用 練習 


)、 人 事 院 、 内 閣府 と 、10 の 


な っ て いる 。 


っ テ 
もこ 


we 


う 


げん ざい 


12. 日 本 の 行政 組織 は 、2004 年 現在 、 下 図 の よ 


そ し き 


2 の 0 
⑧ で < 
で 玉 ズ 穴 
LN 3 
の 
皿 
2 理 人 @ 
2 本 IN に 
の 64 Hs ご 
加悦 
0 
@ ぎ 5 プー 
。 各 の 
洋 を @ る 
逢っ 中 の 
5g 民 半 叶 . 
Go < 瑞 所. 
hd の 
N ソ ぷ で トノ っ 
すこ 
Ss ⑤ S 
。 。 一 し 上 
こ 立 細 
腸 ③:u 
⑮ “ ざき : 柳 
ーー D 
め に こも PF 
@ 


直 か れ て いる 。 


く 日 本 の 行政 組織 > 


ンコ 
に 


) は 国家 公安 委員 会 の も と 【 


s 限 | 呈 | 志 | 全 
中 

3 直上 に 貼 | 避 

mW ma “ 

選 | 的 は | 区 


me 
の 
全 


施 


ぇ | 
3 中 | 王 
> 
%U 
Sn 
選民 器 
s 民 円 
> 個 l5 く 


Sm 
> 近 


4 で で | 
y さ 和 


に 
中 
N 


$ 

w 知 S 量 
| Elk 和 ホ 
ns 記 「 AM * 缶 | 守 肛 氷 
3 演 | | トト 暫 | 羽 sE 


| 宙 | 辿 | 幼 | 乱 
※ 狼 也 悪 

に SENIE に SIEomle や 
% 注 層 直 
PIEIERPig4N 占 


2Z 


経済 産業 省 


けい ざい さん ぎょ う 
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次 の a. 一 g. の 質問 項目 に つい て 、 ま わり の 友だち や 日 本 人 に 日 本 語 で 質問 し 、 
その 答え を 下 の 表 の 2 . 一 5 . に 記入 し て くだ さい 。 1 . に は 、 あ な た 自身 の 答え 
を 記入 し て くだ さい 。 








し ゅ っ し ん ち 
身 地 


birthplace 





職業 ・ 仕 事 


Occupation, job 





せん も ん 
. 専門 
SDeciality 


. 部 味 


hobbies 


e. 好き な 人 色 
国 | . 


{ 
g. 行き た い 国 








し ゅ う 


けい 
で きる だ け 多 く の 人 に 質問 し て 、 そ の 結果 を 下 の よ うに 集計 し 、 日 本 語 で 発表 し て み 
まし ょ う 。h. と ji. の と ころ に 質問 も 増やし て みて くだ さい 。 


例 ' 好 き な 色 」 を 留学 生 20 人 に 聞き まし た 。 


時 テバ 
理 。 5 人 

| 青 5 

1 導 

1 示 。 2 人 

較 セン シン ク 1 人 人 


課題 Ll 


和 l 。 自分 で 、 い ろ い ろ な 漢字 の 仲間 を さがす 問題 を 10 作 っ て くだ さい 。 
友だち と 問題 を 見 せ 合 っ て 、 お た が い に や っ て み ま し ょ う 。 





ー 例 . | 中 の 9 
中 朝 
人 1 
衝 Pammmacas 
a. 編 
[時 を 表す 漢字 ] [ 拓 衣 EEL ] 
| ] [ ] | 中 ] 
庫 議 ' 
[ ] [ | [ ] 
a. 峡 b. C d e f . h 
1 ] ] m . n . O D 
d Y S t U . V W X 


※ 答 え は 、 別 の 紙 に 書い て くだ さい 。 


2 ク 


ICE 
EE EIESEI CESE 
昌 IN IMIKININIKI 人 SIx 
SIT] 一 |->IWhWlW 
| 還 | 人 SRIWINI ト | | 届 | を 
| 垂 | 素 | キ |HIMLIM] 昌久 9 
ISIN IS| 党 INlwIWHWIp 


| SN や | よ |LSISY| 本 NNIR 
IIN InIRIINIW き IS 
人 江 あす 計っ 1 さ ) 
の また 





同和 4 かい 症 人 かい 二 境 の か か で て 0 れ 補 か ばく 症 吾 べ れれ 玉 ば て れ て て 症 て 0 べく 再生 て いい) 


OO 
よく 症 の 全 全て 二村 くれ 宮 て むく 生やす 凍っ ト 


全会 補 / 刊 必 角 任 G ] 虹 仙 JO レ 7 舞 肖 
準 ロ つね の で と 革 団 会 QR お 手 を さき 
給 G 中 苔 据 る や ! 人 で ロ 症 で 記 6 つね 9 

陸 人 拭 り お 4Q 束 人 % さ ル 穫 電 G ス 時 織 下 
楽団 粗 色 ^ 卿 入 ど 柳 公 豆 や 0 
抽選 色 人 移 記名 つつ し 下る くつ お 9 

低 3 全 GS や JO る 提 偽る や る 心 全 學 G の 
っ JJ SS で 9 畠 信 的 レス ke 嘩 の 人 交 選 本 7 *J 
2J^0267 会 補 会 宮 G「 ト 」「 硫 」 つ の ざる 必 独 十 公 


で EQ で つる 全 る の 全 代 GS「 人 S」 で の や うり 0 
SG3/「 拉 」 の 2 で 手 仔 科 の つる て じろう が 本 
コ G 志 て レベ レン る 
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〇 つ 無 / 


次 の こと ば と 反対 の 意味 の こと ば 、 あ る い は 対 に な っ て いる こと ば を 


な さい 。 

例 . 上 

。 

2. 前 

3. 右 

4. 北 

5. 内 

6. 強い 

7. 良い 

8. 短い 

9. 軽い 

10. 高い 

11. 冷た い 
少な い 


1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 


1! 


へ を ゅ 


を ゆ 


1 


1 1 1 1 1 1 1 す 111 1 1 





J/ 


[| Lesson 2 


se の ee の る る の る る の の ゃ る の の の と の の の の の の る の の の の る の の ら の の る る る の の の の の る の る の ぐる る の の の ぐら と る の の の の の らら の の る の の の の ゅ と の の る の の の の の の の の る の の の の る の の る の の の の の る の の の の の の ee の eeeeeeoeeeeoeeoeeeeeoee 。 
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before 
右 ( み ぎ ) 
right 
北 ( き た ) 
north 
内 (うち ) 
1nSlde 
強 ( つ よ ) い 
Strong 
良 ( よ ) い 
gOod 
短 ( み じ か ) い ee き 
Short 
軽 ( か る ) い 
light 
高 (【 た か ) い 
high 
高 ( た か ) い 
eXDenS1Ve 
谷 ( つ め ) た いき 
cold 
谷 ( つ め ) た いき 
cold 
少 ( す く ) な いき 
few, little 


}) 1 1 1 1 1 1 1 


を みゆ 


を ひ 


を みう 


男 (お と こ ) 
man 
後 ( う し ) ろ 
back 
後 ( あ と ) 
after 
左 (ひだ り ) 
left 
南 ( み な み ) 
South 
外 ( そ と ) 
Outside 
弱 ( よ わ ) い 
weak 
吉 ( わ る ) い 
bad 
長 ( な が ) い 
long 
重 ( お も ) い 
heavy 
低 ( ひ く ) い 
low 
安 ( や す ) い 
cheap 
熱 ( あ つ ) い 
hot 


温 ( あ た た ) か い 


WafIl 


多 ( お お ) い 


many, much 


22. 


23. 


24. 


硬 ( か た ) い ee き 
hard 
薄 ( う す ) い 
thin 


薄 ( う す ) い 


を ゅ 


を ひ 


jight(color/density ) 


深 ( ふ か ) い ee き 
deep 
人 入 ( は い ) る 
to come in 
乗 (の ) る 
to get On 
動 ( う ご ) く きき 
tO move 
始 ( は じ ) ま る e* 
to Start 
増 ( ふ ) え る 9 
to increaSe 
心配 する 
(し ん ば ぱい) 
{O WOrrY 
出席 する 
(し ゅ っ せき ) 
to be present 
賛成 する 9 
(さん せい ) 
tO agree 
以上 
(いじ ょ う ) 


more than 


を ゆ 


を ひ 


を ひ 


を で み 


軟 ( や わ ) ら か い 
soft 
厚 ( あ つ ) い 
thick 
濃 ( こ ) い 
dark 
浅 ( あ さ ) い 
shallow 
出 ( で ) る 
tO goO Out 
降 ( お り ) る 
to get off 
止 ( と ) ま る 
tO StOD 
終 (お わ ) る 
to end 
減 (へ ) る 
to decrease 
安心 する 
(あん し ん ) 
to be relieved 
欠席 する 
(けっ せき ) 
to be absent 
反対 する 
(は ん た い ) 
tO ODDOSe 
以下 
(いか ) 


less than 





[ . 


例 . 


> 呈 本 練習 / 


次 の 文 を 読ん で 、 下線 の こと ば の 下 に み 方 を 書き な さい 。 
の ある い は 対 に な っ て いる こ と ば と 、 そ の 読み を 書き な さい 。 


友人 の 結婚 式 に 出席 し よう と 思っ て いる 。 
し ゅ っ せき 


彼 が 住ん で いる と ころ は 交通 が 不便 だ 。 
今年 の 夏 の 東京 の 最高 気温 は 35 度 だ っ た 。 
古城 めぐ り の ツア ー は 4 月 26 日 に 出発 する 。 
NTT の 番号 案内 は 有料 で す 。 

戦前 の 日 本 の 教育 制度 を 研究 し て いる 


自分 の 短所 を 知る こと が 大 切 だ 。 


へ 


交通 事故 に よる 死者 が 増加 し て いる 。 





近 さ まさ ざま な 分 野 に 女性 が 進出 し て きた 。 


ロ 


図 | 
潮 


祭 株 の 飛行 機 の 発着 は 向こう の ター ミナ ル だ 。 


彼女 は 先週 の 日 曜日 に 退院 し た そう だ 。 
親切 な 駅 員 さ ん が 道 を 教え て くれ た 。 
- の 食品 は 低温 で 保存 し て くだ さい 。 
出国 する 際 に は 、 こ の 書類 が 必要 だ 。 


この 戦争 は 長期 化す る 恐れ が ある 。 


を ゆ 


1) 1 1 1 1 1 }1 1 1 


}) 1 }1 } 1 


そし て 反対 の 意味 の 


欠席 
けっ せき 
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[」 Lesson 2 


ll . 次 の 文 の 下線 の と こ ろ に 適当 な こと ば を 書き 、 その 読み 方 を 下 に 書 


後ろ の ( ) 【 


例 . この 大 学 に は 留 


学生 が 500 人 _。 以上 いる 。 


MS の 
1. 1 週間 で 論文 を 仕上 ぼる の は 絶対 に だ 。 
2 . が 接近 し て いる の で 雨 に な る だ ろう 。 
3.。 この 許可 証 は 期限 が 切れ て いて だ 。 
4. 地下 水 か ら の 水銀 が 検 出 され た 。 
5. 戦争 の た め に 軍事 関係 の が 多かっ た 。 
6. 試合 の 時 間 を 教え て くだ さい 。 
7. その 国 は オリ ン ピ ッ ク へ の を 表明 し た 。 


ひし ょ 」、 
な 秘書 だ 。 


する の は 上 難しい 。 


な 数 式 が た くさ ん ある 。 
の 者 に よる も の と 思わ れる 。 


NCP UCO く だ だき 


し ゅ く で ん 
13. の 知ら せ を 聞い て 、 祝電 を 打っ た 。 
か いき ゅ う 
14. 背 級 の 人 と つき 合う の は 大 変 だ 。 


J プ 4 


生 ( 


) 1) 1 す 1 1 1 1 1 1 1 }) } }) 1} 


き な さ い 。 


に は 、 そ れ と 反対 、 ま た は 対 に な る こと ば が あり ます 。 


以下 ) 
いか 


レン gi 


可能 ) 
(高気圧 ) 
( 有効 ) 
( 多量 ) 


(収入 ) 





要点 > 


反対 の 意味 を も つこ と ば 、 あ る い は 対 に な る こと ば に は 、 次 の ①)ー⑤ の よう に いろ いろ 
な タイ プ が あり ます 。 





( 層 BK L.45, 第 6 課 ) 


ント [=ー で は な い ] の 
不 親切 な [= 親切 で は な い ] 


不 ( ふ ) : NA を ゆ 
親切 (し ん せつ ) な 

可能 (か の う ) な を は 不可 能 な [= 可能 で は な い ] 
へ を > 
= ゆ 


便利 ( べ ん り ) な 不便 な [= 便利 で は な い ] 


VN 不 一 [= ニー し な い ] 
安定 (あん て い ) す る em* 不 安定 な [= 安定 し な い ] 
誠 加 (きん か ) す る ea* 不 参加 [= 参加 し な い ] 


無 ( む ) : NA/N を 無 一 [=ー が な い ] 
有力 (ゆう り ょ く ) な em 無力 な [= カ が な い ] 
有効 (ゆう こう ) な em 無効 な [= 効力 が な い ] 
有 能 (ゆう の う ) な 9 無能 な [ 三 能 力 が な い ] 
有料 (ゆう りょう )  e ゆ 無料 [= 料金 が いら な い ] 


* 上 の 「 不 安定 ] や 「 不 参加 」 の よう に 、 反対 の 意味 の 接辞 が つく と 、 使 い 方 | 
』 が 変わ る も の が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 [ 


せい じょう 
例 1. この 国 の 政情 は 安定 し て いる 。 


The political situation of this country is stable. 





| 
1 
不安 定 だ 。 unstable 
| 4 不安 定 本 て いる o | 
せい し ん て き じょう た い | 
例 2. 精神 的 に 不安 定 な 状態 mentally unstable condition 
安定 し た stable 
| 安定 な | 
例 3. シン ポジ ウム に 参加 する 。 to participate in the symposium 
[ 不参加 だ 。 not to participate [ 
※ 不 参加 する 。 
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[ 」 Lesson 2 
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: 最高 (きい こう ) きみ 最低 (さい て い ) 
the highest the ]owest 
高気圧 (こう き あ つ ) ee_ 低 気圧 (て いき あつ ) 
high atmospheric DreSsSure low atmoSsDpheric DreSSUre 
長い 短い : 長期 (ちょ うき ) を み 短期 (た ん き ) 
long term Short term 
長所 (ちょ うし ょ ) 短所 (た ん し ょ ) 
a Strong Dont a weak point 
多い e ゅ 少な い : 多 数 (た すう ) 5 少数 (し ょ うす う ) 
2 ma]ority 2 minority 
多量 (た りょう ) を e み 少量 (し ょ うり ょ う ) 
a large quantity a Small quantity 
大 きい ea き 小さ い : 最大 (さい だ い ) を * 最小 (さい し ょ う ) 
the biggest the smallest 
拡大 (か くだ い ) す る em き 縮小 (し ゅ くし ょ う ) す る 
to enlarge to reduce 
健 い 9* 軟らか い : 硬化 (こう か ) す る 9 軟化 (な ん か ) す る 
to stiffen to soften 
強硬 (きょう こう ) な 中 柔軟 (じゅ うな ん ) な 
Strong, Stubborn flexible 


強い e 弱い : 強固 (きょう こ ) な 軟弱 (な ん じゃ く ) な 
firm, strong weak, feeble 
を み 注 紀 (は くじ ゃ く ) な 


weak, infirm 


「 重 な 態度 (hard-line attitude) 」 や 「 強 硬 な 手段 (drastic measure) 」 は マイ 
ナス の イメ ー ジ 、「 強 固 な 意志 (strong wi 山 )」 や 「 強 固 な 基礎 (solid foundation) 」 
は プラ ス の イメ ー ジ に な る 。「 軟 弱 な 外交 (weak-kneed diplomacy)」「 意志 が 薄 
弱 だ (to be weak-wiled) 」 の よう に 、 文 中 で の 使い 方 が 違う も の も ある の で 注 
意 す る 必要 が ある 。 





・ 増え る 9 減る : 増加 (ぞう か ) す る 9 減少 (げん し ょ う ) す る 


to increaSe to decrease 


始め る em ゆ 終わ る  : 開 始 ( か いし ) す る ee 終了 (し ゅ うり ょ う ) す る 


to start to finish 


出る 電 入る ・ 出力 ( し ゅ つり ょ く ) 電 入力 (に ゅ うり ょ く ) 


Output InDut 
支出 (し し ゅ つ ) を は 収入 (し ゅ うに ゅ う ) 
eXDenSeS 1nCOme 
輸出 ( ゆ し ゅ つ ) す る 9 輸入 ( ゆ に ゅ う ) す る 
to export to import 

出る 時 欠 < : 出席 (し ゅ っ せき ) す る e ゆ 欠席 (けっ せき ) す る 
to attend, to be present to be absent 

し り ぞ 

入る mm 退く  : 入 院 ( に ゅ うい ん ) す る 退院 (た いい ん ) す る 
to enter hospital to leave hospital 
入場 (に ゅ うじ ょ う ) す る 退場 (た いじ ょ う ) す る 
to enter (a place) to leaVe (a place) 

進む @@e 退く : 進化 (し ん か ) す る 退化 (た いか ) す る 
to evolVe to degenerate, to degrade 

発つ 電 着 < ・ 出発 (し ゅ っ ぱつ ) す る @ ゆ 到着 (と うち ゃ く ) す る 
to depart to arr1Ve 

か や . ぶ 

勝つ 電 敗れ る : 勝 者 (し ょ うし ゃ ) きき 敗者 (は いし ゃ ) 
Winner defeated person, loser 
勝利 (し ょ うり ) = 敗北 (は いぼ く ) 
Victory defeat 
完勝 (か ん し ょ う ) 完敗 (か ん ば い ) 
total victory total defeat 


ま 
勝つ mg 負け る  : 勝 負 ( し ょ うぶ ) match, game, gamble 


| r 串 . 入 」 と 「 出 ・ 欠 」、「 入 ・ 退 」 と 「 進 ・ 退 」、「 勝 ・ 敗 」 と 「 勝 ・ 負 」 の よう | 
に 、 対 に な る 漢字 が 一 通り で は な いこ と も ある の で 、 注 意 す る こと 。 また 、 入学 」{ 
[ と 対 に な る の は 、「 退 学 (withdrawal from school)」 よ り 、 な し ろ 「 卒 業 (graduation )」 ( 
1 で ある こと に も 注意 。 


ば / 


[| Lesson 2 





例 . 前 電 後 : 戦前 (せん ぜん ) 5 戦後 (せん ご ) 
DrTeWar DOStWar 


cf. 戦争 (せん そう ) の 前 と 後 と いう 意味 だ が 、 ふ つ 
う は 第 二 次 世界 大 戦 の 前 と 後 を 表す 。 


上 下 ・ 上 憶 ( じ ょ うそ う ) 下層 (か そう ) 


UuDDer Classes lower classes 


上 昇 ( じ ょ うし ょ う ) す る em 下降 (か こう ) す る 
to riSe, to ascend to fall, to descend 


か ぶし き し そう 


cf. 株 式 市 場 (stock market) ゃ 為 益 相 場 (exchange 
rate ) で は 、 下落 ( げ ら く ) す る to fall to 2 
も 使わ れる 。 そ の 際 に 対 に な る の は 、「 高 騰 ( こ 
うと う ) す る to rise」 が 多い 。 


内 坊 人 外 ・ 内 部 (な いぶ ) を * 外部 (が いぶ ) 
the inside the outside 
内 線 ( な いせ ん ) は 外線 (が いせ ん ) 
internal extension outside line 
国内 (こく な い ) みき 国外 (こく が い ) 
INSSHe Outside country 
海外 (か い が い ) 


OVerseaS, abroad 


c.f. 国際 (こく さい ) 





international 
例 . 簡単 (か ん た ん ) な simple, light を み 複雑 (ふく ざ つ ) な complicated 
単純 (た ん じゅ ん ) な simple, easy 
賛成 (さん せい ) す る to agree を * 反対 (は ん た い ) す る tooppose 
成功 (せい こう ) す る tosucceed を ゅ 失敗 (し っ ぱい ) す る to fail 
戦争 (せん そう ) war を は ‥ 平和 (へ いわ ) peace 
需要 (じゅ よう ) demand を ゅ 供給 (きょう きゅう ) supply 
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要点 





対 の 意味 を 表す も の : 


持 別 な 意味 を も つも の : 


高低 (こう て い ) = 高い か 低い か 

大 小 ( だ いし ょ う ) = 大 きい か 小さ いか 
強弱 (きょう じゃ く )= 強 いか 弱い か 

増減 (ぞう げん ) = 増え る か 減る か 
勝敗 (し ょ う は い ) = 勝つ か 敗れ る か 
進退 ( し ん た い ) = 進む か 退く か 

出欠 (し ゅ っ けつ ) = 出席 する か 欠席 する か 


収 文 【 し ゅ うし ) 三 収 入 と 支出 
発着 (は っ ちゃ く ) = 発つ と 着く 


前 後 ( ぜ ん ご ) 三 前 と 後 プ 前 と 後ろ 
左右 (さゆ う ) cy 


HEC し ま の 2 トド 
内 外 ( な い が い ) = 内 と 外 
2 の (こう も ) = 公 ( お お や け ) と 私 (わた くし ) 


多少 (た し ょ う ) more or less, a little 
加減 (か げん ) allowances, adjustment 
終 ( し じゅ う ) always, all the time 
終始 (し ゅ うし ) from beginning to end 
勝負 (し ょ うぶ ) match, game, gamble 





5/ 


ED た 応用 練習 


。 新聞 な ど で 漢 字 の こと ば を 見 つけ た ら 、 そ の 反対 の 意味 の こと ば や 対 に な る こと 


ど (/ 


例 . 


ば が ある か どう か 調べ て 、 本 ば 、 次 の 文 の 下線 
の こと ば と 反対 の 意味 の こと ば は 何で し ょ うか 。 表 に 整理 し て 、 記 入 し て み ま 
紀明 96 


この 番組 の 開始 時 間 は 6 時 40 分 だ 。 


ち きゅう 
地球 の 気温 は 年 々 上 昇 し て いる と いわ れ て いる 


> ゅ うき ょ ひ 
収入 の 大 半 は 、 食 費 と 住居 費 に 当て られ る 。 
屋内 プー ル な の で 、 冬 で も 泳げ る 。 


今日 は 、 私 の 人 生 で 最良 の 日 だ と 思う 。 

この 機械 の 原理 は 単純 で 、 だ れ に で も わか る 

も し 可能 な ら 、 来 週 ま で に 仕上 げ て ほし い 。 
少数 意見 も 大 切 に する 方 針 で ある 。 

シン ポジ ウム の 開会 式 に 出席 し た 。 

米国 は ロケ ッ ト の 打ち 上 げに 成功 し た 。 

この まま 赤字 が 拡大 する と 、 大 変 な こと に な る 。 





対 に な る 漢字 | タイ プ 


(始め る ) 
動 語 
(終わ る ) 




















応用 練習 [| 





I. 次 の 文 を 読ん で 、| | に 適当 な 漢字 を 入れ て み ま し ょ う 。 


例 . 昨日 の 会 議 は 、 席 者 より 席 者 の ほう が 多かっ た 。 
1 . 人 は 知ら な い 者 が いな い ほど | | 名 な 作家 で ある 彼 も 、 十 年 前 は 


| 14 人 eo た 
2 . 二 字 と いう の は 、| | 入 より | | 出 の ほうが 多い こと で ある 。 


3. 。 失 日 本 で は や っ と 男女 平 等 の 考え 方 が 認め られ る よう に な っ 


た が 、 の 男 路 女 香 の 考え 方 が まだ 強く 残っ て いる 


プイ / 


[] Lesson 2 


イク 





あま り 物事 を | | 鈴 に 考え な いで 、 も っ と 単 | | に 考え た ほう が 
楽 で す よ 。 


ほう きま 


日 本 と 欧米 の 貿 拉 の 則 題 は 、 日 本 が 諾 産物 や 食料 の | | 入 を 
| | 大 せ ず に 相 失わ ら ず 電信 や の | 遇 を 続け て いる た め 


げん いん 
に 日 本 の 和 時 字 が | | し な いこ と に 原因 が ある と 言わ れ て いる 。 
ぎん 


了 価 は 上 | | し て いる の に 、 働 く 者 の 賃金 は 高く な ら ず 、 そ の うえ 


和信 は 下 | | する 一 方 な の で 、 政府 に 対す る 青 が 高まっ て いる 。 


=ommE| lmoAao、 記 |oAexkmercceen 
い し し ゅ だ ん 
区 ま が | 弱 で 、 強 且 な 手段 が と れ な いで いる 。 

| | は | | の も と 」("Every failure is a stepping 


stone to success.") と いう こと わる き ざ (proverb) が ある 。 


この | 仙 で 利 才 と な る か | | 者 と な る か 尊敬 され 


る か され な いか が 決ま る 。 


か いき ゅ う し て い 
この 社会 で は 、 | | の 子 先 は よい 教育 を 受け られ る が 、 


階級 の 子 第 に は 、 ほ と ん ど そ の 機会 が な い 。 


応用 練習 中 


還 。 交 の (  ) に 人 る 凍 字 を 下 か ら 選ん で 湾 語 を 作っ て くだ さい 。 ど ん な こと ば が で 
さる で し ょ うか 。 自分 で も 問題 を 作っ て み ま し ょ う 。 


例 1. 0 
(0 ee きい / こ 
人 退院 2 


」 - で 
WM め ジ 





の ⑳ 遇 の 


進 退 拡 縮 勝敗 負 単複 昇降 収 参 能 戦 
捉 輪 際 純 功 層 圧 了 量 
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1 . 下 の ゆ ー⑤ は 、 新 聞 の 見 出し と 記事 の 一 部 で す 。 見 出し の 中 か ら 反 対 の 意味 の 語 
や 対 に な る 語 を 見 つけ て 、p.40 の よう な 表 に 記入 し て み ま し ょ う 。 


の ② ⑨ の ⑨ 
未 年 度 。 渡辺 外相 5 武 米 12 12 
日 の 狼 -* ヶ 。 月 
ま = 秒 コ 夫 だ 販 中 有朋] の 
世 3075 千 欧 売 旬 都 

の 界 琶 X メ 9 フロ 月 
款 。 相 ゞ て こ 25 絢 音 州 区 
ぼ ま に 関 導入 。 10 比 半 
IU 各 和 痕 半 還 邊 
和装 税 立 三 9 昌代 
計 を 和 応化 令 計 な > ・9 者 
。 らい 222 多 多 稚 

ge5% イ も 下 

ec ト ] 増 

き 逢 人 浴 

ける 史 加 

ます 4 年 ぶり 人 水準 


① 来 年 度 日 本 の 黒字 100 億 ドル 増 ※ 年 度 三 4 月 1 日 一 3 月 31 日 


Next Hscal year JaDanese Dalance 10 billhon dollars 1nCreaSe 


わた な べ が いし 


② 渡 辺 外相 コメ 関税 化 柔 軟 に 対応 「 世 界 相手 に 戦は し な い 」 
Foreign Minister Watanabe Flexible measure to counter rice custom duty. 
"We wont fight against the world." 
③ 拡 大 欧州 多 難 な スタ ー ト 
Pkpan01ng Prope Start with many problems 
④12 月 中 旬 米 車 販売 10.9% も 増加 
Mid- December American car Sales 10.9% increase 上 
$12 月 の 都 区 部 消費 者 物価 前 月 比 0.3% 下 落 4 年 ぶ り 低 水 準 
December Consumers′Price Index in city area compared with previous month 0.3% 


down The lowest standard in 4 years 


叶 . 新聞 の 見 出し の 中 か ら 、 自 分 で 反対 の 意味 を も つ を みつ け て 、 整 理 し て み ま し ょ 
う 。 対 に な る 語 の カー ド を 作っ て 、「 ば ば 抜き (card game “Old Maid")」 な どの ゲー 
ム を する こと も で きま す 。 


〇 つ 無 / 


1 


。 下線 と 同じ 意味 の こと ば を 見 つけ 、 線 で 結び な さい 。 


むす 
下線 と 同じ 意味 の こと ば を 見 つけ 、 線 で 結び な さい 。 


日 本 語 を まな ぶ 。 


試験 日 を し ら せ る 。 
木の葉 の 色 が か わる 。 
新しい 星 を みつ ける 。 
気温 が ひく く な る 。 
人 口 が 都市 に あつ まる 。 
新しい 商品 を うり だ す 。 


リピ ビック に で ぐる 。 

船 が で る 。 

の ぞ み 6 号 は 8 時 に 東京 駅 を で る 。 
日 本 企 楽 が 海外 に で る 。 
映画 や 劇 な ど に で る 。 


・ 発 見 する 
・ 完 成す る 
・ 低 下す る 
・ 発 売 する 
・ 学 習 す る 
・ 増 加 す る 
・ 変 化す る 
・ 通 知 する 
・ 集 中 する 


・ 出 浴 す る 
・ 出 場 す る 


し ゅ つえ ん 


・ 出 演 す る 
・ 出 届 す る 
・ 出 発する 
・ 進 出す る 
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[| Lesson 3 


ve ee ee る る eo ee eo の oe ee らら の の る る の の の らら の の の ら る の る の る る の の の る る の の の ら る る の るる の の ら る の の る る る ee の る の と るみ らら る の ee る ee の eeeee る ee の の eeeee る る の る る の の の の ee の ee の の る る の の の eeeeoeoeee の の の eo 

















< く < 答 え > 
1 . 
1. 仕事 が 増 ( ふ ) え る 。 ー- 増加 (ぞう か ) す る 
| 2. 作品 が で きる 。 ー- 完成 (か ん せい ) す る 
| 3。 試験 日 を 知 (し ) ら せる 。 ー- 通知 (つう ち ) す る 
「 4. 木の葉 の 色 が 変 (か ) わ る 。 ー- 座 化 (へ ん か ) す る 
5. 新しい 星 を 見 ( み ) つ ける 。 ー* 発見 (は っ けん ) す る 
| 6. 気温 が 低 ( ひ く ) く な る 。 ー- 低下 (て いか ) す る 
「 7. 人 口 が 都市 に 集 (あつ ) ま る 。 ーー 集中 (し ゅ うち ゅ う ) す る 
| 8. 新しい 商品 を 売 ( う ) り 出 (だ ) す 。 ー- 発売 (は つば い ) す る 
II . 
1. 会 議 に 出 (で ) る 。 ー- 出席 (し ゅ っ せき ) す る 
2、 洲 リ レジ ピッ ク に 肖 る 。 ー テ 出場 (し ゅ つじ ょ う ) す る 
| 3. 船 が 出る 。 ー- 出港 (し ゅ っ こう ) す る 
| 4. の ぞ み 6 号 は 8 時 に 東京 駅 を 出る 。 ー テ 出発 (し ゅ っ ぱつ ) す る 
| 5. 日 本 企業 が 海外 に 出る 。 ー- 進出 ( し ん し ゅ つ ) す る 
| 6. 映画 や 劇 な ど に 出る 。 ー- 出演 (し ゅ つえ ん ) す る 


の @ 
る e の の @ の @ の の の @ の の の ゅ の の @ の ⑥ ⑥ の の ⑨ の の ゆ の の の の の の の の ②⑨ @⑥ の の @ の の の @⑨ の @ @ @ @ の ⑥ の ② の @ の の の の の の @ の の の の の @ の @ の @ @ の @ の @ @ @ の の の の @ の @ @ @ @ の @ @ @ の の の @ @ @ @ の @ の @ の の の の の @ @ @ @⑨ の の @ @⑥ の の @ の @ の の の @ の @ ⑥ の の の の の の @ の の @ の 
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基本 練習 / 


1 . 下線 と 同じ 意味 の こと ば を 見 つけ 、 線 で 結び な さい 。 


A) 1. 領土 を 二 つ に わけ る 。 ・ 分 割 する 
2. 図書 を 分 野 別 に わけ る 。 ・ 分 担 する 
1 仕事 を 9 人 で わけ て お こ な う 。 ・ 分 類する 
4. 被災 地 の 子 ども た ち に 学用品 を わけ る 。 . 分 配 する 

B) 1. 規則 を な お す 。 . 修 理 す る 
2. 躍 歯 を な お す 。 . 治 寮 する 
3. 間違い を な お す 。 ・ 訂 正す る 
4. こわ れ た 三輪 車 を な お す 。 - 改正 する 

C) 1. 学校 を や め る 。 ・ 中 止 する 
2. 会 社 を や め る 。 退職 する 
3. 台風 の た め 、 運 動 会 を や め る 。 ・ 停 止 する 
4. し ば らく 営業 を や め る 。 ・ 退 学 す る 

D) 1. 川 で お ぼれ た 人 を た すけ る 。 ・ 救援 す る 
2. 困っ て いる 人 々 を 経済 的 に た すけ る 。 ・ 支援 する 
3. 災害 に あっ て 困っ て いる 人 を た すけ る 。 ・ 援助 する 
4. WWE (世界 自然 保護 基金 ) の 活動 を た すけ る 。 ・ 救 助 する 


II . 次 の 下線 の こと ば の 読み を 書き 、[ ] に 適当 な 助詞 を 入れ て 、 例 の よう に 
や さ し く 書き か えな さい 。 


例 . 領土 の 分 害 ー- 領土 [ を ] 分 ける こと 
ぶん か つ 

1. 国会 議員 の 選出 ー> 国会 議員 [  ] 

2. 気候 の 変化 ー・ 気候 [  ] 


3. 物価 の 変動 一 物価 [| 」 


[| Lesson 3 


4. 進学 率 の 低下 ーー 進学 率 [ ] 

5. 人 材 の 養成 一 人 材 [ ] 

6. テレ ビ ド ラマ の 制作 =- テレ ビ ド ラマ [  ] 

7. 憲法 改正 の 動き ーー 憲法 [ ] 動き 

8. ガン 治療 の 機械 = 才 涼 上 機械 

9. 其 民 の 救援 活動 ー-+ 難民 [| 」 活動 

10. テレ ビ 出 演 の 知ら せ  -= テレ ビ [  」] 知ら せ 


中. 次 の 漢語 は 、 a.-d. の うち 、 ど の よう な 漢字 の 組み 合わ せ に な っ て いま すか 。 
下 の 例 の よう に 意味 の 単位 に 分 解 し て 、( ) に 書き 入れ な さい 。 


a. V 十 V : 出動 一 (出る ) 十 (動く ) = 出 て 動く 
b. V 十 N ヲ : 出港 一 (出る ) 十 ( 港 ) = 港 を 出る 
ce. V 十 N ニ : 出社 - (出る ) 二 (会 ) 社 ) = 会 社 に 出る 
d。 その 他 : 出火 --| (出す ) 填 ( 火 ) テ 火 を 出す 
(出る ) 十 ( 火 ) = 火 が 出る 

例 。 ( a ) 分 配 一 > (分 ける ) 十 ( 配る ) 分 け て 配る 
II 変動 一 ( ) 十 ( ) テ 

2 変色 ->( ) 十 ( ) = 

3 分 類 一 > ( ) 十 ( ) 

4. ( ) 救助 一 > ( ) 十 ( ) 

Bo 退職 - ( ) 十 ( ) 

6. ( ) 改正 一 > ( 上 人 6 ) 

Ks (  ) 延期 一 > ( ) 十 ( ) = 

8. ( ) 消火 --( < 直 ) テ 
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同じ 意味 を 表す 「 和 
味 を 表し ます 。 次 の 動詞 を 見 て み ま し ょ う 。 


わけ る … 何 を ? 
分 割 ( ぶ ん か つ ) す る 


分 担 ( ぶ ん た ん ) す る 
分 類 ( ぶ ん る い ) す る 
分 配 (ぶん ば ぱい) する 
分 解 ( ぶ ん か い ) す る 


分 断 ( ぶ ん だ ん ) す る 


な お す … 何 を ? 
修理 (し ゅ うり ) す る 
治療 (ちり ょ う ) す る 


改正 (か いせ い ) す る 


修正 (し ゅ う せ い ) す る 


計 目 (て いせ い ) す る 


や め る … 何 を ? 
中 止 ( ち ゅ うし ) す る 


停止 (て いし ) す る 


理 」 と 「 漢 語 


・ 国 土 、 


: 動物 、 植 物 、 図 書 、 


: 機械 、 化 合 物 、 


て き ぐん た い 
・ 敵 の 還 隊 、 道 路 、 


」 が ある 場合 、 た いて い 「 和 語 


領 土 、 土 地 、 支 払い 、… を 一 


to divide the land, territory, DaymentS, etc. 


: 仕事 、 家 事 、 役 割 、 費 用 、 


to Share te WOrk, taSk, exDenSeS, etc. 
シン 


【O classity 4nimalS, 章 books, vocabulary, etc. 


3 
ロロ 上 果 : 、 


: 所 得 、 利益 、 食料 、 


to Share tNe money , to distribute the profits, 
vo 

to disassemble a machine, to resolve a compound, etc. 
06 半 


to divide the enemy, road, etc. 


・ 機械 、 目 転 車 、 車 、 
to repair a machine, a bicycle, a car, etc. 
・ 病気 、 け が 、… を 一 


to treat .OiSeaSe, 20 etCc. 


ほう りつ 
・ 法律 、 規則 、 条約 、 
M amend 4 laW, 9 rule, 8 MI etC. 
: 予算 、 写真 、 文章 、 字句 な どの 不適 当 な と ころ を 一 


to revise budget, to retouch a negative, to amend writing, 


to alter the wording, etc. 
な いよ う 
・ 内 容 や 字句 な どの 間違い を 一 


{tO COrreCt errOrS 


・ 計 画 、 試 合 符 事 、… を 一 
to cancel the 是 to call off the game, etC. 
・ 運転 、 営 業 、… を (一 時 的 に ) 一 


to stop operation, to suspend business, etc. (to stop temporarily) 


」 の ほう が 広 


tood, etc 
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退学 (た い が く ) す る : 学 校 を (完全 に ) や め る 

to withdraw from school 
退職 (た いし ょ く ) す る  : 会 社 、 職 場 、… を (完全 に ) 一 

to retire from the SerVice。, 【O reSign an office, etc. 
辞職 (【 じ し ょ く ) す る ・ 会 社 、 職 場 、… を (自分 の 意志 で ) 一 


to resign one S DoSst, office, etc. 
た すけ る … ど ん な 人 を ? どの よう に ? 
いのち 。。 きけ ん じょうたい 

救助 (きゅう じ ょ ) す る : 命 が 危険 な 状態 に ある 人 を 一 


to rescue a person, to Save a life 
救出 (きゅう し ゅ つ ) す る : 危険 な 状態 の と ころ か ら 人 を 外 へ 出し て 一 
to reScue a DerSon out of the danger 
救援 (きゅう えん ) す る  : 人 災害 で 困っ て いる 人 々 を 手伝っ て 一 
to aid people in a disaster 
援助 (を ん じ ょ ) す る : 困 っ て いる 人 々 を 経済 的 に 一 


to give financial asSsistance 


支援 (し を ん ) す る : 考 え に 賛 成 し 、 活 動 を 手伝っ て 一 
to give support to the activities 
応援 (お うえ ん ) す る ・ ス ポー ツ 選 手 な ど を は げ ま し て 一 


to cheer for sports players 


つく る … 何 を ? 


貞 造 (せい ぞう ) す る ・ 工業 製品 を 一 
to NAMMNJGE UNG gOOdS 
制作 (せい さき さく) する ・ 絵画 や 彫刻 、 テ レビ 番組 な どの 作品 を 一 


to make paintingS, Sculptures, to produce 1 V programs 
作成 (さく せい ) す る ・ 計 画 や 予定 表 、 文 書 、 試 験 問題 な ど を 一 


to make a plan, to compile a document, etc. 


げ い じゅ つ 


創作 (そう きさく) する  : 芸 術 ・ 文 芸 作品 を - (新しい も の を つく る ) 
tO write/make an Original work 
創造 (そう ぞう ) す る : 神 が 天地 を 一 、 人 が 文化 を ー (は じ め て つく る ) 


to create the world, culture 





そ た て る … 何 を ? 


休 朋 ( ほ い く ) す る : 赤ん坊 や 2 児 を 一 tonurse/rear a baby 
春 育 (よう いく ) す る ・ 子 ども を 一 to bring up a child 
教育 (きょう いく ) す る ・ 人 人 、 子 生 、 子ども を 一 _to educate people 
奏 成 ( よ う せ い ) す る : 技 術 者 、 専門 家 な どの 人 材 を 一 


to train engineerS, SDecialists, etc. 
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要点 


*※ 倒 育 ( し いく ) す る 動物 を 一 to breed animals 
し ょ く ぶ つ 
* 栽 培 ( さ い ば い ) す る  : 植 物 を 一 to produce/grow plants 


の ば す … 何 を ? 


延期 (を ん き ) す る ・ 行 事 の 時 期 を 一 to postpone the event 
延長 (えん ちょ う ) す る  : 会 議 の 時 間 や 期間 を 一 


か わる … 何 が ? か える … 何 を ? 


to prolong a meetng, the term 


変動 (へ ん どう ) す る : 物 価 が ー、 地 殻 が ー 


Drices fluctuate, the crust of the earth changes 


変化 (へ ん か ) す る ・ 温度 が 一 、 形 が 一 


the temperature changes, the shape changes 


変色 (へ ん し ょ く ) す る : も の の 色 が 一 、 衣 類 の 色 が 一 


' the colors of the things/clothes change 
変更 (へ ん こう ) す る : 計 画 を 一 、 予 定 を 一 


to change/alter/modify the plan 





予定 が 変わ る 予定 が 変更 に な る 
予定 を 変え る = 予定 を 変更 する 


子ども が 育つ = 子ども が 発育 する 

子ども を 育て る = 子ども を 保育 する / 杖 育 する 教育 する 
ち ゆめ か いふ く 

病気 が 治る 病気 が 治 癒す る 回 復 する 

病気 を 治す 病気 を 治療 する 

























漠 語 を 使う と 、 少 な い 字 数 で 多く の 情報 を 伝え を る こと が で きる の で 、 新 聞 の 見 出し 
な ど に よく 使わ れ ま す 。 


1) こと ば が 短 縮 で きる 。 
・ 色 が 変わ る 一 変色 : 変色 に 注意 
・ 時 期 を 延ばす 一 延期 : 外相 会 談 延期 へ 


は うに ち 


・ 日 本 を 訪れ る 一 訪日 : 来年 訪日 の 予定 


・ 戦 い に 参 加 す る 一 参戦 : 仏 も 参戦 か 


S7 
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2) 長い 説明 を 一 語 に 短縮 で きる 。 
・ 子 ども を 育て る の に か か る お 金 。 一 人 
・ 難 民 を 助け る た め の セ ンタ ー ーー 雑 民 救 接 セン ター 


よう いく 


育 貸 


ヽ つ ッ 


に 


・ 目 動車 を 作る た め の 工 場 自動車 製造 工場 
・ 日 本 語 の 教師 を 育て る た め の 講 座 日 本 語 教師 養成 講座 


じ ょ し 


3 助詞 や 「 す る 」 が 省 略 で きる 。 
. 新大陸 人 Es 見 ( 王 新 大 陸 を 発見 し た ) 
・ 中 国 訪問 決定 (一 中 国 を 訪問 する こと が ノ を 決定 し た ) 











1)V 十 V: V+V。 to do Vand V。 


出発 (し ゅ っ ぱつ ) す る = 出る 十 発 つ 
出現 (し ゅ つげ ん ) す る = 出る 現れ る 
出動 (し ゅ つど う ) す る = 出る + 動 < 
出演 (し ゅ つえ ん ) す る = 出る 演じ る 


2)V 十 N: N(place) ヲ V to leave a place 
出港 (し ゅ っ こう ) す る = 港 を 出る 
出国 (し ゅ っ こく ) す る 国 を 出る 5 
* 出 所 (し ゅ っ し ょ ) す る 所 を 出る (= 刑務 所 を 出る こと ) 


*※ 出 家 ( し ゅ っ け ) す る = 家 を 出る (= テ 家 を 出 て 寺 に 入る こと ) 


N(place) 二 V to arrive / to appear at a place 
出場 (し ゅ つじ ょ う ) す る = 場 に 出る 

出席 (し ゅ っ せき ) す る = 席 に 出る 

出社 (し ゅ っ し ゃ ) す る = (会 ) 社 に 出る 

出世 (し ゅ っ せ ) す る 世に 出る (社会 で 高い 地位 を 得る こと ) 


3) Vt 十 N : N(object) ヲ Vt toput something out 
出題 (し ゅ つ だ い ) す る = ( 間 ) 題 を 出す 
出願 (し ゅ つが ん ) す る テ 願 ( 書 ) を 出す 
出力 (し ゅ つり ょ く ) す る = 力 を 出す 


( 

( 
出資 (し ゅ っ し ) す る 三 資 ( 金 ) を 出す 
出品 (しゅ っ ぴん ) す る テ ( 作 ) 品 を 出す 
出荷 (し ゅ っ か ) す る = 人 荷 ( 物 ) を 出す 
出火 (し ゅ っ か ) す る = 火 を 出す 火 が 出る 
出血 (し ゅ っ けつ ) す る = 血 を 出す ノ 血 が 出る 
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出発 出発 延期 ー 出発 の 時 期 を 延ばす こと 
・ 出場 停止 出場 停止 ー 出場 を や め る こと 
・ 集 中 治療 法 一 集中 ノ 治療 ノ 法 ー 集中 し て 治す 方 法 


・ 共同 制作 番組 一 共同 ノ 制 作 ノ 番組 ” 一 共同 し て 作っ た 番組 


ひと じ ち きゅう し ゅ 


・ 人 質 救 出 不可 能 一 人 質 プ 救出 プ 不 ノ 可能 一 人 質 を 助け 出す こと が で き な い 


※ 語 構成 に つい て は 、 必 BK L.20 の 復習 (Vol.1 p.200), L.25 の 復習 (Vo1.2 pp.32 一 33 ), 
さん し ょ う 
L.35 の 復習 (Vol1.2 pp.131~-132) を 参照 。 





SJ 


ED と 庫 用 練習 


っ? 


.、 下線 の こと ば と 同じ 意味 で 使え る こと ば を 下 か ら 選 び 、 そ の 読み を 書き まし ょ う 。 


さく ね ん 


、 日 本 と 中 国 が 共同 で テレ ビ ド ラマ を つく る こと が 決ま っ た 。 
| 創造 する 作成 する 制作 する 製造 する ] 
留学 に 必要 な 書類 を つく る 。 
| 創造 する 作成 する 制作 する 製造 する 」 

の 国 に ラー トド ビア を の く の の いり 7 

| 創造 する 作成 する 制作 する 製造 する ] 
あれ は コン ピュ ー タ を つく る 工場 だ 。 

| 創造 する 作成 する 制作 する 製造 する ] 
海岸 に は 係員 が いて 、 お ! まれ た 人 が いた ら た すけ る 。 

| 救助 する 支援 する 援助 する 応援 する ] 
規 を な くし た 子ども た ち が 進 学 で きる よう に 、 学 費 を た すけ る 。 
| 救助 する 救援 する 援助 する 応援 する ] 
地震 で こわ れ た ビル に 閉じ こめ られ た 人 々 を た すけ る 。 
| 救援 する 救出 する 援助 する 支援 する ] 
エイ ズ を な お す 薬 は 、 ま だ 発見 され て いな い 。 


| 証 正す る 修正 する 修理 する 治療 する ] 


応用 練習 


その 法律 を な お すべ きか どう か は 、 疑問 だ 。 
[ 訂正 する 改正 する 修理 する 治療 する ] 
間違っ た 字 は 、 線 で 消し て 、 な お し て くだ さい 。 


| 訂正 する 修正 する 修理 する 治療 する ] 


野球 の 試合 が 2 時 間 の び た た め に 、 テ レビ 番組 の 放送 時 間 が 変更 に な っ た 。 


[ 延期 する 延長 する 延着 する 洋 延 する ] 
村 の 観光 地 化 の 問題 に 関す る 会 議 は 、 来 月 に の ば すこ と に な っ た 。 


[ 延期 する 延長 する 延着 する 遅延 する ] 


ゃ 


きゅう りょう 


残業 が 多く て 給 料 が 安い の で 、 会 社 を や め る こと に し た 。 

[ 停職 する 止 職 する 辞職 する 休職 する ] 

学校 の 補 修 工事 の 費用 を 父兄 が わけ て 受け 持つ こと に な っ た 。 
[ 分 解す る 分 業 す る 分 断 する 分 担 する ] 

大 き な 機械 を いく つか の 部 分 に わけ て 、 ト ラッ ク で 運ぶ 。 

[ 分 解す る 分 類する 分 断 す る 分 担 する ] 

この 地点 に 上 陸 す れ ば 、 敵 を 二 つ に わけ る こと が で きる 。 


| 分 解す る 分 類する 分 断 す る 分 配 する ] 


SS 


[」 Lesson 3 


. | | に 遂 当 な 漢字 を 3 の 中 か ら 選 ん で 、 入 れ て み ま し ょ う 。 漢字 は 何 回 使っ 
て も か まい ませ ん 。 で きる 人 は 、 下 の 漢字 を 見 な いで や っ て み ま し ょ う 。 


例 攻 き を | 意 成す る 。 養 造 究 求 療 助 演 
よう せい 講 廃 改 解 担 単 創 
増 配 停 製 制 退 救 
断 延 遠 続 保 食 更 
援 応 有 修 収 総 職 
上 還 急 車 を 呼ぶ 。 2. | | 札 口 で 街 5 合わ せる 。 
きゅう きゅう し ゃ か い さ つ ぐ ち 
mmue| | 正 74。 <| | 当家 に MM す る 
て い せい だ ん ん 。 と どう 
5 . 治 | | 代 が k ぇ な い 。 6 . | | し で ずっ と 家 に いる 。 
ちよ う だ い SNR く 
9 ん 
| | aesm| | 手 ErcWwcua。 
お う えん | ie 
9. 予定 を 変 |#z 10. 人 前 紋 が | | 江 し 68。 
SS フウ SC だ の 
明 還 の 教育 | | 度 を | | 革 す る 必要 が ある 。 
せい ど か い か く < 
c my の We| | |Lcug 
NN で つう 


う 6 


20. 


22. 


24. 


25. 


応用 練習 


話し て いる 夫 か ら 子 ど ゃ の | | | 費 を 受け 取る 。 
光 の 5s MSN 消 
し ょ は ん 
この 本 は 、 初 版 が 1947 年 で 、 今 出 て いる の は | | 関 みあ 


か かい て いい 


運動 会 は 刷 の た め | 昌 期 さ れる こと に な っ た 。 


ん ん 。 さき 


水 は 、 酸 素 と 素 に 分 雇 され る 。17. 彼 は そう 蘭 定 し た 。 


ぶん か い だ ん て い 


彼女 は 高校 を 中 途 還 学 - し て 、 働 いて いる 。 


7* い い が バ 


4| 作 中 の 喘 画 は 、 貧 し い 漁村 が 舞台 と な っ て いる 。 


せい さく ちゅ う 


Wire が を し た 4 Ta | ]t 信 


さき ゅ う じ ょ MSN も も ん こり 
紅 は | | 語 力 が ある 。 23. 利益 を 分 分 | 7 
29。 汚く ぱい 
きのう の 巨人 阪 1 贈 な | 長 me: 
えん ちょ う 


不適 当 な と ころ を 識 止 人 裕 で 直し て くだ さい 。 


し ゅ う せい えき 


S/ 





{ 辞書 を 引い て 、 同 じ 漢 字 を 使っ た 類 義 の 漢語 動詞 (「 す る 」 を つけ て 動詞 と し て 
使え る こと ば ) を 集め 、 こ と ば の 意味 と 用 法 を 下 の よ うに 分 類 し て み ま し ょ う 。 

















意 味 ・ 用 法 





ー つ の も の を いく つか に 分 ける こと 


・ 領 土 や 土地 を 分 割 す る ノ 代 金 を 分 割 し て 払う 





分 析 | ぶ 複雑 な 物事 を 解き ほぐし て 整理 し 、 そ の 組み 立て や 関係 を 
は っ きり させ る こと 
・ 原因 、 結 果 、 状 況 、 心 理 を 分 析 す る 


II. 新聞 記事 な びに は 、 た くさ ん の 漢語 動詞 が 使わ れ 
て いま す 。 右 は 記事 の 一 部 (全体 は 必 第 7 課 p.134 ) 
で す が 、「 改 善 」! 作 成 」 な ど が 使わ れ て いま す 。 


を 
図 
る 
方 
針 
5 


院 
條 ト 
来 
入 
院 
軸 
者 
か 
の 
の 
投 
書 
科 
料 
に 
= 
居 


* 患 者 (か ん じゃ ) patient 
改善 (か いぜん ) す る to improve 
東大 付属 (と うだ いふ ぞ く ) 病 院 
the Tokyo University Hospital 
医師 (いし ) doctor 看護 婦 ( か ん ご ふ ) nurse 
態度 (た い ど ) attitude 服装 (ふく そう ) clothes 
地盤 沈下 ( じ ば ん ちん か ) ground subsidence 
= 権威 (authority) な ど が 落ち る こと 
材料 (ざい りょう ) material 
居心地 ( い ご こち ) が いい comfortable 
脱皮 (だ っ ぴ ) す る to shed skin 三 to emerge 
方 針 ( ほ うし ん ) policy 


ノ 


で 
と 


首 オ 湯 が ささ で Dt0t 信 は 欄 穫 届 団 CFPYTYONT 旋 本 民 菩 一 イハ 湯 
RIOveHGG 児 八 痢 」 O( て 計 稀 庄 る 周 結 0 2 の 記 C 笛 下 昌 雅 き 病 濃 冊 る 
当 紅 % ( 舌 恒 潜 | 嘩 結 包 選 状 入 普 測 漏 ) 恒 癌 渦 計 護 性 阿 オ 漏 
VC 護符 NN ペー メ ユ て 比 滞 激 慌 オ W ざ は て (T 「 て は 齋 頭 | 信人 Y 


疑 吉 ノ | 電導 ン ン C 付 





辞書 で 「 改 」 と 「 作 」 を 使っ た 漢語 動詞 を 調べ 、 課 題 【 と 同じ よう に リス ト ア ッ プ 
し て み ま し ょ う 。 辞書 に は 、 現 在 は あま り 使 われ て いな い 古 いこ と ば も あり ます 。 先 
生 や ま わり の 日 本 人 、 友 だ ちな ど に 質問 し て 、 よ く 使 われ る も の だ け を 集め まし ょ う 。 














宗 ノ ー ト に 線 を 引い て 、 上 の よう な 表 を 作り 、 新 聞 な ど で よ く 見 る 漢語 動詞 を まとめ て お 
く と 、 あ な た だ け の 漢字 単語 ノー ト が で きま す 。 


トル / 
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ー 複合 語 の 送り が な 一 


相撲 で 罰 士 が 対戦 する こと を 「 と りく み 」 と いい 
まず 。 左 で 書く と どう な る で し ょ うか 。 取る 」 
と 「 組 む 」 と いう 二 つ の 動詞 か ら で き て いる 複合 語 
で すか ら 、「! 取 り 組 み 」 と な る は ず で す 。 し か し 

読み 連 え る 心配 の な い 場 合 は 、 前 の 動詞 の 送り が な 
を 省 略す る こ らき 。 取組 み 」 も 考え られ ます 。 
複合 語 カ 名 詞 の 場合 、 そ の 語 が 名 詞 と し て 一 般 に 





よく 使わ れる の で 後ろ の 送り が な も 省略 する こと が あり ます 。「 受 付 ( う 


けつ け )」「 売 上 (うり あげ )」「 締 切 ( し めき り )」 な ど は 、 よ く 見 られ る 例 で す 。 
ここ で 、 複 合 語 の 送り が な の つけ 方 を まとめ て み ま し ょ う 。 
a . 動詞 十 動 詞 一 複合 動詞 の 場合 : 


例 . 取り 組む 、 勝 ち 越す 、 呼 び 出す 、 書き込む 、……… 
取組 む 、 勝 越 す 、 呼出 す 、 書 込 む 、 ……… 


b. 動詞 十 動 詞 つ 複合 名 詞 の 場合 
例 . 取り組み 、 受 け 付け 、 申 し 込み 、 引 き 出し 、……… 
取組 み 、 受付 け 、 申込 み 、 引出 し 、 ……… 
取組 、 受付 、 申込 、 23 

c . 名 詞 十 動詞 一 複合 名 詞 の 場合 

こめ づく 6 た 7 だ みず あ そ 5 や ま の ば し お や 

例 . 米 作り 、 人 助け 、 水 遊び 、 山 登り 、 塩 焼き 、……… 
塩焼 、。 ……… 

d. 動詞 十 名 詞 一 複合 名 詞 の 場合 


例 . 飲み 物 、 乗 り 物 、 焼 き 肉 、 積 み 荷 、 浮 き 袋 、……… 
飲物 、 乗物 、 焼肉 、 積荷 、 浮 袋 、 ……… 


【 問 題 】 次 の 語 は 複合 名 詞 で す 。 ど ん な 送り が な が 省略 され て いる か 、 
読み 方 を 考え て み ま し ょ う 。 (答え は 、 p.219 に あり ます 。) 
1. 組 立 2. 割 引 3. 立 入 4. 売 上 5. 書 留 6. 提 売 
7. 編物 8. 封 切 9. 梅干 10. 田 植 11. 飛 込 台 12. 差出 人 


mm ここ まこ ここ つこ 





〇 人 舞 / 


| | に の 〔 


作り な きい 。 例 の よう に 下 に 読み 方 も 書き な きい 。 


例 . 子ども たち が | 元 .| 気 に 遊 ん で いる 。 


あの 大 学 は | | 6 


[ | | 切な を 思い し た 。 9. 


| | featfe。 
後 は と て も 親 | 0 


| | 森 | な 道具 が 発明 され た 。 


特 | | に 注文 する 。 


洋 
| 
則 
当 


] か ら 適 当 な 漢字 を 一 つ ず つ 選 ん で 入れ て 、 ナ 形容 詞 を 


間 | | な 問題 な ら 、 わ か る 。 


得 | | * ス ポー ッ は 何で すか 


自 | lcmrcczsns 
' | | 和 な 世界 を 作ろ う 。 


会 な 結果 を 聞い た 。 


pm 


。 轄 | | な 仕事 を 頼ま れ た 。 


14. 尊 失 放 な 事情 が ある 。 


単 有 大 由 便 


[| Lesson 4 


ee @ の @ の の 6 @ @ の の の の の の の る の @ ら の の の の の @ の @G @ ④⑥ の の の る の の の の の ら の の の @ の の の る の の の の の @ の の る の の る る の @ る の の の の の の る の の の る の の の の の の る の の の の る の の の の の の の の ooo の の OO の の SO の の の を の の の の の の の る の の の の OO 
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1. 


あの 大 学 は 有 名 だ 。 
ゆう めい 


十 hat university 1S famouS. 


大 人 切 な 用 事 を 思い 出す 。 
だ た だい せつ 
1 remembered an important 


appointment. 


必 、 要 な 手続 き を する 。 
の の うり 
1 will carry out the necessary 


DrOCedureS. 


彼 は と て も 親 切 だ 。 
し ん せつ 


He is Very kind. 


便 利 な 道具 が 発明 され た 。 
べ ん り 


Useful tools were invented. 


特 別 に 注文 する 。 
どく 2 べつ 


1 make a special order. 


単 純 すぎ る 。 
だ ん じゅ ん 


It is too Simple. 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


間 単 な 問題 な ら わか る 。 
か ん た ん 
Ifit is a simple question, 1 can 


understand it. 


得 意 # ス ポー ツ は 何で すか 。 
ど : ぐ 
What sports are you good at? 


自 昌 に 話し て くだ きい 。 
じ め う 


Please speak freely. 


平 和 な 世界 を 作ろ う 。 
へ 、 い わ 


Let's establish world peace. 


念 な 結果 を 聞い た 。 
さん れん 
{[ heard the regrettable result. 


大 変 を ン 大 切な 仕事 を 
だ い へ ん だ いせ つ 
頼ま れ た 。 


{[ was asked to do a hard/important 


job. 


複 雑 な 事情 が ある 。 
ぶ ふく ざさ つ 


{[ am in an awkward situation. 





基本 練 澤 / 


] . 右 の 形容 詞 の : 江 字 の 中 か ら 
適当 な も の を 選び 、 漢 語 の ?% 新 し い 古い 多い 重い 強い 細い 
ナ 形 容 詞 を 作り な さい 。 大 きい 速い 圭 い 高い 低い 温か い 
正しい 深い 快い 硬い 軟らか い 


例 . し COPNE 2 侍 や か 安らか 乏しい 忙し い 等 し い 
771\N 


佑 な い 人 気 し い 激しい 難しい 険しい 
(同じ 字 を 2 度 使っ て も よい 。 使わ な い 字 も ある 。) 


| | 価 を を 買っ た 。 9・ 識 厚 な 性 格 の 人 だ 。 
この か 


ね っ し ん 


ーー rh 
皿 


お ん こう 
あん ぜん こく 
と 人 困 | | 肌 呈 に 間 面 する 。 11. 誠 
こん な ん か い て き 
4. 和 急 | | 化 が 引 こ っ た 12. Ni 
さ ゅ う げき MM が 
5 . | 静 に 考え る 必要 が ある 。 13. 人 
れい せい きち お り 
6 . | | 要 な 圭 類 を 持っ て 来る 14. | | 人 る な 。 
じゅ う よう き けん 
| | 様 ekee ぁ s。 ms 平 | lc っ: 
| ボ う Ok つう だ う 
た い と 
8 . | | 大学 へ 行け な い 。 16. | | 2 提 攻 を と る 。 
びん ぼう きょう こう 


6 は 


[| Lesson 4 


すい よう 


 . 次 の 漢語 の ク 容 詞 の の 意味 を 右 の 説明 の 中 か ら 見 つけ て 、 線 で 結び な さい 。 


A : プラ ス の イメ ー ジ 


可能 (か の う ) な GR の の 、 WC の が の よう すず 
健康 (けん こぅ) な ・ 気 持ち が いい よう す 

幸福 (に うぅ ょ く ) な ・ い つも と 同じ で た だ し いよ うす 
平等 (びょう どう ) な ・ や わら か く て 、 し な や か な よう す 
快適 (か いて き ) な ・ た し か で 、 間 違い が な いよ うす 
豊富 (ほう ぉ ょ ) な ヽ で きる よう す 


朱 軟 (じゅ うな ん ) な 
確実 の くじ っ ) な 
止 常 (せい じょう ) な 
濃厚 (の ぅ こぅ ) な 


・ マ イナ ス の イメ ー ジ 


・ 色 や 味 な ど が こい よう す 


・ し あわ せな よう す 


よう た だ たい 


.・ 体 の 状態 が いい よう す 


・ み ん な が 同じ で ある よう す 


・ い つも と 違っ て 、 お か し いよ うす 
・ 重 大 で 、 ふ か く 考 える よう す 


・ や り 方 が つよ すぎ る よう す 


みす ば らし く 見 か けが 部 い よう す 


・ あ ぶな いよ うす 


・ 考 え や 行動 が は げ し すぎ る よう す 





和 諸 の 形容 詞 の 渓 字 は 、 次 の よう な 漢語 の 形容 詞 ( ナ 形容 詞 ) に 使わ れ て お り 、 い ろ 
いろ な 文脈 (context) で 使い 分 けら れ ま す 。 そ れ ぞ で れ の 意味 の 違い に 注意 し まし ょ う 。 


「 率 印 が つい て いる の は 、 名 詞 に な り ま す 。) 


車 ( お も ) い 


…・ heavy, Ser1OuS 


重大 (じゅ うだ い ) な 
1mportant, SeriouS 
重要 (じゅ う よ う ) な 
important, essential 
厳重 (げん じゅ う ) な 
Strict, stern 


貴重 (きち ょ う ) な 


DreciouS, Valuable 


強 (つよ ) い 


・ StrOng 


強力 (きょう り ょ く ) な 
Strong, DOWerful 

強硬 (きょう こう ) な 
Strong, firm 

強情 (ご うじ ょ う ) な 
obstinate, stubborn 

費 り (ご うい ん ) な 


forced, CoerC1Ve 


吾 ( し あわ ) せ な 
oe haDDy 
辛 福 (【 こ うふ く ) な 
haDDy 
! 幸運 (こう うん ) な 
fortunate, lucky 
不幸 ( ふ こ う ) な 
unhaDDy 
* 滞 辛 (は っ こう ) の 
ill-fated 





軽 ( か る ) い 
…・ light 


軽 注 (けい は く ) な 
1nS1InCere, fickle 
軽率 (けい そつ ) な 
rash, hasty 
軽快 (けい か い ) な 
Iight, nimble 
軽妙 (けい みょう ) な 
Iight, witty, clever 


紀 ( よ わ ) い 


・ weak 


軟弱 (な ん じゃ く ) な 
feeble, weak-hearted 

潤 弱 (は くじ ゃ く ) な 
feeble, weak 

貧弱 (ひん じゃ く ) な 
DOOr, SCanty 

病弱 (びょう じゃ く ) な 


weak, sickly 


健 ( す こ ) や か な 
… healthy 


健康 (けん こう ) な 
healthy, sound 
健全 (けん ぜん ) な 


wholesome 


を を 


まし ひと ) し い 
・ equal 

平等 (びょう どう ) な 
equal, impartial 

均等 (きん と う ) な 
equal, even 

高等 (こう と う ) な 
high, high-grade 

* 対 等 (た いと う ) の 


equal (for two) 


止 (た だ ) し い 


・ right 


正確 (せい か く ) な 
aCCurate, exact 

正常 (せい じょう ) な 
normal, regular 

誠人 と うり な 
justifiable, right 

*※ 正 式 ( せ いし き ) の 


formal, official 


確 ( た し ) か な 


…・ Certain 


確実 (か くじ つ ) な 
Certaln, Sure 
正確 (せい か く ) な 
accurate, exact 
明確 (めい か く ) な 
clear, Drec1Se 
的 確 ( て きか く ) な 


DreCc1Se, aCCurate 


6 ゝ 


[| 


Lesson 4 





めい し 。 
a. 名 調 の 前 
例 . 熱心 な 先生 


強 人 /。 反対 Strong ODDOSitlon 
! た だ し 、 名 詞 の 前 に 来る と き 「 一 の 」 に な る も の が ある 。 意味 の 違い に 
| 注意 。 
( 上 自由 な 生活 afree life 自由 の 女神 the Statue of Liberty 
| 平和 な 世界 world peace 平和 の 祭典 Festival of Peace 
人 こつ いて 、 漢 字 雪 語 を つく る 場合 も ある 。 
| 目 由 哲 易 三 目 由 な 質 易 (XX 自由 の 久 易 ) 
| 平和 公園 (X 平 和 な 公園 ) = 平和 の 公園 
| 強硬 手段 王 強 硬 な 手段 ( X 強 硬 の 手段 ) 
危険 地域 = 危険 な 地域 (危険 の 地域 ) 
| 征 要 書類 三重 要 な 書類 (XX 重 要 の 書類 ) 
[| 健康 食品 (X 健 康 な 食品 ) = 健康 の た め の ノ 健康 に よい 食品 
直 沈 
b. 動詞 の 前 に 来る と 「 一 に 」 の 形 に な る : NA に V 
例 . 雪 心 に 教え る to teach earnestly 
強大 に 反対 する to oppose strongly 


に 来る と き 「 一 な 」 の 形 に 


な る :  NA な N 


a keen and enthusiastic teacher 


使わ れる 動 震 が 「 な る 」 や 「 す る 」 だ け | 限ら れる も の も ある 。 


[ 例 . 有名 危険 ノ 重大 ノ 稚 乏 に | な る tobecome 一 [ 
する tomakeit 一 
ぶん まつ 

. 文末 で 述語 に な る と き 「 一 だ 」 の 形 に な る : NA だ ノ / で ある 。 


例 . あの 先生 は 熱心 だ 。 


That teacher is earnest. 


彼 の 反対 は 強硬 だ っ た 。 His objection was strong 





が つい て 性 質 を 表す 名 詞 に な る も の 、 と いう 3 種 が あり ます 。( た だ し 


その まま で 名 詞 と し て 使わ れる も の 、「 き 」 が つい て 程度 を 表す 名 詞 に な る も の 、「 人 性. 


ヽ これ ら の 漢語 


0 日 本 人 で も 、 使 っ た り 使 わな か っ た り と いう 個人 差 が 大 きい も の で す 。 


特に 
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よっ て 意見 が いろ いろ 分 か れる も の に ( 


は 、 へ 印 が つけ て あり ます 。) 


要点 中 


a. その まま で 名 詞 と し て 使わ れる 








例 . 自由 を 実現 する 。 freedom ム へ 自由 き メ 自 由 性 
平等 を 半 中 する 。 equality 平等 さ 平等 性 
他人 の 幸福 を も 考え る 。 happiness X 幸 福 き 幸福 作 
何より も 健康 が 一 番 大 事 だ 。 health X 健 康 さき  X 健 康 性 
貧乏 に 慣れ て し まう 。 poverty x 貧 乏 き * 〇 貧乏 性 
死ぬ 危険 が ある 。 danger x 危 険 き 。 〇 佐 険 性 
必要 に 応じ て 決め る 。 necessity x 必 要 さ 〇 必要 性 


b. 「 さ 」 が つく 


例 . 先生 の 熱心 き に 感心 し た 。enthusiasm XX 熱心 XX 熱心 性 
正確 き を 第 一 に 考え る 。 accuracy 〇 正確 正確 性 
こと の 重大 さ に 気づく 。 seriousness XX 重大 〇 重大 性 
問題 の 複雑 さ に 驚く 。 complexity X 複 雑 〇 複雑 性 
c. 「 性 」 が つく 
例 . 失敗 する 可能 性 も ある 。 possibility X 可 能 可能 さ 
確実 性 が 高い 。 certainty XX 確実 人 へ 確実 さき 
重要 性 を 認め る 。importancc X 重 要 人 重要 さき 
系 軟 性 の ある 対応 を する 。 flexibility X 和 柔軟 人 へ 柔軟 さ 


(が 


| 漢語 の ナ 形 容 詞 に は 、 ふ つう 「 的 」( ナ 形容 詞 を 作る 接尾 辞 ) は つき ま | 


すん が 、 例 外 も あり ます 。 


[ 例 . 健康 な healthy 一 > 健康 的 な healthful 


ーーー エ @ エーーー の テーーー つ g ⑥ 本 ーー の エーーー 


平和 な peaceful 一 > 平和 的 な peaceful, amicable 





簡単 (か ん た ん ) な 一 単純 (た ん じゅ ん ) な 
適当 (て きとう ) な 一 適切 (て きせ つ ) な 
急速 (きゅう そく ) な 一 急激 (きゅう げき ) な 
健康 (けん こう ) な 一 健全 (けん ぜん ) な 


6/ 


_ 。 Lesson 4 


負 和 之 ( び ん ば ぼう) な 一 貧困 (ひん こん ) な 
幸福 (こう ふく ) な 一 幸運 (こう うん ) な 
不幸 ( ふ こ う ) な ー 不 連 (ふう ん ) な 

重要 (じゅ う よ う ) な 一 重大 (じゅ うだ い ) な 
正確 (せい か く ) な 一 明確 (めい か く ) な 
明解 (めい か い ) な 一 明 曰 (めい は く ) な 


平等 (びょう どう ) な 一 均等 (きん と う ) な 


(c.f. ⑦ 第 2 課 反対 語 の 漢字 ) 





危険 (きけ ん ) な を ゆみ 安全 (あん ぜん ) な 

強固 (きょう こ ) な em ゆ 薄弱 (は くじ ゃ く ) な 
強 碑 ( き ょ うこ う ) な eq き 柔軟 (じゅ うな ん ) な 
礎 康 (けん こう ) な の 


不健康 (ふけ ん こう ) な 
幸福 (こう ふく ) な em き 不幸 ( ふ こ う ) な 
幸運 (こう うん ) な eq 不運 (ふう ん ) な 
快適 (か いて き ) な em 不快 (ふか い ) な 
正常 (せい じょう ) な 異常 (いじ ょ う ) な 
有 能 (ゆう の う ) な を き 無 能 ( む の う ) な 
有利 (ゆう り ) な を み > 不利 (ふり ) な 
と 裕福 (ゆう ふく ) な 
MS sc. の か 年 和 *「 人 金持ち 」 は 漢語 で は な い 。 
単純 (た ん じゅ ん ) な 
複雑 (ふく ぎ つ ) な 。 e1 PR 
正確 (せい か く ) な 不正 確 ( ふ せい か く ) な 
平等 (びょう どう ) な ゆき 不平 等 ( ふ び ょ うど う ) な 
自由 (じゅ う ) な を ゅ 不 自由 (ふじ め ゅ う ) な 

= 


尺 要 (ひつ の よう) な 


不 必 要 ( ふ ひつ よう ) な ノ 不 要 ( ふ よう ) な 
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9 応用 練 百 


例 . 


. 次 の こと ば と 反対 の 意味 の ナ 形 容 詞 を (  ) に 書 
ふん 
便利 な (不便 な ) 
単純 な 旭 ( 9. 必要 な 介 ( 
有力 な 寺 ( 0. 正確 な 寺 ( 
芋 連 を 介 ( 1. 有利 な 旭 ( 
名和 之 な 叶 ( 12. 完全 な 夫 ( 
正常 な 寺 ( 3. 可能 な 寺 ( 
自由 な 夫 ( 14. 病弱 な 寺 ( 
安全 な 電 ( 5. 快適 な 叶 ( 
平等 な 旭 ( 6. 季 軟 を 電 ( 
. 次 の (  ) に 、 下 の | か ら 適 当 な こと 


ん 


「 


) な プレ ゼン ト は 、 と て も いた だ け ま せん 。 
高等 貴重 重要 | 


高価 


年 を と る と 、(_ 


き いろ 
信号 が 黄色 の と き は 


| 


危険 危機 


彼 は どん な 時 で も ( 


1 


失 傘 静 准 


) な 変化 に は な か な か つい て いけ な い 。 
急激 | 


感激 


、 止 ま ら な いと ( Ge 
保険 険 可 1 
っ だ か ら 、 頼 り に な る 。 
党 箇 准 表 | 


ば を 選ん で 人 入れ まし ょ う 。 
(で きる 人 は 下 の こ と ば を 紙 で か くし て 、 や っ て み ま し ょ う 。) 


き 、 読 み も 書い て み ま し ょ う 。 
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| ょ 


[| Lesson 4 


/ 


この 時 計 は 非常 に ( ) で 、 遅 れ た り 進 ん だ り し な い 。 
| 正当 正確 "明確 確実 1 

あの ( ) な 田中 きん が 怒る な ん て 、 め ずら し い 。 
| 温厚 温暖 平 温 適温 1 

2 CS ) な 体験 を し まし た 。 
| 高価 高等 貴重 高中 | 

彼女 の 両親 は ( ) だ っ た が 、 娘 に は ぜいたく を させ な か っ た 。 
| 豊富 裕福 圭 偶 幸運 ] 

酒 ヤ タバ コ は 、 青 少年 の ( ) な 育成 を きま た げ ば る と いわ れる 。 
| 安全 健全 健康 安心 | 


この 土地 で は 山 か ら 流れ て くる 川 の ( 


| 


健康 齋 断 の 結果 、 何 も ( 


作 


申 
豆 丁 


) な 水 を 利用 し て いる 。 
裕福 富裕 


) が な か っ 人 


| 不 常 無常 異常 非常 | 

この 会 社 で は 男性 も 女性 も 機会 が ( ) に 与え られ て いる 
| 均等 平均 正 等 高等 | 

隣 の 人 は 毎朝 ( ) な 足 ど り で ジョ ギン グ を し て いる 
| 快速 快適 軽快 軽薄 | 

あの 人 は 若い ころ は ( だ つのだ の は 弁 訓 義士 と し て 成功 し た 。 
| 貧困 貸 之 貧弱 貧富 還 

与党 は 、 予算 案 を ( ) に 採決 に 持ち 込ん だ 。 
| 強硬 強情 強力 強調 | 

( ) の た め に 、 塩分 ひか え め の 食事 を と る 。 

| 健全 健康 強健 保健 | 

この 鳥 は 、 数 が 少な い ( ) な 動物 な の で 、 法 律 で 保護 され て いる 
| 高等 高 負 貴重 重大 | 


中 . 下 か ら 適 当 な 漢語 形容 詞 を 選ん で ( 


\ プ N プ ハイ トイ トブ N プ NN プ ププ NN ノノ ハン イフ さ プア さ イイ NN ププ ヘ ブ ハン 


例 . 


mm 人 か 
1 


応用 練習 Ll 
) に 入れ 、 そ の 読み を 書き まし ょ う 。 
り お こ 
( 紙 理 ) な 追い 越し は や め ま し ょ う 。 


日 本 の 鉄道 は 、 時 間 に ( RA 月 7 


* 早 すき た り 遅 すき た り し な いこ と 


2.。 機械 が ( ) に 作動 し な い 場合 に は 、 シン ラク が つく 。 が いい クラ シク 
が つい た ら ( ) な の で 、 非 常 口 か ら 建 物 の 外 に 出る こと 。 
( ) に も 、 オ 能 の 豊か な すばらし い 人 に めぐ り 会 うこ と が で きた 。 

4. 川 の ( ) な 水 を 利用 し て 、 発 電 を し て いる 。 

5. 外交 官 は 、 常 に 異 文化 と 接触 し て 仕事 を し な けれ ば な ら な い の で 、 ど 
ん な 事 に も ( ) に 対応 で きる 人 が 求め られ る 。 

6. 「( ) な 精神 は 、 ( ) な 身体 に 宿る (a sound mind in a 
sound body)」 と いう 。 

7. 日 本 の 憲 潜 で は 、 男 女 の ( ) な 権利 が 認め られ て いる 。 

8. 近代 化 が ( ) に 進ん だ た め に 、 公害 な どの 問題 も 出 て き て いる 。 

9. 彼 は 悲観 的 な 性 格 で 、 何 で も ( ) に 考え て し まう 傾向 が ある 。 

10. 最近 、( ) な 犯罪 が 増え て き て 、 世 ろ し い 。 

無理 不利 健全 健康 保健 負 之 

危機 危険 確実 止 確 正常 明確 

深刻 深 地 高 寺 平等 壮 運 不運 

沼 激 過激 険悪 悪人 合 表 貴重 

季 軟 軟 紀 異常 非常 裕福 豊富 
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[| Lesson 4 


VM. 次 の (  ) に 、 一 番 適 当 と 思わ れる ナ 形 容 詞 を 《 、? の 中 か ら 選 ん で 、 入 れ て 
み ま し ょ う 。 同じ こと ば を 何 回 使っ て も か まい ませ ん 。 


最近 、 東 京 で は ゴミ の 問題 が (a . ) な 社会 問題 に な っ て き て い 
る 。 も の が 増え 、 人 々 が (b . ) で ぜいたく な 消費 生活 を 楽し め る 


よう に な っ た た め 、 ほ し いも の を 次 々 と 買い 、 あ きる と 平気 で どん どん 捨て 


る と いっ た (c. ) な 事態 が 起こ っ て いる 。 そ の 結果 、 東 京 の 近郊 だ 
け で は ゴミ 処理 が (d. ) に な り 、 達 く 離 れ た 地方 に まで ゴミ を 拾 

て に 行く の で 、 地 方 に は ゴミ の 山 が で きつ つ あ る 。 必要 不 必要 
それ と 同様 に 、 先 進 国 の 自分 (e . 6 可能 。 不可 能 

論理 の た め に 、 開発 途上 国 の 自然 が 破壊 され て い 正常 。 美 芝 

く の も る 間 題 で ある 。 この間 題 を 解決 する た め に は 、 便利 不便 
まず 、 私 た ち 一 人 一 人 が ( { . ) な 資源 を ? 深刻 簡単 


無駄 に し な いよ うに 、 自 分 た ちの 生活 を 反省 し て み 3 親切 勝手 


る (g. ) が ある 。 も の を 買う 前 に 本 当 に 大 変 大 切 
(h . ) な も の か どう か よく 考え 、 買 っ た 貴重 確実 
も の は 最後 まで (i . ) に 使わ な けれ ば な 健康 党 激 


昌 
ら な い 。 ま た 、 ど うし て も 捨て な けれ ば な ら な い 時 に も 、 ほ か の 人 が 使え る 


よう 


も の か どう か 、 再 利用 の (. ) 性 を 考え て みる べき で あろ う 。 
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| | 豆 


] . 辞書 を 引い た り ま わり の 日 本 人 に 聞い た り し て 、 MM 間 形 容 詞 の 用 法 を 調べ 、 
下 の 表 を うめ て み ま し ょ う 。 使う 昌和 こ は X、 何 人 か に 聞い て み 
て 、 人 に よっ て 使っ た り 使わ な か っ た り 意 見 が 違う 場合 は 、 へ を つけ て くだ さい 。 


+ー 衣 還 ーー 詞 』 ・+ 
EEiE 区 









可能 に 
な る / す る 






ノー ト に 線 を 引い て 、 上 の よう な 表 を 作り 、 新 聞 な ど で よ く 見 る 漢語 形容 詞 を ま 
と め て お きま し ょ う 。 漢語 動詞 (②p.58) や 名 詞 も 集め て 品詞 別に 色分け し て 
お く と 、 使 い 方 が わか っ て 便利 で す 。 
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月 民 き の 9 き で 貞 ( 馬 あの デ 


「 彰 」 の 部 首 の 「 月 」 と 「 腹 」 の 部 首 の 「 月 」 は 、 同 じ 形 を し て いま 
す が 、 実 は 違う 意味 を も つ 別 々 の 部 首 で す 。 前 の 「 月 」 の 意味 は 、“moon" 
で す が 、 後ろ の 「 月 」 は 、「 肉 」 と いう 漢字 と 同じ 意味 "meat' で 、「 に く づ き 」 
と 呼ば れ て いま す 。 こ の 部 首 を も つ 漢 字 は 、 下 の よう に 、 体 に 関係 の ある 漢 
室 な の で す 。 

また 、「 頁 (お お が い )」 も 体 に 関係 の ある 漢字 の 部 首 に な っ て いま す 。「 頁 」 
は 人 間 の あ た ま や か お を 表す 部 首 で す 。 





頁 : 頭 (ちあ たま) 背 ( か お ぉ お ) 額 ( ひ た い ) 


か 
月 : 脳 ( の う ) 胸 ( む ね ) ( せ ) 用 (は 5) 腕 ( う で ) 
(か た ) 有 ( に し ) (は い ) 胃 ( い ) 腸 ( ち ょ う ) 
肝臓 (か ん ぞう ) 小 詳 ( し ん ぞう ) 骨 ( ほ ね ) 
その 他 : 手 (て 足 (あし ) 目 ( め ) 耳 ( み み ) 上 鼻 
日 ( く 


額 
ピコ 
月 
肺 


/ ダ 





( 〇 つ 仙 / 


次 の 文 を 読ん で 、a . と b . の うち 正しい ほう を 選び な さい 。 実際 に 使わ れる も の は 、 
どちら か 1 つ で す 。 


(の Oo ヽ J の ⑦① 心 (CO トト oO ご 


山田 さん は (a. 見 弟 b. 兄 第 ) が いな い 。 

よく わか ら な い の で 、 も う 一 度 (a. 説 明 b. 設 明 ) し て くだ さい 。 
本 屋 で (a. 雑 試 b. 雑 誌 ) を 買っ た 。 

今日 は (a . 特 別 b. 得 別 ) に 品物 が 安く な っ て いる 。 

その 信号 の と ころ を (sa. 右折 b. 右 接 ) し て くだ さい 。 

明日 6 時 に ここ へ (a . 連 絡 b. 練 絡 ) し て くだ さい 。 

きのう (a. 書 店 b. 暑 店 ) で 今 評判 に な っ て いる 写真 集 を 買っ た 。 
大 学 に 入学 (a . 顔 書 b. 願 書 ) を 出し に 行っ た 。 

私 の (a. 家 族 b. 家 続 ) は 北海 道 に 住ん で いる 。 

兄 は (a. 放 送 局 b. 放 送 曲 ) で 働い て いる 。 

先生 の お 宅 を (a. 訪 門 b. 訪 問 ) し た 。 

この 町 は 、 人 口 が (a. 減 小 b. 減 少 ) し て いる 。 

熱 が あっ て 、(&a. 頭 通 b. 頭 痛 ) が する 。 

パー ティ ー に 行く の に (a. 的 当 b. 適 当 ) な 服 が 見 つか ら な い 。 
木村 先生 は と て も (a. 新 切 b. 親 切 ) だ 。 

(a . 大 平 洋 b. 太 平 洋 ) は 世界 で 一 番 大 きい 海 だ 。 
彼 の 考え 方 は (a . 非 現実 的 b. 悲 現実 的 ) だ 。 

石川 さん は (a. 大 学 員 b. 大 学院 ) で 勉強 し て いる 。 

父 は 新聞 (a . 記 者 b. 記 社 ) を し て いる 。 

日 曜日 に (a . 有 園地 b. 遊 園地 ) に 行っ た 。 

この 国 の (a. 正 治 b. 政 治 ) を も っ と よく し な けれ ば な ら な い 。 
研究 の こと で 先生 に (a. 相 断 b. 相 談 ) し た 。 


アム 】 


[」 Lesson 5 


まる を た えま 


く 答 スッ 
1. a. 兄弟 ( まま の 780 や) brothers (and sisters) 
2. a. 記 明 (せつ めい ) す る to explain 
3. b. 雑誌 (ざっ し ) magaZine 
4. a. 特別 (と くべ つっ ) に specially 
5. a. 右折 ( う せ つ ) す る to turn right 
6. a. 連絡 (れん らく ) す る to make contact 
7. a. 書店 (し ょ て ん ) bookshop 
8. b. 願書 (が ん よう application form 
9. a. 家族 (か ぞ く ) family 
10. a. 放送 局 ( ほ うそ うき ょ く ) radio/TV station 
11. b. 訪問 (ほう も ん ) す る to visit 
12. b. 減少 (げん し ょ う ) す る to decrease 
13. b. 絹 痛 (ずつ う ) headache 
14. b. 商 当 に GS の な apDpropriate 
15. b. 親切 (し ん せっ ) な kind 
16. b. 太平洋 (た い へ いよ う ) the Pacific Ocean 
17. a. 非 現実 的 (ひげ ん じ つ て き ) な unrealistic 
18. b. 大 学院 (だ い が く < く いん ) graduate school 
19. a. 記者 ( き し ゃ ) reDorter 
20. b. 遊園 地 ( ゆ うえ ん ち ) amusement Dark 
21. b. 政治 (せい じ ) politics 
22. b. 相談 (そう だ ん ) す る to consult 


k】 
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基本 練習 


1 . 次 の 文 の a . と b . は 、 同 じ 読 み 方 で 、 意 味 が 違う 語 で す 。 文 を 読ん で 、a . と b. 
の うち 、 適 当 な ほう を 選び な さい 。 

1. 料理 に (a. 化 学 b. 科 学 ) 調味 料 を 使っ た 。 

2. 電話 は この ビル の (a. 一 回 b. 一 階 ) に ある 。 

3. 私 は 音楽 に (a. 関 心 b. 感 心 ) が ある 。 

4. 母 は 毎日 (a. 火 事 b. 家 事 ) で 忙し い 。 

5. オリ ン ビ ピック で 勝者 の (a. 国 家 b. 国 歌 ) が 流れ た 。 

6. この トイ レ は (a. 洋 式 b. 様 式 ) だ 。 

7. これ は 私 (a. 逆 人 b. 個 人 ) の 意見 で す 。 

8. 新しい レス トラ ン が (a. 回 転 b. 開 店 ) し た 。 

9. 部 長 は (a. 使 用 b. 私 用 ) で 外出 し て いる 。 

10. 旅行 は 短い (a. 期 間 b. 機 関 ) だ っ た が 、 楽 し か っ た 。 

11. あの 人 の (a. 良 心 b. 両 親 ) は 北海 道 に 住ん で いる 。 

12. この 国 の (a. 東 部 b. 頭 部 ) に は 広い 平野 が ある 。 

13. 子ども の と き 、(a. 伝 記 b. 電 気 ) を 読む の が 好き だ っ た 。 

14. この 品 は (a. 高 価 b. 効 果 ) で 、 私 に は 買え な い 。 

15. 品物 の 質 を も っ と (a. 向 上 b. 工 場 ) させ な けれ ば な ら な い 。 

16. 彼 が 彼女 と 結婚 する な ん て (a. 創 造 b. 想 像 ) で き な い 。 

17. レポ ー ト の (a. 紀 元 b. 期 限 ) を ま も っ て くだ さい 。 

18. (a. 保 健 b. 保 険 ) 所 で 健康 診断 を 受け た 。 

19。 あの 人 は (a. 強 力 b. 協 力 ) な 味方 に な っ て くれ そう だ 。 

20. 彼女 は (a. 整 形 b. 政 経 ) 手術 を し た らし い 。 


ZZ 
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次 の 文 を 読ん で 、 下線 の カタ カナ の 部 分 を 書き 表す の に 適当 な 漢字 を 、(  ) 
の 中 か ら 選 びな さい 。 


この 会 館 を 使う と き は 、 使 用 リョ ウ を 払わ な けれ ば な ら な い 。 
(a. 料 b. 量 ) 


駅 の ホー ム に 自動 販売 キ が ある 。 
(a. 如 b. 機 ) 


鈴木 さん は この 大 学 の 英 米 文学 研究 カ ! に た だ し / だ に 
(a. 科 b. 課 ) 


父 は ずっ と 消防 シン ョ で 働い て いる 。 
(a. 所 b. 署 ) 


車 を 運転 する 人 は 、 自 動車 保 テ ケン に 加入 し て くだ さい 。 
(a. 険 b. 健 ) 


水 は 0 度 よ り 温 度 が 下がる と コ 体 に な る 。 
(a. 固 b. 個 ) 


私 の 友人 は 、 東 京 の コウ 外 に 家 を 買っ た 。 
(a. 効 b. 郊 ) 


農業 キョ ウ 同 組合 は 、 農 業 機械 の 普 及 の た め に 資金 の 貸付 を 行っ て いる 。 
(a. 共 b. 協 ) 


記録 的 な 大 雪 で 、 電 車 が フ 通 に を な っ て し まっ た 。 
(a. 普 b. 不 ) 


あの 選手 は 、 去 年 の 夏 か ら け が で ずっ と キュ ウ 場 し て いる 
(a. 球 b. 休 ) 





人 生 の 中 で こん な に いい 機 カ イ は めった に な い 。 
(a. 械 b. 会 ) 


大 学 の シュ ウ 囲 に は 店 が ほとん ど な い 。 
(a. 週 b. 周 ) 


基本 練習 中 


13. 会 社 に 採用 され て も 、 一 人 前 の エン ジニ ア に な る に は 最 テ イ 3 年 は か か る 
(a. 低 b. 底 ) 


14. 彼 の 専 モン は 、 動 物 セ イ 理 学 だ そう だ 。 


(a. 問 b. 門 )(a. 整 b. 生 ) 


さく 


15. 昨夜 遅く 市 街 地 で 道路 工事 中 に 水道 カン を こわ す と いう 事故 が 発生 し た 。 
(a. 官 b. 管 ) 


げん い ぞ ん 
16. この 国 は 天 ネ ン 資 源 が 称し い の で 、 周 り の 国々 か ら の 輸入 に 依存 し て いる 





17. 高橋 きん は 今 で も 毎晩 、 日 キ を つけ て いる 
(a. 紀 b. 記 c. 起 ) 


18. 自分 の 意見 を は っ きり 王 チ ョ ウ し た ほう が いい 。 
(a. 長 b. 張 c. 調 ) 


は こ 


19. この 箱 の 中 の 書類 を 全部 セイ 理 し な いと 、 帰 る わけ に は いか な い 。 
(a. 整 b. 製 c. 制 ) 


20. 今年 の ボウ 年 会 は 、 カ ラオ ケ で 一 晩 中 歌う つも り だ 。 
(a. 防 b. 忙 c. 忘 ) 


※ で きた だ た 人 は 、 次 は ( ) の 部 分 を 紙 な ど で か くし て 、 書け る か どう か や っ て み ま し ょ う 。 


/ ツ 





お き さ う ぁ く し Le う 。。 けい せい も し 
同音 の 漢字 に は 同じ 音 記号 を 持つ も の が 多く あり ます 。( ぱ 復習 1 : 形 声 文字 ) 


音読 み 音 記号 
ク  † 財 』 
コ [ 古 ] 
選 


個 

。 … 

束 。 … セイ [ 正 ] 
邸 … 

貼 

春 


[ 深 思 


へ 
ン 


テイ [ 氏 ] 
| 
ヨウ 。 【 購 】 
… ン ジュ ワウ [ 周 ] 
ツウ [用 ] 


画 可 表 泊 距 貴 
筑 弄 藻 思 県 混 滞 囲 沙 





TO 接 台 冬 SufHxesiofthelsanme sotuhnd 


同音 で 、 意 味 や 使い 方 の 似 て いる 漢字 に は 注意 し て くだ さい 。 次 の も の は 、 援 尾 笑 
と し て 使わ れる こと が 多い 同音 の 漢字 で す 。 

(学校 ) 社会 科 、 国 語 科 、 数 学科 、 研 究 科 

村 





(病院 ) 内 科 、 外 科 、 耳 鼻 科 、 婦 人 科 、 精 神 科 





機 (機械 ) 洗濯 機 、 掃 除 機 、 印 刷 機 、 飛 行 機 


細 役所 、 事 務 所 、 案 内 所 、 裁 判 所 
ン ョ RS 


けい さ つ し ょ し ょ う ぼ うし ょ 


賭 (機関 ) 警察 暑 、 消 防 曇 、 税 務 軸 
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要点 


い りょう 


(材料 ) 原料 、 資 料 、 衣 料 、 食 料 、 調 味 料 
料 
和紀 ウ (料金 ) 手数 料 、 入 場 料 、 水 道 料 、 使 用 料 





同音 の 漢字 語 の 中 に は 、 ア クセ ント で 区 別 さ れる も の も あり ます 。 


いっ か い … 一 階 ( い | っ か い )  : 一 回 (いっ か | い ) 
所 よう 同上 (1 う も ょ の ) 上 電 (に 1 う i う ) 
で ん き 伝記 (で | ん き ) : 電気 (で | ん き ) 

こう が い 公害 ( こ ] うがい )  : 郊 外 ( こ | うがい) 





アァ クセ ント が 2 種類 以上 ある も の に は * 印 が つけ て あり ます 。 


か いて い 


か いて ん 


* き か ん 


* こ うがい 


改訂 (か | いて い ) 


本 の 間違い を 直す こと 


回 転 (か | いて ん ) 


三 回 る こと 


期間 ( き | か ん ) 


ー あ る 長 さ の 時 間 


器官 ( き | か ん ) 


= 体 の 部 分 


期限 ( き | げん ) 


ー デ しめ きり 


う … 休 場 ( き ゅ | うじ ょ う ) 


ー 試 合 を 休む こと 


海底 (か | いて い ) 


三 海 の 底 


開店 (か | いて ん ) 


ー 店 を 開く こと 


機関 ( き | か ん ) 


= 機械 や 装置 、 組 織 


気管 ( き | か ん ) 


= 呼吸 の 空気 の 通路 


紀元 ( き | げん ) 


王 歴 史 年 代 の 元 


球場 ( き ゅ w | うじ ょ う ) 


野球 の グラ ンド 


郊外 ( こ | うがい ) 


ーー 都 会 の 周辺 
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せい けい 


せい ぜん 


て いか 


口外 (に | うがい ) 


秘密 な ど を 他人 に 話す こと 


主張 (し ゅ | ちょ う ) 


意見 を 言う 


消化 (し ょ | うか ) 


=ー 食べ た 物 を こなす こと 


生計 ( せ | いけ い ) 


ー 生 活 す る 方 法 


生前 ( せ | いぜん ) 


= 死ぬ 前 プ 生 き て いる 間 


創造 (を | う ぞ う ) 


新しい も の を 初め て 作る こと 


低下 (て | いか ) 


ー 下 が る こと 


良心 ( り ょ 1 う し ん ) 


ー 止 し く 良 い 心 


校外 ( こ | うがい ) 


学校 の 外 


首長 (し ゅ | ちょう ) 


行政 機関 の 長 


消火 (し ょ | うか ) 


= 火 を 消す こと 


整形 ( せ | いけ い ) 


= 体 の 形 を な お すこ と 


殴 然 ( せ | いぜん ) 


王 整 っ て いる よう す 


想像 ( そ | う ぞ う ) 


ー 頭 の 中 で 考え る こと 


定価 (て | いか ) 


ー 決 め ら れ た 値段 


両親 ( り ょ | うし ん ) 


三 父 と 母 





同音 の 治 字 語 に は 、 
る も の も あり ます か ら 、 注 意 し て くだ さい 。 


※ ま いつ か い 


か いて い 


か じ 


62 


1 つの 漢字 が 共通 する もの が た くさ ん あり ます 。 意味 が 似 て い 


一 避 ( い っ か い ) 
ー 1 度 


以 計 ( か いて い ) 
= 本 の 内 容 を 直す こと 


一 階 ( い | っ か い ) 


= 建物 の 地上 の 了 


改定 (か | いて い ) 


三 決 め た 内 容 を 改め る こと 


家事 (か | じ ) 


=ー 家 の 中 の 仕事 


要点 中 


きか い … 機械 (きか ] い ) 機会 (きか | い ) 
し くみ や 道具 ー ナ ャ ンス 
きょう か い … 教会 ( き ょ | うか い ) ・ 協会 ( き ょ | うか い ) 
ーー キ リス ト 教 の 集会 所 「 Rmy 衝 
きょう ちょ う … 強 調 ( き ょ | うち ょ う ) ・ 協調 ( き ょ | うち ょ う ) 
強く 説明 する こと いっ し ょ に 協力 する こと 
きょう どう … 共同 ( き ょ | うど うぅ ) ・ 協同 ( き ょ | うど う ) 
喧 MeoclzP に が の る ら だ 三 協力 し て 仕事 を する こと 
きょう り ょ く … 強 力 ( き ょ | うり ょ く ) ・ 協力 ( き ょ | うり ょ く ) 
強い 力 = テカ を 合わ せる こと 
0 … 故人 ( こ | じん ) ・ 個人 ( こ | じん ) 
ーー なく な っ た 人 ーー 人 の 人 間 
くだ た 03 … 個体 ( こ | た い ) ・ 固体 ( こ | た い ) 
= テー つの 独立 し た も の ー 固 く 形 が 決ま っ た 物質 
こっ か … 国家 ( こ | っ か ) ・ 国歌 ( こ | っ か ) 
ー 国 王国 の 歌 
し ょ めい … 填 名 (し ょ | めい ) ・ 書名 (し ょ | めい ) 
= 名 前 を 書く こと =ー 本 の 題名 
せい り … 整理 ( せ | ぃ り ) ・ 生理 ( せ | いり ) 
ー 計 づけ る こ と ー 生 物 の 体 の 働き 
ふつ う … 不通 ( ふ | つう ) : 普通 ( ふ | つう ) 
通ら な いこ と ー テ いつ も の よう す 
は けん … 保健 ( ほ #] けん ) 保険 ( き | けん ) 
= 健康 を 保つ こと ー 災 害 に 備え て お 金 を か ける こと 
よう し き … 洋式 ( よ | うし き ) : 様式 ( よ | うし き ) 
ーー 西洋 の や り 方 = やり方 
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びん し 


同音 の 漢字 語 に は 、 品 詞 や 使い 方 が 違う も の が あり ます 。 


ョ ッ い キ ーー どう 1 0 
(N 三 名 詞 、VN=「 す る 」 を つけ て 漢語 動詞 に な る も の 、NA ニ = ナ 形 容 詞 ) 
か ん し ん … 関心 (か | ん し ん ) N ・ 政 治 に 関心 が ある 

感心 (か | ん し ん ) VN  : 上 手 な 外国 語 に 感心 する 
NA 感心 な 子ども 


きょう り ょ く … 強 力 ( き ょ | うり ょ く ) NA  : 強力 な チー ム 
協力 ( き ょ | うり ょ く ) VN  : みん な が 協力 する 


こう か  … 高価 (に こ | うか) NA : 高 価 な 品物 
硬化 ( こ | うか ) VN : 態 度 が 硬化 する 
効果 ( こ | う か) N : 効果 が ある 
校歌 ( こ | うか) N  : 校 歌 を 歌う 


し よう Po 使用 (し | よう ) VN  : 道 具 を 使用 する 
私 用 (し | ょ う ) N ・ 私 用 と 公用 の 区 別 を する 。 
仕様 (し | よう) N : 新しい 仕様 の 機械 を 買う 


こう じょう … 向上 ( こ | うじ ょ う ) VN  : 生 活水 準 が 向上 する 


よ 
あかし の | 9. | う ) N  : 工 場 を 建て る 
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9 庫 用 練習 


次 の 文 を 読ん で 、( ) の 語 の 中 か ら 、 適当 な も の を 選び 、 読み 方 を 書き まし ょ う 。 


国際 交流 の 行事 に 参加 し た い が 、 な か な か (a. 機 会 b. 機 械 ) が な い 。 

毎朝 、 公 園 の まわ り を (4. 一 周 b. 一 週 ) し て いる 

今度 、 小 学校 の 教科 書 が (a . 改 訂 b. 改 定 c. 海 底 ) され る 。 

本 が 増え た の で 、 少 し (a. 生 理 b. 整 理 ) し な けれ ば な ら な い 。 

JR 山手 線 は 現在 事故 で (a. 不 通 b. 普 通 ) と な っ て お り ます 。 

事故 を 減ら す た め に は 、 国 民 の (a. 協 力 b. 強 力 ) が 必要 だ 。 

会 社 を や め て か ら 、 国 民 健康 (a . 保 険 b. 保 健 ) に 加入 し た 。 

水 は (a. 固 体 b. 個 体 ) に な る と 、「 氷 」 と 呼ば れる 。 

お な か が 悪く て 、(a . 消 火 b. 消 化 ) の いい も の し か 食べ られ な い 。 

水 が (a. 避 官 b. 気 管 ) に 入っ て し まい 、 と て も 昔 し か っ た 。 

今月 か ら タ クシ ー 料 金 が (a . 改 訂 b. 改 定 c. 海 底 ) され た 。 

私 は 猫 が (a . 生 理 b. 整 理 ) 的 に 苦手 だ 。 

我々 の 体内 に は 、 様 々 な (a. 器 官 b. 気 管 ) が ある 。 

(a 不通 b. 普 通 ) 列車 に 乗っ て 、 の ん びり 旅行 し た 。 

(a. 改 訂 b. 改 定 c. 海 底 ) に 油田 が 発見 され た 。 

最近 は どこ の 会 社 で も OA (a. 機 器 b. 危 機 ) が 使わ れ て いる 。 

4e う (0 Office Automation 
憲法 に よっ て (a . 個 人 b. 故 人 ) の 自由 が 保証 され て いる 。 
(a . 保 険 b. 保 健 ) 所 で 予防 注射 を し て も ら っ た 。 


8@ ゝ 
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19. 


20. 


21. 


22. 


23. 


24、 


中 日 ヤク ルト の 試合 を 見 に 、(a. 休 場 b. 球 場 ) へ 行っ た 。 
毎週 日 曜日 は (a. 協 会 b. 教 会 ) の ミサ に 行く 。 


学校 で は 、 生 徒 の 個性 と (a. 想 像 b. 創 造 ) 性 を 育て る 教育 を する こ 
と が 大 切 だ 。 


彼 は 自分 勝手 で 、(a . 強 調 b. 協 調 ) 性 が な い 。 
(a. 紀 元 b. 期 限 ) 前 3000 年 ご ろ 、 ナ イル 川 の ほとり に 文明 が 生ま れ た 。 


兄 は (a. 郊 外 b. 公 害 ) 研究 所 で 働く こと を 承知 し た 。 


※ 正 し い ほ う を 選ぶ こと が で きた 人 は 、 上 の 1. 一 24. の 文 を 、( ) の 部 分 を ひら が な に 
直し て ノー ト に 写し 、 今 度 は それ を 見 な が ら 自 分 で 正しい 漢字 が 書け る か どう か 、 や っ 
が まし よ つ の 。 

例 1. 国際 交流 の 行事 に 参加 し た い が 、 な か な か (きか い ) が な い 。 


l. 
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次 の 文 を 読ん で 、a . と b . の うち 、 適 当 な ほう を 選び まし ょ う 。 


じ し ょ うら) いよ うし 
将 来 、 栄 奏 士 に な り た い が 、 勉強 の (a. 方 法 b. 法 方 ) が わか ら な い 。 
じゅ きょう 


今日 の 授業 は (a. 午 後 b. 後 午 ) か ら だ 。 

妹 は (a 高校 b. 校 高 ) 3 年 生 だ 。 

田中 きん は 外国 か ら 輸入 し た 宝石 の (a. 売 買 b. 買 売 ) を し て いる 
その 事件 に つい て は (a. 全 然 b. 然 全 ) 知ら な い 。 

趣味 で 切手 を (a . 収 集 b. 集 収 ) し て いる 人 は 多 


っ し ゃ び ょ た お 


高橋 さん は 日 射 病 で 倒れ 、(a . 急 救 b . 救急 ) 車 で 病院 へ 運ば れ た 。 


9。 


10. 


11. 


四 . 


例 . 


9 


応用 練習 


日 曜日 に この 町 の (a. 町 長 b. 長 町 ) 選挙 が 行わ れる 。 
アラ ブ の 国々 で 戦争 が 起こ る と 、 石 油 (a . 危 機 b. 機 危 ) が 起こ る 


ふ きゅう 
ワー プロ な どの 0OA (a. 問 機 b. 機 器 ) が 普及 し て いる 


次 の カタ カナ の こと ば を 適当 な 漢字 に 直し て (  ) に 本 9 人 
アク セン ト に 気 を つけ で 声 に 出し て 読ん で のみ まし ょ う 。 デー ジ に 押 間 し て 自分 
聞い た り 、 日 本 人 の 友だち に 聞い て も ら っ た り し て み ま し ょ う 。 


駅 前 に カ | イ テ | ン 寿司 の 店 が カ | イ テ ン し た 。 


( 回 転 ) ( 開店 ) 
都心 ば か り で な く 、 1 で 62 が イ 0 員 が 起こ っ て き て いる 


ee me ee 


( ) 
人 
( ) 


MM | 2 ント | 間 っ た 。 
NR 
( ) ( ) 
キョ | ウリ ョ ク な 味方 の キョ | ウリ ョ ク を 得 て 、 仕 事 が うま くい っ た 。 
( ) 


( 


友 は セ | イ ゼ ン 一 人 暮らし だ っ た が 、 部 屋 は セ | イ ゼ ン と 片 づ い て いた 。 
( ) ( ) 


0 コル ジ シ ジ ツ ュ ウ で 、 エ | ン シ ュ ウ の 長 さ を 求め た 。 
( ) ( ) 


新聞 社 に 了 | てき | シャ が キ | シャ | で キ | 時 | 222 
( ) (汽車 ) ( 


知ら せ が 届 いた 。 


@/ 


り 


1 懇 





直し て み ま し ょ う 。 
漢字 表記 を その 下 に 書い て くだ さき さい 。 
を 例 の よう に 下 に 並べ て 書き まし ょ う 。 


次 の 文章 を 、 イン る を 使っ て 漢字 仮名 交じり 文 に 直 
漢字 に 変換 する こと ば の 下 に 線 を 引き 、 
さら に その 同音 語 


例 . ぶん か か いか ん で こう えん か い が ひら か れる 。 
文化 会館 講演 会 開か れる 
0 2 後援 
分 化 快感 公演 

公園 








パン フレ ッ ト を みて 、 お どろ いた 。 ほけ ん と 


せい めい は ほけ ん の 


いえ ば 、 む か し は せい めい ほけ ん や か きる さい ほけ ん な ど 、 た ん じゅ ん な 


も の し か な か っ た が 、 げ ん だ いで は 、 ほ けん し ょ う ひ ん が ずい ぶん 


た よう に な っ た 。 いろいろ な じ こ や きい が い に そなえ た そん が い 


は ほ は けん や し ょ うがい ほけ ん 、 じ どう し ゃ ほ は けん や か い が い り ょ こ う 


ほげ の ん な の の 、 ほか に 、 つ づり は りん 、 ス キー 付け りん 、 ゴ ルフ ほり ん まで 


ある 。 な ん と ペッ ト の ほけ ん も ある と きき 、 わ ら っ て し まっ た 。 





つく づく きけ ん な じ だ い に いき て いる の だ と か ん じ た 。 


ル .。 ワー プロ や 電子 手帳 な ど を 使っ て 、 同音 語 を 5 組 さ が し 、 下 の 例 の よう な 問題 


を 作っ て み ま し ょ う 。 友だち が 間違え そう な 問題 を 作っ て 、 お 互い に や っ て みて 


くだ さい 。 国 庄 辞典 や 和英 辞典 な ど で も 同音 語 を さがす こと が で きま す 。 特 に 、 


意味 が 似 て いる も の や 同 じ 品 詞 の も の な 0 を 集め て 覚え ま し よ う o 


例 . 試験 は ja. 以外 b. 意外 | に や さ し か っ た 。 読み 方 ( い が い ) 
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ぶ し ゅ お ん き ご う 
I . 次 の 下線 の 漢字 を 、 部 首 (radicals) と 音 記号 (sound markers) と に 分 け て くだ さい 。 
部 首 の 意味 も 考え て み ま し ょ う 。 


例 . 


| | 2 osgosz | ooo | 近 oezct 5 拓 1 wszzin 3 旨 0 me | ozsoe IN Eo 提 2 acsaop 0 半 Paei ogg 間 esse ! css 0 iso 0 gao 


ヒバ いす むし くく くい ーー すし し し 


十 


+ キキ 二 キキ 圭二 キキ 圭二 圭二 圭二 十 


| 9 oct ( 間 gs 0 mes 1 間 bps ! 和 0 ce sse MS cooocoor : 和 0 Egg: 肖 和 0 bm DE ie 3 ipc 中 導 oae | sa 隊 和 oezssgs 


に しい っ っ くい くむ いい すく くい すむ すす すす や ーー ーー レー レーー」 


ーーー の ーー ひび 


ヘー ンー ーー ヘー の ーー ペー マン ーー プア ーー プア ーー ーー プア ーー ブー ーー の ア ーー ーー アア ーー の ーー ーー アブ ーーー - ーー ーー ジウ ーー ーー 


@ の 


oo oo oo ooo る oo で oo る oo る る る る の る らら る の の の る る oe らら る の ら る る の ら る の る の eoeoeoeoeee ee の e ら る る の る る の ら る る の る る の ら @ る る る ee oo eo eee の oe の と の ら eoe ゅ ら る の の る の らら 6@ ら る の ら oe の の の る る の の の の の らら る る の ら る の の の の の の の の oooeooe 








ぐ 答 スッ 
部 首 音 記号 音読 み 

1. 男性 =| 証 |+| 生 | ( セ ャ ィ ) 
だ ん せい (male ) heart 

2. 夕飯 人 L 還 提 琴 由 お 6 内 
ゆう は ん (dinner ) eat 

3. 旅館 人 暗 の UN 
り ょ か ん Gnn) eat 

4. 宿泊 する =| を 」+[ 曰 (スタ) 
し ゅ く は く (to stay) water 

5. 政府 き 赴 放 電 由 NN 
せい ふ (government ) roof 

5. 玉 週 =[ 記 ]+[ 周 ] (シュ ッ ) 
9 し ゅ う (next week) Way 

7. 試験 =[ 多 ]」+[ 興 | (タン) 
し けん (examination ) horse 

8。 訪問 する =[ 放 ]+[ 方 ] (* ッ ) 
は う も ん (to visit ) Say 

9. 適当 な =| エ ]+[ 商 ] (テキ /) 
て きとう (suitable) 。 way 

10. 案内 する = | 上 |」+| 安 | ( ァ ン ) 
あん な い (to guide) tree 

11. 時 間 = | 日]+|[ 寺 (ジジ ) 
じ か ん (time) Sun 

2 町長 = | 田 | + | 丁 | (チョ ッ ゥ ) 
ちょ うち ょ う (mayor) rice field 

13. 出荷 する = | |+| 可 | ( ぁ ヵ ぁ ) 
し ゅ っ か (to ship) plant 

14. 晴天 = | 日 | +| | ( ャ ィ ) 
せい て ん (clear sky ) Sun 

s 事故 -[%]+[ 古 ] (=) 
じ こ (accident) whip 


の の の の の の の の の の ゆら の ⑥ の @ の @ @⑥ の @ の の の の @ の の の の @ の @ の ⑥ の ⑨ の @⑥ の ② ②⑳ @ の ⑥ の ⑥ の @ @ の @ る @ の @ @ の @ の の ⑥ @ ら の @ @ @ @ @⑥ @ @ @ @ @ @ @ @⑥ @⑥ @ の @ @ @o @ @ @ の @⑨ @ の ら ② @ の @⑥ の GO の の の の の @ @ @ の @ @ の @ @ @ @ @ @⑥ の の の の @ @ @G @ の @ の ひ の の の @ の 
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IT . 


例 . 


時 間 


・ 諾 園 


結 林 


止 義 


・ 第 済 


・ 試 具 


更 
痢 市 


月 > 米 


ググ 女 


生 活 


.・ 制度 


先生 
相談 
海 庶 
点数 
農業 
白島 
付近 
多忙 


足 
課題 
軽減 
危険 
強硬 
姉妹 


文部 省 


性 格 
上 ] 反 
移 面 
想像 
頭 痛 
低下 
完 店 
涯 度 
拍 手 
政 府 


忘年 会 : 


レー 


ww ニン ーー ーー)ー ド ニン で 一 ィ て ペー 


次 の こと ば の 中 か ら 同 じ 音 読み の 漢字 を 選ん で 〇 を つけ 、 共 通す る 音 記号 と その 
読み を 書き な さい 。 
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[L] 復 暫 1 
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系 4 
可 能 


・ 旅館 


野 球 
個 人 
多 ) 未 
守 院 


5 


月 大 
紀 打 


・ 社長 


反 対 


・ 方 面 


潤 式 


生 花 
出 符 
管 理 
要 求 
体 
多 5 外 ト 
時 間 
政 沿 
稚 衣 

町 長 
出 中 
グ 飲 
訪 問 
様 十 


。 下線 の 漢字 の 読み に 注意 し て 、( 


貨 物 
歌 手 
fr 巨 
救 助 
湖水 
学 校 
持 統 
整 理 


青 年 


2 」 目 


手 帳 
販 死 
放 送 
奏 : 


| 
| 
| 
l 
| 
| 
! 
・[ 
| 
l 
| 
l 
| 
| 


の 中 朋 (IE あ DI の 00 ( (NM 2 


・ 時 間 


(ちゅ うお う ) ・ 


( 
( 


まう めん ) : 


ーー 


か ん  ) : 期 待 


) 
) 
) 


] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 
] 


停学 


映画 ( 


) に こと ば の 読み 方 を 書き な さい 。 


に WW く 


ここ ルン や ジジ ミウ や ンク キク ペック や を マー や イマ ちの や ダマ や て だ 7 





漢字 の 中 に ! の 音 記号 ) と の 組み 合わ せ で で き 
て いる も の が あり 、 声 文字 と 言い ます 。 (や BK L.14, 第 1 課 p.22, 第 5 課 p.80) 日 
0 の の ne は 形 声 文 字 で すか ら 、 よ く 使 われ る 音 記号 を 覚え る 
と 、 知 ら な い 漢 字 の 音読 み を 考え る と き 、 役 に 立ち ます 。 


部 首 音 記号 形 声 文字 
肌 (し ょ < く へ ん )  + 官 = 館 : 図書 館 と し ょ か ん 
eat カン building, hall 
本 ( き へ ん ) + 官 = 柏 : 石 邊 せっ か ん 
tree カ ン coOffin 
"(た け か ん ちり ) + 官 = 管 : 管理 する か ん りす る 
bamboo カ ン DIDe 
6:f 官 5 昌司 が ん ちら ちょ う 
official 


復 1 





音 扇 は 漢字 の いろ いろ な 位置 に 使わ れ ま す 。 ま た 、 下 の よう に も と の 音 記号 (「 古 」) 
か ら 別 の 音 記 号 (' 固 」「 胡 」) が 作ら れる 場合 ちあ り ま す 。 


= 


(みず うみ ) 





コ ( 
(の 5) 電 ゆな) 





3 


5 
州 6 
SD 
ぐ S 包 電 
< 性 
G 拓 4 
っ の は っ 
8 * 和 上 
隊 B 4 直 租 
S 可 ぷ 3 競 環 喘 坦 
YY ne 民 害 足 畠 間 吊 凌 中 居 1 選 琴 芯 嘱 思 培 要 結 
S っ 
2 つる レレ 由 
Ke いい 搬 吉 
? で 
1 J い 
WI 功 1 = 営 RS 
で 。 HO ご 
I NN / の 
は 拓哉 四 措 。 持 加 補 胃 地 章 窒 
ロコ で 
還 交 唱 塚 尽 隊 所 圭 岩 紙 包 角 活 虹 下記 家 直 刺 明 林家 弄 札 SR 前 骨 宮下 過 
メン ペイ ボコ アリ ーー だっ 内 
QG 人 心 で べく で ここ 
EN NRNRRNSNNMNMWNN NMOS NNNANNNMMNSNRSSS や や 
了 Q mem で ーー で ーー ヘー マー ーー の ーーー ンー ーー ンー ーー プー ーー ンー ーー ンー ーー ーー- ン 
へ ) ノ 
8 | tiK 加里 ぶ 掌 本 地目 緒 税 了 明 折 固 交 了 日 選 垣 選考 四 得 る 円 購 季 守 足 
SI 
ふ ゝ つう 
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まとめ ロロ 


相 ( ソ ッ ) : 相 外 
倉 ( ソゥ ) : 創 
代 (タイ ) : 貸 代 
二 (チョ ウ ) : 町 還 頂 
(テイ ) : 証 停 部 
長 (チョ ウゥ ) : 張 帳 眼 
農 (ノッ ) : 濃 
日 (ハク ): 泊 拍 据 伯 舶 
反 (ハン ) : 飲 販 版 阪 坂 板 
罪 ( 世 ) ミ 悲 
付 ( フ ) : 府 符 附 府 
方 ( ホ ゥ ) : 放 語 令 芳 
(ボゥ) : 防 房 紡 坊 妨 傍 肪 
に (ボゥ) : 尾 忘 望 
民 (ミン ) : 有 眠 
所 (中 ウ ) ) 津 株 半 穴 
* ま た だ し 「 羊 」 は 漢字 の 上 の 部 分 に 使わ れる と 「 壮 」 に な り ま す 。 
b. 漢字 の 一 部 が 音 記号 に な っ て いる も の 「 復 1 
率 (エン ): 園 境 人 2 
を (ケイ ): 経 軽 径 茎 
條 (ケン ) : 験 険 剣 侯 検 
用 (ツウ ゥ ): 通 痛 
殿 ( ゲ 4)1 全 ) 胡 邸 抵 
商 (テキ ) : 適 敵 摘 滴 
上 





ある 漢字 は 、 単 独 で 使わ れる と き と 音 記号 と し て 使わ れる と き で 読み 方 が 違い ます 。 


例 1. 央 単独 ニオ ウ  : 中 央 (ちゅ うお う ) 

音 記号 = エイ  : 英語 (えいご) 映画 (えい が ) 
例 2. 口 。 単独 = ニコ, キ : 自己 (じじ こ ) 知 ( ち き ) 

音 記号 ニキ : 日 記 (に っ き ) 紀元 ( き げん ) 
例 3. 者 単独 = シャ  : 記者 (ほし ゃ ) 

音 記号 = ニシ ョ : 賭 名 (し ょ めい ) 残 閉 (ざんしょ) 


9 の 5 


「」 復習 1 


例 4. 店 単独 ニセ ン  : 独占 (どく せん ) 
人 書 計 (し ょ て で ん ) 県 数 (で ん すう ) 





音 記号 の 中 に は 、 音 が 少し 変わ っ て いる も の や 同じ 形 が 違う 音 を 表し て いる も の ゃ 
あり ます 。( ツ 復習 2 p.193 一 195) 


例 1. 合 タイ ・ ダ イ : 杏 風 (た い ぉ ふぅ ) 人 台所 (だ い ど ころ ) 
ー テ シ 誠 : 始発 (し は つっ ) 
ー ジ 冶 : 政治 ( せ ぃ じ ) 

例 2. 十 シュ : 主人 (し ゅ じん ) 


ーー チュ ウ 潤 - : 注意 (ちゅ うい ) 
ー* ヶ ジュウ 住 ・ 住所 (じゅ うし ょ ) 
例 3. 方 ホッ : 方 向 (ほう こう ) 
ーー ホウ 訪 : 訪問 (ほう も ん ) 
放 : 放送 ( ほ ぅ そう ) 
ーー ボウ 防 : 予防 は ほう) 





例 4. |] テイ ・ チ ョ ウ  : 丁寧 (て いね ぃ ) 丁度 (ちょ うど ) 
4 計る 清 由 (COW) 
喧 : 停留 所 (て いり ゅ うじ ょ ) 


ーー チョ ウ 〒 : 県 訂 ( け ん ちょ う ) 
則 : 町 長 ( も ちょ うち ょ う ) 
:・ 各 目 (か くじ ) 各国 (か っ こく ) 
委 : 性 格 (せい か く ) 
ーー キャ ク 安 : 乗客 (じょう きゃ く ) 
ーー ラク 光 : 落第 (らく だ い ) 
*「 客 」 は 語 に よっ て 「 カ ク 」 と 読む こと も ある 。 旅客 機 ( り ょ か くき ) 


例 5. 各 カク 





ジ ー ジ ジ タイ トク = 音読 み 
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まとめ [ 


例 2. 






由 DEEK3 に 


ジッ ン ブフ \ ン ウン ハン ペン 生音 読み 
( そ - る ) (めし ) (きか ) (か ぇ - す )( 三 訓 読み ) 


人 攻 |* 直 | : 


ク 音読 み 
(ふる - い ) (か た - ぃ )( み ず う み ) ((4- し い ) 1 





例 3. 





例 4. 





セイ セイ セイ セイ ソ ョ ウ 六 
(あお ) (は - れ る ) (し ず - か ) (な さ - け )( 三 訓 読み 





2 思 コ ウ マク クウ ク 人 los 


( 寺 - わ 2 る) ( き - く ) (〈5- べ る )( 三 訓 読 


ハク ハク ハク ハク ME 
(しろ) (と - ま る ) (せま - る ) ( 三 訓 読み ) 





例 6 . 








タ Z 


人 ) 記 腺 習 


] . 左 の 部 首 と 右上 の 音 記号 を 合わ せ て 形 声 文字 を 作り 、 そ の 音読 み も 下 に 書い て 
み ま し ょ う 。( 漢 字 が で き な い マス に は ン ノ を 引く 。15 字 以上 で きれ ば 、 合 格 ! ) 





回 際 






テキ 


敵 
TITT 画 3 
で 
半 | | | | | | jm 


オ 





が け cliff 









し | | | | 基軸 8 
| | 11 | | 特 
| | 1 ll | | 笠 





ふ 
ン 
NY 


[ . 次 の 漢字 が 読め ます か 。 知 ら な い 漢 字 で も 、 音 記号 か ら 読み 方 を 考え て み ま し ょ う 。 
1. 紅 余 2. 半径 3。 犠牲 4. 侯 約 5. 年 座 


6. 意志 7. 精力 8. 水滴 9. 舶来 10. 判断 
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応用 練習 


じ て ん 
四 . 漢字 辞典 で 同じ 音読 み の 漢字 を 調べ 、 そ の 中 か ら 音 記号 を さがし て み ま し ょ う 。 


例 . 


音読 み : 
訓読 み : 
圭 語 : 


訓読 み ・ 
圭 語 : 


= 二 ・ 
音読 み ・ 
訓読 み ・ 
封 語 ・ 


せい て ん 


晴天 


・ は - れ る きよ - い 


AE 
ゝ 主 . 
條 保 


せい し ん 


精神 


記 y 主 導 詩 三 記 
EEEIEJEPWEE 
・。 セイ セイ セイ セイ セイ 


し ず - か 
あん せい 


安静 


の の 





1 . 漢字 の しり と り 」 を 作り まし ょ う 。 上 に ある 漢字 の 部 首 か 音 記号 か どちら か を 
使っ た 漢字 で 、 品 の 中 を うめ まし ょ う 。 


ーー ーー ーー ーー デア マー マーーー ニ ーー デー テー マー デー マー ママ ーー ニー ここ ーー ニー マー ニー ニー ここ さこ ここ 


700 


人 復 販 練 澤 / Es 1 課 か ら 5 課 ま で に 習っ た 漢字 の 復 習 一 


1 . 次 の 下線 の こと ば の 読み を 書い て み ま し ょ う 。 





1. 輸 入 を 減ら し て 輸出 を 拡大 すれ ば 、 貿 易 収支 は 黒字 に な る 。 
2. 世 界 の 国々 が 仕事 を 分 担 し 、 互 い に 助 け 合 い 、 協 力 し 合え 


ば 、 ど ん な 複雑 な 国際 問題 も 解決 する だ ろう 。 





3. 工場 で 機械 や 製品 を 製造 し た り 管 理 し た り 修 理 し た り 


! 





こ ヒ 
へ 


する ロボ ッ ト が いる の だ か ら 、 そ の うち 病院 で 人 間 の 体 の 器官 を 


激 





査 し て 健康 を 管理 し た り 、 治 療 し た りす る ロボ ッ ト も で きる か も 


し れ な い 。 





4. 文部 科学 省 の 下 に は 文化 庁 、 厚 生 労 働 省 の 下 に は 社会 竹 ] 
保険 庁 、 国 土 交通 省 且 間 前 庁 、 海 上 保安 庁 な ど が あ 
る 。 で は 、 消 防 庁 と 消防 署 は 、 何 省 の 下 に ある か 。 

5. 都心 か ら 快速 電車 で 50 分 、 普 通 電車 な ら 1 時 間 10 分 か か る 郊 外 


に 家 を 買っ た 。 職場 か ら は 少し 境 い が 、 目 然 に めぐ まれ た 快適 





な 住ま い だ 。 


6. 異常 気象 が 続い て 、 地 球 の 平均 気温 が 毎年 1 度 ず つ 上 昇 し た 








ら ど うな る か 、 想 人像 で きる だ ろう か 。 地球 の 温暖 化 は 、 非 常に 





深 刻 な 間 題 な の で ある 。 
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貧 乏 な 家 に 生ま れ た 子ども も 、 裕 福 な 家 に 生ま れ た 子ども も 、 平 
等 に 教育 を 受け る こと が で き 、 だ れ に で も 成功 する 可能 性 が あ 
る 社会 が 私 の 理想 だ 。 

危険 や 失敗 を お それ ず に 行動 し 、 エ ネル ギ ッ シ ュ で 創造 力 が 
あり 、 し か も 考え 方 が 柔軟 な 人 間 を 養成 し た い 。 

低 気 圧 が 多量 の 激 し い 雨 を 降ら せ た た め 、 野 球 の 試合 は あ 
す に 延期 に な っ た 。 応援 し て いる チー ム が 勝つ か 負け る 


か 、 勝 負 は や っ て みな けれ ば わか ら な い 。 





周囲 の 国々 へ の 経済 的 な 援助 に も っ と 予算 を 使う べき だ 。 

首相 は 、 自 国民 を 救出 する た め に 、 そ の 戦争 に 参加 する こ 
と を 強硬 に 主張 し た 。 

仕事 の 終了 期限 が 近づい て きた の で 、 予 定 を 変更 し て 、 た まっ 
て いる 資料 の 整理 に と りか か っ た 。 


正確 に は わか ら な い が 、 紀 元 前 10 世 紀 ごろ 、 こ の 古代 国家 は 





海底 に 沈ん で し まっ た らし い 。 こ の 地 層 か ら そ の 時 代 の 王 に 関 





する 貴重 な 資料 が 発見 され た 。 


オペ ラ の 公演 は 、 非常 ベル の 音 で 一 時 中断 され た が 、 係 員 





が 凌 常 の な いこ と を 確か め た 上 で 、 続 けら れ た 。 


以前 に 口頭 で 訂正 を お 願い し た が 、 今度 改め て 文書 で 通知 し た 。 


II. 


COO ヽ NM の ) ⑦ 上 CO トト O 一 


ち いき 
次 の 国 や 地域 を 表す 漢字 1 字 を 書い て み ま し ょ う 。 


イン ド 
アイ リビン 
ちゅ うごく 
イギリス 
グ アンス 
ドイ ツ 
以 ペ イン 
だ 2 の 


ーー ーー ーー へ 


) 
) 
) 
) 


9 . 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 


ナク / 
ョ いで や 
2 


ノバ 


オア ング 


ロン ア 
が ん ご く 


オー スト ラリ 7 


ガン た 


. 次 の こと ば と 反対 の 意味 の こと ば を 書い て み ま し ょ う 。 


深い 

薄い (本 が ) 
薄い ( 色 が ) 
乏しい 
軟らか い 
下降 する 
成功 する 
短縮 する 
拡大 する 
発車 する 


を み ( 
を は ( 
を み ( 
を は ( 
を み ( 
を み ( 
を は ( 
を は ( 
を み ( 
を みみ ( 


) 
) 
) 
) 
) 
) 


人 工 
有限 
平和 
収入 
止 常 な 
安全 な 
不 辛 な 
不快 な 
復 雑 な 
光紀 な 


復習 練習 


ンー ペー ンー アン ーー ンマ ン ーー ンー ジーン ンー ーー ンー ンー ーー ンー トト ンジ 


ーー の ーー ヘー の ーー ーー の ーー ーー プア ーー ーー の ーーー アダ ーーーー ア ダニ ラ ーー? フー ヤー ポー マ 7 フーー 


し 」 
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eZ ウ 。 長い 漢語 の アク セン ト 


長い 複合 語 に な る と 、 単 独 の の と き と ア クセ ント が 変わ る こと が あり ます 。 
| 下 の よ うな 例 を 覚え て お きま し ょ う 。 長い 漢語 の アク セン ト は ふつ う 1 音 目 の 後 
の オル で 下がる か 注意 し まし ょ う 。 6 字 以 上 の 漢語 は 、 適 当 
6 ER (| 
! く 3 字 漢語 > 
、 a. 人 + 2 字 江 ロン ロロ : 後部 の 1 音 目 ま で 高く 、 そ の 後 か ら 下 が る 。 
例 . 人 口 ( じ 「 ん こう ) 一 総 人 口 (を 」 う ノン じしん こう ) 
問題 (も |「 ん だ い ) 一 諸 問 題 (し ょ 「 ン も [ん だ い ) 
開発 (か |「 い は つ ) 一 未開 発 ( み 「 ン か しい は つ ) 
※ 接 頭 辞 に よっ て は 、 前 部 の 1 音 目 の 後 か ら 下 が る も の も ある 。 
方 面 ( ほ | うめ [ん ) 一 各 方 面 (か し く プ ほう めん ) 
b. 2 字 漢 語 十 接尾 辞 口 ロン : 接尾 辞 に よっ て 決ま る 。 
例 1. 前 部 の 終わ り ま で 高く 、 後 部 は 下がる 
外務 (が [いち ぢ ) 外務 省 (が 」 いち | ン レ ょ う ) 
管理 (か し ん り ) 一 管理 者 (か ん り | ン し ゃ ) 
前 部 が 「 い , う , ん 」 で 終わ る と き は 、 前 部 の 後ろ か ら 1 音 目 か ら 下がる 。。 
和 党 (けい えい ) ー 経営 学 ( け 「 い え を しい ン が く ) | 
特急 (と っ | きゅう) 一 特急 券 ( と っ 「 き ゅ | う ン けん ) 
結婚 (けっ 「 こ ん) 一 結婚 式 (けっ | こん し き ) 
例 2. 下がら な いで 、 ず っ と 高い 。 
報告 ( ほ | うこ く )ー 報告 書 ( ほ |」 うこ く プ しょ ) 
9 音楽 (お 」 ん が く ) 一 音楽 家 ( お | ん が く ブ か ) 
| <4 宇 湊 
。 a. 6 [ 十 コ ン [ 上 後部 の 1 音 目 ま で 高く 、 その 後 か ら 下がる 
例 . 日 本 (に | ほ [ ん )、 経 済 ( け しい ざい) 
日 本 経済 (に | ほん プ け | いざ い ) 
最高 ( さ | いこ う )、 気 温 ( き | お ん ) 
最高 気温 ( さ さき | いこ うき | お ん ) 
b. 接頭 辞 や 接尾 辞 と 2 字 漢 語 ロン ロロ ロン : 接辞 に よっ て 決ま る 。 
例 . 超 能 力 者 (ちょ | う プ の うり ょ | く ン し ゃ ) 
反 過 激 派 ( は [ん とか げき は ) 
| く 5 字 漢語 > 


園 較 上 % 放 國 | 剛 還 
接辞 と 2 字 漢 語 2 つ 2 


コグ IL 


けい ざい きか く 上 ちょう) 
さき 「 い こう ノ せ き に [ん し ゃ ) 
CU し IAZ く うこ つう 6 し L// の ) 
IO0200 9 
ー「 うれ い プ かしゃ し か ら ) 


語 構成 と 接辞 に よる 。 





例 . 員 且 


語 
呈 
ご m 
回 


つつ に こつ ーー 人 Re ーー 
れれ こり 生れ 0 は こ あ キ こわ すか こす つれ やご 
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〇 幼 / 


I . 下線 の 3 字 漢 語 は 、 次 の a . 一 d. の 構成 の うち 、 ど れ で し ょ うか 。 
a. ロ ロロ + ロ b. ロ + ロ ローc. ロ + ロ + ロ da.( ロ + ロ )^= ロ ム + ロ ^ | 
^(+ ロ ) 
例 1. 日 曜 は よく 映画 館 へ 行く 。 ( a ) 映画 十 館 
2. 新 空港 を 建設 中 で ある 。 ( b ) 新 十 空港 
3. サイ ズ に は 大 中 小 が ある 。 ( c ) 大 十 中 十 小 
4. 国 公立 大 学 は 学費 が 安い 。 。( d ) 








来年 度 の 予算 が 決ま っ た 。 

上 野 動物 園 で パン ダ を 見 た 。 

欧州 共同 体 は 、 英 独 仏 が 中 心 に な ろう 。 
研究 の 分 担 者 に な る 。 

北 か ら 高 気圧 が 近づい て いる 。 

輸出 入 の バラ ンス を と る 。 
この辺 は 商業 地 だ か ら 、 に ぎ や か だ 。 

酒 や ネタ パコ は 青少年 の 健全 な 育成 を 妨げ る 。 
鈴木 さん は 旅行 社 で 働い て いる 

彼 と 正反対 の 意見 を 持っ て いる 

日 本 人 は 雪月花 を 楽し みな が ら 酒 を 飲む 。 
車 は 急 停 車 す る こと が ある の で 注意 し て 下さ い 。 


( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 





ー ム ロ +A ロ 


( 国 十 公 ) 立 三国 立 十 公 立 


) 
) 
) 
) 
) 


7 の 5 


[」 Lesson 6 


l . 


706 


次 の | | に 下 の 漢字 か ら 適 当 な も の を 選ん で 入れ な さい 。 
(A に は 場所 を 表す 接尾 辞 、B に は いろ いろ な 接頭 辞 が 入る 。) 


較 二 映画 | 6 . 研究 | | 駐車 | 


[ 館 室 所 著 園 院 場 地 店 屋 社 」 


oo eo ee の の の の る の の の の の の の る る の の る と を る る の る る ら の の る る の の る を の の の らら る る の の の の る の の の と の る の eo ee oo eo ee の eo る る る の の の る の の る の る の の ee ee る の る の の らら る る ら の の る の eo の る る の る らら る の らら oe の ら る の の らら ooo る ee 


く 答 スッ 
1 1. b. 来 十 年 度 【 ら い 十 ねんど) next fiscal year 
2. a. 動物 二 園 (どう ぶつ 十 え ん ) zoological garden (zoo) 
3。 c. 英 十 独 十 仏 (えい 十 ど く 寺 ふつ) England, Germany, France 
4. a. 分 担 十 者 (ぶん た ん 十 し ゃ ) sharer, partner 
5. b. 高 十 気 圧 (こう 十 き あつ ) high atmospheric pressure 
6. d. 輸出 十 輸 和信 ( ゆ し ゅ つゆ に ゅ う ) export and import 
7. a. 商業 十 地 (し ょ う ぎ ょ う 十 ち ) commercial district 
8. d. 青年 士 少年 (せい ね ん 十 し ょ う ね ん ) younger generation 
9. a. 旅行 十 ( 会 ) 社 ( り ょ こ う 十 (かい) しゃ ) travel agency 
10. b. 正 十 反対 (せい 十 は ん た い ) direct opposition 
11。 c. 雪 士 月 十 花 (せつ 二 げ つ 二 か) snow and moon and flowers 
12. b. 急 十 停 車 (きゅう 十 て いし ゃ ) sudden stop 
昌 . A1. 映画 館 (えい が か ん ) movie theater 
2. 保健 所 (ほけ ん じ ょ ) (public ) health center 
保健 室 (ほけ ん し つ ) clinic 
3. 事務 所 ( じ む し ょ ) ノノ 事務 室 (【( じ むし つ ) office 
4. 編 稚 園 ( よ うち えん ) kindergarten 
5。 新聞 社 (し ん ぶん し ゃ ) newspaper company 
be (し ん ぶん や ) newspaper agency, news dealer 
6 . 完 所 (けん きゅう じ ょ ) research institute 
究 室 (けん きゅう し つ ) professor's office, seminar room 
が 信人 (た い し か ん ) embassy 
8. 消防 署 (しょう ぼう し ょ ) fire station 
9. 実験 室 (じっけん し つ ) laboratory 
実験 場 ( じ っ けん じょう ) testing site 
10. 住宅 地 (じゅ うた くち ) residential area 


11. 駐車 場 (ちゅ うし ゃ じょう ) parking lot 

12. 図書 館 (【 と し ょ か ん ) ノ 図 書 室 (と し ょ し つ ) library 

13。 野球 場 (や きゅう じょう ) 内 grOund 

14. 美容 院 (びよういん ) / 美 容 室 ( び よ う し つ ) beauty parlor 
15. 喫茶 店 (きっ さて ん ) ノ 喫 茶室 (きっ さ し つ ) coffee shop 


1. 急上昇 (きゅう じょう し ょ う ) ス ル rapid rise 

2. 不可 能 (ふか の う ) ナ impossible 

3。 非 公式 (ひこ うし き ) unofficial, informal 

4. 無 意 味 (むい み ) ナ meaningless 

5. 不平 等 ( ふ び ょ うど う ) ナ unequal 

6. 新 製品 (し ん せい ひん ) new product/ 全 製品 whole products 
7. 高 学 歴 (こう が くれ き ) high academic career 

8. 不正 確 (ふせ いか く ) ナ incorrect, inaccurate 

9. 全 世 界 ( ザ ぜん せ か い ) whole world グ 新 世 界 new world 
10. 重工 業 (じゅ うこ う ぎ ょ う ) heavy industry 

11. 急降下 (きゅう こう か ) スル steep dive, sudden drop 
12. 新 発 売 (し ん は つば い ) newly on sale 

13. 無関心 (むか ん し ん ) ナ indifferent 

14. 多 人 数 (た に ん ず う ) a large number of people 

15. 最 有 有力 (さい ゆう り ょ く ) most powerful, strongest 


@ 
ooo oo oo oo oe oe る ee eo eeeeeeeeeeee eeeooe る る の と の eeeo eeeeeeeoeeeeeeooeoeeeoeeeee る ee oeeeeoeeeeeee る ee ee eeee ら ee らら ee る の と と と の の の る の の る の の の の の るる の の の の の の の の の の の 
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基本 練習 / 


下線 の こと ば を 意味 の 単位 に 切っ て 、 例 の よう に 書き か えな さい 。 


最近 、 交 通 量 が 増え て いる 。( 交通 ) 十 ( 量 ) ニ ( 


さい し ん が た 





最新 型 の カメ ラ を 買っ た 。 ( ) 十 ( 叶 
住民 税 を 払っ た 。 ( ) 十 ( )= 
調 理 師 に な り た いと 思う 。 ( ) 十 ( )= 
国民 総 生産 の 1% に 当たる 。 ( ) 十 ( )= 
町 の 青年 団 の 会 合 が ある 。 ( ) 十 ( 計 
各 方 面 の 専門 家 が 集まっ た 。 ( ) 十 ( ) 
経済 界 の 大 物 が 出席 し た 。 ( ) 十 ( ) = 
土地 の 再開 発 に 反対 する 。 (  ) 十 ( 
外国 か ら 超 高 速 旅客 機 を 買う 。( ) 十 ( 
未 公開 の 映画 を 放映 する 。  ( ) 十 ( | 


。 次 の こと ば を 例 の よう に 言い か えな さい 。 


筐 気力 ー* 気力 が な いこ と 
佐 険 性 一 危険 な 性 質 ・ 危 険 で ある こと 


* 公 八 申 一 すべ て の 人 品 
さい 


急 発進 一 4. 再 試験 一 
けん 

指定 遍 一 5. 人 場 閉 一 

世 究 史 一 5. 未 使用 一 


交通 の 量 


) 


基本 練習 [| 


7. 諸 問題 一 4 高 性 能 一 
8. 不参加 一 15. 支出 額 一 
国連 箇 一 te 農民 層 一 
im 成長 率 7 旧 体 制 一 
1. 夏 正確 一 18. 音楽 堂 一 
2 委 分 野 一 19. 火山 帯 一 
s。 平均 値 2%. 強硬 派 一 


『 (  ) に 適当 な 漢字 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。( 何 回 使っ て も よい 。) 


9 急 各 再 額 税 値 率 館 





1. 文部 科学 省 は ( ) 都 道 府 県 に 、 教 員 の 採用 に 関す る 通達 を 出し た 。 
2. 働く 女性 が 増え る に つれ て 、 出 生 (  ) の 低下 が 目立つ 。 

3. 国会 議事 ( ) の まわ り を 過激 ( ) の 学生 が 取り 囲ん だ 。 
4. あの 最新 ( ) の 車 の 人 気 が ( 江上 界 で いる そう だ 。 

5. 野球 の 試合 で 、 応 援 ( ” ) ば か り 見 て いて 、 試 合 を 見 な い 人 も いる 。 
6. 政府 は 自衛 隊 を 国連 ( ) に 参加 きせ る こと を 強硬 に 主張 し た 。 

7. 店 で 買物 する と 、 何 に で も 5 % の 消費 ( " ) が か か る 。 


8. この ご ろ 、 夜 中 の 時 間 ( ) に 面白 い テ レビ 番組 が 多い 。 
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[ ] Lesson 6 


B. 不 無 非 未 総 滴 超 再 群 層 界 基 師 士 





9. コン サー ト の 前 売 (  ) を 何 枚 も 買っ て お いた の に 、 中 止 に な っ た 。 
10. ゴミ を ( ) 利用 し よう と いう 運動 が 主婦 ( ) に 広がっ て いる 。 
3 な いか く も 人 所 し ゅ う き ぎ い ん か いさ ん 

11. 首相 は 、 賠 の ( ) 辞職 で は な く 〈 く 、 衆 議院 の 解散 を 選ん だ 。 
12. あの マン ショ ン は ( ) 完成 な の に 、 も う 入居 し て きた 人 が いる 。 
13. 彼 は 経済 ( ) の 大 物 を た くさ ん 知っ て いる らし い 。 

14. 最近 日 本 で は 、( ) 能 力 と か ( ) 自 然 と か 呼ば れる 現象 が ブー ム 


に な っ て いる が 、 そ れ ら を ( ) 科学 的 だ と 言っ て 、 否 定 す る 人 も 多い - 


IM. 次 の | | に 仕事 を 表す 接尾 群 と な る 漢字 を [  ] か ら 選 ん で 書き 入れ な さい . 


[| 手 者 員 家 師 土 官 人 屋 業 」 
科学 | 音楽 | n. 管理 | | 
6 運転 | | 7 警察 | iz 美容 
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ある 漢語 は 、 分 解 し て 訓読 み に す る と 、 意 味 が よく わか り ま す 。 そ の 時 、 


口 口 †] : 急行 券 = 急行 + 券 
消防 士 = 消防 + 土 
出席 率 = 出席 + 宰 


ロ + ロ 口 : 旧 体 制 = 旧 + 体制 


再 人 国 = 再 + 人 国 


ちょ う 
超大 国 = 超 + 大 国 
じょう ちゅ う げ 

ロ + ロ + ロ : 上 中 下 = 上 + 中 + 下 
雪月花 = 雪 + 月 + 花 
し ょ うち くば い まつ 。 た け うめ 
人 竹 梅 = 松 + 竹 + 梅 


( 士 ) 人 人 


exDreSS ticket 
fireman 


percentage ot attendance 


old regime 
re-entry (into a countrY) 


SUDer-State, SUDer-DOWer 


goQd, fair and poor 


SnOw, moon and flower 





( 三 natural beauty in Japan) 


pine-bamboo-plum 


( 三 congratulatory trees showing three rankS) 


少 ーー 青年 士 少年 younger people 


3 
月 
りく か 、 

ーー へ 十 へ 陸 海 軍 = 陸軍 十 海 軍 armyandnavy 


人 へ ( 十 ) 


= ヘ へ ロ +A ロ 





入出 人 人 = 輸出 十 輸 和信 export and import 


訓読 み に 


する 代わ り に 、 別 の こと ば に 置き か えた ほう が 意味 が わか りや すい 漢字 も あり ます 。 
訓読 み に す る と わか りや すい 例 


9 。 


来 日 
通過 


乗車 


無制限 
最 年 少 
再生 産 : 
各 方 面 : 


日 本 に 来る こと 
通り 過ぎ る こと 
車 に 乗る こと 
制限 が な いこ と nolimit 
も っ と 


最 も 年 少 の the youngest 
ふた た 
再 び ( 三 も う 一 度 ) 生 産 す る こと re- 








production 


各々 の ( デー それぞれ の ) 方 面 every direction 
※ー つ 一 つが 違っ て いる こと を 表す 。 
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[] Lesson 6 


b. 別 の こと ば に 置き か えた ほう が わか りや すい 例 








教室 教え る へ や classroom 

正解 正しい こたえ correct answer 

滴 開 いっ ぱい に 開く fully open 

不正 確 な : 正確 で な い incorrect, inaccurate 

非 公 式 の : 公式 で な い unofficial, informal 

全 世 界 : すべ て の 世界 whole world 

未経験 : まだ 経験 し て いな い not experienced yet 

諸 問 題 : 諸々 の (いろ いろ な ) 間 題 various problems ※ 複 数 ある こと を 表す 。 
総 費 用 : すべ て の 人 費用 total expenses 

旧 体 制 : ふる い 体 制 old regime 


「 超 (ちょ う )」 は 、 も と は 、"super-” と いう 意味 で 「N を 超 ( こ ) え た 、 N 以上 の 」 1 
いう 意味 で 使わ れ た が 、 最 近 は 流行 語 と し て 「 超 お も し ろ い 」「 超 療 れ る 」 な! 


よう に 「 も の すご い N、 も の すご く Adj. グ Verb」 と いう 信 語 力 を 持つ 用 法 | 





し 十 [] : 場所 一 地 ( ち ) 一 場 ( じ ょ う ) 一 館 ( か ん ) 一 園 ( え ん ) 

ー 院 (いん ) 一 室 ( し つ ) 一堂 ( ど う ) 一 所 (し ょ / じ ょ ) 
一 寺 ( し ょ ) 一 省 ( し ょ う ) 一 庁 ( ち ょ う ) 

・ 部 局 一 局 ( き ょ く ) 一 部 ( ぶ ) 一 課 ( か ) 一 係 ( が か り ) 

・ 仕 事 一 家 ( か ) 一 手 ( し ゅ ) 一 師 ( し ) 一 士 ( し ) 一 者 (し ゃ ) 
一 人 (に ん ) 一 員 ( い ん ) 一 官 ( か ん ) 一 屋 ( や ) 一 業 ( ぎ ょ う ) 

・ お金 一 費 ( ひ ) 一 料 ( り ょ う ) 一 代 ( だ い ) 一 金 ( き ん ) 
一 額 ( が く ) 一 賃 ( ち ん ) 


・ そ の 他 一 制 ( せ い ) system 一 法 ( ほ う ) method/law 
一 線 ( せ ん ) hne 一 式 ( し き ) style/ceremony 
ー 面 (めん ) aspect 一 型 ( が た ) type 
一 率 ( りつ ) ratio ー 量 (りょう ) quantity 
一 度 ( ど ) degree 一 値 ( ち ) value 
一 派 ( は ) sect 一 団 ( だ ん ) group 
一 群 ( ぐ ん ) crowd 一 軍 ( ぐ ん ) troop 
一 帯 ( た い ) zone 一 界 ( か い ) field, world 
一 券 ( け ん ) ticket 一 税 ( ぜ い ) tax 人 
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要点 中 


ひん し て ん か ん 
・ 品 調 転 換 changing parts of speech 


一 的 ナ -tive, -al (-na adjective forming) 


e.g. 機械 machine ー 機械 的 な mechanical 
理想 ideal ー 理想 的 な iqealistic 
いん し ょ う 


EI 象 impression 一 印象 的 な impressive 


ー 化 スル  -ize, -ization (verbal noun forming) 


機械 machine ー 機械 化 mechanization 
機械 化す る to mechanize 
理想 ideal ー 理想 化 idealization 


理想 化す る to idealize 
一 性 ness, -ability (noun forming) 
可能 な possible 一 可能 性 possibility 
信頼 する torely 一 信頼 性 reiability 


ロロ ロロ : 香 定 不 ( ぉ )- 無 ( む )- 非 ( ひ ー 未 ( ぁ )- 


・ 形 容 詞 高 ( に こう) 低 ( て い )- 新 ( し ん ) 一 大 (だ い )- 多 (た )- 
悪 ( あ く ) 一 少 ( し ょ う ) 一 な ど 

・ そ の 他 諸 ( し ょ ) 一 各 ( か くく) 一 全 ( ぜ ん )- 総 ( そ う ) 一 再 ( さ い ) 一 
最 ( さ い )ー 第 (だ い )ー 満 ( ま ん ) 一 両 ( り ょ う ) 一 
超 ( ち ょ う ) 一 旧 ( き ゅ う ) 一 な ど 





長い 漢語 を 辞書 で 調べ た いと き は 、 語 構成 を 考え て 、 意 味 の 単 位 に 分 解 し て か ら 、 0 
わか ら な い 部 分 を 辞書 で 引き ます 。 

例 1. 新 製 品 一" 新 プ 製品 | 日 日 日 ] = 新しい 製品 

例 2. 車内 販売 一" 車内 プ 販 売 [ 口 口 + ] = 車内 で 販売 する 

例 3. 超 能 力 者 一 > 超 / 能 カン 者 [(+ 晶 口 )+] = ふつ う 以 上 の 能力 を 持つ 者 

例 4、 低 出 生 社 会 一 > 低 プ 出生 社会 [( ロ + 昌 ロロ )+ 昌 ロロ ] = 出生 率 が 低い 社会 

例 5. 大 型 自動 券売 機 一 - 大 型 ノ 自動 / 券 売 / 機 [(+ (ロロ + (ロロ + ロロ) )] 

三 大 型 の 自動 で 券 を 売る 機械 
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D 原 用 練習 


.。 まん 中 に ある 2 字 漢 語 の 中 か ら 1. 10. の 接尾 辞 を つけ て 使え る も の を 選び 、 
( ) に 記入 し な さい 。 同じ 語 を 2 度 使う こと も あり ます 。 





1. 口 ロ 所 2. 口 場 3. 口 ロ 地 4. 口 ロ 省 
( 研究 ) 所  ( 運動 ) 場 ( 中 心 ) 地 (外務)4 
) 所 。 ( ) 場 。( ) 地  ( ) 省 
) 所 。 ( ) 場 。( ) 地  ( ) 省 
) 所 。 ( ) 場 。( ) 地  ( ) 省 
) 所 ) 地  ( )4 
) 所 

5. 口 ロ 館 
( 図書 ) 館 
) 氏 
) 館 
) 館 
) 館 隊 物 
) 館 2 

6. 口 品 了 の 要 
( 美容 ) 院 全 楽 
( ) 院 体 有 
隊 
隊 
隊 

7. 曲 ロ 寺 8. ロロ 9. 品 ロ 園 10. 口 品 室 
( 警察 ) 暑  ( 文化 ) 庁 (動物 ) 園 (研究 ) 室 
) 箸 。 ( ) 庁 。 ( ) 園 。( ) 室 
) 暑 。 ( ) 庁 。 ( ) 彫 。 ( ) 室 

( ) 庁 。 ( ) 購 。( ) 室 
) 庁 ) 室 
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応用 練習 


. 次 の | | に 、 接 生 的 に 使わ れる 漢字 を [ 。] か ら 選 ん で 書き 入れ て み ま し ょ う 。 


A: [ 諸 各 総 全 新 旧 未 無 不 非 ] 

| | 生産 | | 開発 mw| | 景気 

| | 教師 >| | 選挙 w| | 事情 

| | 問 是 け 正月 13 | 生産 的 
| | 課税 。 %.| 完成 'w| 製品 

5.| | 関係 ”w | | 健康 | | 人 入口 


s:[ 好 再 最 超 層 界 帯 団 派 軍 群 

| | 満員 | | 軍備 wu 老年 | | 

| | 都合 7 強硬 | | gw 合 吊 

| | 重要  * 連 合 | | sm 流星 | 

| | 出発 選手 | | w 芸 能 | 
還 


5. 10. 火山 | 15. 反対 


[| Lesson 6 


My 
國 


上 

ll 

きき 
LTJLJLILILIL 

< ロ 


13. 成長 | 


隊 
す 
/T 


邊 
党 
dim 


由 . 次 の 下線 の 漢語 の 読み を 上 に 書き 、 例 の よう に 分 解 し て 、 そ の 語 構成 を 考え て 
み ま し ょ よう 。 


例 1. テレ ビ で 新 製品 の CM を や っ て いる 。 一 - ( 新 ノ 製品 )[ TH ] 
王 新 し い 製 品 


例 2. 有名 大 学 に 入り た い 人 が 多い 。 一 - ( 有名 ノン 大学 )[ 口 ロ + ロ ロ ] 
ー 有 名 な 大 学 


例 3. ユリ ・ ゲ ラー は 超 能 力 者 と 呼ば れ て いた 。 
ー+ ( 超 ノ 能 カ ノン 者 ) [ (ロロ + ロ ロロ 1 
ー ふ つう 以上 の 能力 を も っ て いる 者 


1. 日 本 は 、 国 民 総 生産 (CN P ) は 高い が 、 人 々 の 生活 が 豊か と は 言え な い 。 
ー テ ( ) [ ] 


2. トラ ッ ク が 高速 道路 の 中 央 分 離 淀 に お ぶつ か る 事故 が あっ た 。 


gi ) [ ] 
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応用 練習 


3. 日 米 間 で は 、 い ま 米 の 目 由 化 が 最 重 要 課 題 で ある 。 


2 ) [ ] 

4. 東京 へ 行っ た ら 、 東 京 タ ワー と 国会 議事 堂 を 見 に 行き た い 。 
ー テ ( ) ] 

5. 駅 ビル の 2 階 に 前 売 券 発売 所 が ある らし い 。 
ー テ ( ) [ ] 

6. 最近 、 都 心 に は 超 高 層 建 造物 が 増え て 、 空 が 見 え を にくく な っ て いる 。 
ー テ ( ) ] 

7. この 国 の 今年 度 前 期 輸出 額 は 、 昨 年 度 の 輸出 総額 を 上 回 っ た 。 
ー テ ( ) [ ] 

8. 彼 は 去年 か ら 調理 師 専 門 学校 に 通っ て いる 。 
ー テ ( 本 | ] 

9. これ 以上 、 消 費 者 物価 指数 が 上 昇 す れ ば 、 生 活 が 困難 に な る 。 
ー テ ( ) [ ] 

10. 最近 、 老 人 の 自動 車 免許 取得 率 が 高く な っ て いる と いう 。 
ー テ ( 0 ] 


※ 新 聞 記事 な ど で 長 い 漢 語 を 見 つけ た ら 、 上 の よう に 分 解 し て 、 そ の 語 構成 を 考え て みて 
くだ さい 。 
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間 を さがし 、 


ーー 
ご 
ーー 


環 。 
9 人 い 
穫 
Io 
Q 46 
% 慰 
り 
4 と 
朱 くべ 
昌 語 
4 ば 
く 局 
ュ っ) で 
が 
ES 
生 和 
較 
[」 穴 
ー 9 
の 
し: 下 
で っ J 
秀才 
39 控 
骨 で 
ig っ 3 
mL S[ND 
深 $ 神 
SG 
共 MM 
ai 


(日 刊 ) 


1993 年 (平成 5 年 ) 9 月 19 日 金 過 日 








幸 
半 
宝 
咽 
撫 





刀 ーー に 
所 

G S 

胡 凌 3 

捧 

8 

| 

【 こ 1 〇 に 】 ら 

II 


山尾 過 恒 ⑯ (た 要 表 記 0W) 8 填 ご ロロ RG 匂 く HIRSIIOOT き は サー へ 財 
國 MN^ 眉 六 は KK 十 国 笠 HG 近 時 く H 公 着陸 じ 紀 る 6 じ 角 く HG1TTOS 玩 pY@ 一 
ーAU 守 肖 ぐ く ロ 提 弥 HU 公選 「 製 半 所 6 は 8N6 提 生 中 伏せ は 前 い V 回 
多層 つつ S” AG 証人 多 審 和夫 民 較 司 6S 1 NO きく 設計 本 
閣 叶 つじ 風 汗 つ RDGDT く ロ ジー 1 時 りつ だ 証 時 G 醒 圭 細 拉 活 
ホーw6 ぐ 60A 財 肛 " く 日 前 所 GR 公民 EGOU 護 節 対 豆 " 語 半 周 毅 共 党 
PAWpoK05SOIKYSEDSC マ いい UMPC て 


所 寺 朋 ぶ 時 会 ゴ 味 


上 負 家 和 6 四 任 く ロ | 症 水 雨 寺 民 は 0S レ SRO 1 いつ S す し で ご 時 吉 人 


3⑳11OOUMG | 表 | 叶 ご 
四 償 十 国 R く 英字 は 営 る 
け 瞳 の 7 1O1] 田 和 は 6 応 
OHG] 表せ 和 K 十 ] 
選べ く 誠 に 回 N6 ) 明 ] ] 仁 四 
† す 民 く AGNA 且 寺 " 

6 お 8 1 く G 直 負 | 電 
IF 


HG 1 ・HIIISAQRUDMG 
| ・ 困 RR%L 民 に piN9 り U 
つじ し 急 SY 功 装 箇 剖 拓 *6 
時 半 色 嘆 誠 や jpNGAU 店 
レ S)" 

限 1U 祥 0R | HG く 填 昌 
KR べく SA 御中 光 や 7 11OO 
ヤ 叶 6 寺 絆 燃 回 7 


十 還 表 - ぐ 軍 洛 く 昌 公 十 
鐘 CSS や て へ 日雇 二 回 
LIU 


し 字 組 守 46 


きく マー 
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GY 柱 叶 コ 各 表 層 呈 USNG" | 所 除 し DSQ5 く 拓 
@ 介 油 ROU つ じ S1 ぐ 
1JG 法 ギ 手 多 導く 
() は XYG 堂 く GC 寺 
測定 (こき) G 避 ERO 


0009 ペニー あー 


李 客 く 唱 十 商 RC 肝 | 
中 ・0 く NO 都民 朝生" 
1O1I 則 時 SH お ・ 昌 ご 
き ” 昌 ・K せ く は くり S 





な 
間 
ロ 
呈 





駅 寺 軍 提 寺 の 時 の 忠 京 隊 


年 
3044 万 人 


2617 太 2000 人 


の 入 


1 億 2864 万 人 


ロロ が いつ 2897 


暫 
に コ 
二 
聞 
生 
知 
3 
y 
貞 
当 
量 
唱 


超え る か |2630 万 7000 人 


総 人 人口 の ピー ク [2007 年 


SO・ や K く SHIO] 
OHSO・ 遇 くく な F 中 
1 人 は 16 所 鬼 記 8 着陸 
時 JAGN9” 所 お 宜 衛 


訣 〇 工 く ^ 十 還 一 二 R 
拉 Q 提 く は 160 ご 十 寺 電 
SEIUSMW K5 
妥 枚 G 所 人 私 り 十 幸 %H り 
91101 人 ペ 軸 6K 職 
は 則 に / 抽 る 提 く 1460 前 
べく Q ふ ーー め 察 慈 じ 的 6 
Ve9JOLSIG" 

引 遇 菩 旭 81OUHHHG 
恥 半 二 尽 ・1 本 幸 ” K 間 
マズ 十 田 ・ ご 昌幸 6 し 生得 
必 ^ 恥 K 軍 眼科 幼 く 
公 人 Q 疲 装 軍 括 了 勾 隅 画 p 
0" 

提 S 和 US 的 く 2611OOO 
身 尽 看 二 IRD す ぐ 7 0 
j] 周 千 8 和 9] ] 貼 ]] すご IRM 
すべ くい 神 司 ” 所 06 装 的 く 
11OOOM 尽 HHR 十 国選 
jlH7 1IO1I 生 HI 男 
1 十 1RR<URSY 
O 時 Qll・1 | 季 は 軍 NN@7 





日 刊 1993 年 2 月 19 日 より ) 


(毎日 新聞 社 『 毎 日 新聞 」 日 刊 
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加 較 人 昭 開 


高齢 化 (こう れい か ) 
長期 化 (ちょ うき か ) 
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[|」 Lesson 6 


自分 で も 、 興 味 の ある 新聞 記事 を き が し て 、 そ こ に 出 て くる 漢語 の 中 か ら 、 
「[ 直 二 [」、「 口 二 [ コ 」 と いう 語 構 成 に な っ て いる 漢語 を 見 つけ 、 1 と 同じ よ ょ 
うに 表 に 整理 し て み ま し ょ う 。 


開 関 邊 圏 


接尾 辞 語 例 | 語 例 
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〇 つ 舞 / 


次 の 漢語 の うち 、「 す る 」 を つけ て 動詞 と し て 使わ れる も の に 〇 を つけ な さい 。 
ひと つ だ け と は か ぎり ませ ん 。 


1 


d 。 


( 
( 
( 


) 急変 
) 再開 
) 新車 


) 大 敗 


b . 


の 


) 急 転回 
) 再 利用 
) 新 製品 


) 大 流行 


) 多数 決 
) 共通 点 


「 各 私 】 


) 明細 書 
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[| Lesson 7 


ee の っ の ゃ る の る の oe ee の らら の ら る の の の の の る の る の る ら の の の らら る る の の @ る の る る の る と る る の みる の の る の る の の とら る の の と ゅ る ゃ の の ゅ の の の る eee る る ゅ ee の oe eeeeeeeeeeeeeee る る eeeeeee ら eo の の る る る の の の と の の eeee の の の OO 


1. a. ( 〇 ) 室 急変 (きゅう へ ん ) ス ル to change suddenly 
b. ( ) 急病 (きゅう びょう ) a sudden illness 
6 WO) 急 転 回 ( (きゅう て ん か い ) ス ル to take a sudden turn 
2. a. ( 〇 ) 再開 (さき いか い ) ス ル to resume 
.( ) 再度 (さい ど ) again, for the second time 
c. ( 〇 ) 再 利 用 (きい りょう) スル to re-use, to re-utilize 
( ) 新車 (し ん し ゃ ) new style car 
. ( 〇 ) 新設 (し ん せつ ) ス ル to establish newly 
c.( ) 新 製品 (し ん せい ひん ) new products 
4.。 a. ( 〇 ) 大 敗 ( た い は い ) ス ル to be completely defeated 
b. ( ) 大 国 ( た いこ く ) abig country 
c. ( 〇 ) 大 流行 (だ いり ゅ ぁ う こう) スル to prevail widely 
5. a. ( 〇 ) 試食 (し し ょ く ) ス ル to sample (food) 
b. ( ) 試案 (し あん ) a tentative plan 
c. ( 〇 ) 試運転 (し うん て ん ) ス ル to make a trial run (in a car) 


で 


ご | お 


6. a. ( ) 多忙 (た ぼう ) ナ very busy 
b. ( 〇 ) 多発 (た は つ ) ス ル to occur frequently 
c.( ) 多数 決 ( た すう けつ ) decision by majority 
7. a. ( 〇 ) 共有 (きょう ゆう ) ス ル to have joint ownership 
b. ( 〇 ) 牙 感 ( きょう か ん ) ス ル to feel sympathy 
c. ( ) 共通 点 ( き ょ うつ うてん ) common points 
8. a. ( ) 明確 (めい か く ) ナ definite 
b. ( 〇 ) 明言 (めい げん ) ス ル to say definitely 
c.( ) 明細 書 ( め いさ いし ょ ) a detailed statement 
9. a. ( ) 常時 (じょう じ ) always 
b. ( 〇 ) 常勝 ( じょう し ょ う ) ス ル to win everytime 
c.( ) 常備 薬 ( じ ょ う び や く ) household medicine 
10. a. ( 〇 ) 確立 (か くり つ ) ス ル to establish 
b.( ) 確率 (か くり つ ) probability 
c. ( ) 確実 性 (か くじ つ せ い ) certainty 


eo の eo の の の の の の の の の の る の る の の の の の の の の の の の の の e @ e の の の の 9 の の の る の @ @ の の @e の る の @ の の oe ee の eo る の の の eo oe eo eo eo る の の で る の の の の の の の る の の の の ら る の の の の の る の の の の る ooo ooooo ゃ も の も らち る ゃ る の の る る の 6 ら ee 
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基本 練習 / 


] . 同じ 意味 の こと ば と 線 で 結び な さい 。 
例 . 知人 が きゅう に な く な る 一 一 一 ーーーーー 急死 (きゅう し ) する 


・ 愛 誠 (あい どく ) する 


1. 試合 に お お きく まけ る 新築 (し ん ちく ) する 
2. よく か ん が える - 多発 (た は つ ) する 

3. 事故 が よく お こる ・ 明 示 (めい じ ) する 

4. ハイ ネ の 詩 集 を この ん で よむ ・ 熟考 (じゅ っ こう ) する 
5。 る ゆあ だ らしく 《 つく ゐる ・ 細 分 (さい ぶん ) する 
6. 条件 を は っ きり し めす - 永 眠 (えい みん ) する 
7. 自然 と と も に いき る ・ 確 信 (か くし ん ) する 
8. 土地 を こま か < く わけ る ・ 共生 (きょう せい ) する 
9。 会 社 も も うい ち ど た て な お す ・ 大 敗 (た い は い ) する 
10. 国 が 塩 を も っ ぱら うる ・ 再 建 (きい けん ) する 
11. 経済 を か る < みる ・ 併 用 (へ いよ う ) する 
12. 合格 を か た く し ん じ る ・ 軽 視 (けい し ) する 


・ 専 売 (せん ば い ) する 
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[| Lesson 7 
どす 上 3 6 
TI. 次 の | | に 章 当 な 動詞 の 漢字 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 


用 いる 使う 建て る 


減る 着る 写す 守る 作る 感じ る 
備え る 映す 設け る 読む 見 る 会 う 続く 売る 考え る 
し ちゃ く し し ゃ か い 
さい か い し ん せつ 
makokAE| | s+ | 
きょう か ん あい よう 
まん ね ん ひつ 
5. 彼 の 考え に | 共 する 6 . E 芝 を 
じゅ くど く あう が び 
えい ぞ で く 


げき げん 


げん し ゅ 
11. 村 の 人 が | 匠 | する 12. 期限 を | 肖 


72 ダ 





漢語 の 中 に は 、 前 の 漢字 が 後ろ の 漢字 を 説明 し て いる も の ( 





(や BK L.20 の 復習 p.200) 


a . 新車 (し ん し ゃ ) 新しい 
多数 (た すう ) 多く の 
急用 (きゅう よう ) 急 な 

b . 新設 ( し ん せつ ) ス ル 新しく 
多用 (た よう ) ス ル 多く 
急増 (きゅう ぞう ) ス ル 急 に 

ec. 作品 (きく ひん ) 作っ た 
着 室 ( し ん し つ ) る 

d . 指示 (し じ ) ス ル 指し て 
分 配 ( ぶ ん ば ぱ ばい) スル 分 け て 


まま の 6 


くつ か う > 三 使用 する 


新 製品 を 試用 (し よう ) す る 

職 権 を 乱用 (らん よう ) す る 

古い カメ ラ を 愛用 (あい よう ) す る 
楽 を 常用 (じょう よう ) す る 

2 種類 の 文字 を 併用 (へ いよ う ) す る 
妹 と 机 を 共用 (きょう よう ) す る 


電話 を 専用 (せん よう ) す る 


人 口 が 急増 (きゅう ぞう ) す る 
激増 (げき ぞう ) す る 
倍増 (ば い ぞ う ) す る 








1 


1 


! 


てき 


・ ど の よう に つか う ? 
・ だ た めし に つか う 
・ む や み に つか う 
の ん 9 や の % う 
・ い つも つか う 
・ 何かと あわ せ て つか う 
だ 4 が と いう し ょ に つか 
・ だ れ か が も っ ぱら つか う 
・ ど の よう に ふえ る ? 
ふえ る 

ふえ る 

ふえ る 


・ 急 に 
: 急激 に 
・ 2 倍 に 


一 日 ) が あり ます 。 


ふく れい 
上 の b . の よう に 、 前 の 漢字 が 後ろ の 動詞 の 漢字 を 副詞 的 に 説明 し て いる 例 を 見 て み 


う 
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[|」 Lesson 7 


くさ が る > 三 下 落す る 


か ぶ か 
株 価 が 


急落 (きゅう らく ) す る 
落 (ぼう らく ) す る 





よく 副詞 的 に 使わ れる 漢字 に は 


る と [ ] の よう に な り ま す 。 
a. 概 (ガイ ) 
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確 (カク ) 


[ おおまか 


し か に / が か た だ たく 」 


鍋 (キュ ウ ) [きゅう に ] 


共 (キョ ウゥ ) [と も に ノブ 


専 (セン ) 


2K EE イリ) 


厳 (ゲン ) 


| もっぱら] 


ド RSS く / す らら と 』 


ト き の しく 」 


に グ ざ っ と 


いっ し ょ に ] 


MS 


ハー 


・ と どの よう に さがる 7? 


さがる 


・ と つ ぜ ん 大 きく さがる 


ー ガ ー ラ ヲ 
ー ガ ー ラ ヲ 
ー ガ ー ヲ 


ー ガ ー ヲ 
ー ガ ー ヲ 


、 次 の よう な も の が あり 、 意味 を や さ し く 言い か え 


概観 (が いか ん ) ス ル 
概算 (が いさ ん ) ス ル 
概説 (が いせ つ ) ス ル 


確信 (か くし ん ) ス ル 

認 ( か くに ん ) ス ル 
確約 (か く や く ) ス ル 
急死 (きゅう し ) ス ル 


急増 (きゅう ぞう ) ス ル 
束 狐 ( き ゅ う へ ん ) ス ル 


WW 
jl 
と 


災 ( き ょ うか ん ) ス ル 
(きょう ぞ で ん) スル 
(きも つう よう ) ス スル 


准 燈 
| wii E 喘 


\ 


\ 


再任 (さき い に ん ) ス ル 
再建 (さき いけん) スル 
再婚 (きい こん) スル 


常設 (じょう せつ ) ス ル 
常備 (じょう び ) ス ル 
常用 (じょう よう ) ス ル 


専売 (せん ば い ) ス ル 
専有 (せん ゆう ) ス ル 
専用 (せん よう ) ス ル 


永住 (を いじ ゅ う ) ス ル 
永続 (そい ぞ く ) ス ル 
永眠 (たい みん) スル 


厳禁 (げん きん ) ス ル 
厳守 (げん し ゅ ) ス ル 
厳選 (げん せん ) ス ル 


激 (ゲキ ) [は ば げ しく] ー ガ 


明 (メイ ) [あき ら か に ノ プ は っ きり ] ーー ガ ー ラ 


ー ガ ー ラ ヲ 
ー ガ ー ラ ヲ 
新 ( シ ン ) [あたら し く プ あら た に ] 一 ガー ラ 
ー ガ ー ラ ヲ 
大 (タイ ) [お お きく ノ お お い に ] ー ガ 


要点 L 


激動 (げき どう ) ス ル 
激変 (げき へ ん ) ス ル 
激怒 (げき ど ) ス ル 


記 


明記 (めい き ) ス ル 
明言 (めい げん ) ス ル 
明示 (めい じ ) ス ル 


新設 ( し ん せつ ) ス ル 
新築 (し ん ちく ) ス ル 


大 勝 ( た いし ょ う ) ス ル 
大 敗 ( た い は い ) ス ル 


| 「 新 作 」「 新 任 」「 新 婚 」 は 、「 す る 」 を つけ て は 使わ な い 。 
| "大作 」「 大 任 」「 大 会 」 も 同じ 。「 大 変 」「 大 切 」 は ナ 形 容 詞 。 | 


愛 (アイ ) [この ん で ] 二 2 


mt の) 2 の ob に 」 ラク 


款 (ジュ ク ) [よく / ふ かく] ー ガ 


併 (ヘイ ) [あわ せ て 」 2 


暴 (ボウ ) [と つ ぜ ん は げ し く ] ー ガ 


大 (ラン ) [みだりに ノ む や み に ] 一 ガー ラ ヲ 


愛飲 (あい いん ) ス ル 
愛読 (あい どく ) ス ル 
妥 用 (あい よう ) ス ル 


試作 (し さき さく) スル 
試食 (し し ょ く ) ス ル 
試着 (し ちゃ く ) ス ル 


圭 腫 (し ゅ くす い ) ス ル 
封 考 (じゅ っ こう ) ス ル 
就 読 ( じ ゅ くど く ) ス ル 


併願 (へ い が ん ) ス ル 
併記 (へ いき ) ス ル 
併用 (へ いよ う ) ス ル 


横 走 ( ぼ うそ う ) ス ル 
暴発 (ぼう は つ ) ス ル 
禁 落 ( ぼ うら く ) ス ル 
各 読 (らん どく ) ス ル 
乱用 (らん よう ) ス ル 
乱発 (らん ぱつ) スル 
知立 (らん りつ ) ス ル 


72/ 


[| Lesson 7 





2 = と 視 
< 書く > ー ……・… ロ 
< 使う > ラー ……・… 用 
る 旭 で ろう oc 人 
< く 起こ る > ー …… 沈 
の ao 腫 
ぐ 始 め る > ……・ 誹 
< く 下がる > ーー …… 梁 
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・ 観 
軽視 (けい し ) す る 
概観 (が いか ん ) す る 


明記 (めい き ) す る 


常用 (じょう よう ) す る 


新築 (し ん ちく ) す る 


多発 (た は つ ) す る 


圭 上 樺 (じゅ くす い ) す る 


再開 (さい か い ) す る 


横 落 (ぼう らく ) す る 


か る < く 見 る 
= さっ ど 見 る 


は っ きり 書く 


= テ い つも 使う 


あたら し く 建て る 


テー た くさ ん 起こ る 


ーー よく 眠る 


ーー 


始め る 


テー と つ ぜ ん は げ し く 下がる 





きり 用 練習 


。 A 欄 の 漢字 と B 欄 の 漢字 を 組み 合わ せ て 、 文 の 内 容 に 合 
を 作り 、( ) の 中 に 読み 方 も 書き まし ょ う 。 





1. 地震 で 止ま っ て いた 新幹線 は 9 時 時 に 運転 | | 


( 


3. この 2 年間 上 昇 を 続け て いた N 社 の 株 価 が 


4. 商品 が 売れ る か どう か まず | | | 品 を 出し て 、 消 費 若 の 意見 を 聞く 。 


( ) 


) 


2. 古い 木造 の アパ ー ト か ら | | の 2 階 建て の 家 に 引 っ 越し た 。 


( ) 


主 動 詞 (スル 動詞 ) 
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Ss 


5. 多 民 族 が 平和 | | | の 人 造 ] を 光 ん で いく こと は 贅 し い 。 


( 人 諾 2 


6. 今年 は アル バイ ト を 減ら し 、 研 完 に | | | する こと に し が 8 


( 


) 
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[| Lesson 7 
7. H 本 で 働く 外国 和泊] | | し て いる そう が 。 
8 . 縛 的 に 苦し く な っ た 新 下 府 は 、 押 乏 を | | | し た 。 


( 


9 . に の カー ド に 名 前 を く と き は 、 ロ ー マ 字 と 小字 を | | | する こと 。 


( 
10. あの 凍 穫 で は 古代 か ら 現代 まで の 歴史 が | | | で きる 。 
( 
TI . 次 の 文中 の 下線 の こと ば の 読み 方 を 書き 、 そ の 意味 を 例 の よう に や さき さ し く 言い か 
えて み ま し ょ う 。 


例 . 姉 は 一 年 前 に 再婚 し た 。 
さい こん 三 も う 一 度 結婚 する こと 


1. この 書類 に 間違い が な いか どう か 確認 し て くだ さい 。 


2. この アパ ー ト は 、 台 所 と 風呂 が 共用 に な っ て いる 。 





3. 夜中 に な る と 暴走 族 が 集まっ て き て 、 非 常に うる さい 。 
4. 著者 は この 本 の 洒 章 で 、 近 代 資本 主義 の 成り 立ち を 概説 し て いる 。 
し ょ っ けん 


5. 政治 家 が 職権 を 乱用 し て 大 金 を 受け 取る の は 、 許 され な いこ と だ 。 


ー 
6. ジャ ー ナ リス ト に と っ て は 、 現実 を 直視 し 、 和 情 を 交え ず に 伝え る こと 
が 何より 大 切 だ 。 
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応用 練習 


彼 は 、 ず いぶ ん 前 か ら 皮 眠 薬 を 常用 し て いた らし い 。 
この コー ヒー は 、 厳 選 し た 豆 だ け を 使っ て いる 
この 用 紙 に 住所 と 氏名 を 明記 の 上 、 郵 送 し て くだ さい 。 


よう 


病人 は 先週 か ら 快 方 に 向かっ て いた が 、 今 朝 早く 容態 が 急変 し た 。 





。 > の ヒン ト を 見 て 文中 に 適当 な 漢字 を 入れ 、 読 み 方 も 書き まし ょ う 。 


wmicaocn< ら couy ぁ 49| | luree っ た 


( ) 三 く こざ っ と 計算 する > 


wie iudhew 


) 三 く 死ぬ まで ずっ と 住む > 


間 


) 三 こ あわ せ て 使う > 


( 
な つ め そう せき 
の に ころ go| | ec 
り 


) 三 こ この ん で 読む > 


み ど 
国土 の | | | | が 介 み 、 窟 の 森 が 年々 けず られ て いえ 


( ) ニ く < むやみ に 開発 する > 
へ の Mg が 5 に | | | し c 
( 呈 ペ 2 全 に あえ ん た ク 


[| Lesson 7 


0 me He 計 Lc 


に な く な る > 
8. 知事 に mei 十 され だ 。 
ぐま た 選ぶ ク > 
王 ぐ きびしく 禁じ る > 
10. 6 


( ) 三 こよ く 眠 る > 
11. 大 学院 修了 入 は 職場 に 復帰 する こ 上 『 6 
) ニ く か た く 約 束 し た > 
M. 次 の 漢字 が どの よう な 漢字 と 結び つい て 漢語 を 作る か 調べ て み ま し ょ う 。 


例 . 1. 
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事 の 見 出し か ら 、 


ーー 
ーー 
王 


.・- h . の 新聞 


次 の a 
粗 み 合わ せ ! 


1 線 


う 。 


味 を 調べ まし ょ 


み 方 と 意 


売 
/ 


ロ 


吾 を 見 つけ て 、 


ーー 
ご 
ーー 


よる 党 


ン テ 
に 


「 識 活 選 」 


で 


〇 


svfa つ 机 作 


EE に bt 生 nmFI に まる IEcI に (KR に だ | 


窟 男 N べ G 

民 軸 思 箇 求人 

遇 二 甘 
帳 條 鈴 164 寺 紹 斗 J 地 
勿 SS に NG 汗 堺 ^ 宗 箇 條 
聞 四 半生 国 く QOMOI | く 
20 し /「 箸 守 各 JJk6 
0 だ つ V く | つり < 
李 出 つく へ!) 的 氷 思 


O 
3J 


ズ 還 り 皿 祭 @ 抄 半 
ーー つ ハ ー ズ 衣 諾 67 


ES こる NT 


へ O 


し 


Ma に 
EANGSIEE 


団 隠 ポ の 時 地層 


1 REROM 十 四 ROR 1 
RI 相 MG | 寺 宣 剛 
< 陳 沢 手羽 二 合 お 8 マ 
3⑳7 十 国 科 二 く HM 11 
・HH く 81 く (D・ 國 N) 
4 り 田 革 福 SQAU1 1 地 


9DD く NUA 公 ^ 北 幼 


関 蝶 IO く 誤 陸 


「 央 補 」 愉 時 直 
喘 軍 鶴 吉 吉 接 宮 
SEKWESYaiSWO1W 


SOK か NG ポ 聞 半 


〇 理 昌 


産業 育成 に 力 


4 9 
区 


. イン ド ネ シア が 
通産 閣僚 を 新 


h 
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[」 Lesson 7 


ーー 
ーー 


呈 を き が し て み 


ロ 


える 漢 


ロ 事 の 中 か ら 「 す る 」 を つけ て 使 


ーー 

こつ 
ーー 
ーー 


ん で 、 


志 


ロ 


ロ 事 を 


ーー 
ーー 
ーー 


HI. 次 の 新聞 





餅 間 抑 訟 公 能 六 扱 つじ 司 6 所 豚 妥 を 恒 間 6UG 1 了 V3GQGp ね る ] 対 
窒 V ル トー 百 計 和信 p0)J り U は つ お ? 居 時 ” 翌 紅 に SO を 人 S だ 19 所 必 


知ら に 


羽 " 素 沙 ・< 詞 隊 入 SG 避 衝 槍 M 電 家 妥 は 「 隙 3 紅く く 自記 」 く 組 層 
いり DANC こ YS 人 

畠 選 刀 態 六 ホ ーUNKE | 扱 つ ′ 「 拓 杉 ] 名 当 べ 尊 天 | 0 だ KO FU 山 呈 "開村 臣 
十 電 壮 導 臣 ⑭ ( 坦 務 骨 宮 | SMO 箸 析 者 昭 は 払 pK6K 六 り 
向 机 特 ・ 還 時 了 癌 深 維 民 ) | 拓 柚 G 半 線 醒 S 1 時 時 人 60M レ SI 
6NJ7 選 区 IIR 区 S 詳 | 人 HHN6 総 革 和 6S66 六 | 6 お 所 KK 欧 人 で 所 
0 だ お 戦 杖 症 は 3 計 1 | | 悪 没 反 細 人 MGNONJURS 民 MEY [SMO 
十 昌 宮 ぐ 束 竹 勾 S0” | ST JRST お 8 蝶 A7 人 S だ く し レ S9」 「 和 所 
6 は 46 紀 86 人 @] 「 昌 衣 ] 1Q 出 村 府 人 U く G 嘱 く で 常人 Sn し SN@] 「 て で 


「 地 還 | 旬 抽 RGJ | つ 各 一 褒 」「 笑 じ 間 は | へ 角 駅 表 昌 義和 お 


9" 静 記 Q 多 航 選 <⑤ 理 崩 
区 SV 取 据 対 詞 だ せく 
公介 寺 和 HpNet6UGK 括 
) 昌 所 人 0 だ し く 1@? 

回 ′ 選 載 軍 416 「 融 六 
ホー3KJ つ 36 つ 36 以 お 
SNOGAUIJNOES 和 SD お お] 
品 衝 区 細 対 凡 志 駅 当 
で ” 軸 V 更 科 人 和 UGU 誰 

AU 棚 K 作 亡 「 策 折 ホ ー 
り K 箱 | (世論 ) 燈 り 





款 を SS 宗 へ 
へ ーー と と 4 人 へ ーーー る ぐ べ で ーー へー 一 
NE SN 2 ぐ 。 表 ョ る へ の ペペ 9 SO の ho 
0 2 %U ペグ AN 3 %O >6 志 つ 2 SO ぐさ ) 0 
の 3 っ Li1) 4Q 信 、Q 人 9 *U と 2 、Q 2 Te 2 和 定 こさ 
人 。 ワレ ソン SO IN 2 いら 0 eo 00 9) 9 
提 半 喧 る 人 崩 避 如 押 操 例 画 選 Q 札 本 ここ 査 坦 堪 鐘 志 ご 再選 括 つ ご 議 哉 
明和 粗 慰 一 避 反 一 各 再 一 書 更 一 擬 K 半 一 宮下 撤 所 拉 所 一 総 一 加 間 並 各回 
SNGJEHD は 7 聞 量 7 
2 TN 境 座 Q 了 箇 く G 癌 つ 屋 対 
A/ og 11 NSHpNGR あ 7? 括 
所 負 思 いい くし 4 し は 
\J 色 V 「 配 六 は 征 せく 」 SNEIGK 把 散 選 区 く Y て ペー 私 対 常 箇 つ 6 の く 」 4 堂 査 QHH 扱 | 目 生 柏 で 「 下 較 いつ 外 Q」 
+/ 碗 KAM 六 深 世 恨 ( 翼 民 絵 K 民 KN 式 洪 価 褒 編 | 富 了 妃 昭 ) 6^ 劇 恒 0 般 思 交 斬 Q 壮 弘 加 上 | り 肌 N6y 1 対生 和 


つ ” 居民 つじ S)@" 

公 K 詞 G 局 間 民 US 
10 款 人 8 低 租 36 朱 賠 ” 拍 
区 ー ト ハ jN6 由 概 " 誠 
刀 つ し” GES 投 衣 
間 拍 ” 巡 赤 宗 く G 坦 夫 K 
G 紅 46UD^ 胡 K 了 刀 
1 し 編 選 的 6 人 忠 色 必 
いじ SN0AJSA* 

祥 辻 載 販 過 W36 「 杯 交 据 
6 凡人 トビ 7 素 剛 
ば 虹 史 つ し DOMJS" 申 
製作 款 1 0OUO7 紅 表 っ 
じ く おく AU 組 つ し く )@? 





交 可 や っ 」 岬 思 」 記 千羽 っ 」 


6 月 11 日 より ) 


] 隊 


ゆう か ん 


(毎日 新聞 社 『 毎 日 新聞 』 


7? ダ 4 





〇 幼 / 


. 下線 の 漢字 の こと ば の 読み 方 を ( ) の 中 に 書き な さい 。 


. 冬休み に 北海 道人 スキ ー に 行っ た 。 
( ) 
. 卒業 式 は 来 月 の 10 日 に 行わ れる 。 

( ) 


むぎ ちゃ 

. 臭 は 和 た い 麦 集 が お いし い 。 

( ) 

。 お 客 が 来る の で 、 ビ ー ル を 浴 や し て お いた 。 
( ) 


. あの 先生 は すぐ に 学生 の 名 前 を 覚え る 。 





( ) 
. 年 を と る と 、 朝 早く 目 が 覚め る 。 
( ) 


8 時 に 成田 空港 に 着い た 。 

( ) 
.。 この コー ト は 小さ すぎ て 着 ら れ な い 。 
( ) 


。 食べ すぎ て 体重 が 増え た 。 
( ) 


. 大 雨 で 川 の 水 が 増 し た 。 


( ) 


今年 は 春の 訪れ が 早い 。 
毎年 正月 に 先生 の お 宅 を 訪ね る 。 
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[| Lesson 8 
. 下線 の 語 の 読み 方 を 書き な さい 。 


1. a. 上 か ら 5 行 目 か ら 読 ん で くだ さい 。 
( ) 
ね ん まつ 


b. 年 末年 始 の 休み に 海外 旅行 を する 人 が 多い 。 


2. a. 絵 の 勉 強 の た め フ ラン ス に 留学 し た 。 
( ) 
b . 出張 の た め 2、3 日 留守 に し ます 。 


( / 


3. a. 父 は 退職 し て か ら す っ か り 元 気 が な く な っ て し まっ た 。 
( ) 
年 元 日 に は 家族 そろ っ て 初 語 に 出かけ る 。 
) *※ 初 請 ( は つも う で ) first visit of the year to a shrine 


ご 
ー 型 


4. a. 玩 は な る べく 楽 な 仕事 に つき た いと 考え て いる 。 
( 
b. ビア ノ で も ギタ ー で も 何 か 楽 器 が ひけ た ら 楽 し い だ ろ う 。 
( ( 


5. a. この 会 社 の 製品 は どれ も 性能 が いい 。 
( ) 
b. 彼 は 有 能 だ が 、 と て も 気性 が 激しい 。 
( 





6. a. 物理 学 、 化 学 、 生 物 学 な ど を 自然 科学 と いう 。 
( ) 
b. カモ ンカ は 天然 記念 物 に 指定 され て いる 。 ※ ネ カモ ンカ antelope 
( ) 


7. a. 食料 品 売り 場 に は 加工 食品 が あふ れ て いる 。 
( 
b. あの 先生 は た え ず 教え 方 を 工夫 し て いる 。 
( 


7?6 


ご 6 どど 6 ご 6 ご 6 ご 6 ご ご の @ 


ご 6 ご 6 ご 86 ご 58 


. 行 ( い ) く 

. 行 ( お こ な ) う 

.。 人 淳 ( つ め ) た い 

. 谷 ( ひ ) や す 

. 覚 ( お ば) える 

. 覚 ( さ ) め る 

. 着 ( つ ) く < 

ny 

増 ( ふ ) え 

(おす 
mel 
訪 ( た ず ) ね 

5 行 目 (ご ぎょ うめ ) 

. 旅行 ( り ょ こう ) ス ル 

留学 (りゅう が く ) ス ル 

. 留守 (る す ) 

. 元気 (げん き ) ナ 

. 元 日 (が ん じ つ ) 

. 楽 ( ら く ) ナ 

。 楽器 (が っ き ) 

楽 ( た の ) し い 

件 能 ( せ い の う ) 

気性 (きしょう ) 

自然 (し ぜん ) 

. 天然 (て ん ね ん ) 

. 加工 (か こう ) ス ル 

. 工夫 ( く ふ う ) ス ル 


tO goO 

to perform, to do 
cold 

to cool 

to memorize 

to wake up 

to arrive 

tO Wear 

to increaSe 

to increaSe 

to come, to Visit 
to visit 


the fifth line 

to travel 

to study abroad 
absence 

healthy, fine 

the first day of the year 
comtortable, easy 
muSical instrument 
en]Oyable 

capDacity, etficlency 
temperament 
nature 

nature 

tO DrOCeSS 

to deViSe 


人 ooooeeeooeee ee eeeeee る eeeoe eeeeeeeeeoe る る の eee の ee る る る る の の ee とら oeoeeeeeee eeeo eo の る ら oo る の の る の の の る る の る で と の の の ee の eee る の の の る の の ら の の の の る の の の る の の の の の の の の の 
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1 . 次 の 漢字 は それ ぞ れ 二 つ の 音読 み を 持っ て いま す 。[ ] の 中 に 後ろ の こと 
ば に 使わ れ て いる 漢字 の 読み 方 を カタ カナ で 書き な さい 。 


例 . 人 人 (ひと ) 
a. | ニン | : 人 間 他人 人 気 人 情 
b. | ジン |] : 人 工 個人 人 類 人 格 
1. 力 (ちか ら ) 
a. [ ] : 体力 能力 気力 暴力 
b. [ ] : 時 力 力学 力説 する 力投 する 
2. 物 (も の ) 
] ・ 生物 物理 産物 名 物 
b. [ ] ・ 荷物 書物 作物 貨物 
3。 EC し AU 
4.[ ] ・ 部 下 下流 下降 する 低下 する 
b. [ ] : 上 下 下 和 宿 下車 する 下落 する 
4. 大 (お お - き い ) 
2 ] : 大 学 遠 大 な 増大 する 拡大 する 
b. [ ] ・ 大 使 大 切な 大 勝 す る 大 成す る 
5. 宗 (ひき - い る ) 
8 il ] 率直 な 軽率 な 率 先 す る 引率 する 
b. [ ] 確率 比率 能率 百分率 円 周 率 
6. 夫 ( き - る ) 
a. [| ] ・ 去年 死 夫 する 辞 示す る 夫 来 する 
bi ] : 過去 
| ] : 絵本 油絵 絵馬 浮世 絵 
b.[ ] : 絵画 
8. 象 
a. | ] : 現象 印象 対象 象形 文字 
b. [ ] イン ド 象 象牙 [ 
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例 . 


10. 


中 


基本 練習 唱 


次 の 下線 の 漢字 と 同じ 読み 方 を する こと ば を a . 一 c . の 中 か ら 選 ん で 、 〇 を つけ 





な さい 。 

音楽 [ 
素顔 [ 
丁重 な [ 
使役 [ 
神経 [ 
残留 [ 
首相 [ 
反省 [ 
精神 [ 
世紀 [ 
能率 [ 


次 の a .b . の 下線 の こと ば は 、 同 じ 漢 字 で 表し ます 。 
の を 選ん で 、 
み ま し ょ う 。 


沿 


優 


直 


4 . 


浅 


率直 


細 


な 


ー レ 


者 


. 帰省 する 
不精 な 


. 二 世 


返 汚 増 裕 


いき 
a. 急 に 走っ て 息 が くる し く な っ た 。 


b . 


この 楽 は に が い が 、 よ く 効 く 。 


に 


丁 


. 省略 する ] 
. 精進 する ] 


. 世話 する 」 


下 の 漢 字 の 中 か ら 適 当 な も 
に 書き 人 れ な さい 。 で きる 人 は 、 下 の 漢字 を 見 な いで や っ て 


73 り 
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[| Lesson 8 


せん え ぇ えん 


2. a. 千 円 札 を こま か い お 金 に くず し て も ら う 。 
b. 祖父 は 初孫 の 成長 に 目 を ほそ め て いる 。 


ペ 


3. a. 武力 だ け で 国 を お さめ る こと は で き な い 。 
b. 彼 の 病気 は も うな お ら な い だ ろ う 。 


4。 a. 近年 の 科学 技術 の 進歩 は いち じ る し い 。 
b. 彼 は 最近 、 公 害 問題 の 本 を あら わし た 。 


5.。 a. この 1 年 の 自分 の 生活 を か えり みる 。 
b. エネ ルギー の むだ を は ぶ こ う 。 


6。 23。 ころん で 肥 を よこ し て し まっ だこ 。 
b. けが れ を 知ら な い 子 ども た ち に 囲ま れる 。 


7. a. 彼女 は だ れ に も や さ し く 親切 だ 。 
b. パリ に は すぐ れ た 芸術 家 た ち が 集 まっ て いる 。 


8. a. この 試合 に か て ば 、 オ リン ピッ ク に 出場 で きる 。 
b. 一 人 旅 に まさ る 楽し み は な い 。 
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壮 字 に は 音 ( お ん ) と 訓 ( NN ん ) の 二 通り の 読み 方 が あり ます が 、 二 つ 以 上 の 音 訓 を 
持っ て いる 漢字 や どちら か 片方 し か 持た な い 漢字 も あり ます 。 
音 は 、 普 中 国 か ら 伝わっ て きた 音 が 変化 し た 読み 方 、 訓 は その 漢字 と 同じ 意味 の 日 
本 語 を あて た 読み 方 で す 。 た だ し 、 全 部 の 漢字 が 音 と 訓 二 通り の 読み 方 を 持っ て 
いる わけ で は な く 、 ま た 二 つ 以 上 の 音 訓 を 持っ て いる 漢字 も ある こと に 注意 し まし ょ う 。 


音読 み を 持た な い 漢 字 


「 常 用 漢字 表 」 の 中 で は 音読 み を 持た な い 漢 字 は 、40 字 あり ます 。 
貝 ( か い )、 株 (か ぶ )、 届 (と ど ) け る 、 な ど 


その 中 で も 日 本 で 作ら れ た 漢字 は 国字 」 と 呼ば れ 、! 働 (は た ら - く ブドウ )」 を 


の ぞい て 音読 み が あ り ま せん 。 


畑 ( は た け )、 峠 (と う げ )、 込 ( こ ) む 、 な ど 


b . 訓読 み を 持た な い 漢 字 


常用 漢字 表 」 の 中 で は 訓読 み を 持た な い 漢 字 は 、736 字 も あり ます 。 
本 0 本 還 (エン )、 械 (カイ )、 感 (カン )、 希 ( キ )、 職 (ショ ク )、 


繧 ( エ ンカ イ )、 役 (エキ ノ ヤ ク 


)、 歳 (サイ ノン セイ)、 素 ( ス ノ ソ )、 


象 ( シ ョ ウゥ ノ ゾ ウ )、 精 (ショ ウン セイ )、 な ど 


c. 複数 の 音 訓 を 持つ 主 な 漢字 


細 (サイ ) (こま - か い ) 
(ほそ - い ) 

釧 ! (カク ) (お ぼ - え る ) 
( さ - め る ・ さ - ま す ) 


勝 (ショ ウ ) (か - つ ) 
(まさ - る ) 
慢 (ショ ウゥ ) (きず ) 
(いた - む ・ い た - め る ) 
上 (セン ) (うら な - う ) 
(し - め る ) 
中 (ダン ) (こと わ - る ) 
es 


細か い お 金 を 数 える 。 
細い 糸 で セー ター を あむ 。 

難し い 漢 字 を 覚え る 。 

目覚 まし 時 計 の 音 で 目 を 覚ます 。 


アル バイ ト を し て も 生活 が 苦し い 。 


苦い 薬 ほ は ど よ く 効 く 。 
この 試合 に 勝つ と 優勝 する 。 
真 の 友情 に 勝る も る の は な い 。 


金 は 軟らか い の で 傷 が つき や すい 。 


軒 く な る と 食べ 物 が 傷み や すい 。 
試合 の 勝敗 を 占う 。 

森林 が 全国 土 の 70% を 占め る 。 

友だち の 読 い を 断る 。 

健康 の た め に 酒 と た ば こ を 断つ 。 
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者 


優 


束 


(チョ ) (いち じ る - し い ) 
(あら わ - す ) 
天 ウ 0  ( 守 全う らし) 
に お くれる) 
(ライ ) (た の - む ) 
(た よ - る ) 
(レイ ) (つめ - た い ) 
( ひ - え る ・ ひ - や す ) 
( さ - め る ・ さ - ま す ) 
(が と) (ざき の ひ こし 9 
(お ご そ - か な ) 
( ジ / チ ) (お き - ま る ・ お さ - め る ) : 


(な お - る ・ な お - す ) 
(ショ ウイ ) (か えり - み る ) 
(は ぶ - く ) 
(ジョ ウイ) (さか - ん な ・ さ か - り ) 
(も - る ) 





下 の 漢 字 の よう に 、 
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人 ( オ ) ( よ ご - れ る ・ よ ご - す ) 
(けが - れ る ・ け が - す ) 
(きた な - い ) 

集 (シュ ウゥ ) (あつ - ま る ・ あ つ - め る ) 
(の だ こう 

然 (ドド) (いか - る ) 
(お こ - る ) 

捕 ( ホ ) (つか - ま る ・ つ か - ま える ) : 
(と - ら わる ・ と - ら える ) 
(と - る ) 

訪 (ホウ ) (お と ず - れ る ) 
(た ず - ね る ) 

拘 (ホウ ) (だ - く ) 
(7 ) 
(か か - え る ) 


訓読 み は 違 っ て も 、 


意味 が 非常 に 近 


子ども た ちの 体力 の 低下 が 著しい 。 
外交 問題 の 本 を 多数 著 す 。 

優し く 病 人 の 世話 を する 。 

運動 神経 が 優れ て いる 。 

大 そう じ の 手伝い を 頼む 。 

友人 を 頼っ て 上 京 す る 。 

冷た い 水 で 顔 を 洗う 。 

ぬれ た タオ ル で 頭 を 冷や す 。 
冷め た スー プ は お いし く な い 。 
あの 先生 は し つけ が 上 茂 し い 。 
神父 が 厳か な 声 2 
枯れ た 国 を 治め 

際 し て 博す 。 

まず 自分 自身 を 省みる こ と が 大 切 だ 。 
細か い 説 明 を 省 6 

桜 の 花 は 今 が 盛り だ 。 

大 盛り の ラー メン を 注文 する 。 


五 い も の が あり ます 。 


汚水 で 川 の 水 が 汚れ る 。 
美しい 思い 出 を 汚さ れる 。 

字 が 汚く て 、 は ず か し い 。 

8 時 に 全員 が 駅 に 集まる 。 

この 大 会 に は 世界 の 名 選手 が 集う 。 
マス コミ に 対し て 怒り を ぶつ ける 。 
いた ずら を し て 父親 に 色 ら れる 。 
スピ ー ド 培 反 で 日 バイ 【 に 捕まる 。 
網 で め ず ら し い 爺 東 を 捕らえ る 。 
クジ ラ を 捕る こと は 禁じ られ て いる 


戦争 が 終わ り 、 や っ と 平和 が 訪れ た 。 


高校 時 代 の 友人 が 急 に 訪ね て きた 。 
両手 で 子ども を 抱き 上 げ る 。 
先生 か ら 聞 いた 話 ( に 疑問 を 抱く 。 
難し い 問 題 に 頭 を 抱え る 。 


要点 中 





a.。 音 に よっ て 意味 の 異な る も の 


楽 (た の - し い ) 
(ガク ) music ・ 音 楽 ( オ ン ガ ク ) 楽 只 ( ガ ッ キ ) 
(ラク ) comfort amusement : 楽 ( ラ ク ) な 楽園 (ラク エン ) 
強 々 < (ひき - い る ) 


( ソ ツ ) lead : 引率 (イン ソ ツ ) す る 率先 ( ソ ッ セ ン ) す る 

(リツ ) ratio ・ 進学 率 ( シ ン ガ クリ ツ ) 百分率 (ヒャク プン リツ ソ ) 
象 (ショ ウ ) image, symbol ・ 現象 ( ゲ ン シ ョ ウ ) 対象 (タイ ショ ウ ) 

( ゾウ ) elephant ・ 象 (ゾウ ) 象 中 (ゾウ ゲ ) 


男 ( ガ ) picture,painting  : 画家 ( ガ カ ) 画面 (ガメ ン ) 映画 (エイ ガ ) 
(カク ) drawn line, stroke : 計画 (ケイ カク ) す る 企画 (キカク ) す る 
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b. 一 つの 音 が 特定 の こと ば に し か 使わ れ な いも の 


キョ ) ・ 夫 年 (キョ ネン ) 死去 (シキ ョ ) す る 退去 (タイ キョ ) す る 
ョ ) 過去 (カコ ) 


ヘイ )  : 平均 (ヘイ キン ) す る 平和 (ヘイ ワ ) な 公平 (コウ ヘイ ) な 
ビョウ ) : 平等 (ビョウ ドウ ) な 

成 (きか - る ・ さ か - ん な ・ も - る ) 
セイ ) em 盛大 (セイ ダイ ) な 盛況 (セイ キョ ウ ) な 


( 
(ジョ ウ ) : 繁盛 (ハン ジョ ウ ) す る 
ER (と ま - る ・ と - - め る ) 
(リュ ウ ) : 留学 (リュ ウ ガ ク ) す る 残 望 (ザン リュ ウ ) す る 哀 音 (リュ ウイ ) す る 9 
( ル ) ・ 留守 (レス) Es 
神 (か み ) 
(シン )  : 精神 (セイ シン ) 神経 (シン ケイ ) 神話 (シン ワ ) 
(ジン )  : 神 社 ( ジ ンジ ャ ) 神宮 (ジン グ ウ ) 天神 (テン ジン /) 
唱 ( の ぞ - む わ ) 
(ボウ )  : 希 望 ( キ ボウ ) す る 願望 (ガン ボウ ) 有望 (ユウ ボウ ) な 
(モウ )  : 本望 (ホン モウ ) 所 主 ( シ ョ モウ ) す る 
相 (あい ) 


(ソウ)  : 相談 (ソウ ダン ) す る 相当 (ソウ トウ ) す る 手相 ( テ ソ ウ ) 
(ショ ツウ ) : 首相 (シュ ショ ウ ) 外相 (ガイ ショ ウ ) 文 相 ( プ ブン ショ ウ ) 
*ー 相 は 大 臣 の 意味 。 
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繧 ( エ ) ・ 絵 本 ( エ ホ ン ) 絵馬 (エマ ) 絵師 (エン) 光 絵 (あぶ ら エ )… 
(カイ )  : 絵画 (カイ ガ ) 

精 (セイ )  : 精神 (セイ シン ) 精読 (セイ ドク ) す る 精選 (セイ セン ) す る … 
(ショ ウ ) : 不精 (ブシ ョ ウゥ ) な 精進 (ショ ウッ ジン) する 

素 ( ソ )  : 質 素 ( シ ッ ソ ) な 簡素 (カン ソ ) な 要素 (ヨウ ソン )… 
( ス ) ・ 素顔 ( ス が お ) 素足 ( ス あ し ) 素直 ( ス な お ) な 

茂 (サイ )  : 十 歳 ( ジ ッ サ イ ) 歳入 (サイ ニュ ウ ) 歳出 (サイ シュ ツ ) … 
(セイ ) 歳暮 (セイ ボ ) 


! 漢字 が 複数 の 音読 み を 持つ の は 、 漢 字 が 伝わっ て きた 時 代 や 地方 に よっ ! 


か ん お ん お ん と うお ん 
【 て 使わ れ て いた 音 (「 漢音 」「 呉 音 」「 唐 音 」 な ど ) が 異な る か ら で す 。 





一 般 に 、「! 動 ( う ご ) く 」「 車 (くる ま )」 の よう に 、1 字 で 使わ れる 漢字 は 、 ふ つう 訓 
読み に な り ま す 。 し か し 、 い ま は 音読 み し か 持た な い 漢 字 の 中 に も 、 下 の よう に 1 字 
で こと ば と し て 使わ れる も の や 、「 一 する 」「 一 じ る 」 の 形 で 動詞 と な る も の が あり ま 
ボ 。 


例 . 駅 (エキ ) へ 行く 
肉 (ニク ) を 買う 
役 (ヤク ) に つく 


(エン ) じ る 
(カン) じ る 
2 キン ) も る 


宏 (アイ ) する 演 
誤 し (ジュ ク ) する 


約 (ヤク ) する 





の 音 は 、 1 音 分 また は 2 音節 で 、 3 音節 以上 の も 
斉 目 に くる 音 は 、 以 下 の 7 つの どれ か に な り ま す 。 
係 ( ケ イ ) 再 ( サ イ ) な ど 
層 ( ソ ゥ ) 周 ( シ ュ ゥ ) な ど 


日 本 語 で は 、 単 漢字 (漢字 1 字 ) 
の は あり ませ ん 。 2 音節 の 場合 、 2 
: 引 ( ア イ ) 英 (エイ ) 会 (カイ ) 
: 士 ( オ ゥ ) 求 ( キ ュ ゥ ) 交 (コウ ) 


て J 


ぐ ざ マヤ 


・ 駅 (エキ ) 
電 ( アグ) 
6 
: 決 (ケツ ) 
・ グ (アン ) 
し た が っ て 、「 頭 ( あ た ま )」 の よう に 単 漢字 で 3 音節 以上 の 読み の も の が あれ ば 、 そ れ 


激 ( ゲ キ ) 式 ( シ キ ) 
育 ( イ ク ) 作 ( サ ク ) 
クチ ) (の の 9 
作 E( ザ ツ ) 室 ( シ ツ ) 
温 ( ォ ン ) 官 ( カ ン ) 


は 訓読 み だ と わか り ま す 。 
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例 


i 訓読 み は 、 ほ と ん どの 場合 、 
# れ て いま す 。 
IL り 
野 ( の ) 


手 ( て ) 
家 ( や ) 


火 ( ひ ) 
2 


2 音節 以上 で 、 


尾 (お ) 血 ( ち )/ 


的 (テキ ) 
服 ( フ ク ) 
吉 ( キ チ ) 
接 (セツ ) 
神 ( シ ン ) 


値 (ね ) 


歴 (レキ ) 
役 ( ヤ ク ) 
日 (ニチ ) 
大 L え (ネツ ) 


昌 ( セ ン ) 


歯 (は) 


な ど 
な ど と 
2 
40 
な ど 


1 音節 の も の は 非常 に 限ら 


要点 





・ 地 球 上 に は さま ざま な 生物 が 生き て いる 。 

・ 肉 や 魚 な どの 生物 は 冷蔵 庫 に 入れ な いと 傷み や すい 。 
・ 色 紙 に 有名 な 女優 の サイ ン を も ら っ た 。 

・ 子 ども た ち が 色 紙 で 動物 や 花 を 折っ て いる 。 

・ 公演 の 初日 に は お お ぜ い の 観客 が 集まっ た 。 

・ 元 日 は 水平 線 に の ぼる 初日 を 見 に 海 へ 行く 。 

・ オ ラン ダ は 風車 チュー リップ が 有名 だ 。 


えん に ち 
子ども の ころ 、 緑 日 で 父 に 風車 を 買っ て も ら っ た 。 


・ 彼 は 外国 語 を 上 手 に 話す 。 
^ よ く 気 の つく こと で は 、 人 民 の は つが て 枚 上 寺 。 


よこ づな 
: 横綱 が 上 手 投 げ で 勝っ た 。 


生物 (モイ ブッ ) 
(な ま も の ) 
色紙 (シキ シ ) 
(いろ が み ) 
初日 (人 紀 ま チ 9 
(は つ ひ ) 
風 事 (フッ ウッ シャ) 
(か ざ ぐ る ま ) : 
上 手 (ジョ ウズ ) 
(うわ て ) 
(か みて ) 
が 。 ジョ ツウ) 
(いち ば ) 


工場 (コウ ジョ ウ / コ ウ ば ) 
| 他 に も 、 立食 (リッ ショ ク / た ち ぐ い ) な ど が ある 。 
! 明日 ( ミ ョ ウ ニ チ / あ し た / あ す ) 
| 


H て い と 
! 働い て いる 人 が 2 一 3 人 程度 の 小さ な 町 工場 の よう な イメ ー ジ が ある 。 





| 同様 に 、 「 り っ し ょ く 」 と いう と 、 ホ テル な ど で 開 か れる 「 立 食 パ ー 
| ティ 


| 

| 

| 

「 こ うじ ょ う 」 は 機械 を 使っ た 近代 的 で 大 き な 工 場 「 こ うば 」 と いう と 、 | 
| 

| 

| 

ー ム 「 た ち ぐ い 」 の 方 は 、 駅 な ど に ある 「 立 食 を ば 」 の イメ ー ジ が 


・ 客席 か ら 見 て 奏 台 の 右 の 方 を 上 手 、 左 の 方 を 下手 と いう 。 
・ 最 近 の 株 式 市 場 は 活気 が な い 。 
・ 近く の 市 場 で 魚や 野菜 を 買う 。 
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ED た 庫 用 練習 


。 文 を 読ん で 、a .b . の うち 、 ど ちら か 適当 な も の を 選び まし ょ う 。 
う ちゅ う 
1. 少年 は 宇宙 飛行 士 に な り た いと いう 大 き 人 a . 抱 ( い だ ) い て いた 。 
b . 抱 (だ ) い て いた 。 


2. ポ ん を 』 a. 抱 ( い だ ) い て いる | 御 に 席 を ゆず っ た 。 
b . 抱 (だ ) い て いる 


3 . a . 閉 (し ) め て 1 
b . 閉 (と ) じ て 


4. 風 が 強く な っ た ら 、 声 を 」 病 (し) め て くだ きい 。 
b . 閉 (と ) じ て 


5. 無断 で 欠席 し て 、 7 a . 怒 (お こ ) ら れ た 。 
b . 怒 (いか ) ら れ た 。 


は ん けつ 
6 . 人 a . 篤 (お こ ) り を お さえ る こと が で き な い 。 
b . 怒 (いか ) り 
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7. 「 現 代 社会 を 考え る 若 人 の | a . 集 (あつ ) ま り - に 参加 し た 。 


| b . 集 (つど ) い 


8. 明日 10 時 に 新宿 駅 西口 交番 前 に 1 PS 
b . 集 (つど ) っ て 


会 っ た こと も な い 拉 拓 を | . 要 (た の ) ん で | 上京 する 。 
b . 頼 (た よ ) っ 


10. 著名 な 作家 に 原稿 を 書い て くれ る よう ! a . 頼 (た の ) ん だ 。 
b . 頼 (た よ ) っ NN 


11. RW a . 捕 (つか ) ま える ( の は 難し い 。 
b . 捕 (と ) ら える 
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。 次 の 文 の 下線 の 漢字 を 、 
を ひと つ あ げ て み ま し ょ う 。 


例 . 


応用 練習 


人 
b . 捕 (と ) ら える 
が 大 切 だ 。 


機械 や 備品 を ! a . 傷 (いた ) め な いよ うに 1 SN。 
b . 傷 (きず ) つ け な い よう に 
財 い 節 は 食べ 物 が 」 4 . 傷 (いた ) み | か 
. 傷 (きず ) つ き 


ク バ コ の 火 の 不 和 示 が 火事 の 魚 因 の 3 逢 を 」 a . 占 (し ) め て | 
b . 占 (うら な ) っ て 
いる と いう 。 


この 仕事 が うま くい く か どう 時 a . 占 (し ) め て も ちら っ だ 。 
b . 占 (うら な ) っ て 


了 和 人 
b . 汚 (けが ) し て 


指導 し て くだ きっ た 先生 の お 名 前 を | a . 汚 ( よ ご ) さ な い | ょ うに 
b . 汚 (けが ) き な い 
が ん ば る 。 


a. 土曜 の 夜 は 音楽 会 に 行く 。 っ ( 楽団 
b. 消防 士 は 、 け っ し て 楽 な 仕事 で は な い 。 っ ( 楽園 
a. 画家 に な る た め に フラ ンス へ 留学 する 。 ふう ( 
b. 留学 生 と の 交流 会 を 計画 し て いる 。 ュ ( 
a. 彼 は 質素 な 生活 を し て いる 。 ュ は ( 
b. 彼女 は 素直 な 性 格 で だ れ か ら も 好 か れ て いる ュ は ( 


a .b . そ れ ぞ れ と 同じ 読み 方 で 使っ て いる 漢字 の こと ば 
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3. a. この 色 は 妹 に は 地味 すき る 。 


や さい 


b. 産地 直送 の 野菜 を 売っ て いる 。 
4. a. 高校 生 100 人 を 調査 の 対象 と し た 。 
b. ジン バブ エ か ら 2 頭 の 象 が お くら れ た 。 
5. a. 鐘 台 車 で 北海 道 へ 行っ た 。 
b. あちこち で 台風 の 被害 が 続出 し て いる 。 
6. a. 事件 の 真相 を 調べ る 。 


b . 日 米 外相 会 談 が 開か れ た 。 


b. 殺人 で 有罪 と な り 、 現 在 服役 し て いる 。 
8. a. その 神社 は 、20 年 に 一 度 建て か える 。 

b. ギリ シャ 神話 に は と て も 人 間 的 な 神々 が 登場 する 。 
_ 9. a. 部 長 の 代理 で 会 議 に 出席 する 。 

b . 共働き な の で 家事 は 交代 で 行う 。 
10. a. 将来 、 眼 科 の 医者 に な る こと を 希望 し て いる 。 


か ん びょう 
b. 彼女 に こん な に 優し く < 看病 し て も ら え て 本 望 だ 。 
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ます 


中 


例 . 


a . 一 d. の 下線 の 漢字 の うち 、 読 み 方 の 違う も の を ひと つ 選 ん で 〇 を つけ まし ょ 
う 。 ま た 、 下 の 文 の ( ) に 4 つの 中 か ら 適 当 な こと ば を 入れ て み ま し ょ う 。 


りゅう が く りゅう い る す ざん りゅう 
| a. 表 b. 六 意 c. 留守 dd. 残 凡 
と な り 
・2 週間 ほ ど ( 留守 ) に する の で 、 隣 の 人 に 大 の 世話 を 頼ん だ 。 


・ 仕事 が 大変 で し ょ う が 、 健康 に ( 留意 ) し て が ん ば っ て くだ さい 。 


[| a. 歳出 b. 歳暮 c. 17 歳 qd. 歳 月 ] 


・ 二 人 が 別れ て か ら 20 年 の ( ) が 流れ た 。 
年 末 に お 世話 に な っ た 方 に 贈る プレ ゼン ト を お ( 1 二 )2 


| a. 精進 b. 精読 c. 精神 d. 精選 」 
・ 彼 は 、 肉 体 的 に も ( ) 的 に も 健康 な 人 間 だ 。 
・ こ れ か ら も 仕事 に より 一 層 ( ) し て いき た いと 思い ます 。 


. [ a. 平和  b. 平等 c. 公平 qd. 平静 ] 


・ 男 女 は ( ) だ と いう が 、 ま だ 職場 で の 差別 が 残っ て いる 。 
・ 世 界 の ( ) な し に 、 私 た ちの 幸福 は あり 得 な い 。 


浅利 DD 介 ま 友 ま 滑 
犯罪 を 犯し て 、 国 外 ( ) を 命じ られ た 。 
) ば か り を 振り 返ら ず に 、 未 来 を 見 て 生き よう 。 


[ a. 質素 _ b. 素養 c. 素直  d. 要素 ] 


. 彼 は ( ) な 身なり を し て いる が 、 本 当 は 金持ち の 息子 だ 。 
彼女 は ( ) な 性 格 で 、 み ん な に 好 か れ て いる 


[ 。 繁盛 b. 盛夏  c. 盛大  d. 最盛 期 ] 


は 、 出 演者 の みな さん に ( ) な 折 手 を お 願い し ます 。 
・ 商 売 が ( ) する よう に 、 神 社 で お 守り を も ら っ て きた 。 


7 イツ 





くん 
1 . 複数 の 音 ・ 訓 を 持つ 漢字 を さがし 、 下 の よう に 読み 方 と 意味 ・ 用 法 を 調べ て 、 ノ ー 
まま 0 の で の まし つう 。 


用 法 








電車 を 隆 り る 
子ども を 車 か ら 隆 ろ す 


1 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー に に ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ビ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


雨 が 降る 雪が 隆 る 





to get off, 


to put down 


to fall 







隆 車 乗 隆 竹 叶 隆 品 


隆 水 量 


to get off, 
to fall 












か み 
が ん 、 求 こ う 


god, Shinto 神 神様 女神 死神 
玉 神 主 玉 神 戸 






精神 神経 神 加 な 失神 する 
神話 神父 神学 多神教 


神社 神宮 天神 


mind, SDirit, 








gOd 


god, Shinto 











7 う 0 


課題 


Il . 次 の よう な 漢字 の 部 品 を 組み 立て る と 、 ど ん な 漢字 が で きる で し ょ うか 。 考え て 
み ま し ょ う 。 


例 1. 例 2. 


(人 ( 欠 


は ロロ 


示 
木 
木 


ど 坊 
汗 男 ら 


4 . 9 。 


F 3 況 
ロ 問 ご 





8 . 9 . 


上 オ F 
いり 
田口 
( 





寺 ポ 外人 
2 GReh 





※ 上 と 同じ よう に 、 漢 字 の 部 品 を 組み 立て る 問題 を 作っ て 、 友 だ ち 同 士 で や っ て 
まう 。 
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キー ポキ つこ あ O に で こてつ AO に や よこ エー まこ むー きつ KM きち AO は CO 
りゃ くし ょ う 
人 
合 


9 。 新聞 な ど で は 、 よ く 略 称 (長い 名 前 を 短く 縮め た 呼び 方 ) が 使わ れ て いま す 。 
0 た と えば 、「EU 」 と いう の は 、「 欧 州 連 合 」 の 略称 で す 。 次 の 1 ~10 の 略称 は 
ト 相 の の 交 間 生 分 


略 称 読み 方 ee 
1.OPEC オペ ッ ク 4. 経済 協力 開発 機構 
2. NATO UN b. 国際 通貨 基金 
3. IMF ダイ エム エラ C 国際 働 機関 
OECD オー イー シー ディ ー <。 人 
5. ILO アイ エル オー e. 新興 工業 地域 
7.ASEAN アセ アン g. 国連 喝 童 基金 
8. NGO エヌ ジー オー h. 石油 輸出 国 機構 
9.NIES ニー ズ i 東南 アジ ア 諸 国連 合 
10.UNICEF ユニ セ フ j. 北大 西洋 条約 機 村 


ト に 導 。 を 4 93 、 ま 43 


( a 一 j を 見 る と 、b と c に は 、「 国 際 」 と いう 同じ こと ば が 使わ れ て い : 
| ます 。 左 の 1 一 10 の 呈 称 を 見 る と 、3 と $ の 頭 に 「1」 が あり ます か ら こ : 
| こ か ら 「 国 際 」 が 略称 の 「『 」、 つ まり 「International」 に 対応 し て いる こ : 
) と が わか る で し ょ う 。 他 の こと ば に つい て も 、 2 回 以上 使わ れ て いる こと : 
| ば が どん な 敵 語 と 対応 し て いる か 考え て み ま し ょ う 。「0』、 すなわち : 
"9 「Organization」 に 対応 し て いる の が 「 機 構 」 と 「 機 関 」、 で 、「F 」、 す な 、: 

, わ ち 「Fund」 に 対応 し て いる の が 「 基 金 」 だ と いう こと が わか る で し ょ 6 


ほか に も 新聞 を 見 て 、 略 称 を さがし て み ま し ょ う 。 

9 日 本 で も 、 最 近 は アル ファ ベッ ト を 使っ た 略称 が 流行 し て いま す が 、 
! の 11 一 15 の 略称 が わか り ま すか 。 

」 略 称 読み 方 


ほう そう きょう か い 


11. JR ジェ ー ア ー ル k. 日 本 放送 協会 
れん めい 
12. 」AL ジェ ー エ ー エ ル グ ジ ャ ル 1. 日 本 自動 車 連盟 


13. JAF ジェ ー エ ー エ フン ジャ フ  m. 日 本 電信 電話 会 社 
14. NTT エヌ ティ ー テ ィ ー n. 日 本 鉄道 会 社 
15. NHK エヌ エイ チケ ー o. 日 本 航空 


「 日 本 」 を 表す の に 、「」 (japan )」 と 「N(Nippon )」 の 2 つが ある こ と : 


| が わか り ま すね 。 (正解 は p.236 に あり ます 。) 
| 新聞 に は 漢字 に よる 略称 も 使わ れ ま す 。「 自 由 民 主 党 」 を 「 自 民 党 」 | 
| 呼 ぶよ うな も の で す 。 こ ちら も さがし て み ま し ょ う 。 


ーー に 
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第 9 課 





同 訓 の 漢字 


〇 つ 無 / 


次 の 文 を 読ん で 、 の 部 分 を 書き 表す の に 適当 な 漢字 を 、 a . と b . の うち か ら 選 
びな さい 。 似 て いる 訓 の 漢字 を 使っ て いま す が 、 正 し いも ゃ の は どちら か ひと つ で す 。 
で きる 人 は 、 右 の 漢字 を 見 な いで 、 書 いて みて くだ さい 。 

















1. 今週 は 毎日 いそ が し い 。 (a. 忙 b. 急 ) 
2 . パー ティ ー に は 、 お お く の 人 々 が 集まっ た 。 (a. 大 b. 多 ) 
3. 事故 で 授業 に お くれ て し まっ た 。 (a. 送 b. 遅 ) 
4. 今日 は 寒い か ら 雪 が 降る と お も う 。 (a. 思 b. 重 ) 
5. テス ト の 結果 は わる か っ た 。 (a. 悪 b. 割 ) 
6. 疲れ た の で 、 少 し や すもう 。 (a. 安 b. 休 ) 
7. この 町 の 南 を 川 が な が れ て いる 。 (a. 長 b. 流 ) 
8. 試合 は 午前 10 時 に は じ ま っ た 。 (a. 始 b. 初 ) 
9. きのう 遅く まで 勉強 し た の で 、 今 日 は ね むい 。 (a. 有 眠 b. 腺 ) 
10. この 家 は 電車 が と お る と 、 ゆ れる 。 (a. 通 b. 境 ) 
11. コン ピュ ー タ の 使い か た が わか ら な い 。 (a. 方 b. 形 ) 
12. 30 分 まっ た が 、 田 中 さん は 来 な か っ た 。 (a. 待 b. 持 ) 
13. 旅行 の 行き 先 が き ま ら な い 。 (a. 来 b. 決 ) 
14. 本 が た くさ ん な らん で いる 。 (a. 並 b. 避 ) 
15. 今日 の 会 議 は 第 一 会 議 室 で ひら か れる 。 (a. 広 b. 開 ) 
16. 夜 が 明け て 外 が あか る く な っ て きた 。 (a. 赤 b. 明 ) 
内 多 は 今 ま で 一 人 で WW き て きた 。 (a. 生 b. 行 ) 
18。 骨 人 炎 を よん で パー ディ ー そ 開い た 。 (a. 呼 _b. 読 ) 
19. 図書 館 で 本 を か り た 。 (a. 貸 b. 借 ) 

(a. 心 b. 試 ) 


20. 新しい 作品 を ここ ろ み た が 、 う まく いか な か っ た 。 


に 
e ど 
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[」 Lesson 9 


の の の の の の の の の の の の の の @ の の ⑨ る @ の ④ @ ひ の @ @ の の ら の の @ あ @ @ @ @ @ @ @ @ @ る の @ @ る @ @ の @ の ⑥ ④⑨ の @ の の @ の @ @ @ の る の @ の の の ⑨⑥ の る @ の ⑨ @ の の @ の @ @ ひ の の の @ の の @ の の の @e の で ⑥ @ の の の @ の の の の の の の の の の ら の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の 4 


く 答 スッ 
1. a. 忙 (いそ が ) し い busy 介 、 (いそ ) ぐ で to hurry 
2. b. 多 (お お ) い many,much 大 (おお) きい big 
3. b. 遅 ( お く ) れる to be late 送 (お く ) る to send 
4. a. 思 (お も ) う to think 重 (お も ) v heavy 
5. a. 悪 ( わ る ) い bad 割 ( わ ) る to break 
6. b. 休 (や す ) む to rest 安 (や す ) い cheap 
7. b. 流 (な が ) れる to flow 長 (な が ) い long 
8. a. 始 (は じ ) まる to begin 初 (は じ ) め first 
9. a. 眠 (ねむ ) v Sleepy 往 【 ね ) る to sleep 
10. a. 通 ( と お ) る to pass 遠 (と お ) し far 
11。 a. 方 (か た ) Way 用 (か た か た ち ) shape 
12. a. 待 ( ま ) つ to wait 持 (も) つ to hold 
13。 b. 決 ( き ) まる to decide 叶 く り る to come 
14. a. 並 (な ら ) ぶ to line up 習 (な ら ) う to learn 
15、 b. 開 ( ひ ら ) < to open 広 (ひろ ) い wide 
16. b. 明 (あか ) る い bright 赤 (あか ) い red 
17、 a. 生 ( い ) きる to live 行 ( い ) < to goO 
18、 a. 呼 ( よ ) ぷ ぶ to cal 読 ( よ ) む to read 
19. b. 借 (か ) り る to borrow 貸 (か ) す to lend 
20、 b. 試 ( こ ころ ) みる to try SG のり heart, mind 


2 の の の ④ の の の の @ の の の の の の の の の @ の の の @ の の の @ の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の で の の の の の の る の の る の の の の の e の の の ee の の の oe oe る の の の の の eee の の の の の の の の の の Seooooeoo eee oe の の の oe eo er 
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) 。 


基本 練 首 / 


< 、 0 、 きま 
次 の 文 を 読ん で 、a . と b . の うち 適当 な ほう を 選び な さい 。 同 訓 の 漢字 を 使っ て 
いま す が 、 適 当 な も の は どちら か ひと つ で す 。 


駅 で 久しぶり に 山田 さん に (a. 合 っ た b. 会 っ た )。 
両親 は 北海 道 に (a . 住 ん で b. 済 ん で ) いる 

この 先 で 道 が 二 つ に (a . 分 か れ て b. 別 れ て ) いる 

この 名 泉 は 腰痛 に よく (a. 効 く b. 聞 く ) らし い 。 

パー ティ ー を する の で 、(a. 飲 み 者 b. 飲 み 物 ) が 必要 だ 。 

この 神社 は 、 今 か ら 700 年 ほど 前 に (a. 立 て られ た b. 建 て られ た )。 
この アパ ー ト の (a. 大 家 b. 大 夜 ) さん は 、 山 本 と いう 女 の 人 だ 。 


図書 館 に 本 を (a . 返 し b. 帰 し ) に 行っ た 。 


・ この 手紙 は 彼 の 気持 ち を よく (a. 表 し て b. 現 し て ) いる 。 


寒い の で ヒー ター を つけ て (a. 温 か く b. 暖 か く ) し た 。 
宿 症 は も う (a. 住 ん だ b. 済 ん だ ) の で 、 遊 びに 行こ う 。 


病気 が ( a . 四 っ た b . 治っ た ) の で 、 会 社 に 行っ た 。 


子ども が 独立 する の を 待っ て 、 そ の 夫婦 は (a . 分 か れ た b. 別 れ た )。 9 


分 は ほど 遅れ て 、 田 中 さん が パー ティ ー に (a . 表 れ た b. 現 れ た )。 


お うふ く 
飛行 機 で 往復 する の が 一 番 安 く て (a. 早 い b. 速 い )。 
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[| Lesson 9 


どう くん 
HI . 次 の 文 を 読ん で 、a . と b . の うち 適当 な ほう を 選び な さい 。 同 訓 の 漢字 を 使っ て 
いま す が 、 適 当 な も の は どちら か ひと つ で す 。 


1. 研究 訟 で ワー プロ を (a. 打 っ て b. 撃 っ て ) いる 。 


2. きのう 、 国 の 家族 に 絵はがき を (a. 送 っ た b. 贈 っ た )。 


し う 
へ 


公園 の 花 を (a . 折 っ て b. 織 っ て ) は いけ な い 。 

4. 彼 の 乗っ た 飛行 機 は も う 空 港 に (a . 付 いた b. 着 いた ) だ ろう 。 
5 . 犬 が ワン ワン (a. 泣 いて b. 鳴 いて ) いて うる きい 。 

6. 大 き な 事 故 が (a. 起 こっ て b. 怒 っ て )、 死 傷 者 が 出 た 。 

7. 彼女 は パー ティ ー で ピア ノ を (a. 引 いた b. 弾 いた )。 

8. 田中 さん が 手 を (a . 降 っ て b. 振 っ て ) いる の が 見 えた 。 

9. 彼 は 父親 に よく 声 が (a. 煮 て b. 似 て ) いる 。 

10. 米 の 中 に 小さ な 石 が (a . 交 じ っ て b. 混 じ っ て ) いた 。 

11. きのう か ら (a. 葉 b. 歯 ) が 痛い の で 病院 へ 行っ た 。 

12. 春 に な る と 、 ア レル ギー で (a. 花 b. 鼻 ) が か ゆく な る 。 

13. ビス トル を (a. 打 つ b. 撃 つ ) 音 が 聞こ えた の で 、 和 驚い た 。 
14. 母 が 台所 で 野菜 を (a. 煮 て b. 似 て ) いる 。 

15. この ネクタイ は 手 で (a. 折 っ た b. 織 っ た ) も の で す 。 

16. あの 人 は 酒 を 飲む と すぐ (a. 起 こる b. 怒 る )。 

17. 秋 に な っ て 、 木 々 の (a. 葉 b. 歯 ) が 落ち 、 き さび し く な っ た 。 


せ な か 


18. 背中 に 糸 が (& . 付 いて b. 着 いて ) いる 。 
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基本 練習 
19. 誕生 日 に 友だち に (a. 送 り 物 b. 贈 り 物 ) を も ら っ た 。 

20. 絵の具 を (a. 交 ぜ て b. 混 ぜ て ) いろ いろ な 色 を 作っ た 。 

21. 自転 車 で 転ん だ 子ども が (a. 泣 いて b. 鳴 いて ) いる 。 

22. 近く の 公園 に きれ いな (a. 花 b. 鼻 ) が 咲い て いる 。 

23. 寒い と 思っ て 、 外 を 見 た ら 、 和 雪が (a. 降 っ て b. 振 っ て ) いた 。 


24. 私 の 家 の 戸 は 横 に (a. 引 いて b. 弾 いて ) 開け る 。 


由 . 次 の 下線 の こと ば を 漢字 で 書き な さい 。 


1. a. 意見 が わか れる ( ) = 違う 意見 を も つ 
b . 恋人 と わか れる ( ) 三 (人 と ) 別々 に な る 
2. a. や わら か い 毛 布 ( ) ふわ ふわ し て 、 尿 力 が ある 
b . や わら か い 話 ( ) 一 か た くる し く な い 、 気 楽 な 
3. a . は じ め て 外国 へ 行く ) 一 いま まで 行っ た こと が な い 
No NO で 。 5 の だ つう ( ) = 物事 を や り は じ め る 
4. a. 毎朝 は や く 起 きる ( ) 三 時 刻 が は や い 
b. いつ も より は や く 走 る ( ) ニス ピー ド が は や い 
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お くる 


つく 


な く 


ひく 


あたたか い 


は や い 


や わら か い 


か だ た 


語 の 使い 分 け 





サイ ズ が 合う 。 く つが 足 に 合う 。 気 が 合 う 。 
人 に 会 う 。 駅 で 友 だ ちと 会 う 。 
月 が 育む 。 心 が 痛む 。 古い 傷 が 痛む 。 
家 の 屋 根 が 傷む 。 食べ物 が 傷む 。 
くき を 打つ 。 ワ ー ブ プ 器 を 打つ づつ 。 電報 を 打つ 。 
ビス トル を 撃つ 。 ラ イフ ル で 鳥 を 撃つ 。 
楽 が 効く 。 こ の 方 法 が 効く 。 効き 目 。 
気 が 利 く 。 右手 が 利く 。 左利き 。 
条 物 を 送る 。 写真 を 送る 。 宅配 便 で 送る 
プレ ゼン ト を 贈る 。 花 を 贈る 。 導 夫 を 贈る 。 


服 に ご み が 付 く 。 元 金 に 利子 が 付く 。 
目的 地 に 着く 。 列 車 が 駅 に 着く 。 


人 人 が 立 く 。 悲し く て 立 く o 
動物 が 鳴く 。 鳥 や 虫 が 鳴く 。 


手 を 引く 。 ド ア を 引く 。 辞書 を 引く 。 

楽器 (ビア ノン ギ ター バイ オリ ン ) を 弾く 。 
風 が 暖か い 。 暖かい 部 屋 。 暖か い 日 。 
料理 が 温か い 。 温か い 家 庭 。 温か い 笑顔 。 


還 緒 PyR 早く 短 る 。 
速く 走る 。 速 く 食べ る 。 


時 間 が 早い 。 
スピ ー ド が 速 


体 が 柔らか い 。 提 晴 間 柔らか い 手 。 
応対 が 軟らか い 。 軟らか い 話 。 

ひし 形 の 箱 。 た ま ご 形 の 顔 。 自由 形 で 泳ぐ 。 
新型 カメ ラ 。 大型 テレ ビ 。 髪型 を 変え る 


要点 


b. 自動 詞 と 他動詞 が 対 に な っ て いる も の 
あら われ る ・ あ ら わ す 


現れ る ・ 現 す 人 が 現れ る 。 場所 に 次 を 現す 。 
表れ る ・ 表 す 表情 に 表れ る 。 気持 ち を 表す 。 
か える ・ か えす 
帰る ・ 帰 す 人 が 国 に 帰る 。 子 ども を 家 に 帰す 。 
返る ・ 返 す 貸し た 物 が 返る 。 図 書館 に 本 を 返す 。 
2 だ た だ でろ 
立つ ・ 立 て る 人 が 立つ 。 立て札 を 立て る 。 物 を 立て る 。 
建つ ・ 建 て る 建物 が 建つ 。 家 を 建て る 。 工場 を 建て る 。 
な お る ・ な お す ーー 
直る ・ 直 す 故障 が 直る 。 こ われ た 機械 を 直す 。 間 違い を 直す 。 
台 る ・ 治 す 病気 が 治る 。 け が を 治す 。 
は な れる ・ は な す 
離れ る ・ 離 す 届 を 離れ る 。 遠く へ 離れ る 。 手 を 離す 。 
放 れ る ・ 放 す 動物 が くさ りか ら 放 れる 。 犬 を 放す 。 


まる る ゐる / ま し る ませ る 


交 さ る ノ 交 じ る 
老 さ る 混じる 


・ 交 ぜ る 
・ 混 ぜ る 


人 が 交 さ る 。 漢字 が 交 じ る 。 
砂 が 混じる 。 酒 を 混ぜ る 。 


c. 同 訓 の 漢字 語 が 3 つ 以 上 ある も の 


あく ・ あ ける 


つと め る 


る まあ" 人 で め る 


開く 


空く 


移る 
写る 
映る 


努め る 
勤め る 
務め る 


止ま 
泊 ま 
留 


窓 が 開く 。 戸 を 開け る 。 
席 が 空く 。 場所 を 空け る 。 
夜 が 明け る 。 年 が 明け る 。 


場所 が 移る 。 会場 を 移す 。 
写真 が 与 る 。 文 を 与 す 。 
鏡 に 顔 が 映る 。 映 画 を 映す 。 


解決 に 努め る 。 実現 する よう 替 め る 。 
会 社 に 勤め る 。 大使 館 に 勤め る 。 
会 長 を 務め る 。 主役 を 務め る 。 


・ 開 ける 
・ 空 ける 
明け る 


・ 移 す 
・ 写す 
・ 映 す 


る 
る 
る 


・ 止 め る 人 が 止ま る 。 車 を 止め る 。 
・ 泊 め る 旅館 に 泊まる 。 友 人 を 家 に 泊め る 。 
・ 留 め る 人 の 目 に 留まる 。 事 を 心 に 留め る 。 
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の ぼる 上 る 坂 を 上 る 。 利益 が 百 万 円 に 上 る 。 
看 る 日 が 昇る 。 社 長 の 地位 に 昇る 。 
税 る 山 に 登る 。 木 に 登る 
あら わす 表す 気持 ち を 表す 。 
現す 次 を 現す 。 
著 す 書物 を 著 す 。 
あつ い 曇 い 今日 は 暑い 。 署 い 日 。 暑い 地方 。 
熱い 体 が 熱い 。 熱 い 飲み 物 。 熱 い 風呂 
厚い 人 情 が 厚い 。 厚 い 本 。 厚 い ス テー キ 。 
か た い 固い ロロ が 固い 。 固い 決心 > 固く 約 東 す る 。 
碑 い 表情 が 硬い 。 重い 金属 。 
区 いい 堅い 商売 。 堅 い 人 。 堅 い 話 。 
か わ 川 川 が 流れ る 。 アマ ダグ ツン 川 
皮 果物 の 皮 を むく 。 りん ご の 皮 。 毛皮 。 
草 革 の ジャ ケッ ト を 着る 。 革 の ベル ト 。 
d. 同 訓 の 漢字 語 が た くさ ん あっ て 、 使 い 分 けが 難し いも の 
ー ガ お さま る ・ 一 ヲ お さめ る 
収まる ・ 収 め る (落ち 着く ・ 結 果 を 出す ) 吾 風 が 収まる 。 成功 を 収め る 。 
納まる ・ 納 め る (も の が 入る ・ 入 れる ) 倉庫 に 納まる 。 税金 を 納め る - 
治まる ・ 治 め る (政治 を 行う ) 国 が 治まる 。 地方 を 治め る 。 
修 ま る ・ 修 め る (学問 な ど を 身 に つけ る ) 身 が 修 まる 。 学 業 を 修め る 。 
ー ガ か わる ・ 一 ヲ か える 
変わ る ・ 変 える (状態 や 質 ) 形 / 色 が 変わ る 。 方 法 を 変 える 。 
代わ る ・ 代 える (役目 や 役 埋 父 に 代わ っ て する 。 命 に 代え て する 。 
換わる ・ 換 える (も の を 交換 ) 新聞 が 金 に 換わる 。 駅 で 乗り 換え る 。 
茜 わ る ・ 奉 える (新しい も の に ) 社長 が 替わる 。 服 を 着替え る 。 両替 。 
ー ヲ は か る 


丸 る (目標 に する ) 

計る (数 や 時 間 を 調べ る ) 
測る (長き や 大 き さ を 調べ る ) 
量 る (重き や 量 を 調べ る ) 

※ 「 計 」 や 「 量 
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量 」 の 代わ り に 「 測 」 を 使う 


利益 を 図る 。 解 決 を 図る 。 
時 間 を 計る 。 数 量 を 計る 。 
距離 を 測る 。 面 積 を 測る 。 温 度 を 
体重 を 量 る 。 分 量 を 量 る 。 容 積 を 量 る 。 
こと も で きる 。 


合理 化 を 図る 。 


要点 唱 


も と 
本 (重要 な と ころ ) も と (本 ) を 正す 。 
元 (出発 点 や 以前 の も の ) 元 は 農民 だ っ た 。 元 の 住所 に 送 
下 (影響 を 受け る 鞭 囲 人 NR 
基 (基礎 や 根拠 と な る も の ) 資料 を 基 に し て 論文 を 書い た 。 





a.、 アク セン ト が 違う も の 


あつ い 暑い 、 圭 い (あつ | い ) : 厚い (あぁ | っ の) 
か く 書く (か | く ) : 欠く (か | く ) 

ふる 降る ( ふ | る) : 振る ( ぉ ょ | る ) 

は 葉 (は | ) : 歯 ( は | ) 

は な 花 (は | な |)  : 鼻 ( は | な) 


b. 送り が な が 違う も の 


お こる 起こ る ンプ ノ 稀 る 
か える 変え る 、 代 える 、 換 える 、 奉 える ン ノ 帰る 、 返 る 
わか れる 別れ る ンプ 分 か れる 





a. 辞書 形 が 同じ で も 、 動 詞 の 種類 が 違う た め 、 ほ か の 活用 形 が 違う も の 
(アク セン ト る 違う 。) 


か える 帰る (か | える ) 帰ら な い 帰り ます 帰っ て 
返る (か | える ) 返ら な い 返り ます 返っ て 
変え る (か | える ) 変え た ない 変え ます 変え て 
代え る (か | える ) 代え な い 代え ます 代え て 

さる 切る ( き | る ) 切ら な い 切り ます 切っ て 
着る ( き | る ) 着 な い 着 ま す 着 て 

へ る 減る (へ | る ) 減ら な い 減り ます 減っ て 
経る (へ | る) 経 な い 経 ま す 経て 


767 


[| Lesson 9 


b. 辞書 形 が 違う 動詞 で 、 テ 形 が 同じ も の (アク セン ト は ふつ う 違 う 。) 


うぅ っ て 有 つ 打っ て ( う | っ て ) き て 着る 着 て ( き ] て) 
売る 売っ て ( う | っ て ) 来る 来 て ( き | て / き | て | 


お いて 老い る 老い て (お | ぃ て ) と ん で 飛ぶ 飛ん で (と | ん で ) 


置く 置い て (お | いて ) 富む 富ん で (と | ん で ) 
お っ て 追う 追っ て (お | っ て ) よん で 読む 読ん で ( よ | ん で ) 
折る 折っ て (お ぉ お | っ て ) 呼ぶ 呼ん で ( よ | ん で ) 


※ 次 の も の は アク セン ト が 同じ 。 


言 う 詩 っ て ( い | っ て ) 
く 行っ て (いひ い | っ て ) 


いっ て 


ゴ ) 忠 


c。 使う 助詞 が 違う も の 


に 聞く (一 ヲ ) 音楽 を 開く 。 
聞く (一 ニー ラ ヲ ) 人 に 名 前 を 開く 。 意味 を 聞く 。 
効く (一 ガー ニ ) 頭痛 に は この 薬 が 効く 。 
すむ 住む (ガー ニ ) 東京 に 住む 。 
済む (一 が ) テス ト が 済む 。 
つと め る 夢 め る (一 ガー ニ ) サー ビス に 夢 め る 。 
勤め る (一 ガー ニ 工場 に 勤め る 。 
務め る (一 ヲ ) 会 長 を 務め る 。 
に る 似る (一 ガー ニート) 顔 が 父 に 似る 。 
者 る (一 ヲ ) 負 を 者 る 。 
は な す 話す (一 ヲ ) 日 本 語 を 話す 。 
離す (一 トー ヲ ) 物 と 物 を 離す 。 
放す (一 ヲ ) 小島 を 放す 。 
ふる 降る (一 が ) 雨 が 降る 。 
振る (一 ヲ ) 手 を 振る 。 


わか れる 分 か れる (一 ガー ニ ) 道 が 左右 に 分 か れる 。 
別れ る (一 ガー ト ) 友人 と 別れ る 。 
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あう 士 あう 

あら わす 十 あ ら わ す 
うつ うつ 
95 二 の 395 

お さめ る 十 お さめ る 
か える 十 か える 

だ て る 十 た て る 
つく つく 

つと め る 十 つ と め る 
の ば る 十 の ぼる 

は か る 十 は か る 


わけ る 十 わ か れる 


WM UM DU UD IM 


ーー を 


あたたか い 二 あたたかい ー 


は や ゆい 十 は や い 
か わ 十 か わ 
も と 十 も と 


会 全 ( か い ご う ) スル 


表現 (ひょう げん ) スル 


打撃 (だ げき ) 
映写 (そえ いしゃ ) スル 


収納 (し ゅ う の う ) スル 


変換 (へ ん か ん ) スル 


建立 (こん りゅう ) スル 


付着 (ふち ゃ く ) スル 
勤務 (きん む ) スル 


上 昇 ( じ ょ うし ょ う ) スル 
計量 (けい りょう ) スル 


計測 (けい そく ) スル 


測量 (そく りょう ) スル 


分 別 ( ぶ ん べつ っ ) スル 
温暖 (お ん だ ん ) ナ 


早速 (さっ そく ) Adv. 


皮革 (ひか く ) 
基本 ( き ほ ん ) 


要点 


会 合 を 開く 。 
喜び を 表現 する 。 
打撃 を 受け る 。 

フィ ルム を 映写 する 。 
服 を 収納 する 。 

か な を 漢字 に 変換 する 
寺院 を 建立 する 。 
こみ が 付着 する 。 
会 社 に 勤務 する 。 
飛行 機 が 上 昇 する 。 
重 さ を 計量 する 。 
長 さ を 計測 する 。 
土地 を 測量 する 。 
こみ を 分 別 する 。 

注 暖 な 土地 に 住む 。 
早速 出かけ る 。 

皮革 製品 を 作る 。 
基本 が 大 切 だ 。 


O 
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ED と 遍 用 練習 


次 の 文 を 読ん で 、 4 一 C . の うち 適当 な も の を 選び 、 読み も 書き まし ょ 3o 


し  】 
画 
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と な り の ご 主人 は 銀行 に (a . 努 め て b. 勤 め て <c. 務 め て ) いる 。 
池 に 空 を 飛ぶ 鳥 の 姿 が (a. 写 っ て b. 映 っ て c. 移 っ て ) いる 。 
寒い の で (a. 川 b. 皮 c. 革 ) の ジャ ケッ ト を 着 て 出かけ た 。 
時 間 が (a. 開 いた b. 空 いた c. 明 いた ) の で 、 映 画 を 見 た 。 
体 が 冷 えた の で 、(a. 暑 い b. 圭 い c. 厚 い ) お 茶 が 飲み た い 。 
海 の 見 える ホテ ル に (a. 上 止ま っ た b. 泊 まっ た <c. 留 まっ た )。 
テー ブル を と な り の 部 屋 に (a. 写 し た b. 移 し た <c. 映 し た )。 
家具 と テレ ビ を (a. 話 し て b. 離 し て <c. 放 し て ) 置い た 。 
魚 が 川 を (a . 上 っ て b. 昇 っ て <c. 登 っ て ) きた 。 
美しい 女 の 人 が 目 に (a. 止 まっ た b. 泊 まっ た <c. 留 まっ た )。 
会 議 で は 山田 さん が 議長 を (a . 努 め た b. 勤 め た c. 務 め た )。 
教室 で 8 ミリ 映画 を (a. 写 し た b. 移 し た <c. 映 し た )。 
こん な に (a. 署 い b. 熱 い c. 厚 い ) 本 は 今週 中 に は 読め な い 。 
みか ん は (a. 川 b. 皮 c. 革 ) が むき や すい の で 、 好 きだ 。 


彼 は 、 毎 年 夏 、 富 士 山 に (a. 上 る b. 昇 る c. 登 る )。 


応用 練習 


l. 次 の 文 を 読ん で 、 a . 一 d . の うち 、 適 当 な も の を 選び まし ょ う 。 


| 了 


部 長 の (a. 変 わり b. 代 わり c. 替 わり d. 換 わり ) に 会 議 に 出席 
88 「 


荷物 の 重き を (a. 図 っ た ら b. 計 っ た ら <c. 測 っ た ら d. 量 っ た ら ) 
30 キ ロ あ っ た 。 


この 国 は 若い 国王 が (a . 収 め て b. 納 め て c. 治 め て d. 修 め て ) 
いる 。 


この 電車 の 終点 で バス に 乗り (a. 変 えて b. 代 えて c. 替 えて 
d. 換 えて ) くだ さい 。 


国民 は 法 の (a. 本 b. 元 c. 下 d. 基 ) に 平等 で ある 。 


その 男 は 自殺 を (a. 図 っ た b. 計 っ た c. 測 っ た d. 量 っ た ) が 失 
敗 し た 。 


今月 の 会 費 を 早く (a. 収 め て b. 納 め て c. 治 め て d. 修 め て ) く 
だ さい 。 


この 十 地 の 面 精 を (a. 図 っ た ら b. 計 っ た ら <c. 測 っ た ら d. 量 っ 
た ら ) 100 平 方 メー トル あっ た 。 


1989 年 に 年 号 が 「 昭 和 」 か ら 「 平 成 」 に (a. 変 わっ た b. 代 わっ た 
c 禁 わ っ た d. 換 わっ た )。 


CK 間 よ 


社長 が (a. 本 b. 元 c. 下 d. 基 ) 秘書 と 結婚 し た 。 


この 時 計 は いつ も 遅れ る の で 、 時 間 を 正確 に (&. 図 る b. 計 る 
c 測る d. 量 る ) こと が で き な い 。 


朝 に な っ て 、 風 が (a . 収 まっ た b. 納 まっ た c . 治 まっ た d. 修 まっ 
だ ) 。 
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次 の 文 の _。 の 語 を 漢字 に 直し な さい 。 


か ぜ に よく きく 楽 が ある と きい た 。 

効く 聞い た 
図書 館 に 本 を か え し て 、 家 に か えっ て きた 。 
この 機械 が な お ら な いと 、 歯 が な お せな い 。 


か ん こう 


今晩 と まる ホテ ル の 前 に 観光 バス が と まっ た 。 


部 長 の か わり に 銀行 へ ドル を 円 に か え に 行 っ た 。 

あつ い 日 に は 渡し い 部 屋 で あつ い コ ー ヒ ー が 飲み た い 。 

家 を は な れ て 東京 へ 出 て きた ころ の こと を は な し た 。 

経 産 省 に つと め て いた 友人 は 、 今 、 食 品 会 社 の 会 長 を つと め て いる 

映画 を うつ す 場 所 が 、 ほ か の と ころ へ うつ っ た 。 
た いよ ょ う 


この 木 に の ぼる と 、 太 陽 が の ぼる よう す が よ く 見 える 。 


年 が あけ た ら 、 あ いて いた 土地 に ビル が た っ た 。 


日 本 人 の 名 前 に 使わ れる 漢字 は 、 数 も 多く 、 


世 
民 


秋 子 


明 子 


雅 子 


時 


洪 
II 
* 相 


相 


秋 に 生ま れ た ( 女 の ) 子 


明る い 


( 女 の ) 子 


優雅 な ( 女 の ) 子 


止 し い ノ 正直 な ( 女 の ) 子 


※ 上 の 例 は 女性 の 名 前 で す が 、 男 性 の 名 前 も 集め て み ま し ょ う 。 


史 み 方 も 複雑 で す 。 
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0 読み 方 が 同じ な 
の に 、 漢字 が 違う と いう こと が よく あり ます 。 その よう な 例 を 集め て み ま し ょ う 。 


0 」 


lo 
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、 名字 (家族 の 名 前 ) に も いろ いろ な 漢字 が 使わ れ ま す 。 電 話 な ど で 相 手 の 名字 
を 還 Kh。 兵 か ちか いな 、 生ま 和 まま 表地 
名 前 を 聞き 、 ' どん な 漢字 を 書く ん で すか 。 j と た ず ね て 、 沿 字 を どの よう に 
説明 する か 、 全集 の て み ま し ょ う 。 よ く 聞 く 癌 田 の し か た は 、 措 字 の 刺 み く 
よく 使わ れる 雪 語 、 意 味 な ど を 言う こと で す 。 


| 


説明 の し か た 


8 
居 
Ni 


の う 加 納 「 加 える 」 に 「 納 め る 」 と 書く 。 


望む 」 に 「 月 」 と 書く 。 


「 関 係 」 の 「 関 」 に 「 野 原 」 の 「 野 」 と 書く 





は る な つ あ き ょ ふゆ げん 


「 春 夏秋 冬 」 の 「 秋 」 に 「 元 気 」 の 「 元 」 


さ Y 
0W 
Ca 
(Y 
定 
避 ! 


1 





※ 名 前 以外 に も 、 あ る こと ば を どん な 漢字 で 書く か わか ら な いと き 、 同 じ よ うに 聞い て 
み ま し ょ う 。 


Da 
こさ 


9 


5 


( ら OoQ ヽ の の) ⑦ な (OO トト oO 一 


第 10 課 


類義語 













の 漢字 


次 の 語 と 意味 が 最も 近い も の を 選び な さい 。 

a . 色 b . 絵 c . 形 

晩 a . 朝 b . 昼 c . 夜 
MS a . 小 さい b. 悲 し い c. 少 な い 
閉 い a . 暖 か い b. 濃 い c . 況 し い 
等 し い a . 同 じ だ b. 健 しい c . 危 な い 
定め る a . 決 め る b. 進 め る c. 集 め る 
争う a . 勝 つ b . 求 め る c. 戦 う 
異な る a . 変 わる b. 違 う c . 似 る 
敗れ る a . 失 う b . 助 ける c . 負 ける 
勤め る a . 通 う b . 働 く c . 学 ぶ 


、 次 の 文 を 読ん で 、a . と b . の うち か ら 適 当 な ほう を 選び な さい 。 


ea 
Ne 


(の OoQ ヽ J の の) の 〇 ① 選 CO [5 一 


農村 で は 、 年 寄り が 多く (a. 新 し い b. 若 い ) 人 が 少な い 。 
食後 に (a . 寒 い b. 冷 た い ) ジュ ー ス を 飲ん だ 。 

せき が 出 て (a. 悲 し い b. 昔 し い ) の で 、 病 院 へ 行っ た 。 
この お 茶 は (a. 濃 く て b. 強 く て )、 苦 い 。 
機械 が こわ れ た の で 、(a. 改 め て b. 直 し て ) も ら っ た 。 
買っ た ば か り の 茶わん を (a. 切 っ て b. 割 っ て ) し まっ た 。 
数 学 の 問題 を (a. 思 っ た b. 考 えた ) が 、 で き な か っ た 。 
父 は (a. 寝 b. 眠 り ) な が ら 本 を 読ん で いた 。 

植物 を (a. 育 て て b. 養 っ て ) 花 を 咲か せる 。 
試験 に 受かり 、 入 学 が (sa . 確 か め ら れ た  b. 認 め ら れ た )。 
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ee ee eo eo @e の の る @ の の の の @ の ら の の の @ る @ の の の の の の @ の の の の の の の の の の の @ @ の @ の の の ⑥ の の の @ @ の の の の @G @ @ の の @ @ の @ の @ の ⑥ @ @ の @ Ge の の @ @ の @ @ の @ の @ の @ @⑥ の の @ の @⑥ ⑨ の @ の の @ @ の の の @ の の の @ の ee GO @ @ の の の の の の の 


7/0 


emem 
Hg 


( ら oO ヽ J の 〉) の お CO _ h ト 5 一 = 


ご の 〇 の 
= も ももか 


で ゝ 


. 負 ( ま ) ける 
. 働 (は た ら ) < く 


寝る 


( え ) picture 
(よる ) might 
> (すく ) な い few 
% ( あ た た ) か い 
司 (お な ) じ だ 
( き ) め る 

7S7S7) うう 
( ち が ) う 


Warm 
Same 
to decide 
to fight 
to be different 
to be defeated 


to Work 


若 (わか ) い 人 


YOung men 


. 谷 (つめ ) た い ジ ュー ス 


cold/chilled juice 
昔 (くる ) し い 
painful, difficult 
農 ( こ ) く て 


淫 い strong (tea), dense 


- 直 (な お ) し て 


直す 


to correct, to repDair 


. 割 ( わ ) っ て 


割る 


to break (into pieceS) 


. 考 (か ん が ) えた 


考え る tothink, to meditate 
浪 【 ね ) な が ら 

to lie down, to sleep 
痛 代 で 7 6 

育て る 


to ralse, to bring up 


: 放 ( み と ) め ら れ た 


認め る to admit, to accept 


図 ( ず ) 

晩 (ば ん ) 
あほ) も い 
暑 (あつ ) い hot 
きま ひと) も し い 
定 (さだ ) め る 
争 (あら そ ) う 
異 (こと ) な る 
敗 (や ぶ ) れる 
勤 (つと ) め る 


drawing, figure 
eVening 


SCJTCC 


equal 

to establish 
to fight 

to differ 


to work for 


新 (あたら 
neWw 

春 (さむ ) い 

cold, chilly (weather) 

奈 (か な ) し い 

Sad, miserable 

20 ポ 1 く G 

紅い strong 

改 (あら た ) め て 

改め る to renew, to change 
切 ( き ) っ て 

切る tocut 

選 ( お も ) っ だ 

思う tothink 

眠 (ね む ) りな が ら 

眠る to sleep 

養 (や し な ) っ て 

本 う tobring up 

確 (た し ) か め ら れ た 
確か め る 


ょ し めい 


to make sure 


to be defeated 





基本 練習 / 


1 . 次 の 文 で 下線 の 語 の 代わ り に 使え る 語 を a . 一 c . か ら 選 び 、 そ の 読み を 書き な さい 。 


1. 田中 きん の 欠点 は 、 人 の 話 を よく 聞か な いと ころ だ 。 
a . 麗 点 b . 短所 c . 浪 点 


2. 食事 の 用 意 が で きた の で 、 食 堂 に 集まっ て くだ さい 。 
a 注意 b . 準備 c . 用事 


3. 面接 を 行う 順序 を 決め な けれ ば な ら な い 。 


a . 順番 b . 番号 c . 順位 


4. 最近 、 石 油 の 値段 が 上 が っ て いて 、 心 配 だ 。 
a . 価 格 b . 数 値 c . 物 価 


5. 時 間 に 遅 れ た こと の 言い 訳 は 、 し な い ほ う が よ い 。 
a . 弁 解 b . 申し訳 c . 理由 





6. 経済 に つい て 基本 か ら 勉 強し な けれ ば な ら な い 。 
a . 基礎 b . 基地 c . 基準 


7. これ まで の 習慣 を 見 直し 、 経営 の 合理 化 を 図ら な けれ ば な ら な い 。 
a . 習 性 b . 條 例 c . 風習 





8. 日 米 間 の 問題 に つい て 、 政 治 家 が テレ ビ 番 組 で 討論 し た 。 
a . 会議 b . 議論 c . 論理 


9. 学生 時 代 か ら 全然 本 を 読ま な いせ いか 、 あ まり 教養 が な い 。 
a . 教 育 b . 知識 c . 養 有 


10. 今 の 会 社 を 辞職 する こと を 決意 し た 。 
a . 意 図 b . 意志 c . 決心 


11. 火事 に な っ た ビル の 中 に 取り 残さ れ て いた 人 を 消防 士 が 炉 助 し た 。 
8 . 援助 b . 応援 c. 救出 


ゃ 


ぶん し ょ う 


12. この 文章 は 少し お か し い の で 、 修 正 し な けれ ば な ら な い 。 
a . 修 理 b . 改 訂 c 一 止 
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来週 の 木村 先生 の ( ) は 休講 に な っ た そう だ 。 
a . 講演 b . 講義 c . 演 説 
) 

. 意志 b . 意思 c . 意 図 


品 会 社 で 新しい 商品 が ( ) され て いろ る 
a . 企 画 b . 計算 c . 計 略 


鉄道 の 開通 に より 、 町 は ( ) し 、 人 口 も 増加 し た 。 
a . 進歩 b . 発達 c . 発展 


その 事故 の ( ) は 、 運 転 手 の 不 注意 だ っ た 。 
a . 結果 b . 原 因 c . 理由 


政治 に 金 が か か りす ぎる と いう (  ) 的 問題 を 解決 し な い 限 り 、 


改革 は 成功 し な い だ ろ う 。 
a . 基礎 b . 基本 c . 根本 


父 は 60 歳 で 定年 に な り 、 長 年 勤め た 会 社 を ( 0 の 
a . 辞 職 b . 失業 c . 退職 


今日 の サッ カー の 試合 は 時 間 通 り 4 時 に (  ) し た 。 
a. 完 了 b . 終 了 


Se ) 的 だ 。 


た いし ょ う 


. 対 称 b . 対照 c . 対比 


時 計 を ( 。) し て 、 部 品 を 取り 替え た 。 
a 分 解 b . 分割 c 分 離 

この 学校 で は 情報 工学 関係 の 技術 者 を ( ) し て いる 。 
a . 保育 b . 養育 c . 養成 | 


雨 の た め 、 運 動 会 は 来週 の 日 曜 に ( ) きれ る の に っ た 。 
a . 延期 b . 延長 c . 遅延 


が 強く 、 や る と 決め た こと は 最後 まで あき ら め な い 。 


次 の 文 を 読ん で 、( ) に 入れ る の に 最も 適当 な も の を a . 一 c . か ら 選 びな さい 。 


政 


意味 が 付 て いる こと ば を 類 義 庄 
いる 漢字 が 使わ れ て いる 場合 が 多く あり ます 。 





値 一 価 値段 (ね だ ん ) 一 価格 (か か く ) 

企 一 語 企画 (きか く ) ー 計画 (けい か く ) 

完 一 終 SN 終了 (しゅ うり ょ う ) 

基 一 根 基本 ( き ー 0 (こん ぼん ) 

育 一 秦 育成 ( い JP ー 養成 (よう せい ) 

色 一 達 到着 (と うち ゃ く ) 一 到達 (と うた つ ) 

助 一 援 一 救 救助 (きゅう じ ょ ) 一 援助 (そん じ ょ )ー 救援 (きゅう え ぇ ん) 
共通 の 漢字 を 使う も の も た くさ ん あり ます 。 

意 イ  : 意 思 ( い し) 意志 (いし ) 意図 (いと ) 

延 エン : 延期 (を ん き ) 延長 (を ん ちょ う ) 遅延 (ちえ ん ) 

革 カ ク : 変 革 (へ ん か く ) 改革 (か いか く ) 革命 (か くめ い ) 

慣 カ ン : 習慣 (し ゅ うか ん ) 慣例 (か ん れい ) 慣習 (か ん し ゅ う ) 

基 キ  : 基 本 ( き ほ ん ) 基礎 ( き そ ) 

区 ク  : 区 分 ( く ぶ ん) 区 別 (くべ つ ) 

決 ケ ッ : 決意 (けつ い ) 決心 (けっ し ん ) 決定 (けっ て い ) 

講 コ ッ : 講 演 (こう えん ) 講義 (こう ぎ ) 講習 (こう し ゅ う ) 

順 ジ ュ ン : 順番 (じゅ ん ば ん ) 順序 (じゅ ん じ ょ ) 順位 (じゅ ん い ) 

対 タ イ : 対 照 (た いし ょ う ) 対称 (た いし ょ う ) 対比 (た いひ ) 

点 テ ン : 欠点 (けっ て ん ) 弱点 (じゃ く て ん ) 難点 (な ん て ん ) 

展 テ ン : 発展 (は っ て ん ) 進展 (し ん て ん ) 展開 (て ん か い ) 

討 ト ウゥ : 討 論 (と うろ ん ) 討議 (と う ぎ ) 検討 (けん と う ) 

ハ ツ 発展 (は っ て ん ) 発達 (は っ た つ ) 開発 (か い は つ ) 

分 ブン : 分 割 (ぶん か つ ) 分 離 (ぶん り ) 分 解 (ぶん か い ) 

弁 ベ ン : 弁 護 ( べ ん ご ) 弁解 ( べ ん か ぃ ) 弁明 (さん め い ) 

本 リョ ウ : 終了 (しゅ うり ょ う ) 完了 (か ん りょう ) 修了 (しゅう りょう ) 


Ass 
本 ビン 


・ 討 論 (と うろ ん ) 


(る い ぎ ご ) と 言い ます 。 頻 義 語 に 


議論 ( ぎ ろ ん ) 





論争 ( ろ ん そ う ) 


は 、 意 味 が 似 て 
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( ゆ 第 6 課 p.112) 


8 . お 金 の 接尾 辞 
料 一 費 一 代 一 賃 授業 料 ( じ ゅ ぎょ うり ょ う ) 一 学費 (が く ひ ) 
賃貸 料 (ちん た いり ょ う ) 一 住居 費 (じゅ うき ょ ひ ) 
部 屋代 (へ や だ い ) ー 家賃 (や ちん ) 
b. 仕事 ・ 職 業 の 接尾 矢 
者 一 師 医者 (いし ゃ ) ー 医師 (v 
手 一 士 連 転 手 【 う ん て ん し ゅ ) 一 運転 士 (うん て ん し ) 
員 一 人 公務 員 (こう むい ん ) 一 役人 (や くに ん ) 
屋 一 店 一 業 本 屋 (ほん や ) 一 書店 (し ょ て ん ) 一 出版 業 (し ゅ っ ぱん ぎょ う )】 
C。 場所 の 接尾 辞 


室 一 所 事務 室 ( じ む し っ ) 一 事務 所 ( じ む し ょ ) 
室 一 院 美容 守 ( び よ う し つ ) 一 美容 院 (びよういん ) 
室 一 館 図書 室 (と し ょ し つっ ) - 図書 館 (と し ょ か ん ) 


て い せっ と う じ 


d. 否定 の 接頭 矢 
非 一 無 非常 識 (ひじ ょ うし き ) 一 和 無 教 養 ( む きょう よう ) 
オー 未 不 確 実 (ふか くじ つ ) 一 未確認 (みか くに ん ) 





し ゅ うし ょ く 


主語 や 目的 語 、 修 飾 語 の 内 容 に よっ て 、 似 て いる 意味 の 語 で も 使え る 場合 と 使 時 


な い 場 合 が あり ます 。( 第 3 課 p.49 一 p.51) 


完了 (か ん りょう ) す る  …: 仕 事 や 任務 が お わる を お える 

終了 (し ゅ うり ょ う ) す る …: 試合 や 時 間 が / を お わる 

修了 (し ゅ うり ょ う ) す る … 教育 の 課程 が ン を お わる 

終結 (し ゅ うけ つ ) す る  …: 戦 争 や 事件 が お わる 

発達 (は っ た つ ) す る … : 科学 や 技術 が 先 へ すす む 

進歩 (し ん ぽ ) す る …・ 科学 や 技術 社会 が 先 へ すす む 

発展 (は っ て ん ) す る …: 社会 が すす ん で 広がる 

企画 (きか く ) す る …・ 会 社 な どの 団体 が 新しい こと を する こと を 考え る 
計画 (けい か く ) す る …: 個人 や 会 社 、 団 体 が 何 か を する こと を 考え る 
改革 (か いか く ) す る …: 組織 や 制度 を か える 

変革 (へ ん か く ) す る …: 社会 や 制度 を か える 

改良 (か いり ょ う ) す る  …: 品質 を よく する 
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習慣 (し ゅ うか ん ) … : 毎日 人 が や る と きま っ て いる こ と 

慣例 (か ん れい ) … : 仕事 上 や 儀式 上 、 や る と きま っ て いる こと 
慣習 (か ん し ゅ う ) …: 社会 で や る と きま っ て いる こと 

風習 (ふう し ゅ う ) …:・ その 地方 や 土地 で や る と きま っ て いる こと 
習性 (し ゅ う せ い ) …・ 動物 な ど が も っ て いる きま っ た 性 質 

組織 (そし き ) … : 社会 や 団体 、 生物 体 の し くみ 

構成 (こう せい ) … : 社会 や 団体 文章 の し くみ 

構造 (こう ぞう ) …: 社会 や 組織 、 機 械 の し くみ 





意味 が 似 て いて も 文法 的 な 用 法 が 違う も の が あり ます 。 
a. 名 詞 と スル 動詞 


意思 (いし ) N 意思 を 変え る 。 意思 が 通 じ る 。 

意志 (いし ) N 自分 の 意志 で 決め る 。 意志 が 固い 。 
意図 (いと ) N, VN 間 図 を 知る 。 事 業 撤 大 を 鶴 図 する 。 
申し 訳 (も うし わけ ) N 申し 訳 が な い 。 申し訳 が 立た な い 。 
言い 訳 (いい わけ ) N, VN 言い 訳 を 考え る 。 言い 訳す る 。 

弁解 ( べ ん か い ) N, VN 弁解 の 余地 が な い 。 弁 解す る 。 
構造 (こう ぞう ) N 機械 の 構造 が 分 か ら な い 。 

構成 (こう せい ) N, VN 文章 の 構成 が お か し い 。 会 を 構成 する 。 
組織 (そし き ) N, VN 組織 が 大 きい 。 会 社 を 組織 する 。 


革命 (か くめ い ) N 革命 が 起こ り 、 共 和 制 に な っ た 。 

改革 (か いか く ) N, VN 政治 の 改革 は 難し い 。 行政 を 改革 する 。 
変革 (へ ん か く ) N, VN 制度 の 変革 が 望ま れる 。 社会 を 変革 する 。 
改良 (か いり ょ う ) N, VN 品質 の 改良 を 図る 。 製品 を 改良 し た 。 


計略 (けい りゃ く ) N 企業 を 乗っ 取る 計略 を めぐ ら す 。 

計画 (けい か く ) N, VN 旅行 の 計画 を 立て る 。 事業 を 計画 する 。 
符 画 (きか く ) N, VN 新 商 品 の 企画 を 立て る 。 番 組 を 企画 する 。 
仕度 (し た く ) N, VN 食事 の 仕度 を する 。 

用 意 (よう い ) N, VN 旅行 の 用 意 を する 。 お 人 金 を 用 意 する 。 
準備 (じゅ ん び が) N, VN 講演 会 の 準備 を する 。 ド ル を 準備 する 。 
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[」 Lesson 10 


b. スル 動詞 … い っ し ょ に 使う 助詞 が 違う 


(目標 ) を 達成 (た っ せい ) ス ル 売り 上 げ 目 標 を 達成 する 。 
(も の ご と ) に ノ が 成功 (せい こう ) ス ル 実験 に が 成功 に 夫 。 
(目標 、 目 的 地 ) に 到達 (と うた つ ) ス ル 収入 が 1 億 円 に 到達 する 。 
(場所 ) ヘン に 到着 (と うち ゃ く ) ス ル 飛行機 が 成田 に 到着 し た 。 
2 あの 42cs ド 5 決意 (けつ い ) ス ル 結婚 を 決意 し た 。 

ー を グー よう と 決心 (けっ し ん ) ス ル お 洒 を や め よ うと 決心 し た 。 
ー を ン ノン が 決定 (けっ て い ) ス ル 集合 時 間 が を 決定 し た 。 
A と B を グ A を B と 区 別 ( く べつ ) ス ル 男 と 女 を 区 別 す る 。 

A と B を プ A を B と 分 別 ( ぶ ん べつ ) ス ル 新聞 と 雑誌 を 分 別 す る 。 


A を B と C に 区 分 ( く ぶ ぷん) スル 住宅 地 と 商業 地 に 区 分 する 。 
c。 その 他 
才 音 (ね つい ) N 研究 に 対す る 封 意 が ある 。 
(仕事 ) に 熱心 (ね っ し ん ) ナ 木村 先生 は 熱心 な 先生 だ 。 
(物事 ) に 款 中 (ね っ ちゅ う ) ス ル テレ ビ に 熱中 する 。 
(物事 ) に 夢中 (むち ゅ う ) ダ ノニ ナル ゲー ム に 夢中 に な る 。 
順序 (じゅ ん じ ょ )N ン 順序 よく 順序 が 乱れ る 。 順序 よく 並ぶ 。 
順番 (じゅ ん ば ん )N ン 順番 に 順番 が 来る 。 順番 に 歌 を 歌う 。 
順位 (じゅ ん い )N 順位 を 決め る 。 
番 (ば ん )N 今度 は 私 の 番 だ 。 
理由 ( り ゆ う )N 欠席 の 理由 は 不明 だ 。 
原因 (げん いん )N 事故 の 原因 を 調べ る 。 


不 注意 が 原因 で 事故 が 起こ る 。 


ー と 一 を 対照 (た いし ょ う ) ス ルプ サ セ ル 身 文 と 日 本 文 を 対照 する 。 


対照 的 ナ 2 人 は 性 格 が 対照 的 だ 。 
ー と ーー を 対比 (た いひ ) ス ルプ サ セ ル 理想 と 現実 を 対比 させ る 。 
二 ま を 比較 (ひく ) ル 都市 と 農村 を 比較 する 。 

比較 的 Adqv. ここ は 物価 が 比較 的 安い 。 





日 常 的 な 話題 の と き に よく 使う も の (a ) と 、 や や 改まっ た 場合 や 文章 の 中 で よく 
使う も の (b ) と が あり ます 。 


a . 値段 (ね だ ん ) 石油 の 値段 が 上 が っ た 。 
b . 価格 (か か く ) 石油 の 価格 が 変動 し て いる 。 
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a . 仕度 (し た く ) 
a . 用 意 (よう い ) 
b . 準備 (じゅ ん び が ) 


a . 様子 (よう す ) 


b. 状況 (じょう きょう ) 


b. 状態 (じょうたい) 


要点 


出かけ る 仕度 が で きた 。 
使う も の は 全部 用 意 し た 。 
彼 の 研究 発表 は 準備 が 不足 し て いた 。 
彼 は 元気 そう な 様子 だ っ た 。 
内 戦 の 状況 を 報告 する 。 
人 は 危険 な 状態 で ある 。 





欠点 (けっ て ん ) 
弱点 (じゃ く て ん ) 
短所 (た ん し ょ ) 
難点 (な ん て ん ) 


基本 ( き ほ ん ) 
基礎 ( き そ ) 
根本 (こん ぼん ) 


方 向 ( ほ うこ う ) 
方 角 ( ほ う が く ) 
方 面 ( ほ うめ ん ) 


改革 (か いか く )VN 
変革 (へ ん か く )VN 
革命 (か くめ い ) 


議論 ( ぎ ろ ん )VN 
論議 ( ろ ん ぎ )VN 
計 論 ( と うろ ん )VN 
論争 (る ん そう )VN 





同じ 音 で 、 し か も 
' つ 第 5 課 p.80) 


AE 


本 中 豆 
EH CH 中 


避 
へ | 


意味 が 似 て いる た め 


… 不 足し て いる と ころ 、 わ る いと ころ 
… せ め ら れる と 時 い と ころ 

… 性 質 や 性 能 
… 問 題 に な る わる いと ころ 


で お と っ て いる と ころ 


… 中 心 と な る 不変 の も の 
… 最 初 の 段階 
… も の ご と を 成立 させ る お お も と 


… あ る 地点 か ら 運 動 の 進行 する 向き 
… あ る 地点 を 基準 に し た 東西 南北 の 方 位 
… あ る 方 向 の 地域 ノ あ る 分 け 野 


… 制 度 や 組織 の 回 い 部 分 を よく する こと 
… 社 会 や 制度 を 大 きく 変え る こと 
YR 根本 か ら 各 


… 意 見 を 出し て 、 
… 限 定 的 な 問題 ( 
… 問 題 
畔 う 圭 天 ぞ し て 、 南 


急激 に 大 きく 変わ る こと 


論じ 合う こと 論じ た 内 容 
こつ いて 、 答 え を 求め て 、 論 じ 
を 研究 する 会 な ど で 、 意見 を 出し 、 論 じ 
Ke 


に 、 使 い 分 けが 難し いも の が あり ます 。 
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… 考 えん や 思い intention 意思 を 表示 する 。 

… し よう と する 強い 気持 ち wil 意志 が 強い 。 

… 死 ん だ 後に 残す 考え last wishes 遺志 を 重んじ る 。 
詠 合 や 時 全 が 終わ る VN ena 映画 が 終 す る 。 

… コ ー ス が 終わ る VN completion 修士 課程 を 修了 する 。 
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[L] Lesson 10 


VN の 対照 … 比 べ る こと VN contrast A と B を 対照 する 。 
対象 … 目 的 の も の object 女性 を 調査 の 対象 に する . 
対称 … つ りあ うこ と symmetry 左右 対称 の 位置 に 置く . 

は | ょ う 保 … う け あ う VN guarantee 品質 を 保証 する 。 
保障 … 災 害 か ら 守 る VN security 安全 を 保障 する 。 


Se て ん が い 、 、 
補償 … 損 害 を つぐ な う VN compensation 損害 を 補償 する 。 
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人 ) 応用 練習 


I . 次 の 文 を 読ん で 、( ) に 入れ る の に 最も 適当 な も の を 下 か ら 選 ん で 、 書 き 入 
れ ま し ょ う 。 ま た 、 各 語 の 読み も 書い て み ま し ょ う 。 


1. 両国 間 の 交渉 に は 、 な か な か ( ) が 見 られ な か っ た 。 
[ 発展 進展 展開 展示  ] 
2. 彼女 の 英語 は どん どん ( ) し 、 英 字 新 聞 ま で 読め る よう に な っ た 。 


[| 到達 発達 上 達 達成  ] 


3。 話 に ( ) し て 、 ご 飯 を 食べ る の を 忘れ て し まっ た 。 
[| 熱意 熱心 。 熱中 。 夢中 ] 
4. この 地域 は 住宅 地 、 商 業 地 、 農 業 地 な ど に 細か く ( ) され て いる 。 


| 区 分 区 別 分 列 分 離 」 


5. 日 本 の 米 は 、 長 年 の 品種 ( ) の 結果 、 お いし く な っ た 。 
[ 改革 改良 革命 。 変革 ] 
6. 妹 は 、 法 科大 学院 を 出 て 、( ) 士 に な っ た 。 


[ 弁明 弁解 。 弁護 弁論 ] 

7. 私 は 毎朝 、 公 園 の 周り を ジョ ギン グ す る ( ) が ある 。 
[ 慣習 條 例 習慣 風習 ] 

8. 税制 の 改革 を テー マ に ( ) 会 が 開か れ た 。 


[ 議論 討論 。 論議 論争 ] 
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[] Lesson 10 


II . 次 の 文 を 読ん で 、 下 線 部 分 に 漢字 を 書き まし ょ う 。 ま た 、 そ の 語 の 代わ り に 使え 
る 語 を 右 の ( ) に 書い て み ま し ょ う 。 


例 . 準備 が で きた ら 、 さ っ そく 出かけ よう 。 
じゅ ん び ( 仕度 、 用 意 ) 


1. 人 間 は だ れ で も と 長所 を 持っ て いる 
7 パル も ) 
2. 今月 は 、 売 上 げ の 倍増 と いう 目 標 を 立て た 。 
と うた つ ( ) 
3. 5 時 間 か け て し た が 、 結局 、 こ の は 通ら な か っ た 。 
と う ぎ  ( ) きか く ( ) 
4. この 研究 会 は 、 高 校 の 先生 た ち で され て いる 。 
そし き ( ) 
5.。 を 身 に つけ る た め 、 そ の 会 に 行く こと に し た 。 
_ きょう よう ( ) こう し ゅ う ( 
6. 大 橋 さ ん は 、 答 題 を 忘れ た こと に つい て し だ 
べ ん か い ( ) 
7. 土地 の は 下がっ て いる と いう が 、 諸 外国 と 比べ る と まだ また 
高い 。 ね だ ん ( ) 
8. どん な こと を 勉強 する に も 、 が 大 切 だ 。 
き そ ( ) 
9. 原文 と し て みて 、 翻 訳 の 間違い が ある こと が わか っ た 。 
だ MV 上 の 、( ) 
10. 社会 が し て も 、 古 く か ら あ る 良い は 残し た い 。 
陸 の 6 ん ) し ゅ うか ん ( ) 
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応用 練習 唱 
還 。 。. と b. の (  ) の 中 に 同じ 漢字 を 入れ て 、 類 義 語 を 作り まし ょ う 。 


1. この 試験 に 合格 する に は 、 ] a.(  ) ri 


b. (  ) 磯 的 
2. 2 a. 議 ( ) 3 結論 は 出 な か っ た 。 
b. 討 ( ) 


3. 優勝 戦 で 負け た の は 、 人 a. 原 ( ) が ある 。 
b. 起 ( ) し て いる 。 


4. 上 の 人 5 本 も. 放 人 
b. 変 ( ) 


5. 大 学 を や め て 、 MM a. (  ) 人 


b. ( ) 心 
6. RE a. ( すす 
b. ( ) 番 
7. 社会 に は 、 a. 秩 ( ) TRIO4 
b.(  ) 列 


8. ki ( も | aik 
助 


b.( ) 





9. この 土地 に 来 た 以 上 、 3 a. (  ) CRE 
b. ( ) 例 
10. WT a. 企 ( ) NZ 
b. 計 ( ) 
11. 木村 先生 の | a. ( ャ MM 先生 が 病気 の た め 、 中 止 に な っ た 。 
b. (  ) 義 
12. 7 a. 常 ( ) RT 
b. 知 ( ) 
13. 人 a. 志 ( ) 7 
b. 希 ( ) 


14. 金 の た め な ら 、 ど ん な 





a. 計 ( ) TRW TRI 
b. 策 ( ) 
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下 の 表 の 潤い て いる 欄 に 、 上 の 例 の よう に 自分 で 使い 分 け の た め の 文 型 を 書き 、 ) 
か が で うめ て み ま し ゃ ょ う 。 











※ 辞 書 を 引い た り 、 先 生 や 友 だ ち に 聞い た り し て 、 自 分 で も ノー ト に 類義語 の 表 を 作っ て 
の まし よう 。 
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課題 


Ll. 次 の 文章 は 、 毎 日 新聞 (1992 年 ) の 記事 の 一 部 で す 。 未 習 の 漢字 が 使わ れ て いる 
と ころ は 較 に し て あり ます 。 甘 が あっ て も どの ぐら い 意味 が わか る も の か 、 読 ん 
で み ま し ょ う 。 ま ず 、A を 読ん で か ら 、 次 に B を 読ん で みて くだ さい 。 A で は 
基本 漢字 500 字 以外 の 漢字 を 一 に 、B で は 本 書 の 第 10 課 まで に 学習 し た 漢字 以外 
を 脅 に し て あり ます 。 理解 の 程度 が どの ぐら い 突 わ る で し ょ うか 。 





























国 軒 理 較 一 日 本 か ら の 主 還 


日 本 人 は 「 NO と 言え な い 」 と いう こと が 時 々 話題 に な る 。 国 一 的 
な 交流 の 場 で 日 本 人 が 「 NO」 と 言う べき と き に 「NO」 と 言わ な い 
こと が 問題 の 発 田 の よう だ 。 

日 本 人 も 「NO」 と 言え る よう に な る べべ きだ と いう 意見 を 較べ る 人 
が 多い が 、 こ と が ら は それ ほど と 簡単 で は な い 。 

英語 の 「NO」 に 近い 日 本 語 の こと ば に 「 い いえ 」 と いう 語 が ある 。 
英語 の 初歩 の 学習 較 階 で は 、「NO」 に 「 い いえ 」 を あて は め て 考え る 
こと も 多い の で 両者 は 同じ 意味 の 語 だ と 思っ て いる 人 も 少な く な い 。 

し か し 、「N 0」 と 「 い いえ 」 の 用 法 を くら べ て みる と か な り の 田 が 
田 圏 する こと が わか っ て くる 。 日 本 語 の 「 い いえ 」 で は 、 話 し 相手 へ 
の 配 軒 が 用 法 に 制約 を 圏 え て いる こと が 多い 。 

相手 の 意 較 や 圏 圏 、 た と えば こち ら へ の 圏 いか け に 対し て 、「 い いえ 
私 は し た く あ り ま せん 」 と 一 ずる こと が 困難 で ある 場合 は 多い 。「NO」 
と 「 い いえ 」 は 決し て 同じ で は な い 。 

「 NO」 を 使う の は 英語 の 場面 で ある 。 英語 の 土 量 に あがっ て 「NO」 
を 較 使 する こと は 、'「 い いえ 」 の 発 を 圏 本 に 持つ 日 本 人 に と っ て は 当 
対 不 利 を も た ら す 。 

も ちろ ん 、 英 語 的 な 表現 法 に 圏 叶 し た 人 還 を 作り 出す こと は 不 軒 較 
で は な い 。 合理 的 で 目的 主 還 に 圏 し た 教育 ・ 圏 洒 は それ を 較 還 に する 。 

し か し 、 現 圏 の 国 圏 交 流 は 、 一 部 の 特別 の 人 た ち に ゆだね て 成り 立 
つ 時 代 で は な く な りつ つ あ る 。 大 げ さ に 言え ば 、 す べ て の 日 本 人 が 外 
国人 と の 交流 に 較 較 を 持た ね ば な ら な く な っ て いる 。 

すべ て の 日 本 人 が 「 い いえ 」 の 発 較 と 同時 に '「NO」 の 発 較 を も 圏 得 ・ 
田 持 する こと は 固 圏 な こと で は な い 。 


基本 漢字 以外 の 漢字 ( 較 ) は この 文章 中 、32 語 に 使わ れ て お り 、 こ れ は 文章 中 の 全 漢 字 


語 (82 語 ) の 約 40% に 当たり ます 。 つ まり 基本 漢字 500 字 で 、 こ の 文章 の 60% の 漢字 語 は 
読め る と いう こと で す 。 
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[|] Lesson 10 


で ば 、 第 10 課 まで に 学習 し た 220 学 を を る と 、 ど うな る で し ょ うか 。 


国際 理解 一 日 本 か ら の 主張 


日 本 人 は 「 NO と 言え な い 」 と いう こと が 時 々 話題 に な る 。 国際 的 
な 交流 の 場 で 日 本 人 が 「NO」 と 言う べき と き に 「NO」 と 言わ な い 
こと が 問題 の 発 軒 の よう だ 。 | 

日 本 人 も 「NO」 と 言え る よう に な る べべ きだ と いう 意見 を 較べ る 人 
が 多い が 、 こ と が ら は それ ほど 簡単 で は な い 。 

英語 の 「NO」 に 近い 日 本 語 の こと ば に 「 い いえ 」 と いう 語 が ある 。 
英語 の 初歩 の 学習 段階 で は 、「N 0」 に 「 い いえ 」 を あて は め て 考え る | 
こと も 多い の で 両者 は 同じ 意味 の 語 だ と 思っ て いる 人 も 少な く な い 。 
- し か し 、「 N 0」 と 「 い いえ 」 の 用 法 を くら べ て みる と か な り の 田 が 
存 較 する こと が わか っ て くる 。 日 本 語 の 「 い いえ 」 で は 、 話 し 相手 へ 
の 配置 が 用 法 に 制約 を 較 え て いる こと が 多い 。 

相手 の 意志 や 置戸 、 た と えば こち ら へ の 一 いか け に 対し て 、! い いえ 
私 は し た く あ り ま せん 」 と 応ずる こと が 困難 で ある 場合 は 多い 。「 NO」 
と "いい え 」 は 決し て 同じ で は な い 。 

「 NO」 を 使う の は 英語 の 場面 で ある 。 英語 の 土 是 に あがっ て 「NO」 
を 較 使 する こと は 、「 い いえ 」 の 発想 を 基本 に 持つ 日 本 人 に と っ て は 当 
然 不利 を も た ら す 。 

も ちろ ん 、 英 語 的 な 表現 法 に 熟達 し た 人 較 を 作り 出す こと は 不可 能 
で は な い 。 合理 的 で 目的 主義 に 圏 し た 教育 ・ 較 練 は それ を 可能 に する 。 

し か し 、 現 較 の 国際 交流 は 、 一 部 の 特別 の 人 た ち に ゆだね て 成り 立 
つ 時 代 で は な く な りつ つ あ る 。 大げさ に 言え ば 、 す べ て の 日 本 人 が 外 
国人 と の 交流 に 較 任 を 持た ね ば な ら な く な っ て いる 。 

すべ て の 日 本 人 が 「 い いえ 」 の 発想 と 同時 に 「NO」 の 発想 を も 較 得 ・ 
較 持 する こと は 圏 叶 な こと で は な い 。 





PB で は 、 未 習 の 漢字 ( 較 ) を 含む 漢字 語 の 数 は 18 語 に 減り 、 こ れ は 全 漢 字 語数 の 約 20% 
に 当たり ます 。 つ まり この 文章 中 の 約 80% の 漢字 語 は 知っ て いる こと に な る わけ で す 。 

4 の 授 階 の 人 に 比べ る と 、B の 段階 の 人 は 、 知 っ て いる 漢字 語 か ら 較 に どん な 漢字 が 
使わ れ て いる か を 推測 (guess) する 力も つい た の で は な いで し ょ うか 。 次 の ペー ジ に 、 も 
と の 新聞 記事 が あり ます か ら 、 あ な た の 推測 が 当たっ て いる か どう か 、 確 か め て みて くだ 
さい 。 ( 

※ 新 聞 な ど を 読む と き に は 、 知 ら な い 漢字 が あっ て も 、 こ の よう に 推測 し て 読む こと が 

大 切 で す 。 
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(第 3 種 守 便 物 妃 可 ) 


あ 毎日 新聞 る 


オン ワイ ド 


| に 









山手 く 6 「 と OAMUiNG く 」 
JUSnIJAUR 崩 賠 本 46 
KS に だ < 

「 乙 〇 」 J 箇 届 家 JJ は と 
〇 」 \ 箇 6 く JAU 篤 配 量 G 絢 
選 Q6OS? 

還 必 くり 「 選 〇 」 JWNNNO6 
20Y 所 お US 選 援 四 対 的 
5 | て NO く 色 軸 く S JRSOM 
に 6AU 紋 氏 し 6 く ? 

神 朋 Q 「 と O」 還る 
還 尾 馬 QJAU36 は [くく 
選 ] 4J く 心 有 役 稚 N7 拘 
MSNSEMIRt り る 
% 和 「 そ O」 は SAS] 
交 S じ やる し 民 RNOIJAU 
め ぬ SG し 尼 押 6 在 
※G 陽 SU 隊 り いじ S1@ く 
DSM6V6 く る? 












っ つ S つ 7 と O」 J 「 く 
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6” 還 尽 乳 「SS 選 」 
し 0” 聞 つ 相性 く で 裕 内 
信 氏 次 は 如 案 的 季 WN レ S 
NO1J 色 届く “ 

民 WfG 畠 失 公 江田 お 
JUN46)JXAOCG 映 へ 公 
お は 扱 つ ロー「SSN 電 6 つ 3 
VSS6 和 お で 」 AU 移 生 N61JU 色 
困 襲 じ S@ 眼 6 届く 村 有 ご 」 
JTSSN」 6 ポ つじ 上 の し 
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国立 国語 研究 所 長 水谷 
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「 と O」 計 瓦 nG26 拘 陽 G 虹 
に SO 導 SE に KCYS43 
し レ 「 選 の 」 約 誰 更 N01JU67 
[SS G 郊 購 対 出 長 は 他 い 
尽く は JO し 6 河 餅 に 有 ) 
SQ 


























。 ヽ 個 由 
ペコ 


US 二 EYESIO 
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Kg 緩 し 6 く ? 0 半 gg 凍 


州 欄 は 吉 つ お 導 箇 ・ 守 映 0 だ 
装 避 弓 は jpN* 

つ 人 くつ 7 陣 HHG 較 組 償 社 67 
| 季 G 閣 ぐ く お ね JJS 和 SS し 
祝い 表し 66V46SOO 
NO KK や 0 は 則 選 6 ね し レ 
QG 尾 べく S 計 較べ UGK 
妃 は 往 HH 付 胡 G36AAQ 
#%V6n し S)G* 

ぉ と し Q 婁 くも 「 く 
へ IS 銀器 JJ 尼 表 !J「 
O」 G 鶴 還付 乾 由 ・ 涯 
地 jpN6IJMU 婦 46)JAJ 
し 06 く ? 

「 と O」 JWNIG 六 
べ 村 ぐね 1)JAJ 抽 欧 
KS いび ACE 人 靖 (に 
べ S 喝 敗 KRS つく 
っ ] AM パ る を で 民 
寺地 DPS)OUSTJU 
対 富 V 枚 韻 つ / 肛 長 0 
9 共 NpNOIJUGN 色 
46Q 陣 多 舎人" 

「 有 と 〇 」 JiNS 央 
環 装 公 公 NR 払 人 「 と 
O」 則 の 誰 R 提 人 
隊 V つ し 7 昌 財 6 志 
だ お 由 級 む は 蘭 Q 還 
性 くい 由 蓋 6S く 6S 層 
りく の 守 軒 誰 pN" 

団 半 周 諾 6 再 長 宮 下 








回民 詳し お だ 364 人 0 くく 
円 江 皿 対 記 作 は 税 SN0 お 信 
3 祥 く で YR を 選 祝 G 拉 福 
寺 間 SAU 要 時 尽 届 RG 汐 販 和 
SNOY NGNS 和 3367 了 諾 計 科 
S)GR 密 電 記 JJUAUD 計 7 還 性 有 
対 展 Q が は 困 い SL レ V ぐ 
1@ く YY | ベレ WV” 党 
は 衝 を 6 だ 546 人 0 くん 
隔 人 AOY* : 





維持 (いじ ) す る 


紀 練 (くん れん ) 
現在 (げん ざい ) 


配慮 (は いり ょ ) 土 依 ( ど ひ ょ う ) 


発端 (ほっ 7 


述 ( の ) べ る 
差 ( さ ) 


容易 (よう い ) な 
尽 ( つ ) く す 


駆使 (くし ) す る 


判断 (は ん だ ん ) 人 材 ( じ ん ざい ) 


責任 (せき に ん ) 


テ ヾ 
0 


徹 ( て っ ) し た 獲得 (か く と く ) す る 相互 (そう 


存在 (そん ざい ) す る 誘 (さそ ) い か け 


(毎日 新聞 社 『 毎 日 新聞 」1992 年 9 月 29 日 より ) 
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ここ メ こい ーー こつ = 


復 合 語 の 運 油 


、 会 社 【( か いし ゃ )」 の よう に 単独 で は 清音 (voiceless sound ) で 始ま る こと ば の 
、 前 に 別 の が つい て 複合 語 に な る と き 、「 保 険 会 社 【( ほ けん が いし ゃ )」 の よう に | 
| 後ろ の 語 き の 頭 が 滴 音 (yoiced sound) に な る こと を 連 濁 と いい ます 。 訓読 み の こと 
( ば の 場合 、 ど ん な と き に 連 濁 が 起こ る の か 、 考 えて み ま し ょ う 。 





① 動 詞 動 詞 一 複合 動詞 ……… 連 濁 し に くい "Ei 
例 : 取り 組む 入れ 符 わ る 切り 苦 え る 振り 返る 取り 返す 
取り 消す 飲み 込む 飛び 立つ 走り 去る 書き 足す 』 
※ 例 外 : 寝返る 割り 引 < 1 
② 名 詞 ( を) 動詞 ( か な 2 宇 以下 ) 一 複合 名 詞 ……… 連 濁し に くい 

例 : 金貸し 物知り 魚釣り 草刈 り 負 筆 立て ! 

※ 例 外 : ぶどう 狩り あて 名 書き 
ea te 連 満 し や すい 

| 例 : 米 作り 目覚 まし 人 殺し 金 遣 い 気遣い 
( ※ 例 外 : 力 比 べ 
| の 名詞 (に / で )+ 動 一 和合 名 …… 軍 湯 し や すい ( 
例 : 横書き 旅立ち 共働き 手触り 足踏み 一 人 勝ち ( 
江 容 / 動 / 名 記 形容 一 形容 誠 ……… 連 湯 し や すい ( 
例 : 薄暗い 音 し い 物悲しい 息 昔 し い 悪 賢 い 手 潤 い : 

※ 例 外 : 重苦しい 焦げ 臭い [ 

@ 形 鶴 市 重富 名 詞 ……… 之 湯 し や すい ( 
例 : 遅咲き 早咲き 長 話し 早死 に 古 漬け ( 


、【 問 題 ] 他 に どん な 場合 が ある で し ょ うか 。 次 の 語 を 読ん で み ま し ょ う 。 


1. 青 日 い ( ) 6. 若作り ( ) 
2. 持ち 運ぶ ( ) 7. 山開き ( ) 
3. 人 助け ( ) 8. 間近 い ( ) 
4. 名 高い ( ) 9. 折り 返す ( ) 
5. 物書き ( ) 10. 立ち 止ま る ( ) 


786 





1』. 下線 の こと ば に 使わ れる 漢字 を | | か ら 選 ん で 〇 を つけ な さい 。 で きる 人 は 自 
分 で 書い て みて くだ さい 。 


1. き ほ ん て き な 間 題 は みん な で 大 い に 討 論 し て か ら 決 定 す べき だ 。 
| 基本 的 な 期 本 的 な ] 


2. 試験 に は ご うか くし た が 、 和 面接 で は 失敗 し て し まっ た 。 
| 谷 各 し た 合格 し た 


3.。 人 類 の 平和 は 私 た ちの えい えん の 夢 で ある 。 
4 . パレ ー ド の 警備 の た め の 人 員 の は いち を 完了 し た 。 
| 配 四 配 値 | 


5. 人 気 女優 が 15 歳 年 上 の 医師 と せい だ いな 結婚 式 を あげ た 。 
| 成 大 な 盛大 な 1 


6. 国王 は 首相 を し し ゃ と し て 送る こと に 決め た 。 
| 使者 使 煮 1 


7. この 絵 は 、 ピ カ ソ の 本 物 か ふく せい か 、 見 分 けが つか な い 。 
| 作製 複製 」 


8. みせ いね ん し ゃ を 、 酒 や た ば こ か ら 和 守る 運動 に 参加 し て いる 。 
| 未成 年 者 味 成年 者 


9. 医者 の 指示 に し た が っ て 楽 を ぞう りょう し た 。 
| 増量 し た 贈 量 し た | 


10. 新しい アパ ー ト に 移っ た の で 、 市 役所 に 住民 と うろ くに 行っ た 。 
| 忌 録 登録 頭 録 j 
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彼女 の 希望 で 、 結 婚 式 は 仏式 で は な くし ん し き に 変更 に な っ た 。 
: 申 式 伸 式 神 式 | 


この 絵画 は 写実 主義 と いう より 印象 派 の 表現 よう し き を 多く 取り 入れ た 。 
| 洋式 様式 養 式 | 

応接 室 の し ょ うめ い が 暗 か っ た の で 新しい 電球 に 変え た 。 
| 杏 明 拍 明 紹 明 照明 | 


仕事 が あま り に 多忙 で 不健康 な 生活 が 続く と せい し ん に も 異常 を きた す 。 
| 青 神 精神 晴 神 清 神 ! 





25 年 前 、 彼 は 老人 医療 の 遅れ に 気がつき 、 老 人 の 専門 医 を し が ん し た 。 
| 士 願 し た 仕 願 し た 志願 し た 誌 願 し た ! 


あの 国 で は 少数 民族 の 分 離 ・ 独 立 運動 が 起き 、 多 く の し ぼう 者 が 出 た 。 
| 死亡 死 忙 死 忘 死 望 | 


若い ころ 、 あ ん な に 成功 し て 裕福 だ っ た 人 が 、 晩 年 こん な に 貧乏 に な る 
な ん て 人 生 は ひ に く な も の だ 。 





| 疲 肉 な 彼 肉 な 皮肉 な 被 肉 な | 


人 


1. 基本 的 な 問題 は みん な で 大 い に 討 論 し て か ら 決 定 す べき だ 。 
2. 試験 に は 合格 し た が 、 面 接 で は 失敗 し て し まっ た 。 

3. 人 類 の 平和 は 私 た ちの 永遠 の 夢 で ある 。 

4. パレ ー ド の 警備 の た め の 人 員 の 配置 を 完了 し た 。 

5. 人 気 女優 が 15 歳 年 上 の 医師 と 盛大 な 結婚 式 を あげ た 。 

6. 国王 は 首相 を 使者 と し て 送る こと に 決め た 。 

7. この 絵 は 、 ピ カ ソ の 本 物 か 複製 か 、 見 分 けが つか な い 。 

8. 未成 年 者 を 、 酒 や た ば こ か ら 守 る 運動 に 参加 し て いる 。 

9. 医者 の 指示 に し た が っ て 楽 を 増量 し た 。 

10. 新しい アパ ー ト に 移っ た の で 、 市 役所 に 住民 登録 に 行っ た 。 


11. 彼女 の 希望 で 、 結 婚 式 は 仏式 で は な く 神 式 に 変更 に な っ た 。 


ーー 
No 
「Y 


の 絵画 は 写実 主義 と いう より 印象 派 の 表現 様式 を 多く 取り 入れ た 。 

13. 応接 室 の 照明 が 暗かっ た の で 新しい 電球 に 変え た 。 

14. 仕事 が あま り に 多忙 で 不健康 な 生活 が 続く と 精神 に も 異常 を きた す 。 

15. 25 年 前 、 彼 は 老人 医療 の 遅れ に 気がつき 、 老 人 の 専門 医 を 志願 し た 。 

16. あの 国 で は 少数 民族 の 分 離 ・ 独 立 運動 が 起き 、 国 民 は 多く の 死亡 者 が 出 た 。 


17. 若い 時 、 あ ん な に 成功 し て 裕福 だ っ た 人 が 、 晩 年 こん な に 人 損 乏 に な る な ん て 
火 明 旧居 内 守 0 の 8 


oo oo oe の oo の oo eo も の ら ゃ ら ゃ と らら の ら eoeeoeoeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee る の とら oe る eee る る の ee る oooee る の ooe る の oe る eeeeeee る るる る の oee eeeoe る eee る の る の の の の の の る の を の の の の の の と の と の と の の 


ロ 復 災 2 
. 下 の 語 に 適当 な 字 を 選ん で 書き いれ な さい 。 


1. 残念 な こと に 書道 コン クー ル に は 表し た 。 








せん 
、 | 絡 
2 . 式 に し た が っ て 、 願 書 に 記入 する 。 
けい し き | 形 
に よう も 2 の う 
3. あの 上 言 力 し な い 部 下 ば か り で 年 中 苦労 し て いる 
0 努 
4. 鈴木 常務 と お 絶 〕】 が あっ て 参り まし た 。 
や くそ く | 東 
5. この 村 で は 長男 は 親 の 仕事 を つぐ と いう 省 が あっ た 。 
か ん し ゅ う | 言 


6. 異常 気 の た め 、 ま だ 9 月 だ と いう の に も う 葉 が 落ち は じ め た 。 
あの | 象 


た 。 野島 を 捕 ち えよ うと 時 し た 。 
ほう い 1 





8. 納税 の 期限 最終 日 に は 、 税 務 賭 の 前 に 行 。 7 でき だら 
ぎょ うれ つ 1 列 


9. いつ 土地 を 買っ て 家 を 新築 で きる か 予 が つか な い 。 


人 | 則 測 


10. 彼 は 迷わ ず 離 婚 届 グン 
馬 夫 5 填 著 





11. 全校 生徒 が 営 に 集まっ て 卒業 式 が 厳 か に 行わ れ た 。 








9 構 購 
12. 彼 は 先週 手術 が 終わ り 、 こ れ か ら は 安 - "に し て 自宅 で 療養 
ん せい 
する 。 2 | 精 議 


7 の 


側 . 





13. 収入 が 安定 し た 業 に つき た い が 、 銀 行 や 保険 会 社 は いや だ 。 
し ょ くぎ ょ う ( 織 識 職 | 
14. 水 に 強く し か も ゴム の よう に 力 の ある 物質 が 開発 され た 。 
の 2 二 ) 生 4 戦 禅 弾 | 
15. 収入 が 少な く て も 公務 員 は 業 が で き な い 。 
ふく ぎょ う (一 福 富 | 
16. 秋 に な る と サケ の 大 が 北海 道 の 川 を 上 っ て くる 。 
だ いで ぐん | 君 群 郡 
17. 会 社 の 営業 が 不振 な の で 、 研 究 の 存続 が 可能 か どう か 対す る 。 
けん と う 
| 険 検 験 | 
18. わが 家 か ら 町 まで 年 2 時 間 の 道のり だ 。 
お うふ く 副 復 複 } 
. 下線 の 字 に 注意 し て (  ) に 語 の 読み 方 を 書き な さい 。 
1. 独占 (どく せん ) : 販売 店 ( ) : 視点 ( ) 
2. 医者 ( ) : 緒 長 ( )  : 諸 島 ( ) 
・ 残 暑 ( ) ・ 著 者 ( ) 
都庁 ( ) 都合 ( ) 
3. 各 人 ( ) : 昇格 ( ) す る : 旅客 機 ( ) 
客席 ( )  : 人 金額 ( 
落成 ( ) す る : 連絡 ( ) す る 
省略 ( ) す る : 道路 ( ) 
4. 納豆 ( ) : 出頭 ( ) す る : 頭痛 ( 
登場 ( ) す る : 登山 ( 
短気 ( ) な 


/ タ / 





これ まで に 習っ た 漢字 


未 習 の 漢字 (常用 漢字 内 ) 


旗 棋 
昭 沼 調 


紳 
誠 (例外 城 ジョ ウ ) 


披 ( 例 外 波 破 ハ ) 
胞 飽 砲 泡 


いる や の | (復習 1 p.95③b) 





州 


眼 


まとめ 中 


会 (ソウ) : 窓 、 総 
昌 (フク ) : 福 、 副 上 
2 J 1 
算 (フク ) : 復 複 腹 (例外 履 リ り ) 





単独 で 使わ れる と き の 読 み 方 と 、 音 記号 と し て 使わ れる と き の 読 み 方 が 違っ た り 、 
音 が 少し 変わ っ た り し て いる も の が あり ます 。( ツ 復習 1 p.95④) 

例 1. 以 単独 テイ UE (0 の ) 
音 記号 ニン ・ 類 似 (る ぃ いじ) 
例 2. 君 単独 ニク ン : 君主 (くん し ゅ ) 
音 記号 = ニ グ ン : 大群 (た い ぐ ん ) 
前 部 (ぐん ぶ ) 
例 3. 軍 単独 ニ グ ン : 海 軍 (か い ぐ ん ) 
音 記号 = ニ ウン : 運転 (うん て ん ) 
例 4. 占 単独 ニセ ン  : 独 占 (どく せん ) 





音 記号 = テン : 代理 店 (だ いり て ん ) 
点字 (て ん じ ) 
例 5. 曹 単独 = ニ ソ ウ  : 堅 祖父 (そう そ ふ ) 
人 還 連 の 7 ニャ ツウ 下層 (か そう ) 
= テー ゾウ  : 増加 (ぞう か ) 
贈答 (ぞう と う ) 
例 6. 直 単独 = ニ チョク: 直営 (ちょ く え い ) 
音 記号 ニチ 位置 (いち ) 
価値 (か ち ) 





同じ 音 記号 を 持っ て いて も 、 い ろ い ろ な 読み 方 を する 漢字 が あり ます 。 
「 ツ 復 百 1 p.96⑤) 


例 1. 各 カク 各 : 各地 (みか くち) 各国 (か っ こく ) 復 2 
格 : 格式 (な か くし き ) 客 : 旅客 ( り ょ か く ) 
0 グ 額 : 税額 ( ぜ い が く )  *「 り ょ きゃ く 」 と も 読む 。 
中 多 穴 ・ 来 客 (ちい きゃ く ) 
ラク 沙 : 有 段落 (だ ん らく <) 絡 : 短絡 (た ん らく 」 


793 


-。 作 習 2 


例 2. 


例 3. 


例 4. 


例 5. 


例 6. 


例 7. 


例 8. 


794 


| 


| 


> 


貴 映 避 黄 洪 誠 
半 当 届 豆 下 光導 貴 国 球 


館 沈 包 問 問 嘩 咽 誤 末 表 柚 誠 


岬 Rml 煙 宮 結 直 漆 不意 池 兆 紀 
El 表 選 所 





穫 ぐ 口 山 


さま 
一 


は 
ビン 


: 総務 課 (そう な か) 

・ 朱 人 道 (じゅ うど う ) 

: 科 和 (に ゅ うわ ) 

:・ 垂直 (すい ちょ く ) 

: 腫 眠 薬 ( チ すい みん や く ) 
・ 郵便 物 (ゆう びん ぶつ ) 











死 (せん し ) 

府 (と うふ ) 大 豆 

頭 (せん と う ) 頭痛 
登場 (と うぅ じょう) 登山 
た (た ん し ゅ く ) 





まとめ 中 


例 9. 未 ミ 未 : 未来 (みらい ) 
味 : 味方 (な か た ) 
マイ 妹 : 姉妹 (し まい ) 

例 10. 予 ヨ ョ ee の UI まり) 
ジョ 友 : 序論 ( じ ょ ろ ん ) 
ャ 野 : 平野 (へ ぃ や ) 

例 11. 列 レッ 列 : 行列 (ぎょ うれ っ ) 列車 (も っ し ゃ ) 
レイ 例 : 具体 例 ( ぐ た い れい ) 

例 12. 青 。 セイ ・ シ ョ ウ 青 : 青春 (せい しゅ ん ) 緑 青 (ろく し ょ う ) 
セイ ・ ジョウ 斉 動静 (と 3 う せい) 静脈 (じょう みゃく ) 
セイ 月 ・ 快晴 (か いせ い ) 

相 ・ 丁 洲 (せい まい ) 
2 二 情 : 情報 (じょう ほう ぅ ) 

例 13. 成 セイ ・ ジ ョ ウ 成 : 成 年 (せい ね ん ) 成仏 (じょう ぶつ ) 

セイ ・ ジ ョ ウ 成 : 全盛 期 (な ん せい ぃ いき ) 繁盛 (は ん じょう ) 





例 14. ボウ ・ モ ウ 亡 : 亡 父 (ぼう ょ ふ 
さ 錠 ( - う 




















9 太 用 練習 


) に 適当 な 漢字 を 選ん で 入れ て み ま し ょ う 。 ヒ ント と し て 、 後 ろ の [ ] に 
Pe 読み が あり ます 。 


厚 硬 更 交 校 効 苑 講 購 構 工 
功 紅 康 


NN イフ N ノ ハイ ハイ ヘイ ノ ハ 





AT1. 





B 1. 


7 ツ 6 


成 
生 


相手 側 の 一 方 的 な 主張 に 対し て 彼 は 態度 を ( 化 ) ミ きせ た 。 


トウ カ | 
この 薬 は ( 果 ) は ある が 、 副 作用 も 強い の で 服用 は 中 止 し た 。 
[コウ カ ] 
一 度 非行 に 走っ た 少年 を ( 。 生 ) させ る に は 、 周 囲 の 人 々 の 理解 が 
大 切 だ 。 5 みみ セイ リ 」 
つの 異な る 民族 が この 国家 を ( 旋 ) し て いる の で 、 問 題 が 多い 。 
[コウ セイ] 
彼女 は ( 店 ) 年 金 を 受け る 資格 が ある 。 [コウ セイ] 
盛 城 青 晴 静 情 精 清 制 製 . 
性 正 政 整 | 


企画 は 良かっ た が 、 販 売 の 方 は 今一つ ( 上 果 ) が 上 が ら な い 。 
[セイ カ .: 


銀行 家 の 差 子 と な っ た 少年 は 、 今 や ( 紙 ) 工 場 の 経営 者 だ 。 


[セイ シ 」 
. 暴力 を ( 上 止 ) す る に は 、 警 察 だ け で な く 市 民 の 協力 も 必要 だ . 
[セイ シ ` 
北欧 の 自然 を と っ た 写真 を ( 理 ) し て 、 展示 会 に 出し た 。 
[セイ リ ] 
体 を ぐる ぐる 回 転 き せ て か ら 急 に ( 上 止 ) す る と 、 ふ ら ふ ら す る 
[セイ シ ] 


暴 亡 忙 忘 望 防 方 放 訪 房 
報 法 豊 名 抱 | 


C1. 金 に 困っ た 男 が 家 に 保険 を か け て か ら ( 火 ) し 、 捕 まっ た 。 
[ホウ カ ] 


2. あの 建物 は 有名 な 建築 家 の 設 計 に よる も の だ が 、 古 く て ( 火 ) 設 
備 が 十分 で な い 。 [ボウ カ ] 


3. 今年 は 天候 に めぐ まれ て 、 米 の 出来 が よく 、( 年 ) 満 作 だ 。 
[ホウ ネン ] 


4. 政治 に 不正 が 多く 、 政 情 が 不安 に な り 、 つ い に 先月 ( 動 ) が 起き た 。 
[ボウ ドウ ] 


5. 実際 に は 起こ ちら な か っ た 事 を さも 起こ っ た よう に ( 道 ) す る の は 
記者 と し て の 良識 が 足り な い 。 [ホウ ドウ |] 


6. 国王 は 、 草 命 軍 に ( 囲 ) さ れ 、 国 外 脱出 を 断念 し た 。 [ホウ ゥ イ ] 


置 の [  ] か ら 適 当 な 語 を 選ん で (  ) に 書き 入れ な さい 。 


1. 彼 は 独特 な ( ) を 持っ て いる 。 [視点 示 点 ] 
2. 病人 を 24 時 間 ( ) する の は 、 激 務 だ 。 [介抱 介 包 ] 
3. ニュ ー ト ン は 引力 の ( ) を 発見 し た 。 [ 法 測 法則 」 


4. 彼 の 祖父 は 戦前 に ( ) 業 を 始め 、 大 成功 し た 。 [海軍 海運 ] 
5. 大 に か まれ て 足 に 大 の ( ) が つい た 。 [歯形 歯 型 ] 


6. 本 物 ( ) が 流行 し 、 自 然 の 物 が 好ま れ て いる 。  [ 志 向 仕向 . 矯 : 


リル ノ 


[| 復習 2 


中 . 


次 の 語 を 下線 の 形 声 文字 に 注意 し て 読ん で み ま し ょ う 。 


召集 ( ) す る  : 招待 ( 
・ 参照 ( 
直線 ( ) 正直 ( 
・ 放置 ( 
解説 ( ) す る  : 遊 説 ( 
・ 脱 税 ( 
刑 務 所 ( ) ・ 正 方 形 ( 
体型 ( 
研修 ( 
銀貨 ( ) ・ 根 性 ( 
予感 ( ) ・ 野生 ( 
矛盾 ( ・ 総務 課 ( 
・ 季 和 ( 
単位 ( 戦略 ( 
行列 ( ) 例外 ( 


人 事 院 の 勧告 を 受け る 。 
細胞 の 組織 を 塔 養 する 。 
深い 感 慌 を 覚え る 。 


2 本 の 線 が 垂直 に 交わ っ て いる 。 


) す る 
) す る 


) な 
) す る 


.。 次 の 文 が 読め ます か 。 音 記号 か ら 読 み 方 を 考え て み ま し ょ う 。 


どん な こと に も 誠意 を も っ て 真剣 に 取り 組む 。 


その 紳士 に 服 の 代金 を 請求 し た 。 


妊娠 し て いる 女性 が 腹痛 を うっ た えた 。 


) な 





セ 声 文字 の グル ー プ の 漢字 に つい て 下 の よ うに 辞書 を 引い て 、 読 み と 意 味 、 そ し て 
) ぶ だ に 役に立つ 庄 臣 を 調べ て 、 ノ ー ト に まとめ て み ま し ょ う 。 





文字 語 案 ・ 意 味 


構 








構造 (structure) N 文 の 構造 社会 の 構造 
機構 (organization) N 経済 機構 国際 機構 
構築 する (to build, to devise) VN 理論 を 構築 する 















































7 の 9 





1 刺 


200 


9 途 習 練習 1 斉 か ら 10 課 まで に 習っ た 漢字 の 復習 を し まし ょ う 。 


次 の 下線 の こと ば の 読み を 書い て み ま し ょ う 。 


父 が 死ぬ まで 愛用 し て いた 古い 外国 製 の 時 計 は 、 つ い 最 近 
まで 実に 正確 に 時 を 刻 ん で いた が 、 あ る 日 気がつく と 止ま っ て 


い だ 。 近 く の 専門 店 に 分 解 修 理 に 出し た ら 、 予 想 額 の 





二 悦 も か か っ た が 、 新 品 同 様 に 直っ た 。 





神 や 仏 じゃ ある まい し 、 不 断 の 努力 で 何で も 達成 で きる と 





あま 
思う だ グン で 考え が 甘 す きる 。 


この 4 月 で 5 年 の 海外 勤務 が 終了 し て 、 い よい よ 本 社 に 管 理 





戦 と し て 転 勤 する 。 帰国 を 前 に 研修 で 留学 し た な つか し い 東 


氷 


諸国 を 再訪 し た い 。 





どん な に 頭 の いい 人 で も 、 ど ん な に 美しい 人 で も 、 健 康 と 富 


NN 


成功 と 幸福 な 結婚 を すべ て 手 に 入れ る な ん て 不可 能 だ 。 


中 


今度 の 発展 途上 国 へ の 農業 機械 の 売り 込み 企画 は 、 


En 
選 


昇進 に 糸 する の で 「 ぜ ひ 参加 し た い 」 と いう 殺 望 を 出し た . 











予測 の つか な い 現 代 社会 の 危険 か ら 身 を 守 る た め に 、 普 段 か 








の 修練 が 大 切 だ と 柔道 と 合気道 を 斬っ て いた 友達 が 原 は 





明 の 病気 で 旬 急 死 | 


2 








相手 チー ム の 反撃 で 、 観 客 の だ れ も 予想 し な か っ た 展開 に 
な り 、 試 合 は 13 回 まで 延長 され た 。 


19 世 紀 後半 に 始ま っ た 産業 革命 に よっ て 、 西 欧 社 会 の 構造 





が 根底 か らく つが えさ れ 、 人 々 の 価値 観 も 前 と は か な り 軸 な 





っ た だ も の と な っ た 。 


沿 
叶 
受 
9 
其 
層 
RY 
融 
KT 
パ 


あの 若い 野心 的 な 建築 家 は 





革新 的 な アイ デア で 、 こ の 木造 の 教会 堂 を 設計 し た 








仕事 に 失敗 し 、 人 人生 に 和 失 記 し 、 酒 に 走っ た 男 は 、 不 健康 な 生 


活か ら 体調 を くず し 、 い つか 精神 に も 凌 常 を きた し た らし く 家 族 





に 乱 茜 を 働く よう に な っ た 。 

あの 著名 な 女優 は 、25 年 前 に アン ネ ・ フ ラン ク 役 を 演じ て 
世 に 認め ら れ た 。 し か し 不幸 な こと に 、 そ れ 以 来 今 に 至る ま 
で 潤 幸 な 少女 と いう 初演 の 印象 か ら 脱 皮 で き て いな い 。 今 


年 は 母親 役 に 挑戦 する と テレ ビ で 抱 負 を 語っ て いた 。 も う 47 歳 だ 。 





20/ 


A 
NO 


各 味 の クイ ズ 





各課 の 勉強 が 終わ っ た ら 、 ク イズ を や っ て み 
まし ょ う 。 ク イズ に は 解答 が つい て いま せん 
が 、 基 本 的 な 問題 で すか ら 、 自 分 で 各課 の 有 要 
点 を 見 直し て 答え を 確か め て くだ さい 。 先生 
や 友だち に 確か め て も ら っ て も よい で し ょ う 。 





< 第 1 課 クイ ズ > 
氏名 


1 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(10) 
1. 来 月 首相 は 欧州 へ 旅行 する 予定 だ 。 


2. 郵便 局 の 仕事 に つい て は 、 い ろ い ろ と 反省 する 点 が ある 。 





3. 県 庁 の 広報 係 に 開い て くだ さい 。 





4. この 厚い 本 を 読む と 、 日 米 の 経済 関係 の 問題 が よく わか る 。 
5. その 国王 は 、 まだ 独り 者 だ 。 


ーー | 


) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(10) 


衝 。 ) し い 人 々 が 川 の ( ) い と ころ で 魚 を と っ て いる 。 
EE あさ 


2. タイ は ( ) 教 国 で ぁ る 。 


ぶっ の 
3. この ( )( ) 史 の 本 は ( ) く て 読み や すい 。 


せ か い 2 が 
4. この 国 は 、1965 年 に ( )( ZS 
いく りつ 
5. 人 前 で 話す と 、( 生ん oN( 続 2 の 
か た 
6. きのう は ( ) が 痛く て 、 寝 られ な か っ た 。 
く び 


由 。 次 の 漢字 の 中 か ら 1 つ だ け 仲間 で な いも の を 選び 、X を つけ な きい 。(5X2 ニ 10) 


例 。 | 花 ・ 英 ・ 和 荷 ・ 課 ・ 家 | 音読み が 「 カ 」 の 仲間 
1. | 西 ・ 北 ・ 米 ・ 印 ・ 英 
2. | 濃 ・ 深 ・ 強 ・ 騙 ・ 軟 | 
3. 1 省 ・ 道 ・ 都 ・ 府 ・ 県 | 
4. | 経 ・ 絵 ・ 軽 ・ 計 ・ 係 | 
5.。 | 訂 ・ 町 ・ 野 ・ 停 ・ 訂 | 
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く 第 2 課 クイ ズ > 
氏名 


1I . 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(10) 


まつ の 


1. 輸出 の 拡大 に つい て 、 政 府 は 企業 か ら 圧力 を 受け て いる 。 


2. 戦争 の 後 、 大 量 生産 が よう や く 可 能 に な っ た 。 





い ぎ 
3. オリ ン ピ ビッ ク は 勝つ こと で は な く 、 参 加 す る こと に 意義 が ある 。 


4. オゾン 層 を まもる た め に 、 フ ロン ガス の 使用 を 縮小 し な けれ ば な ら な い . 


和 T. (  ) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(10X220) 


1 ) す る うみ 下 ( 0 
陸 泊 計り か こう 
2. 国内 問題 ee 国 ( ) 問 題 
べく 。 党 め 
9 ( を 9 ( ) 出 
し ゅ う に ゅ う し し ゆる 
4. 開始 する ee ( ) す る 
し ゅ う りょう 
5. 成 ( ) す る ee 失 ( ) す る 
せい こう し っ 。 ば い 
6. 単 ( ) な を うみ ( ) 雑 な 
だ ん じゅ ん AXK。 きつ 
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く 第 3 課 クイ ズ > 


国 氏名 


次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(8) 


シン ip 


教科 書 に ある 間違い を 語 止 し た 。 
この グル ー プ は 反 政 府 活動 を 文 援 し て いる 


雨 で 試合 が 一 時 間 中 断 し た た め 、 予 定 を 変更 し な けれ ば な ら な か っ た 。 


後 は 55 歳 で 退職 し て 、 い ま 次 の 仕事 の た め の 研 修 を 受け て いる 


テレ ビ 出 演 中 に けが を し て 、 テ レビ 局 か ら 治 療 費 を も ら っ た 。 


) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。 (6X2=12) 


ノバ スズ ( 0G 敗 で ちち に つつ Z/ 

き そく て い 

規則 が ( )、 由 き 夫 た 。 

か い , せ い 

レポ ー ト の 期限 を 来週 に ( まし で くれ まな ん の 
の 

あの 学校 で は エン ジニ ア を ( ) 成 し て いる 
よう 。 ぜ い 

あれ は 自動 車 を ( ) 造 し て いる 工場 だ 。 

せい 。 ぞう 
電話 を か け て も 、( ) 付 が な い 。 
お う と う 


. 次 の | | の 中 か ら 適 当 な 語 を 選ん で 書き な さい 。 (5X2 三 10) 


この 仕事 は 大 変 だ が 、 み ん な で 
| 分配 分類 分 担 分 割 | 
エレ ベー タ に 閉じ 込め られ た 人 を 。 
(援助 救出 救助 救援 | 


こわ れ た 機械 を し て 、 する 。 
分断 分 類 分 割 分 解 | 治療 診療 修正 修理 | 
新しい ドラ マ を する 予定 だ 。 


(制作 。 作成 創作 創造 | 


すれ ば 、 す で ぐに 終わ る 。 


し な けれ ば な ら な い 。 


2 の 5 


く < 第 4 課 クイ ズ > 
氏名 
I . 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(5X2 三 10) 
1. 漢字 は 線 の 一 本 一 本 まで 正確 に 書か な けれ ば な り ま せん 。 
2. 物事 を あま り 深 刻 に 考え を ない ほう が いい で す よ 。 
3. 人 間 の 自由 と 平等 は 、 保障 きれ な けれ ば な ら な い 。 
4. 雨 が ます ます 激しく な っ て きた 。 


5. 彼 は 確か に 事実 を 知っ て いる 。 


II. (  ) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。 (5X2=12) 


1. 人 間 は 、( )( ) が 一 番 大 切 だ 。 


けん 9 
2. この 国 は 、 石油 が ( ) ( ) に ある 。 
ほう 味 
3. 夏 を ( ) 適 に 過ごす た め に クー ラー を 買っ た 。 
か い てき 


四 . ( ) に 適当 な 漢語 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。(5X2 三 10) 


MI ) な 理由 が な けれ ば 、 欠 席 で きま せん 。 

Ro 6 の の がら 。 ず すく 人 ク の 当て くだ た きい 

3. 検査 の 結果 、 ど こ に も ( ) は あり ませ ん で し た 。 

4. 国際 人 は どん な 時 も ( ) な 考え 方 が で きる 必要 が ある 。 

5. 両親 は ( ) で は な か っ た が 、 子 ども に は 何で も 買っ て くれ た 。 










光 較 軟 盟 貧 級 柔軟 危機 危険 保険 険 加 
正常 正確 正当 正式 不 常 無常 非常 異常 
多幸 幸運 幸福 裕福 
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く < 第 5 課 クイ ズ > 


】 . 


(CO 。 oo ヽ ト J の の 記 


国 氏名 


次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(5X2 テ 10) 


イー へ 


邊 動車 保険 に 加入 し な けれ ば な ら な い 。 


し げん 
この 国 は 天然 資源 が 豊富 に ある 。 


つく え 


放 の 上 を 整理 し て くだ さい 。 
普通 電車 に 乗っ て 、 ゆ っ くり 旅行 を 楽し む 。 


これ は 、 こ の 物質 に 固有 の 性 質 で ある 。 


) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 三 10) 
ヽ NT つた 
父 は 消 【 )( ) に 勤め て いる 。 
じ ま ② まう し 
東京 の ( ) 外 に 家 を 買っ た 。 
人 


この 写真 か らい ろ い ろ な こと が ( )( ) で きる 。 
そう ぞう 


.。 正しい 漢字 を 選び な さい 。(10) 


大 使 館 で 政府 の 高 a. 官 b. 管 c. 菅 ! に 会 っ た 。 

テレ ビ で 野 la. 求 b. 球 c. 救 の 試合 を 見 る の が 好き だ 。 

この 店 は 来 月 で ちょ うど 一 la. 終 b. 週 c. 周年 に な る 。 
みん な の fa. 共 b. 強 c. 協力 が な けれ ば 、 完 成 で き な か っ た 。 
海 la. 低 b. 底 c. 畠 油 田 が 発見 され た 。 

こわ れ た 機 ia. 械 b. 解 c. 改 | を 修理 し た 。 

アパ ー ト の la. 官 b. 管 c. 菅 [ 理 人 に か ぎ を も ら う 。 

試合 に 負け て 、 本 当 に 残 a. 然 b. 念 c. 租 だ 。 

イタ リッ ク の 文字 は 、 強 la. 張 b. 長 c. 調 する 時 に 使う 。 

本 の 貸し 出し 期 ja. 元 b. 限 c. 現 は 、 来 週 の 土曜 まで だ 。 


く 第 5 課 クイ ズ > 
氏名 
1 . 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(10) 
1. この 国 は 進学 率 が 高く 、 総 人 口 の 10% 以 上 が 大 学 に 進む 
2. デパ ー ト の 食堂 は 、 こ の 時 間 に は 満員 だ ろう 。 


3. 最新 型 の カメ ラ の 横 に 、 上 旧式 の カメ ラ が な らん で いる 。 


こ コ 


政治 や 軍事 関係 の 諸 問 題 を 話し 合う 。 
5. 特急 券 の 金額 を 教え て くだ さい 。 


IL. ( ) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 テ 10) 


| ) 国 の 代 ( ) が 入場 し た 。 
が っ ら 。 こく 。 だ いひ ょ とう た ん 


2. まどか ら 新 宿 の ( ) 高層 ビル が 見 える 。 
生ま の も の で つり 
( ) 開 の 土地 で 、 技 ( ) と し て 働く こと に な っ た 。 
3 攻 


四 . 正しい 漢字 を 選び な さい 。(5X2 ニ 10) 


隔 に ia. 再 b. 最 c. 魚 入 国 す る 時 は 、 ビ ザ が 必要 だ 。 
新幹線 の 運 軍 転 la. 家 b. 士 c. 者 に な り た い 。 

表 相 の 席 を 強硬 fa. 派 b. 軍 c. 群 の 議員 が 取り 囲ん だ 。 
経済 成長 ja. 率 b. 値 c. 額 が 下降 し て いる 

その 鳥 は 、 博 ja. 界 b. 層 c. 帯 の ジャ ング ル に 住ん で いる 。 


Cm - 璧 OO hh ト 5 
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く 第 / 課 クイ ズ > 
還 氏名 


I . 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(5X2 テ 10) 
1. 高価 な 家具 だ か ら 、 乱 暴 に 動か し て は いけ な い 。 


2. 郵便 を 出す 前 に 、 送 り 先 の 住所 を 確認 する 。 
3. 健康 の た め に は 、 十 分 な 睡眠 を と る こと が 大 切 だ 。 
4. コピー の 倍率 を 86% に し て 、 縮 小 す る 。 


5. 医師 の 指示 に し た が っ て 養生 する 。 


上 . ( ) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 テ 10 ) 
1. 秋 に な る と 、 い ろ い ろ な 木の実 が ( UM 
じゅ く 
2. 相国 を ( ) す る 気持 ち を 歌 に し た 
あい 
3. 研修 期間 中 は 、 無 断 外泊 を ( 2 
きん 
4. 先生 の お 名 前 は 、 よ く ( ) じ て お り ま す 。 
ぞ ん 
5. 山下 氏 を 外務 大 臣 に ( ) じ る 。 
に ん 


四 . 適当 な も の を 選び な さい 。(10) 
大 雪 の た め 、 ス リッ プ 事 故 が fa. 多発 b. 併発 c. 乱発 | し て いる 。 


し 
箇 


2. 東京 の 趣 外 に 変 を la. 再建 b 新築 c. 併設 | する 。 

3。 団体 旅行 で は 、 時 間 を ja. 厳禁 b. 上 厳守 c. 上 厳 重 「 する こと 。 

4. 宗教 の 異な る 民族 が la. 共生 b. 共立 c. 共 礁 | する 。 

5. 睡眠 薬 を la. 試用 b. 常用 c. 重用 | する と 危険 だ 。 

6. 前 回 に 引続き 、 田 中 氏 が 会 長 に la. 改選 b. 上 厳選 c. 再選] され た 。 
7. ー ヨ ー ク 市 場 で 株 価 が ja. 暴落 b. 急 降 c. 激変 | し た 。 

8. 家 を 増築 する た め の 費 用 を |a. 外観 b. 概算 c. 概要 | し て も ら っ た - 
9. 父 は 昨夜 、 入 院 先 で la. 永遠 b. 永生 c. 永眠 | し た 。 

10. 選手 は クラ ブ の la. 愛用 b. 共用 c. 専用 コー ト で 練習 し て いる - 


く 第 6 課 クイ ズ > 
国 氏名 


1 . 次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(10) 
1. 川 の 水 で 子ども の 汚れ た 手足 を 洗っ た 。 


2. コン ピュ ー タ 占い に 若い 女性 の 人 気 が 集 まっ て いる 。 
3. その 男性 は 大 き な 花 東 を 両手 に 抱え て いた 。 

4. 地球 に 優し い 商 品 の 開発 が 盛ん に 行わ れ て いる 。 

5. 現代 人 の 食 生 活 は 、 カ ル シ ウ ム が 著しく 不足 し て いる 。 
6. 彼 は 、 頼 まれ る と 断れ な い 性 格 だ 。 

7. 父 の 大 切な 絵 を や ぶっ て 、 怒 られ た 。 


8. 高速 道路 で スピ ー ド 違反 で 捕まっ た 。 


l『. ( ) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 ニ 10) 
1. 彼 は 実力 は ある が 、( ) 神 的 な 弱き が ある 。 
ei: せい 。 し ん て き 
2. 列車 の 事故 で お お ぜ い の 多 ( が 則 だ 。 
SI し 才 よ う し ゃ 
3. 運転 免許 の 取得 は 、18( ) か ら 認 め ら れ て いる 。 
さい 
4. 国連 で 働き た いと いう ( ) 望 が か な っ た 。 
-、。 き ぼう 
5. 今回 の アン ケー ト 調査 の 対 (  ) は 、20 代 の 女性 で ある 。 
22 よう 


四 . 下線 の 漢字 が [ | と 

1. [エキ ] a. 役員 b. 使 役 c. 主役 
[ジン ] a. 神社 b. 神 父 c. 神様 
[リキ ] a. 暴力 ヵ ゎ . 実力 c. 力学 
し 半 | 各 。 通 寺 
[ ソ ] aa. 素顔 b 


_ Cm 忌 65 h ト 5 
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く 第 9 課 クイ ズ > 


1 . 


mm 
箇 


(の oO = の の) Q① 忌 (OO hh5 


トレ] 


氏名 


次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。(10) 


鼻 が か ゆか っ た が 、 く し ゃ み を し な いよ うに 人 共 力 し た 。 

肉 を 柔らか く 煮 る た め に 、 ハ ー ブ の 葉 を 使う 。 

基地 を まま る と き 、 彼 女 が 手 を 振っ て いた の が 忘れ られ な い 。 
うぐいす に 似 た 鳥 が 木 の 上 で 鳴い て いる 。 


手織 り の ネクタイ を 5 ダー ス 、 デ パー ト に 納め た 。 


) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 テ 10) 
父 は コン ピュ ー タ の 会 社 に ( )( ) し て いる 。 
さん む 
この タン ス は 服 が た くさ ん 収 ( ) で きる 。 
し 4OD9 の う 


この 店 は 、 ハ ンド バッ グ や ベル ト な どの ( )( ) 製 品 を 
あつ か っ て いる 。 ひ か く 


. 正しい も の を 選び な さい 。(10) 


ビス トル を la. 打つ b. 撃つ | 音 が 聞こ えた 。 

母 の 日 の la. 送り 物 b. 贈り 物 | を 買っ た 。 

妹 は ピア ノ を la. 引く b. 弾く | の が 上 手 だ 。 

外 を 見 た ら 、 雪 が la. 降っ て b. 振っ て | いた 。 

米 の 中 に 石 が ja. 混じっ て b. 交じっ て } いる 。 

夏休み に 富士 山 に la. 上 っ た b. 昇っ た c. 登っ た !。 

上 野 で JR 線 に 乗り la. 替 えた b. 代 えた  c. 換 えた 『。 

長 さ を la. 量 っ た ら  b. 測 っ た ら  c. 図 っ た ら 」、1 メートル あ っ た 。 
その 会 社 の la. 本 b. 元 c. 基 { 社長 が な く な っ た 。 

あの 人 は 学会 の 会 長 を la. 協 め た  b. 務 め た  c. 勤 め た 」 こ と が ある 。 
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く 第 10 課 クイ ズ > 
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(の oO SM の @⑦⑫ た (5 hh ト 5 


国 氏名 


次 の 下線 の こと ば の 読み 方 を ひら が な で 書き な さい 。 (10) 


略式 の あい さ つ で 、 申 し 訳 あ り ま せん 。 

あの 照明 器具 は 、 値 段 の わり に よく 見 える 。 

根本 的 な 間 題 を 解決 し な けれ ば 、 こ の 町 の 発展 は な い 。 
事故 の 原因 に つい て 討議 し た 結果 を 報告 する 。 
基礎 的 な こと か ら 学 び 始 め た が 、 ず いぶ ん 上 達し た 。 


) に 適当 な 漢字 を 書き な さい 。(5X2 テ 10) 


年 の 初め に 社長 の 話 を 聞く の が ( 6 ) に な っ て いる 。 


か ん れ い 
本 を ( NN( ) 正 し く 並 べた 。 
じゅ ん 本 
人 |( ) を 増やす た め に 本 を た くさ ん 読む 。 
ち 。 し き 


最も 適当 な も の を 選び な さい 。 (10) 


彼 は la. 意思 b. 意 志 c. 意 見 | が 強い 。 

木村 先生 の la. 講演 b. 講義 c. 演説 | は 休講 に な っ た 。 

新しい 商品 が la. 企画 b. 計算 c. 計 略 | され て いる 。 
つい に 目標 を la. 成功 b. 達成 c 到達 | し た 。 

彼女 の 日 本 語 は どん どん la. 進歩 b. 発達 c. 発展 | し た 。 

この 説明 は 、 |a. 根本 的 .b. 対照 的 c. 比較 的 | わか りや すい 。 
政治 改革 を テー マ に la. 議論 会 b. 討論 会 c. 論理 会 | が 開か れ た 。 
宿題 を 忘れ た こと に つい て la. 弁解 b. 申し 訳 c. 理由 | する 。 

米 の 品種 を ja. 改革 b. 改 良 c. 改 正 | し て 、 お いし くす る 。 

私 は 毎朝 2 キロ 歩く la. 慣習 b. 習性 c. 習 人 が ある 。 


ぐ 解 


第 1 課 
園 基本 練習 回 
ト 。 1。 部 首 が 「 」 (さんずい) ・j 濃 , q 減 
2. 音読 み が 「 コ ウ 」 ・m 高 。 v 硬 
3. の イィ 導 : f 苦 し い ノ 苦い , j 濃い , m 高 い 
p 難 しい, u 軟 ら か い , v 人 硬い 
② 送 り が な が 「- い 」 の 形容 詞 :{ 苦 (に が ) い , j 濃い , m 高 い , v 硬 い 
4 . UM 「 田 」 が ある ・n 界 
5. 官公 庁 の 組織 ・b 省 。 k 係 
6. 音読 み が 「 シ ュ ウ 」 ・ て C 州 。 t 習 
7. 字形 の 中 に 「 王 ] が ある ・ W 王 , * 全 
8. 部 首 が 「 欠 」 ・o 欠 , u 軟 
9. 国名 ・e 独 , r 印 
10. ① イ 形容 詞 SU で 同じ 
② 送 り が な が 「- し い 」 の 形容 詞 : f 苦しい, p 難 し い 
11. ① 動 詞 ・b 省 く , g 通 る / 通 す / 通 う , 1 教える, o 和 欠 
旨 く 。 q 減る / 減 ら す , s 乗る / 乗 せる , t 習 う 
② 助 詞 「 を 」 を と る 動詞 ・b 省 く <, {f 苦 しめる, g 通 す , i 教 える, 
m 高める, o 欠 く , q 減 ら す , s 乗 せる , {習う 
③ 送 り が な が 「- る 」 の 動詞 ・g 通 る , q 減 る , s 乗 る 
12. 体 の 部 分 ・d 首 , Y 目 
由 . 1. 赤 ( あ か ) い 青 ( あ お ) い , 黒 ( く ろ ) い , 白 ( し ろ ) い , な ど 
2. 上 兄 ( あ に ) 姉 ( あ ね ), 妹 ( い も うと ), 弟 ( お と うと ),、 な ど 
3. 東口 (ひがし ぐち ) 西口 (に し ぐち ), 南口 (みな み ぐ ち ), 北口 (きた ぐち ), 中 
「 央 口 ( ち ゅ うお う ぐ ち ) 
4. 指 ( ゆ び ) 足 ( あ し ), 手 ( て ), 頭 ( あ た ま ), 首 ( く び ), な ど 
5. 後 ( う し ) ろ 前 (まえ ), 右 ( み ぎ ), 左 ( ひ だ り ), 横 ( よ こ ), な ど 
6. 春 ( は る ) 夏 ( な つ ), 秋 ( あ き ), 冬 ( ふ ゆめ) 
7. 朝 ( あ る さ ) 昼 ( ひ る ), 夜 ( よ る ), 夕方 (ゆう が た ), 夜中 ( よ な か ) 
8. 暑 ( あ つ ) い 寒 ( さ むせ ) い 。 注 (すず ) し い , 暖 ( あ た た ) か い 
9 (9) Eh( い ん ), 英 (えい ), 加 ( か ), 韓 ( か ん ), 西 (せい ), 中 (ちゅ う ), 
独 ( ど く ), 日 (に ち ), 露 ( ろ ), な ど 
10. 厚 ( あ つ ) い 薄 ( う す ) い , 大 (お お ) き い , 小 ( ち い ) さ い , 重 ( お も ) い , 高 ( た 
か ) い , な ど 
11. 文部 科学 省 ( も ん ぶ か が くし ょ う ) 環境 (か ん きょう ) 省 , 厚生 労働 (こう せい ろ 


う どう ) 省 , 財務 (ざい む ) 省 , 総務 (そう む ) 省 , 法務 (ほう む ) 省 , 


外務 (が いむ 


) 省 , な どら P.27 
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12. 医者 (いし ゃ ) 学者 (が くし ゃ ) , 新聞 記者 (し し ん ぶん き し ゃ ) , 小説 家 (し ょ 
う せ つか )/ 作 家 ( さ っ か ) , 政治 家 ( せ いじ か ) , 音楽 家 ( お ん 
が く か ), 画家 (が か ), 歌手 (か し ゅ ), 運転 手 ( う ん て ん し ゅ ), 
スポ ー ツ 選手 (せん し ゅ ), 会 社員 (か いし ゃ いん ), 銀行 員 ( ぎ 
ん こう いん ), 教師 (きょうし), 看護 師 ( か ん ご し ), な ど 

13。 上 島 業 ( の うき ょ よう ) 美 ( こ うき ょ う ), 商 し し ょ うき ょ う /。 光 業 ( き よき 、 
う ), 林業 (りん ぎょ う ), な ど 

14. 交通 費 (【 こ うつ う ひ ) 食 ( し ょ く ) 費 , 教育 (きょう いく ) 費 , 住居 (じゅう 
き ょ ) 費 , 交際 (こう さい ) 費 , 光熱 (こう ね つ ) 費 , 衣料 (いり ょ 
う ) 奄 。 な ど 

15. 映画 館 ( を い が か ん ) 図書 館 ( と し ょ か ん ), 美術 館 ( び じゅ つか ん ), 水族 館 
(すい ぞ く か ん ), 食堂 (し ょ くど う ), 喫茶 店 (きっ さて ん ), 教 
Se の) など 

16. 首 ( く ぴ ) 頭 ( あ た ま ), 手 ( て ), 足 ( あ し ), 指 ( ゆ び ), 歯 ( は ), 目 ( め ), 
了 征 ( み み ), 腹 ( は ら ), 胃 ( い ), 腰 ( こ し ), な ど 避 P.74 


応用 練習 副 


a 会 議 , b 仕 事 , e 勉 強 , {電話 : 継続 的 な 動作 (continuous action) を 表す VN 
c 西 , d 仏 . e 独 . f 英 : 国 や 言語 を 表す 

b 曲がっ て , c 通っ て , d 渡 っ て , e 歩 いて : 通過 点 の 「 を ] を と る 動詞 
a 熱 す ぎ て , b 濃 すぎ て , d 潤 すぎ て : お 茶 の 性 質 に 使え る 形容 詞 

b 頭 , d 体 , e 首 , f 歯 ・「 て が 痛い 」 と 言え る 体 の 部 分 

c 教育 , e 経済 , f 歴史 : 大 学 で 勉強 する 科目 (subjects) 

a 放送 局 , c 新聞 社 , d 外務 省 , e 防 衛 庁 : 仕事 を する 場所 

。 読書 , d 料理 , e 旅行 , {運動 : 越 味 (hobby) に な る こと 

a 山口 県 , b 北 海道 , d 京都 府 。 e テキ サス 州 : 地名 お よび 地方 名 

10. c 首相, d 大 統領 , e 元首 , {国王 : 国 の 上 に 立つ 人 (*「 国 長 ]「 国 首 ] と 
いう こと ば は な い 。) 


(の oO ヽ = の (OO ト 5 一 


1. ① 省 ( し ょ う ) 2. ② 府 ( ふ ), ③ 府 ( ふ ) 

3.。 ④⑭ 世 ( せ い ), ぐ ⑤ 王 ( お う ), ⑯ 世 ( せ い ), ⑦ 王 ( お う ) 

4 . ー ⑩ 県 (けん ) Ds。 65 届 し らち よう) 

6. ⑫ 界 ( か い ), 界 ( か い ) を 局 ( き ょ く ), ⑳0 郵 ( ゆ う ) 

8 欧 ( お う ) 9. 2 薄 ( う す ) く て , @3 濃 ( こ ) く ※*《@2⑫, @⑬ は 反対 で も よい 。 

世 ( せ ), ⑯ 界 ( か い ), @⑳ 貧 ( ま ず ) し い *《⑳⑯, @ は 「 日 」「 本 」 で も よい 。 
散 ( あ さ ) い , @8 硬 ( か た ) く / 赤 (あか ) く 


.。 ⑳⑪ 
10. ⑳ 
《7 ? 

⑳ 局 ( き ょ く ), ⑩~-⑳⑩ 省 ( し ょ う ), ⑳~⑳⑭ 庁 ( ち ょ う ) 


第 2 謎 

田 基本 練習 較 

[I. 1. 不便 ( ふ べ ん ) N A 
2. 最高 (さい こう )  N 
3. 出発 (し ゅ っ ぱつ ) VN 
4. 有料 (ゆう りょう ) N 
5. 戦前 (せん ぜん ) N 
6. 短所 (た ん し ょ ) N 
7. 増加 (ぞう か ) VN 
8. 女性 ( じ ょ せ い ) N 
9. 国際 (こく さい )  N 
10. 退院 (たい いん) VN 
11. 親切 (し ん せつ ) N A 
12. 低温 (て い お ん ) N 
13. 出国 (し ゅ っ こく ) VN 
14. 長期 (ちょ うき )  N 

財 . 1. 可能 (かのう ) N A 
2. 高気圧 (こう き あ つ )N 
3. 有効 (ゆう こう ) N A 
4. 多量 (た りょう )  N 
5. 収入 (し ゅ うに ゅ う )N 
6. 終了 (しゅ うり ょ う )VN 
7. 参加 (さん か ) VN 
8. 無能 ( む の う ) NA 
9. 失敗 (し っ ぱい ) V N 
10. 簡単 (か ん た ん ) N A 
11. 外部 (が いぶ ) N 
12. 縮小 (し ゅ くし ょ う )VN 
13。 敗北 (は いぼ く ) VN 
14. 下層 (か そう ) N 

田 応用 練習 圏 


EE 上 上 兄 し と の し しょう) 
$ 
下降 (か こう ) 


を は 便利 (べべ ん り ) N A 


を ひ 
を ゅ 


1 すす も も よ ま も 4 よる 


を 
を みゆ 


最低 (さい て い )  N 
到着 (と うち ゃ く ) VN 
無料 (むりょう)  N 
戦後 (せん ご ) N 
長所 (ちょ うし ょ ) N 
減少 (げん し ょ う ) VN 
男性 (だ ん せい )  N 
国内 (こく な い )  N 
完 (に ゅ うい ん ) VN 
0 (ふし ん せつ )N A 
品 (こう お ん ) N 
入国 (に ゅ うこ く ) VN 
(た ん さき) N 


不可 能 (ふか の う ) NA 
je 
無効 (むこ N A 
PB 
支出 (し し ゅ つ )  N 
開始 (か いし ) VN 
不参加 (ふさ ん か ) VN 
有 能 (ゆう の う )  NA 


を * 成功 (せい こう ) VN 


を は 複 雑 (ふく さ つ ), 


を * 内 部 (な いぶ ) N 
を ‥ 拡大 (か くだ い ) VN 
を みゆ 勝利 (し ょ うり ) VN 


和み 上 層 (じょう そう ), 


gO1ng UD 


golng down 


解答 


難解 (な ん か い ) NA 


上 流 (じょう りゅう ) N 


2. 収入 (し ゅ うに ゅ う ) N income 


EE> コロ 
還 
1 


LEO の N eXxDenSeS 
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3 . (お く な い ) 
屋外 (お く が い ) 
4. 最良 (さい りょう ) 


を 
最悪 (さい あく ) 


5 . ビ ョ (だ ん じゅ の ん) 


複雑 (ふく ざ つ ) 
6. 可能 (か の う ) 
す 


不可 能 (ふか の う ) 
少数 (しょう すう) 


を 
多数 (た すう ) 
9 . 開会 (か いか い ) 


閉会 (へ いか い ) 
9. 成功 (せい こう ) 


失敗 (し っ ぱい ) 
10. 拡大 (か くだ い ) 


を 
縮小 (しゅ くし ょ う ) 








t 
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代 く 1 
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人 





ら 
天 
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に 
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下層 (か そう ) 
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(は いぼ くし ゃ ) 
1. 上 層 (じょう そう ) ン 上 流 ( 


N indoor 
N outdoor 
N the best 


N the worst 
N Asimple 


NA complex 
NA possible 


NA impossible 


N a minority 


N a majority 
VN opening 


VN closing 


VN success 


VN failure 
VN enlargement 


VN reduction 








層 (せい こう ) 


内 
を 名 語 
外 
良 (良い ) 
を 形容 語 
悪 (悪い ) 
間 
す その 他 
複 
二 接辞 
少 (少な い ) 
す 形容 詞 
多 (多い ) 
開 (開け る ) 
す 動 語 
閉 (閉め る ) 

その 他 
央 <( 天 きり) 

形容 詞 


小 (小さ い ) 


勝利 者 (し ょ うり 9 しゃ) 


( じ よ うり いひ う た 
*※ | 下流 階級 ] と いう こと ば は な い 。 


収 


咽 


収入 (し ゅ うに ゅ う ) 
収集 (し ゅ うし ゅ う ) 
収支 (し しゅう し) 
参考 (さん こう ) 
参加 (さん か ) 
参戦 (さき ん せん ) 

ド 居 (じょう そう ) 


党 選 


陣 


ヶ 由 障 陣 菅 鼓 哉 


ww 


う 3 へ 。 うく 
営 高 病 閉 


澤 巡 天 圧 大 


っ 3 へ 
CE 


RA 
内 戦 ( な いせ ん 
作戦 (さく せん 
決勝 (けっ し ょ う ) 
快勝 (か いし ょ う ) 
優勝 (ゆう し ょ う ) 


) 
) 
) 
写 ( ふ くし ゃ ) 
) 
) 
) 


解答 


1nCOme 

collection 

revenue and expDenditure 
reference 

participation 

to enter a war 

UuDDer ClaSsseSs 

geological stratum 

lower classes 
intelligence 

DoSSible 

able , 


calorific value 


COmnDetent 


weight 

Small quantity 
1mport 

tranSDOrt 

eXDOTt 
pure-hearted 

Dure gold 

Durity 
complicated 
plurality 
reDroduction, CODy 
cold War 

ClVil War 

tactics 

final game 

eaSlly galned Victory 


to be a champion 


分 割 ( ぶ ん か つ ) す る 
分 類 ( ぶ ん る い ) す る 
仕事 を 分 担 ( な ぶん た ん ) す る 
1 
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C) 


D ) 


( ら oO ヽ NN の 6 の) 品 R (OO トト O 一 


= 
9 


oO ヽ へ の の 選 6 DO う 一 


ら CO [5 つ お CO h5 一 な ド (OO [oO 一 


規則 を 改正 (か いせ い ) す る 
虫歯 を 治療 (ちり ょ う ) す る 
間違い を HP を 
三輪 車 を 修理 (し ゅ うり ) す る 
学校 を 退学 (た い が く ) す る 
会 社 を 退職 (た いし ょ く ) す る 
運動 会 を 中 止 ( ち ゅ うし ) す る 
営業 を 停止 (て いし ) す る 
川 で お ぼれ た 人 を em 
人 々 を 経済 的 に 

災害 【 YR 
考え に 賛同 し て 活動 を 支援 


(きめ グ し ょ ) ず る 
助 ( を ん じ ょ ) す る 

(きゅう えん ) す る 
(し えん ) す る 


吾 会 議員 [を ] 選 記 こと プ 出 すこ と 

気候 [が ] 変わ る こと 

物価 [が ] 変わ る こと ノ 動 く こ と 

進学 率 [が ] 低く な る こと ププ 下がる こと 

人 材 [を ] 育て る こと 

デル ビン ドク マ | を 1 VE6 と 

憲法 [を] 改 (あら た ) め る プ か える な お す 動 き 
ガン [を ] 治 ( な お ) す 機械 

難民 [を ] 救 ( す く ) う た すけ る 活動 

テレ ビ [に ] 出る と いう 知ら せ 


変動 【( へ ん どう ) 一 変わ る 土 動く ー 変 わっ て 動く 
変色 (へ ん し ょ く ) 一 変わ る 十 色 ー 色 が 変わ る 
分 類 ( ぶ ん る い ) 一 分 ける 十 類 ー 類 に 分 ける 
救助 (きゅう じ ょ ) 一 救 ( す く ) う 填 助 (た す ) け る 救っ て 助け る 
退職 (た いし ょ く ) つ 退 ( し り ぞ ) く <〈 く 二 職 三 職 を 退く 
改正 (か いせ い ) 一 改 ( あ ら た ) め る 正す 三 改め て 正す 
延期 (えん き ) 一 延 ( の ) ば す 二 時期 時期 を 延ばす 
消火 (し ょ うか ) 一 消 ( け ) す 十 火 = 火 を 消す 


応用 練習 田 


テレ ビ ド ラマ を 制作 (せい さく ) する 
書類 を 作成 (さく せい ) する 
ユー トピ ビア を 創造 (そう ぞう ) する 
コン ピュ ー タ を 製造 (せい ぞう ) する 
お ぼれ た 人 を 救助 (きゅうじょ ) する 


(mm 心 CO [5 う 一 


⑱ コラ ム 3 参 


1 . 組み 立て ク 。 
6 . 押し 売り / . 
11. 飛び 込み 台 12. 
第 4 課 
田 基本 練習 圏 
I. 1. 高価 な 
2 だ 作 
3. 困難 な 
4. 急激 な 


学費 を 援助 (そん じ ょ ) する 
閉じ 込め られ た 人 々 を 救出 (きゅう し ゅ つ ) する 


エイ ズ を 


治療 (ちり ょ う ) する 


法律 を 改正 (か いせ い ) する 


間違っ 7 


試合 が 
会 議 を 
会 社 を 
費用 を 
機械 を 
英 を 











分 担 


分 解 


計上 正 (て いせ い ) する 
延長 (えん ちょ う ) する 
延期 (を ん き ) する 
辞職 ( じ し ょ く ) する ※*「 止 職 」 と いう こと ば は な い 。 
ぶん た ん 
ぶん か い ) する 
分 断 (ぶん だ ん ) する 


) する 

















2. 改札 口 3 ES 
5. 治療 代 6. 退職 する 
8. 助手 9. 変更 する 
11. 制度 , 改革 する 12. 製造 する 
14. 改訂 版 … 15. 延期 する 
17. 断定 する 18. 退学 する 
20. 救助 する 21. 停止 信号 
23. 分 配 する 24. 延長 , 
【 問 題 】p.60 
割り 引き 。 3. 立ち 入り 4. 売り 上 げ 5. 香 
編み 物 。 8. 封切 り 9. 梅干 し 10. 田植 え 
0 
5. 谷 静 に 9. 温厚 な 13. 貴重 
6. 重要 な 10. 深刻 に 14. 危険 
7. 多様 な 11. 快適 15. 平等 
8. 貧乏 12. 正確 な 16. 強 碑 な 





* い た 
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解答 
ル . A:1. 健康 な 体 の 状態 が いい よう す 
2. 幸福 な つつ し あわ せな よう す 
3. 平等 な 一 みん な が 同じ で ある よう す 
4. 快適 な 一 気持 ちがい いよ うす 
5.。 豊富 な 一 た くき ん あっ て 、 ゆ た か な よう す 
6.。 朱 軟 な ー や わら か く て 、 し な や か な よう す 
7. 確実 な つ た し か で 、 間 違い が な いよ うす 
83。 必 症 な つい つの も と 同じ で 、 た だ し いよ うう 
9. 濃厚 な 一 色 や 味 な ど が こい よう す 
B: 1. 過激 な 一 考え ゃ 行動 が は げ し すぎ る よう す 
2. 貧弱 な 一 みす ぼら し く て 、 見 か けが 悪い よう す 
3. 異常 な ー いつ も と 違っ て 、 お か し いよ うす 
4. 危険 な 一 あぶ ぶな いよ うす 
5. 深刻 な 一 重大 で 、 ふ か く 考 える よう す 
6. 強硬 な つ や り 方 が つよ すぎ る よう す 
一 応用 練習 較 
1 . 1. ぐつ 複雑 (ふく ぎ つ ) な 9. @ き 不 必要 ( ふ ひ つよ う ) な 
不要 ( ふ よ う ) な 
2. = き 無力 (むり ょ く ) な 10. @ き 不正 確 ( ふ せい か く ) な 
3. を 不運 (ふう ん ) な 11. @ き 不利 (ふり ) な 
4. @ き 裕福 (ゆう ふく ) な 12. @ き 不 完全 (ふか ん ぜん ) な 
5. 生 異常 (いじ ょ う ) な 13. を e 呈 不可 能 ( ふ か の う ) な 
6. @ き は 不 自由 (ふじ め ゆう) な 14. を は 健康 (けん こう ) な , 
丈夫 (じょう ぶ ) な 
7. は 危険 (きけ ん ) な 15. 不快 (ふか い ) な 
8. を @e き 不平 等 ( ふ び ょ うど う ) な 16. 強硬 (きょう こう ) な 
時 . 1. 高価 (こう か ) な プレ ゼン ト 10. 豊富 (ほう ふ ) な 水 
2. 急激 (きゅう げき ) な 変化 11. 異常 (いじ ょ う ) が な い 
3. 危険 (きけ ん ) だ 12. 均等 ( き ほんとう) に 与え る 
4. 冷静 (れい せい ) だ 13. 軽快 (けい か い ) な 足 どり 
5. 正確 (せい か く ) だ 14. 貧 乏 ( び ん ぼう ) だ 
6. 温厚 (お ん こう ) な 田中 さん 15. 強硬 (きょう こう ) に 持ち 込む 
7. 貴重 (きち ょ う ) な 体験 16. 健康 (けん こう ) の た め に 
8. 裕福 (ゆう ふく ) だ 17. 貴重 (きち ょ う ) な 動物 
9. 健全 (けん ぜん ) な 育成 
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芽 . 1. 正確 (せい か く ) な こと 


2. 正常 (せい じょう ) に 作動 する , 
異常 (いじ ょ う ) な ノノ 危険 (きけ ん ) な 
3。 幸運 (こう うん ) に も 
4. 豊富 (ほう ふ ) な 水 
5. 和 柔軟 (じゅ うな ん ) に ノ 稚 静 ( れ いせ い ) に 対応 で きる 
6. 健全 (けん ぜん ) な 精神 , 健康 (けん こう ) な 身体 
7 等 (びょう どう ) な 権利 
8. 急激 (きゅう げき ) に 進む 非常 ( ひ じょう ) に 進む 
9. 深刻 (し ん こく ) に 考え る 
10. 悪質 (あく し つ ) な / 危 険 ( き けん ) な ノノ 異常 (いじ ょ う ) な 犯罪 
VM. a. 深刻 (し ん こく ) な ノノ 大 変 ( た い へ ん ) な 社会 問題 
b. 便利 ( べ ん り ) で ぜいたく な 消費 生活 
c. 異常 (いじ ょ う ) な ノノ 大 変 ( た い へ ん ) な 事態 
d. 不可 能 ( ふ か の う ) に な る 
e. 自分 勝手 ( じ ぶ ん か っ て ) な 論 
f . 貴重 (きち ょ う ) な ノノ 大 切 ( た いせ つ ) な 資源 
9. 必要 (ひつ よう ) が ある 
h . 必要 (ひつ よう ) な も の 
i. 大 切 ( た いせ つ ) に ンプ 上 手 ( じ ょ うず ) に 使う 
) . 可能 (か の う ) 性 
纏 5 齋 
田 基本 練習 蘭 
1. 1. a 化学 (か が く ) 11. b 両親 (りょう し ん ) 
2. b 一 階 ( い っ か い ) 12. a 東部 (と うぶ ) 
3. a 関心 (か ん し ん ) 13。 4 作 記 (で ん さき) 
4. b 家事 (か じ ) 14. a 高価 (こう か ) 
5。 b 国歌 (こっ か ) 5 を 敵 邊 う つ しょう) 
6. a ER 16. b 想像 (そう ぞう ) 
た 。 個人 (で りん) 17. b 期限 ( き げ ん ) 
8. b FPN 18. a 保健 (ほけ ん ) 
9. b 私 用 (し よう ) 19. a 強力 (きょう り ょ く ) 
10. a 期間 (きか ん ) 20. a 整形 (せい けい ) 


解答 
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I. 1. 』 使 用 料 *※「 使 用 料 」 は 料金 、「 使 用 量 」 は 使っ た 量 。 
2. b 自 動 販 売 機 *「 器 」 は 入れ 物 、 道 具 な の で 「 販 売 器 」 は な い 。 
3. a 英 米 文学 研究 科 *「 課 」 は 事務 職 で 使わ れる 。 
4. b 消 防 閉 * ま 「 消 防 緒 」「 警察 署 」 税 季 者 」 ま 1! 者 を 使う 。 
5. 。 自 動車 保険 ” *「 保 健 」 は 体 の 健康 を 保つ こと 。 
6. a 固 体 *「 液 体 」「 気 体 」 と 同じ 、 物 体 の 状 交 を 表す 。 
ーー 「 個 体 」 は ひと つの 独立 し た 生物 体 。 
7. b 郊 外 ネネ 「 効 外 」 と いう 語 は な い 。 
に b 農業 協同 組合 * ま いっ し ょ に 仕事 を する cooperative society の 意味 で は 「 協 
ーー 同 組 合 」 を 使う 。 い っ し ょ に 研究 する 場合 は 「 共 同 研究 」。 
9. b 浅 通 * ネ 「 普 通電 車 」 は 、 各 駅 に 停車 する 電車 。 
10. b ぅ 休場 *「 球 場 」 は 野球 の グラ ウン ド 。 
11. b 機会 ネネ 「 機 械 」 は machine の 意味 。 
12. b 周囲 *「 週 囲 」 と いう 語 は な い 。 
13. a 最 低 *「 最 底 」 と いう 語 は な い 。 
14. b 専 門 *※「 専 問 」 と いう 語 は な い 。 
5 動物 生理 学 *「 整 理 」 は 、 片 づけ る こと 。 
15. b 水 道 管 *「 水 道 官 」 と いう 語 は な い 。 
16. a 天 然 *「 天 念 」 と いう 語 は な い 。 
17. b 日 記 * 日 紀 」「 日 起 」 と いう 語 は な い 。 
18. b 主 足 *「 主 長 」 と いう 語 は な い 。 
19. a 束 理 *「 製 理 」「 制 理 」 と いう 語 は な い 。 
20。 c 忌 年 会 ※「 防 年 会 」「 忙 年 会 」 と いう 語 は な い 。 
一 応用 練習 圏 
1. 1. a 機会 (きか い ) が な い 13. a 様々 な 器官 (、 き かん) 
2. a 一 周 ( い っ し ゅ う ) す る 14. b 普通 (ふつ う ) 列 車 
3. a 改 証 (か いて い ) す る 15. c 海底 (か いて い ) 油 田 
4. b 整理 (せい り ) す る 16. a 機器 (きき ) が 使わ れる 
5. a 不通 (ふつ う ) と な る 17. a 個人 (こじ ん ) の 自由 
6. a 協力 (きょう り ょ く ) が 必要 だ 18. b 保健 (ほけ ん ) 所 
7. a 保険 (ほけ ん ) に 加入 する 19. b 球場 (きゅう 時 
8. a 固体 ( こ た い ) に な る 20. b 教会 (きょう か い ) に 行く 
9. b 消化 (し ょ うか ) が いい 21. b 創造 (そう ぞう ) 人 性 
10. b 気管 (きか ん ) に 人 入る 22. b 協調 (きょう ちょ う ) 性 
11. b 改定 (か いて い ) す る 23. a 紀元 ( き げ ん ) 前 3000 年 
12. a 生理 (せい り ) 的 に 24. b 公害 (こう が い ) 研 究 所 
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解答 L 


ル . 1. b 開会 式 ( か いか いし き ) 7. a 収集 (し ゅ うし ゅ う ) 
2. a 方 法 ( ほ うほ う ) 8. b 救急 (きゅう きゅう ) 
35。 ある 年生 (ざき) 9. a 町 長 ( ち ょ うち ょ う ) 
4. a 高校 (こう こう ) 10. a 危機 (きき ) 
5。 a 売買 (ば い ば い ) 11. b 機器 (きき ) 
6. a 全然 (ぜん ぜん ) 


中 . 1. 都心 ば か り で な く 、 列 外 で も 公害 問題 が 起こ っ て き て いる 
し か し 、 こ の 町 で 起こ っ て いる こ と は まだ 口外 し な いで ほし い 。 


政府 の 高取 と 意見 を 交換 し て 、 彼 に 好感 を 持っ た 。 

貿易 収支 は 、 終 始 赤字 だ っ た 。 

その 用 紙 に ほし い 本 の 書名 を 書い て 、 著 名 し て くだ きい 。 
強力 な 味方 の 協力 を 得 て 、 仕 事 が だ うま くい っ た 。 

彼 は 生前 一 人 暮らし だ っ た が 、 部 屋 は 整然 と 上 対 づ いて いた 。 

数 学 の 洒 習 で 、 円 周 の 長き を 求め た 。 

新聞 社 に 「 中 社 の 記者 が 兆 車 で 帰社 し た 。」 と いう 知ら せ が 届 いた - 
画 課 十 甘 

1 . この 解答 は 、 あ くま で も ひと つの 例 で す 。 


oo _ ヽ J の 〇 の の っ (Oh ト S 


生命 保険 の パン フレ ッ ト を 見 て 、 和 驚い た 。 保険 と いえ ば 














姓名 保健 視 て 
声明 診 て 

観 て 

者 て 
昔 は 生命 保険 や 火災 保険 な ど 単 純 な も の し か な か っ た が 、 現 代 で は 、 保 険 

家 示 原題 

商品 が ずい ぶん 多様 に な っ た 。 い ろ い ろ な 事故 や 災害 に 備え た 損害 保険 や 
IE 1 自己 供え た 
小品 他 用 


傷害 保険 、 自 動車 保険 や 海外 旅行 保険 な どの ほか に 、 釣 り 保険 、 ス キー 保険 
生涯 吊り 
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ー 角 答 


ゴル フ 保 険 ま で ある 。 な ん と ペッ ト の 保険 も ある と 聞き 、 SS l2 ま や 7 ご 6 








機 村 
字 機 
つく づく 危険 な 時 代 に 生き て いる の だ と 感じ た 。 
に 2 活き て 
気 圏 \ 地 代 

復 杏 1 

Il. 1. 農 作 人 W 足 。: [ 嘉 ]( エ ン ) 
2. 結 旬 題 :[ 果 ]( カ ) 
3. 正 開 鯖 会 ・[ 義 ]( ギ ) 
4. 総 済 提 減 ": [ 和 ]( ヶ ケイ ) 
5. 試 金 危 償  :[ 身 ]( ケ ン ) 
6. 変 強 人 9  :[ 更 ]( コ ウゥ ) 
7. 都 ⑧ 。 旨 妹  :[ 市 ]( シ ) 
8 . 先 局 囲 ・[ 周 」 (シュ ウ ) 
9. ② ゆ 数 文部 合 :[ 少 ] (ショ ウゥ ) 
10. 和 、) 活 格 _ :[ 生 1 (セイ ) 
11. 制度 造 :「[ 制 ] (セイ ) 
12. の 生 人 面 :【[ 先 ] (セン ) 
13. 談  G 像 ・[ 相 ] (ソウ ) 
14. 学 頭 ": [ 自 ] (ツウ ) 
15. 海 候 下  :【[ 氏 ] (テイ ) 
16. 数 売  :【[ 占 ] (テン ) 
17. 借 業  ( 繊 度 [ 農 ] (フウ ) 
18. 所 鳥 、ー 手 [ 白 ] (ハク ) 
19. 仁 近 政 ⑯ [ 付 ]( フ  ) 
20. 多 D 年 会 [ 亡 ] (ボウ ) 
21. 文人 生 作物 [ 化 1]( カ  ) 
22. 能 。 出 仙 手 :[ 可 ]( ヵ カ ) 
23. 旅館 筑 理 器 信 [ 官 ] (カン ) 
24. 野 全 要 あ 吉 助 [ 求 ] (キュ ウ ) 
25. 個人 人 体 介 氷 [ 十 ]( コ ) 
26. ⑳ の 果 免 外 学 絞 :[ 交 1]( コ ウゥ ) 
27. あき ) 院 償 間 旨 続 :[ 寺 ]( ジ ) 
28. 改 ) WM 治 理 :[ 正 ] (セイ ) 
29. ( 晴 天 人 冷 負 電 年 [ 青 ] (セイ ) 
30. 官 ① 抽 長 2① 目 : [本 ] (チョ ウゥ ) 
31. 社民 出 手 欠 [ 長 ] (チョ ウ ) 
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32. 対 夕 仙 縁 売 [ 反 ] (ハン 
33. ⑦ 面 9 問 才 送 [方 ] (ホウ 
34. 。 式 層 子 W 成 :[ 羊 ] (ヨッ 
1. 中 央 (ちゅ うお う ) : 英 語 ( えい ご 

2。 自記 人 ( し と たと) ) る 旧記 ( っ き 

3. 医者 ( いし ゃ ) : 著 中 (し ょ ちゅ う 
4、 方 面 ( ほう めん ) 予防 ( よ ぼ う 

5. 時 間 ( じ か ん ) : 期 待 ( きた い 

応用 練習 回 


MM 
間 昌 IN 
NN 
NN 


了 
| 


(1 上 (OO DD 一 


NNmjm 
NNMmINW 


NN 





NN* 
NNN 


Nml ほ IN き 四 


ジン ラウ 
9 6 . 
ケイ 7 。 
ギン 生 : セ イ 8. 
ゲ ケン 9 . 
3 10. 





NN*mNT 


Ni 


どど 
 」 
明細 表 
Mr 
静 








) 
) 
) 
映画 ( えい が 
紀元 ( き げ ん 
部 閉 ( ぶし ょ 
妨害 ( ぼう が い 
特別 ( と くべ つ 





解答 








Mg *| ss 
| 検 レン | 

レン イル a 
に どー 水 water 
和食 | 侍 | ト m 


リン 1 am 
に 3 


EE 


ee 


食べ る to eat| 


ンド ae 


ヒーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー を ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 家 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ザ ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 学 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー4 


精力 (せい り ょ く ) 
水滴 (すい て き ) 
舶来 (は くら い ) 
判断 (は ん だ ん ) 


共 各 避け 
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し 」 


解答 


田 復習 練習 甘 


1 環 
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訂 


ぼう えき 
ゆ に ゅ う を 減ら し て ゆ し ゅ つ を か くだ いす れ ば 、 賀 易 し ゅ うし は 暑 字 に な る 。 


せ か い の 国 々 が 仕事 を ぶん た ん し 、 互い に た すけ あい 、 き ょ うり ょ くし 合え ば 
どん な ふく さ つ な こく きい 間 題 も か いけ つ す る だ ろう 。 


工場 で きか いや せい ひん を せい ぞう し た りか ん り し た り し ゅ うり し た りす る ロ 
ボッ ト が いる の だ か ら 、 そ の うち 病院 で 人 間 の 体 の きか ん を 検査 し て けん こう 
を 管理 し た り 、 ち りょう し た りす る ロボ ッ ト も で きる か も し れ な い 。 


も ん ぶ か が くし ょ う の 下 に は ん か ちょ う 、 こ う せ いろ うど うし ょ う の 下 に は 
し ゃ か い ほ けん ちょ う 、 こ くど こう つう し ょ う の 下 に は 気象 庁 か いじ ょ う 
ほ あ ん ちょ うな ど が ある 。 で は 、 し ょ う ぼ ぽう ちょう 、 し ょ う ぼ うし ょ は 何 省 の 


下 に ある か 。 


都心 か ら か いそ く 〈 電 車 で 50 分 、 ふ つう 電車 な ら 1 時間 10 分 か か る こう が い に 家 
を 買っ た 。 し ょ くば か ら は 少し 遠い が 、 し ぜん に めぐ まれ た か いて き な 住 まい 
Ak 


いじ ょ う 気 象 が 続い て 、 ち きゅう の へ いき ん 気温 が 毎年 1 度 ず つじ ょ うし ょ う 


し だ ら ど うな る の か の 、 て で て う ぞ で ぞう で きる だ る うか が 。 地球 の 当 貴 代 は ほ は ひし ょ うに し ん 


こく な 問題 な の で ある 。 








きけ ん や し っ ぱい を お それ ず に 行動 し 、 エ ネル ギ ッ シ ュ で そう ぞう り ょ く が あ 


り 、 し か も 考え 方 が じゅ うな ん な 人 間 を よう せい し た い 。 


て いき あつ が た りょう の は げ し い 雨 を 降ら せ た た め 、 や きゅう の 試合 は あす に 
えん き に な っ た 。 お うえ ん し て いる チー ム が か つか まけ る か 、 し ょ うぶ は や っ 





て みな けれ ば わか ら な い 。 


よさ ん 、 
し ゅ うい の 国々 へ の 経済 えん じ ょ に も っ と 予算 を 使う べき だ 。 





な CO う [5 一 


上 CO ト う 一 


CoO ヽ J) の) (1 


解答 
し ゅ しょう は 、 自 国民 を きゅう し ゅ つ す る た め に 、 そ の せん そう に さん か する 
2 0e2D ち 2 の し の た 。 
仕事 の し ゅ うり ょ うき げん が 近づい て きた の で 、 予 定 を へ ん こう し て 、 た まっ 


て いる 人 資料 の せい り に と りか か っ た 。 


せい か くに は わか ら な い が 、 き げん ぜん 10 せ いき ご ろ 、 こ の 古代 国家 は か いて 
い に 沈ん で し まっ た らし い 。 こ の ち そ うか ら そ の 時 代 の お うに 関す る きち ょ う 
な 資料 が 発見 され た 。 


オペ ラ の こう えん は 、 ひ じょう ベル の 音 で 一 時 ちゅ うだ ん され た だ が 、 か か り い 
2 が いしょ まう の な いこ と を た し の の 0 た 0 上 で 、 読 りら れん た 。 


以前 に 口頭 で て いせ い を お 願い し た が 、 今 度 あ ら た め て 文書 で 通知 し た 。 
E[ 5. 付 、 9. 加 13. 害 
比 6. 独 10. 欧 ( 州 ) 14. 韓 
中 7. 西 11.、 伊 15. 衰 
英 8. ず 12. 簡 16. 中 
を うみ 淫 ( あ さき ) い 11. em* 目 然 (し ぜん ) 
を ゅ 厚 ( あ っ ) い 12. em 無限 (むげん ) 
5 濃 ( に ) い 13. 5 戦争 (せん そう ) 
を 則 (( ゆ た ) か な , 14. em 支出 (し し ゅ つ ) 
豊富 (ほう ふ ) な 
を * み 碑 ( か た ) い , 固 ( か た ) い 15. ee 異常 (いじ ょ う ) な 
9 上昇 (じょう し ょ う ) す る 16. ma 危険 (きけ ん ) な 
ee* 失敗 (し っ ぱい ) す る 17. @m 幸福 (に う ぉ ふく) な 
み 延長 (を ん ちょ う ) す る 18. em 快 (ここ ろ よ ) い , 
快適 (か いて き ) な 
@ ゅ 縮小 (し ゅ くし ょ う ) す る 19. e 単純 PSP な , 


( 
簡単 (か ん た ん ) 

停車 (て いし ゃ ) す る 20. きき 主 eS 
強 條 (きょう こう ) な 
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ーーー… 


ーーーー 


解 谷 


第 0 課 
画 基本 練習 圏 
[ . 1. 最新 十 型 三 最新 の / 最 (も っ と ) も 新しい 型 
2. 住民 十 税 = 住民 が は ら う 税金 
3. 調理 十 師 三 調理 を 仕事 と し て いる 人 
4. 総 十 生 産 三 総 (すべ ) て の 生産 
5. 青年 十 団 青年 の 団体 
6. 各 十 方 面 各 々 (お の お の ) の 方 面 
7. 経済 十 界 = 経済 活動 の 世界 
8. 再 十 開発 三 再 ( ふ た た ) び 開発 する こと 
9. 超 十 高速 = 他 を 超 ( こ ) え て 高速 で ある こと 
10. 未 士 公開 = ま だ 公開 し て いな いこ と 
. 1. 急 に 発進 する こと 11. 正確 で な いこ と 
2. 指定 され た 席 12. 各々 の 分 野 
3. 世界 の 歴史 13. 平均 の 値 ( あ た い ) 
4. 再び / も う 一 度 試験 する こと 14. 性 能 が 高い こと 
5. 入場 する た め の 券 15. 支出 し た 金額 
6. まだ 使用 し て いな いこ と 16. 農民 の 階層 
7. いろ いろ な 問題 17. 古い 体制 
8. 参加 し な いこ と 18. 音楽 の た め の 会 堂 グ 建物 
9. 国際 連合 の 軍隊 (ぐん た い ) 19. 火山 の ある 地 芝 
10. 成長 し た 比率 ( ひ り つ ) ノ 割合 20. 強硬 に 立場 主義 を 主張 する 人 々 の 派 ( は に 
四 .A.1. 各 ( か く ) 都 道府県 (と どう ふけ ん ) 
2. 出生 (し ゅ っ し ょ う ) 率 (りつ ) 
3. 国会 議事 (こっ か い ぎ じ ) 堂 (どう ), 過激 (か げき ) 派 (は ) 
4. 最新 (さい し ん ) 刑 ( が た ), 急 ( き ゅ う ) 上 昇 ( し じょう し ょ う ) 
5. 応援 (お うえ ん ) 団 (だ ん ) 
6. 国連 (こく れん ) 軍 (ぐん ) 
7. 消費 (し ょ う ひ ) 税 ( ぜ い ) 
8. 時 間 ( じ か ん ) 癌 ( た い ) 
B.9. 前 売 (まえ うり ) 券 (けん ) 
10. 再 ( さ い ) 利 用 (りょう ), 主婦 (し ゅ ふ ) 層 (そう) 
11. 絵 (そう ) 辞 職 ( じ し しょく) 
12. 未 ( み ) 完 成 ( か ん せい ) 
13. 経済 (けい ざい ) 界 (か い ) 
14. 超 ( ち ょ う ) 能 力 ( の うり ょ く ), 超 ( ち ょ う ) 自 然 ( し ぜん ), 
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非 ( ひ ) 科 学 的 (か が く て き ) 





1 . 


解答 


科学 者 (か が くし ゃ ) 


2. 運転 手 ( う ん て ん し ゅ ) ノ 運転 十 ( う ん て ん し )* 正 式 の 職名 と し て は 「 運 転 士 」。 

3. 事務 員 ( じ むい ん ) ノ 事務 官 ( じ むか ん )* 国 家 公 務 員 (こっ か こう むい ん ) の 場 
合 は 「 事 務 官 」。 

4. 調理 十 ノ 調理 帥 (ちょ うり し )* 一 般 に は 「 コ ッ ク 」 も 使わ れる 。 

5. 銀行 員 ( ぎ ん こう いん ) ノ 銀行 家 ( ぎ ん こう か )* 銀 行 で 働い て いる 人 は 「 銀 行 
員 」、 銀 行 の 持ち 主 は 「 銀 行 家 」 と いう 。 

6. 音楽 家 ( お ん が く か ) 

7. 警察 紀 ( け いさ つ かん) 

8. 製造 業 ( せ い ぞ う ぎ ょ う ) ノ 製造 者 (せい ぞう しゃ) * 業 種 ( ぎ ょ うし ゅ ) と し て 
ょ 「 製 造 業 」、 製 造 を 担当 する 人 ゃ 会 社 は 「 製 造 者 」 と いう 。 

9. 写真 屋 ( し ゃ し ん や ) ノ 写真 家 ( し ゃ し ん か )* ふ つう の 人 の 記念 写真 を と っ た 
り 、 人 が と っ た 写真 を 現像 し た りす る 仕事 の 人 を 「 写 真 屋 」、 芸術 的 な 写真 を 
と る 人 を 写真 家 」 と いう 。 

10. 会 計 士 ( 0 

11. 管理 人 (か ん り に ん )/ 管 理 者 (か ん り しゃ )* ア パー ト や マン ショ ン な どの 管 
理 の 仕事 を し て いる 人 を 「 管 理 人 」、 物 や 場所 を 管理 する 責任 者 を 管理 者 」 
と いう 。 

12. 美容 師 ( び ょ うし ) 

13. 労働 者 (ろう どう し ゃ ) 

14. 政治 家 ( せ いじ か )* お 金 の た め に 政治 を する 人 を 軽 攻 の 意味 を こめ て 、「 政 治 
屋 」 と 呼ぶ こと も ある 。 

15. 飛行 十 ( ひ こう し )*「 宇 宙 飛 行 士 (うち ゅ う ひ こう し astronaut)」 の 意味 で 使 
われ る こ と が 多い 。 飛行 機 の 「 パ イロ ッ ト 」 の こと は 「 操 縦 士 (そう じゅ うし )」 
MNO 熱気 球 な ど で 空 を 飛ぶ 趣味 の ある 人 を 「 飛行 家 」 と 呼ぶ こと も ある 。 

応用 練習 革 

1. HL 所 : 究 所 (けん きゅう じ ょ ) 事務 所 ( じ む し ょ ) 

6 ゅ うじ ょ ) 保健 所 (ほけ ん じ ょ ) 
発電 所 (は つ で ん じょし ょ ) 案内 所 (あん な いじ ょ し ょ ) 
* 保 育 所 ( ほ い くし ょ ) も 可 。 
2. [ 昌 場 : 運動 場 ( う ん どう じょう ) 競技 場 (きょう ぎじ ょ う ) 
駐車 場 ( ち ゅ うし ゃ じょう ) 野球 場 ( や きゅう じょう ) 
*※ 実 験 場 ( じ っ けん じょう ) も 可 。 

3. [LIL 地 : 中 心地 (ちゅ うし ん ち ) 住宅 地 ( じ ゅ うた くち ) 

遊園 地 ( ゆ うえ ん ち ) 市 街 地 ( し が いち ) 
行楽 地 ( こ うら くち ) 

4. [人 L 省 : 外務 省 ( が いむ し ょ う ) 法務 省 ( ほ うむ し ょ う ) 

財務 省 ( ざ いむ な しょう) 総務 省 (【 そ うむ し ょ う ) 


環境 省 ( か ん きょう し ょ う ) 


229 


230 


[L| 館 : 


つら の Co の の Ro hh) 一 


財 席 振 津 潮 硬 1 しょ 作 天 】 


11. 


(の oO へ の ) Q CO [DO 一 


eb 
2 


図書 館 ( と し ょ か ん ) 
映画 館 ( そ を い が か ん ) 
大 使 館 ( た いし か ん ) 


博物 館 ( は く ぶ つか ん ) 


水族 館 ( す い ぞ く か ん ) 
体育 館 ( た いい く か ん ) 


* 資 料 館 (し りょう か ん ) も 可 。 


美容 院 ( び よう いん ) 

大 学院 (だ い が く いん ) 
参議 院 (さん ぎいん ) 
警察 寺 ( け いさ つ し ょ ) 
消防 署 ( し ょ う ぼ うし ょ ) 
文化 庁 ( 父 ん か ちょ う ) 
国税 庁 ( こ く ぜ いち ょ う ) 
水産 庁 ' す いさ ん ちょ う ) 
動物 園 ( ど うぶ つえ ん ) 
植物 園 ( し ょ く 記 つえ ん ) 


少年 院 (し ょ う ね ん いん ) 
修道 院 (し ゅ うど うい ん ) 


税務 賭 ( ぜ いむ し ょ ) 


気象 語 ( き し ゅ うち らち まう) 
防衛 庁 ( ぼ うえ を え いちょう) 

* 消 防 庁 (し ょ う ぼ うち ょ う ) も 可 。 
保育 園 ( ほ は いく えん ) 

幼稚 園 ( よ うち えん ) 


研究 室 ( け ん きゅう し つ ) 美容 室 ( び よう し つ ) 

保健 室 ( ほ けん し つ ) 実験 室 ( じ っ けん し つ ) 

資料 室 (し りょう し つ ) * 学 校 な ど で 「 図 書 室 」 「 事 務 室 ] も 可 。 
絵 (そう ) 生 産 ( せ いさ ん ) 

(か く ) ノ 全 ( ぜ ん ) 教 師 (きょう し) 

諾 (し ょ )/ 全 (ぜん ) ノ 各 ( か く ) ン 新 (し ん ) 問 是 

( ひ ) 課 税 ( か ぜ い ) 

才 ( む ) り 関係 (か ん けい ) 

( み み ) ン 新 ( (しん) 開発 (か い は つ ) 

で ( そう) 選挙 (せん き ょ ) 

(きゅう ) 正 月 (し ょ う が つ )= 旧 暦 ( き ゅ うれ き ) の 正月 

( み ) 完 成 ( か ん せい ) 

( ふ ) 健 康 ( け ん こう ) 

( 


そ 

き 

み 

ふ ) 景 気 ( け いき ) 

し ょ ) 事 情 ( じ じょう ) 

ひ ) 生 産 的 (せい さん て き ) 

し ん )/ 全 (ぜん )/ 各 (か く ) 製 品 ( せ いひ ん ) 
ぜん ) ノ 絵 ( そ う ) 人 口 ( じ ん こう ) 
ちょ う ) 満 員 ( ま ん いん ) 

こう ) 都 合 ( つ ご う ) 

さい ) 重 要 ( じ ゅ う よ う ) 

さい ) 出 発 ( し ゅ っ ぱつ ) 

ちょ 

さ 


ン ヘ ーー ダー で の ーー グーン へ 


ンー ペン ーー ント ジー 


う ) 音 波 ( お ん ば ぱ ば) 
い ) 軍 備 ( ぐ ん び ) 
強硬 (きょう こう ) 派 (は 
連合 (れん ご う ) 車 (ぐん ) 
選手 (せん し ゅ ) 団 ( (だ ん ) ン 層 ( そ う ) 
火山 (か ざん ) 汰 (た い )/ 群 (ぐん ) 


CO つつ CO トト 5 一 


解答 


老年 (ろう ね ん ) 悦 (そう) 
合唱 (が っ し ょ う ) 団 (だ ん ) 
流星 (りゅう せい ) 群 (ぐん ) 
芸能 ( げ ば い の う ) 夫 ( か い ) 
反対 (は ん た い ) 派 (は ) 


本 
0 


各 ( か く ) ン 満 ( ま ん ) 室 (し つ ) 
- ナブ rld 

諸 ( し ょ )/ 各 (か っ ) 国 (こく ) 

(か く ) 自 ( じ ) 

絵 (そう ) 量 (りょう ) 

1 締り! の 妥 

(こう つう ) 旨 ( ひ ) 

(し し ゅ つ ) 和 額 ( が く ) 
遺 ( す い ど う ) 人 (だ い ) ン 料 (⑨ ょ う ) ー 水 道 料 金 
(へ いき ん ) 値 ( ち ) 

(うく う )(J ん ) 
得 ( し ょ と く ) 税 ( ぜ い ) ン 人 額 ( が く 
(せい ちょ う ) 率 (りつ ) 
( 
話 ( 
設 ( い ! 
( ゆ 
に も 


w 


一 ン 


\ 


肖 革 者 麗 舌 和 疫 呈 8 


まま 


人 じゅ うみ ん ) 税 ( ぜ い ) 
で ん わ ) 代 (だ い ) ン 料 ( り ょ う )= 電 話 料 金 
wi ) 費 ( ひ ) 

う 額 3 SR / 


う ) 率 SU の 0 


mi 


S さ どぶ どら とら ed の 避 ょ らい 一 


国民 総 プ 生産 [| [ 生 コ + キ ( 條 ]L 上 ]) ] (に くみ ん そう せい さん ) 
中 央 分 離 / 壮 [ 口 ロ + (ロロ + 口 ) ] (ちゅ うお うぶ ん り た い ) 
最 プ 重要 ノ 課 題 [(+ す 日) + す 上 ]  ] (きい じゅ う よ う か だ い ) 
国会 議事 ノ 堂 | 上 ([ 二 キ ) 」( こ に っ か い ぎ じ ど う ) 


前 売 ノ 券 発売 / 所  【L(LL+[) 二 人目 + 介 )」 


(まえ うり けん は つば いじ と ょ ) 

超 ノ 高層 / 建 造物 [(L+LH) 人 全土 曲 )] 

(ちよ つこ やう で つけ ん で の ぷう つり 

今年 度 / 前 期 ノ 輸出 プ 額 [(( 人 オロ ロロ ルオ ロロ ) + ( 申 + オ 日)」 
(こん ね ん ど ぜ ん き ゆ し ゅ つが く ) 


調理 プ 師 専門 学校 (UE 拒 井上 FE I 
(ちょ うり ルト せ ん ふも ん が っ こう ) 
消費 者 物価 プ 指 [(( 曲 ロロ + ロ )+ ロ ロロ ) + ロ 口 ] 


(し ょ 2 の の し や 2 うっ うっ 2 の の ト すう つり) 
自動 ノ 車 免許 取得 / 率 [((LIL+[ ロ カオ [) す (ロキ 日) 
( じ ど うし ゃ めん き ょ し ゅ と くり つ ) 


ーーーー 


ューーー 


7 謎 


| . 


1 . 
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解答 


基本 練習 甘 


ss 人 ム 
し 」 
時 


SS ニニ oo の の ム 8 oO DO 一 


(らら ヽ J (OO 一 


大 きく 負け る 

ま よ < 芝 え る 

よく 起こ る 
好 ん で 読む 

家 を 新しく つく る 
は っ きり 示す 
共に 生き る 
細か く 分 ける 
も う 一 度 建て 
専ら 売る 
軽く 見 る 

が か だく 信 し る 


直す 一 と 
試着 (し ちゃ く ) する 
会 (さい か い ) する 
共感 (きょう か ん 

( 


吉 才 三 二 
熟読 


激減 (げき げん ) する 


応用 練習 甘 


に] 
に 


( ら oO ヽ ) の 6〉) 員 選 CO トト O 一 


要 観 MA 


ー 確 か だ と 認め る こと 

ー い っ し ょ に 使う こと 

= 乱暴 に 走る こと 

お お ま か に 説明 する こと 
みだりに 使う こと 

まっ すぐ 見 る こと 


O〉) の ⑦ ら (OO h ト DO 一 


再開 (きい か い ) し た 
(し ん ちく ) の 2 階 建て の 家 
ノ 急 沙 (きゅう らく < く ) し た 


新築 
1 
計 作 (し さく ) 


) する 
じゅ くど く ) する 
氷 続 (そい ぞ く < ) させ る 


大 敗 ( た い は い ) す る 
部 考 ( じ ゅ っ こう ) す る 
多発 (た は つ ) す る 
愛読 (あい どく ) す る 
新築 (し ん ちく ) す る 
明示 (めい じ ) す る 
共生 (きょう せい ) す る 
細分 (さい ぶん ) す る 
再建 (さい けん ) す る 
専売 (せん ば い ) す る 
軽視 (けい し ) す る 
確信 (か くし ん ) す る 


試写 会 
新設 
愛用 


006 
常備 ( じ 
( 
( 


CO の 〉) ト う 


乱 売 
厳守 


し 還 還 。  」】 
ie 


げん し ゅ 


平和 共存 ( (きょう ぞ ん ) の 道 


専念 


急増 
併記 (へ 


が くに ん 
きま: の 0 上 9 
(まう) で の 
が いせ つ 
らん よう 
の 6 


(せん ね ん ) する 
(きゅう ぞう ) し て いる 
各 革 60 紀 飲 
( 
( 


) ン 明 記 (めい き ) する 
) で きる 


(し し ゃ か い ) 
yt 本 


解答 














7. じょう よう = いつ も 使っ て いる こと 
8. げん せん きび し くく 選ぶ ぶ こと 
9. めい き ーー は っ きり と 書く こと 
10. きゅう へ ん = テ 急 に 変わ る こと 
四 . 1. 概算 (が いさ ほん) する 7. 急死 (きゅう し ) する 
2. 永住 (を いじ ゅ う ) する 8. 月 選 (さい せん ) する 
3 . 併用 (へ いよ う ) する 9. 上 厳禁 (げん きん ) する 
4. 愛読 (あい どく <) する 10. 難 膝 (じゅ くす い ) する 
5 開村 (らん か い は つ ) する 11. 確約 (か く や く ) する 
6. 倍増 (ば い ぞ う ) する 
第 8 課 
田 基本 練習 田 
トド 。。 あ り 0 ョ コク た いり ぁ く の の り ま く きり ふく た 用 り | 
b.[| リキ ]: ば りき りき が く りき せつ する の の 
2。 コト フッ ト も いう ぶつ り さん つ めい ぶつ 
が 電 2 人 る の し NN0 の さく も つ か も つ 
3. a.[ カ ] : ぶ か か りゅう が こう する て いか する 
Ll まう ば げ ば しゅく げ し ゃ する げ ら くす る 
4. a.| ダイ ] : だ い が く の だ いな で うだ いす る か くだ いす る 
に グイ トル 0 し だ いせ つ な た いし ょ うす る た いせ いす る 
5。 @: 計 | ツ ツ 1 で ぞ で っ ちゅ いく な り い て の な そっ せん ずる いん そつ する 
[に リツ かぐ くり る | ひ りつ の うり つ ひく お ん りつ えん ん し ゅ うり つる 
6. a.| キョ ] : き ょ ね ん じき ょ すろ きき ょ 衝 る き ょ ら いす る 
二 中 。 当 | 中 の も 
/o 9 半 、 ん は ん あぶ ら え 2 ま OZ の 
b.| カイ | : か い が 
6 クウ ク ョ ウト けん AL つう Mo ki の だ だ いしゃ ょ うり 償 2 も 
dh 以 根 ドイ シン ド で つの で う げ 
和 . 1. 素顔 ( す が お ) b. 素直 (すなお ) な 
| 色素 (し き そ )・ 簡 素 ( か ん そ ) な 」 
2. 」 重 (て いち ょ う ) な b. ] 寧 ( て いね い ) な 
[丁度 (ちょ うど )・ 3 丁目 ( さ ん ちょ うめ )] 
3. 使役 (し えき ) c . 現役 (げん えき ) 
[役割 (や くわ り )・ 役 所 (や くし ょ )] 
4.。 神経 (し ん けい ) a. 精神 (せい し ん ) 
[神社 (じん じゃ )・ 神 主 ( か ん ぬ し )] 
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[| 魚 答 
































5. 残留 (さん りゅう ) c. 留学 (りゅう が く ) す る 
[留守 (る す )・ 書 留 【( か き と め )] 
6. 首相 (し ゅ し ょ う ) c. 外相 (が いし ょ う ) 
[相談 (そう だ ん )・ 相 手 ( あ いて )] 
7. 反省 (は ん せい ) b. 帰省 (きせ い ) 
[外務 省 ( が いむ し ょ う )・ 省 略 ( し ょ うり ゃ く ) す る 
8. 精神 (せい し ん ) a. 精度 (せい ど ) 
| [不精 (ぶし ょ う ) な ・ 精 進 (し ) す る 」] 
9. 世紀 (せい き ) b. 二 世 (に せい ) 
[世界 ( せ か い )・ 世 話 ( せ わ ) す る ] 
10. 能率 (の うり つ ) c . 効率 (こう りつ ) 
[率直 (そっ ちょ く ) な ・ 引 率 ( い ん そつ ) す る ] 
皿 . 1. 苦 :a. 苦 しく b. 苦い 5. 省 : a. 省みる b. 省 こう 
2. 細 :a. 細か い b. 細め て 6. 汚 :a. 汚し て b. 汚れ 
3. 治 :a. 治め る b. 治ら な い 7. 優 :a. 優し く b. 優れ た 
4. 著 : a. 著しい b. 著 し た 8. 勝 : a. 勝て ば b. 勝る 
田 応用 練習 圏 
|.。 1. a. 希望 を 抱 ( い だ ) く < 9。 タグ ジン さこ を 放つ の り ま くる 
2. b. 赤ん坊 を 抱 (だ ) < 12. b. ボー ル を 捕 ( と ) ら える 
3. b. 目 を (と ) 閉 じ る 13. b. 機械 を 傷 ( き ず ) つ ける 
4. a. 雨戸 を 閉 ( し ) め る 14. a. 食べ 物 が 傷 ( い た ) む 
5. a. 先生 に 怒 ( お こ ) ら れる 15. a. 3 割 を 占 ( し ) め る 
6. b. 怒 ( い か ) り を お さえ る 16. b. うま くい く か どう か を 占 ( う ら な ) う 
7. b. 若 人 の 集 ( つ ど ) い 17。 a。 ボン を 治 ( よ ご ) 豚 
8. a. 交番 前 に 集 ( あ つ ) ま る 18. b. 名 前 を 汚 ( け が ) す 
9. b. 親類 を 頼 ( た よ ) る 
10. a. 書い て くれ る よう 頼 ( た の ) む 
. 1. a. が か ー* 映画 (えい が ), 洋画 (よう が ), 漫画 (まん が ), な ど 
b. けい か く 一 > 企画 (きか く ), 画数 (か くす う ), な ど 
2. a. し っ そ な 一 = 要素 (よう そ ), 元素 (げん そ ), ei な ご 
b. すなお な 一 > 素足 ( す あ し ), 素顔 ( す が お ), 敵 (すてき ) な 
3. a. じみ ー テ 地面 ( じ め ん ), 生地 (きじ ), 90 し SD 
b. さん ち ー* 地球 (ちきゅう ), 地上 ( ち じ ょ う ), 土地 (と ち ), な ど 
4. a. た いし ょ う 一 - 現象 (げん し ょ う ), te 4 
DE 3 の の ー テ 象牙 (ぞう げ ) 
5. a. し ん だ いし ゃ ーー= 台所 (だ い ど ころ ), 台地 (だ いち ), な ど 
b. た いふ う 一 > 台頭 (た いと う ) す る , 舞台 (ぶた い ) 
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解答 











6. a. し ん そう 一 - 相談 (そう だ ん ) す る , 相当 (そう と う ) す る , な ど 
De 0 しょう と 痛 相 (し ゅ しょう), 文 相 ( ぶ ん し ょ う ) 

7. a. し や くし ょ 一 ~ 役人 (や くに ん ), 役目 (や くめ ), な ど 
b. ふく えき 一 = 使役 (し えき ), 現役 (げん えき ) 

8. a. じん じゃ 一 > 天神 (て ん じん ), 神宮 (じん ぐう) 
。 し ん お ー テ 神経 (し ん けい ), 精神 (せい し ん ), な ど 

9. a. だ いり =ー。 時 代 ( じ だ いり 代表 (だ いひ ょ う ), 

代金 (だ いき ん ), 電話 代 ( で ん わ だ い ), な ど 

。 さ うたい NIS 

108。 き ば う ー* 願望 (が ん ば ぼう), 有望 (ゆう ぼう ) な , な ど 
b. ほん も う ー テ 所 望 ( し ょ も う ) す る , 大望 ( た いも う ) 

1. b. [|a. さい し ゅ つ b. せい ぼ c. 17 さ い  d. さい げ つ ] 


・20 年 の (d. 歳 月 ) が 流れ た 。 
・ 年 末 に お くる プレ ゼン ト を お (b. 歳暮 ) と いう 。 

2。 SL あ し AO し AA DD NO くく 6 せり LA OO MA8 」 
・ 肉 体 的 に も (c. 精神 ) 的 に も 健康 な 人 間 だ 。 
・ 仕事 に より 一 層 (a. 精進 ) し て いき た いと 思う 。 

3 所 。 | か 。 の SM の Ng (NE の 全う | Cr OS 0 SAS 
・ 男 女 は (b. 平等 ) だ と いう が 、 ま だ 差別 が 残っ て いる 。 
・ 世 界 の (a. 平和 ) な し に 、 私 た ちの 幸福 は あり 得 な い 。 

4。 IS きれん) DD た W き NM 。 る も 【 き M、 9 つう ] 
2 民 グ KOU。 まり) で 合 じ られ た だ 。 
( d. 過去) ば か り を 振り 返ら ず に 、 未 来 を 見 て 生き よう 。 

5. c.[a. し っ そ b. そよ う c. すなお  d. よ うそ  ] 
・ 彼 は (a. 質素 ) な 身なり を し て いる が 、 金 持ち の 息子 だ 。 
・ 彼 女 は (c. 素直 ) な 性 格 で 、 み ん な に 好 か れ て いる 。 

5。。 る の 。 2。 は AP よう MM 。 いか が c. せい だ い d. さい せい き ] 
・ み な さん に (c. 盛大 ) な 拍手 を お 願い し ます 。 
・ 商 売 が (a. 繁盛 ) する よう に 、 神 社 で お 守り を も ら っ て きた 。 








計 題 練 

1. 女 2. 相 3。 時 
4. 蔵 5. 超 6. 認 
7. 総 8 2 9. 得 


ら 
]! 
ご 
きき 7 
い 
ご 13 ぐ 
J め 


し ] 解答 


⑱ コラ ム 6 人 参 


. 石油 輸出 国 機構 

. 北大 西洋 条約 機構 
. 国際 通貨 基金 

. 経済 協力 開発 機構 


oo ヽ J の 〇 の) の OO ト [5 う 王 


p.152 


国際 労働 機関 


. 世界 保健 機関 
. 東南 アジ ア 諸 国連 合 
. 非 政府 機関 


第 9 課 


男 共 本 練習 回 


] . 


oO ヽ J の 6 の) の CO トト 一 


oo ヽ NM の ) 員 選 CO トト 一 


(の 


11. 
12. 
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会 っ た (あっ 7 

任 た で (すず すんで) 
分 か れ て (わか れ て ) 
効く (きく ) 
飲み 物 ( の み も の ) 


大 家 ( お お や ) 
返し (か え し ) 


の 6 どど の ど 妨 刀 選 


導 の で (うら て ) 

和 送っ た (お くっ た ) 
折っ て (お っ て ) 
着い た (つい た ) 
鳴い て (な いて ) 
起こ っ て (お こっ て ) 
弾い た (ひい た ) 
振っ て (ふっ て ) 
似 て (に て ) 
混じっ て (まじ っ て ) 
歯 (は) 

鼻 ( は な ) 


ご ご ど ご ご ご ご 6 ご ご ご 8 刀 5 @ 


建て られ た (た て られ た ) 


只 ヨー ーー の ご ⑳⑩ 


Safe 
国連 児童 基 


日 本 鉄道 会 
日 本 航空 


. 日 本 自動 車 連 盟 
. 日 本 電 
> 日 本 放送 協会 


言 電話 会 社 


表し て (あら わし て ) 
暖か く ( あ た た か く ) 
済ん だ (すん だ ) 
治っ た (な お っ た ) 
別れ た (わか れ た ) 
現れ た (あら われ た ) 
速い (は や い ) 


ご の ご ご どの ご ご ご ら ぷ 


つの (うつ ) 
者 て (に て ) 
織っ た (お っ た ) 
怒る (お こる ) 
葉 ( は ) 

付い て (つい て ) 
贈り 物 ( お くり も の ) 
混ぜ て (まぜ て ) 
潤い て (な いて ) 
花 ( は な ) 
降っ て (ふっ て ) 
引い て (ひい て ) 


の | 6 6 ご 5 妨 の ご ご 5 


上 CO [ ト う 一 


の 6 5 


. 分 か れる 
. 朱 ら か い 
. 初め て 

. 早く 


応用 練習 一 


(の oO ヽ NNJ の) ① お (OO トト O 一 


ーー 
> 


oO ヽ J の 〉) 軸 選 OO ト O 一 


So の の ム Ro ho 一 


の ご ご の 8 


図書 館 に 本 を 返し て 、 家 に 帰っ て きた 。 
この 機械 が 直ら な いと 、 歯 が 治せ な い 。 


勤め て (つと め て ) 
映っ て (うつ っ て ) 
革 ( か わ ) 
空い た (あい た ) 
熱い (あつ い ) 


目 ま ら だ (と まう だり 


柳 し 8 し (の つの し だ) 
際 b2G UE 半 し で ) 


代わ り ( か わり ) 


量 っ た だ たら (は か っ た ら ) 


治め て (お きめ て ) 
換え て (か えて ) 
の ) 
図っ た (は か っ た ) 
納め て (お さめ て ) 


人 出 っ た ら ( は か っ た ら ) 
変わ っ た (か わっ た ) 


の 具 は 近 才 
計る (は か る ) 


ご どど ご ざ 


15. 


収まっ た (お きま っ た ) 


滋 あ 2C( の (まっ で) 
留まっ た (と まっ た ) 
務め た (つと め た ) 
所 の うし た だ) 
厚い (あつ い ) 
皮 ( か わ ) 
登る (の ぼる ) 


*c 測っ た ら 」 も 使う こと が ある 。 


*b 「 計 っ た ら 」 も 使う こと が ある 。 


今晩 泊まる ホテ ル の 前 に 観光 バス が 止ま っ た 。 
部 長 の 代わ り に 銀行 ヘ ド ル を 円 に 換え / 准 え に 行っ た 。 


閉 い 日 に は 涼し い 部 屋 で 熱い コー ヒー が 飲み た い 。 


家 を 離れ て 東京 へ 出 て きた ころ の こと を 話し た 。 

通産 省 に 勤め て いた 友人 は 、 今 、 食 品 会 社 の 会 長 を 務め て いる 。 
映画 を 映す 場所 が 、 ほ か の と ころ へ 移っ た 。 

この 木 に 登る と 、 太 陽 が 昇る よう す が よ く 見 える 。 

年 が 明け た ら 、 空 いて いた 土地 に ビル が 建っ た 。 
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[] 魚 答 
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田 共 本 練習 回 


1. b 短所 (た ん し ょ ) 
b 準備 (じゅ ん び ) 

a 順番 (じゅ ん ば ん ) 9.。 
a 価格 (か か く ) 10. 
21 
ひ 


(か ん れい ) 
( ぎ ろ ん ) 

蔵 ( ち し き ) 
、( 
( 
( 


慣例 
議論 
電 識 
決心 (けっ し ん ) 
SO の 9) 
て いせ い ) 


た ェ て 


OO) ( OO トト 5 一 
〇 6 QG で の ご 


救 
昌 


だ ML し よく) 
し ゆ プ よう ) 
PS の 2 0) 


い 
出 
止 
職 ( 
湖 人 

8( 
解 ( ぶ ん か い ) 
成 ( 
期 ( 


退 
終 
対 
の 
養成 (よう せい ) 
延期 (えん き ) 


O 〇 ) 軸 (OO トト 5 一 
ぐふ 
ど 
て 
ュー ン 
(の 
の の 6 ご ご ご の 


田 応用 練習 回 


両国 間 の 交渉 に は 、 な か な か (進展 : し ん て ん ) が 見 られ な か っ た 。 

彼女 の 英語 は どん どん (上 達 : 時 英字 新聞 まで 読め る よう に な っ て ョ 』 
話 に (熱中 : ね っ ちゅ う ) し て 、 ご 飯 を 食べ る の を 忘れ て し まっ た 。 

この 地域 は 住宅 地 、 商 業 地 、 農 業 地 な ど に 細か く (区 分 : く ぶ ん ) され て いる 
日 本 の 米 は 、 長 年 の 品種 (改良 : か いり ょ う ) の 結果 、 お いし く な っ た 。 

妹 は 、 法 科大 学院 を 出 て 、( 弁 護 : べ ん ご ) 士 に な っ た 。 

私 は 毎朝 、 公園 の 周り を ジョ ギン グ す る (習慣 : し ゅ うか ん ) が ある 。 
税制 の 改革 を テー マ に (討論 : と うろ ん ) 会 が 開か れ た 。 


CO ヽ J の ) 員 上 COO hDO 一 


皿 


竹 所 (だ た ん し ょ ) 一" 全 記 (けっ て ん ) 
awt つ ) 一 テ 達成 (た っ せい ) 

議 ( と う ぎ ) ー テ 討論 (と うろ ん ) 

画 ( き か く ) ー テ 計画 (けい か く ) 
MM し 3) ー テ 構成 (こう せい ) 
槍 ( 
全 e 


CO ト う 


(の 


きょう よう ) 一 > 知識 ( ち し き )、 素 養 ( そ よう ) 
うし ゅ う ) 一 > 講演 (こう えん ) 
6 . PWR ー* 弁明 ( べ ん め い )、 言 い 訳 (いい わけ ) 
7. 値段 (ね だ ん ) ー テ 価格 (か か く ) 
8. 基礎 ( き そ ) ー テ 基本 ( き ほ ん ) 
9. 対照 (た いし ょ う ) 一 > 比較 (ひか く )、 対 比 ( た いひ ) 
10. 発展 (は っ て ん ) 一 > 発達 (は っ た つ )、 進 歩 ( し ん ぱ ぽ ) 
習慣 (し ゅ うか ん ) 一 > 慣習 (か ん し ゅ う )、 風 習 (ふう し ゅ う ) 
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oO ヽ J の ) の ⑦ 〇 必 COCO トト 5 一 


の 〇 の ) の CO ト う 5 一 


oO 6 6 6 6 妨 6 6 6 6 5 5 @ ざ 5 の 


中 憎 芝 注 著 


如 山 
ーー 


(の 2 古人 の ) 
な だ か い 


0 の と の 


プ J さ 


洗 当 難 内 


下 司 貫 


半 京 
< 
人 
い 
( 
ひ て 
ジン 


ml 


Na 
Q 


豆 国男 


ヒト 


は ん ば いて ん 
し まち よう 
さん し じ ょ 

の. おう 

まめ 2 が る 
SS 
らく せい する 


し ゅ っ と うす る 
0 より 96 
た ん き な 


まう りく まる の 5 


CD CT CO SS どど レタ 9 ダダ ど ご どい 豆 


基礎 ( き そ ) 的 
討論 (と うろ ん ) 
起因 (きい ん ) 
変革 (へ ん か く ) 
決心 (けっ し ん ) 
順番 (じゅ ん ば ん ) 
序列 ( じ ょ れ つ ) 
救助 (きゅう じ ょ ) 
慣例 (か ん れい ) 
計画 (けい か く ) 
講義 (こう ぎ ) 
知識 ( ち し き ) 
希望 ( き ぼ う ) 
策略 (さく りゃ く ) 


6⑥) 
③ 
⑤ 
① 


① 例 外 











ェ ーーーー 


魚 知 



































田 応用 練習 吾 
1. A:1. 硬化 :1. 成 素 le 2 
2. 効 素 2. 可 紙 2. 防火 
3. 更生 3. 制止 3。 : 旭 逢 
4. 構成 4. 整理 4. 禁 動 
5. 厚生 5. 静止 5. 報道 
6. 妃 閉 
HL. 1. 視点 (し て ん ) * ま 「 示 点 」 と いう 語 は な い 。 
2 . 介抱 (か い は ほう ) *「 介 錠 」 と いう 語 は な い 。 
3。 合 則 (ほう そく ) *「 法 測 」 と いう 語 は な い 。 
4 . TS * ま 「 海 軍 業 」 と いう 語 は な い 。 
5. 歯形 (は が た ) * 人 間 が 入れ 歯 を 作る 時 に 、 セ メン ト な ど で 歯 の 生 
を 作る が 、 そ れ を 「 歯 型 」 と いう 。 
6。 志 財 人 し こう / * 仕向 」 と いう 語 は な い 。 
皿 . 1. し ょ うし ゅ うす る : し ょ うた いす る : し ょ うか いす る 
さん し ょ うす る : ちょ うか する 
2。 ちょ くせ ん し まう しさ な NO 
: 枯 う ちず る ゐる 
3. か いせ つ す る : ゆう ぜ い す る ぜ い き ん 
・。 だ つ ぜ いす る 
4. けい むし ょ せい ほう けい : ぎょ うそ う 
た いけ い ・ か いき ぎょ うい 
けん し ゅ うす る 
5. きん か こん し よう げん か い 
6. よ か ん や せい じ ょ げ ん 
7. む じ ゅ ん : そう むか じゅ うな ん な 
・ に ゅ うわ な 
8. た ん い せん りゃ < く 27286 
きょう れつ れい が い 
IM。 1. じん じい ん の か ん こく を うけ る 。 
2. さい ぼう の そし き を ば いよ うす る 。 
3。 ふか い か ん が い を お ば ぼ え る 。 
4. 2 ほん の せん が すい ちょ くに まじ わっ て いる 。 
5. どん な こと に も せい い を も っ て し ん けん に と りく も わ 。 
6. その し ん し に ふく の だ いき ん を せい きゅう し た 。 
た /。 選ん し ん し て いる の ょ ま 単 い が きく つう を うら た えた 。 


240 


田 復 泊 練 習 男 


則竹 


10. 


11. 


父 が し ぬ ま で あい よう し て いた 古い が いこ くせ い の 時 計 は 、 つ い 再 起 まで 実に 
せい か くに と き を きざん で いた が 、 あ る 日 気がつく と 止ま っ て いた 。 近く の せ 
ん も ん て ん に ぶん か い し ゅ うり に 出し た ら 、 よ そう が く の に ば いも か か っ た 
の し 00 人 と どう よう に な お っ ら た 。 





か みや は ほ と け じゃ ある まい し 、 ふ だ ん の どり ょ く で 何で も た っ せい で きる と 思 
うな ん て 、 老 えん え の 上 由 すき る 。 


この 4 月 で 5 年 の か い が い きん む が し ゅ うり ょ うし て 、 い よい よ 本 社 に か ん 
り し ょ く と し て て ん きん する 。 帰国 を 前 に けん し ゅ う で 留学 し た な つか し いと 
うお う し よ と く を きい は ほう し だ い 。 





どん な に 頭 の いい 人 で も 、 ど ん な に 美しい 人 で も 、 け ん こう と と み と せ いこ う 
と こう ふく な けっ こん を すべ て 手 に 入れ る な ん て ふか の うだ 。 


今度 の は っ て ん 途上 国 へ の の うき ぎ きょう きか い の 売 り 込 みき か く は 、 し ょ うし 
ん に か ん けい する の で ぜひ さん か し た い 」 と いう き ぼ う を 出し た 。 





よそ く の つ か な い 現 代 社会 の きけ ん か ら 身 を まもる た め に 、 ふ だ ん か ら の し ゅ 
うれ ん が 大 切 だ と じゅ うど うと 合気道 を 習っ て いた と も だ ち が げ ん いん ふ め 
い の 病 気 で きゅう し し た 。 


相手 チー ム の は ん げき で 、 か ん きゃ く の だ れ も よ そう し な か っ た て ん か い に な 
り 、 試 合 は 13 回 まで えん ちょ うさ れ た 。 

19 せ いき 後半 に 始ま っ た 産業 か くめ い に よ っ て 、 せ いおう 社会 の こう ぞう が こ 
ん て いか らく つが えさ れ 、 人 々 の か ちか ん も 前 と は か な りこ と な っ た も の と 


2 の 7 


あの 若い 野心 的 な けん ちく か は 、 ほ し ゅ て き な か ん れい を むし し て 、 か くし ん 


SR の 2 So oe の も く で の さき 0 の 2 の で きっ つり いし た 


仕事 に し っ ぱい し 、 人 人 生 に し つぼ うし 、 酒 に 走っ た 男 は 、 ふ けん こう な 生活 か 
ら 体調 を くず し 、 い つか せい し ん に も いじ ょ う を きた し た らし く 和 家族 に らん ぼ 


う を 働く よう に な っ た 。 


め の ち も ょ の いい が し まし の つい は 、20 人 0 有 0 し 0 / ク ポー クラ ンク や くる ん ん し で に 


2 の の め ら れ た だ た 。 し か し みこ うな こと に 、 で て で れ ルル 来 今 商 生 MM は っ こう な 少女 


と いう し ょ えん の いん し ょ うか ら だ っ ぴ で き て いな い 。 は 母親 役 に ち ょ う 
せん する と テレ ビ で は ほう ふ を 放 まっ て いた 」 もう 47 き い だ 。 


2 ダ / 


じ けい さく いん 


| | 字形 索引 | | Pattern Index 


この 索引 で は 、 漢 字 の 形 の 共通 し た 部 分 を 取り 出し 、 学習 者 が 字形 か ら 漢 字 を 検索 で きる よう ・ 
見 出し を 立て て あり ます 。 し た が っ て 、 見 出し の 中 に は 、 い わ ゆ る 伝 絢 な [部 首 (Radical)」 < 
は 異な る 形 も 含ま れ て いま す 。 部 首 と し て 意味 を 持つ も の に は ( ) 内 1 も を 

つけ まし た が 、 形 の み の 見 出し に は 名 称 も 意味 も つけ て いま せん 。 ま た 、 声 文 字 の [音符 (Ph 


netic marker)| と し て 現在 も 機能 し て いる 形 に は 、【 】 内 に Nrie ye まん 

各 見 出し 形 の 下 に 、 本 書 お よび 『Basic Kanji Book』 シリ ー ズ で 学習 する 漢字 の リス ト が あり ま 
す 。 本 書 の 学習 漢字 に は 「L~| と し て 本 書 の 課 数 が 書い て あり 、 下 に 各 漢 字 の 情報 が 並ん で いま 
す 。 本書 の 学習 漢字 以外 の 場合 は 、「B K~-」| (『Basic Kanji Book』 の 課 )、[IKB2--」 (『Interr: 
diate Kanji Book』 vol. :2 の 課 数 、 コ は コラ ム ) な ど と 書い て あり ます か ら 、 そ れ ぞ れ の 本 を 見 て 
くだ さい 。 「 索 |] ! は 字形 下 のみ に ある 漢字 で す 。 漢字 の 右 の 小さ い 数 字 は 画数 で 、 漢 字 は 画 女 
順に 並ん で いま す 。 同じ 画 数 の 場合 は 、 課 の 若い 順に な っ て いま す 。 一 つ 一 つの 漢字 熟語 の 使い 
に の いて は 、 大 典 を 調べ て くだ さい 。 


字形 索引 用 部 御 リ スト 


1 KOK シー いい 


20 pp Pa | 
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想 . その 他 (左右 ) | | | p.2g9 < 
本 IV. か ん むり p.290 0 





X. その 他 (全体 ) | | p.329~- 


2 フイ 3 






書き 順 ノイ 


外人 AI | | | | | | 答 


ブツ は ほ は と け 仏教 は イン ド で 生ま れ た 。 
Buddha,。 *France 古い 仏像 を 見 る の が 好き だ 。 
仏教 (ぶっ きょう ) Buddhism 仏像 (ぶつ ぞう ) Buddha statue 


仏 ( ほ と け ) the Buddha。 a benevolent soul * 南 仏 ( な ん ふつ ) Soauthern France 


T 任 谷 符 | | | | | | 但 


フ つ - く <: つ - け る この 旅館 は 一 泊 二 食 付 で 7 5 0 0 円 だ 。 
attach, stick この 大 学 に は 付属 病院 が ある 。 
寄付 ( き ふ ) ス ル to contribute, to donate 付着 (ふち ゃ く ) ス ル to adhere 
付属 ( ふ ぞ く ) ス ル to be attached, to be a branch of 日付 ( ひ づけ ) date 
受付 (うけ つけ ) reception, information desk て 付 (つき ) including て 

222 ン 千 4 
ニン ま か - す ま か - せ る 最高 坊 判 所 の 長官 は 総理 大 臣 が 任命 する 。 
entrust。 appoint あたえ られ た 任務 を 責任 を 持っ て は た す 。 
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任命 (に ん めい ) ス ル to appoint 就任 (し ゅ うに ん ) ス ル to assume office 


秀 任 ( い に ん ) ス ル to entrust 辞任 ( じ に ん ) ス ル to resign 

放任 (ほう に ん ) ス ル not to intervene 貢 任 (せき に ん ) responsibiity 

任務 (に ん む ) duty, commission 担任 (た ん に ん ) being in charge of 
専任 (せん に ん ) full - time ー ニ ー ラ 任 ( ま か ) す / せ る to entrust 





9 
似 7 件 比 花 侯 似 | | | 光 


この 商品 は 他社 の 商品 に 類似 し て いる 。 


失っ あの 子 は 父親 に よく 似 て いる 。 
類似 (る いじ ) ス ル to resemble 穫 槍 人 さき 0 じ ち ) approximate value 
似顔絵 (に が お え ) portrait ニ 似 (に ) て いる to resemble 








シン の - び る : 人 T この テー ブル は 伸縮 が 自在 だ 。 

stretch 彼 の 投げ る ボー ル は 伸 ぴ が いい 。 

伸縮 (し ん し ゅ く ) ス ル to expand and contract 伸長 (し ん ちょ うら ) ス ル to extend, to expand 

追伸 (つい し ん ) postscript (= P.S.) 伸 ( の ) び る to stretch 

併 「 7 」 侍 伊 條 
8 画 

ヘイ あわ - せ る 三 つ の 村 が 合併 し て 市 に な っ た 。 

unite カナ ダ で は 英語 と 仏語 を 併用 し て いる 。 

合併 (が っ べ ぺい) スル to merge 併用 (へ いよ う ) ス ル to use together 


併発 (へ い は つ ) ス ル to happen concurrently 併合 (へ い ど ごう) スル to amalgamate 
併 ( あ わ ) せ る to put together, to unite 


例 7 し 伯 例 | | | 


レイ た と - え る 例年 4 月 に 新人 歓迎 会 を 開く 。 
example 用 例 を た くさ ん 集め て 辞典 を 作る 。 
例外 (れい が い ) exception 慣例 (か ん れい ) custom, precedent 
用 例 ( よ うれ い ) example 例年 (れい ね ん ) normalaverage year 


前 例 ( ぜ ん れい ) precedent= 先例 (せん れい ) 例 ( た と ) え ば for example 





1 人 1 昌 RI 1 1 
connect。 in charge レシ ー ト を 会 計 係 に 出し て くだ さい 。 
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関係 (か ん けい ) ス ル to be connected with 係数 (けい すう ) coeffcient [math] 





係長 (か か り ち ょ う ) chief clerk 会 計 係 (か いけ い が か り ) accountant 

保 f |( 仁 作 | 価 8 
9 画 

けん さ 

ホ た も ゃ も - つ 保健 所 で エイ ズ の 検査 を 受け た 。 

keep, maintain 貴重 品 を ロッ カー に 保管 する 。 

保護 (ほど ご) スル to protect 保管 (ほか ん ) ス ル to store, to safekeep 

保存 (ほぞ ん ) ス ル to preserve 確保 (か く ほ ) ス ル to maintain。 to ensure 

保障 (ほし ょ う ) ス ル to secure 保証 (ほし ょ う ) ス ル to guarantee 

保温 (ほお ん ) ス ル to maintain at a warm temperature 保守 的 (ほし ゅ て き ) ナ conservative 

保険 (ほけ ん ) insurance 保健 所 (ほけ ん じ ょ ) public health center 

保 ( た も ) つ to maintain 保育 園 ( ほ いく えん ) nursery school 





シュ ツウ ツ #* シ ュ お さ - ま る : お さ - め る 壊れ た ラジ カセ を 修理 に 出す 。 
master, amend 大 学院 の 修士 課程 を 修了 ( 間 / 朋 


修理 (し ゅ うら うり) スル to reparr 修了 (し ゅ うり ょ う ) ス ル to complete (a course) 
研修 (けん し ゅ う ) ス ル to study and train 修正 (し ゅ う せ い ) ス ル to amend 

* 修 行 ( し ゅ ぎょ う ) ス ル to practice, to train 修士 (し ゅ うし ) Master level degree 

修道 院 ( し ゅ うど うい ん ) monastery, convent 修 ( お さ ) め る to complete 


値 f イイ 備 値 | | | | 衣 


ナチ ね あたい も の の 価値 は 値段 で は 決め られ な い 。 
value, price 健康 診断 で 血糖 値 が 高い と 言わ れ た 。 
価値 (か ち ) value 数 値 ( す うち ) numerical figure 
絶対 値 ( ぜ っ た いち ) absolute value 平均 値 ( へ いき ん ち ) mean value, average 
血糖 値 ( け っ と うち ) blood-sugar level 値 上 ( ね あ ) ザ スル to raise (price ) 
値 ( あ た い ) ス ル to be worthy of 値 ( あ た い ) value, price 

値段 (ね だ ん ) price 売り 値 (うり ね ) retail price 





バイ 倍率 を 変え て 拡大 コピ ー を する 。 
double, ぐ times 1 0 年 間 に 所 得 が 倍増 し た 。 
倍増 (ば い ぞ う ) ス ル to double 倍加 (ば いか ) ス ル to double 

倍率 (ば いり つ ) rate of magnification て 億 ( ば い ) て times (as big) 


2 ダ 6 





彼 は 6 ケ 月 の 免許 停止 に な つ ye 本 


suspend 両国 は クリ スマ ス 停 戦 に 合意 し た 。 
停止 (て いし ) ス ル to stop, to suspend バス 停 ( て い )= 停留 所 (て いり ゅ うじ ょ ) bus stop 
停滞 (て いた い ) ス ル to stagnate 停戦 (て いせ ん ) ス ル to cease fire 


停職 (て いし ょ く ) suspension from work 停学 (て い が く ) suspension from school 


健 全休 信者 佑 人 健 | 計 





グン の ひる?) 彼 は いつ ゃ 健康 に 気 を つけ て いる 。 
healthy, sound, strong 保健 セン ター で 薬 を も ら っ て きた 。 


健康 (けん こう ) ナ healthy で 一 不健康 ナ 航 健 (お ん けん ) ナ moderate 

健全 (けん ぜん ) ナ sound, good で ーー 不 健全 ナ 健 ( す こ ) や か ナ sound 

保健 (ほけ ん ) health, sanitation 健康 診断 (けん こう ・ し ん だ ん ) health check 
健康 保険 (けん こう ・ ほ けん ) health insurance 





ソ ク か わ この 道路 は 工事 で 片側 通行 に な っ て いる 。 
Side 私 た ち は 役 ら を 側面 か ら 援助 し た 。 
片側 (か た が わ ) one side 両側 (りょう が わ ) both sides 

側面 (そく めん ) side 右側 (みぎ が わ ) right side で 左側 





笑 f イ 伯 修 偽 介 | | 中 


ショ ウ きず いた -# ぉ む : いた - め る 不用 意 な こと ば が 人 の 心 を 傷つけ る 。 








injury, wound 車 に ひか れ て 重傷 を 負っ た 。 

負傷 (ふし ょ う ) ス ル to be injured 感傷 的 (か ん し ょ うら て き ) ナ sentimental 

傷心 (し ょ うし ん ) heart-broken 切り 傷 ( き ) り (きず ) a cut 

傷害 (し ょ うがい ) physical injury 重傷 (じゅ うし ょ う ) serious injury 

傷 ( き ず ) つ ける tohurt - * 火傷 (や けど ) burn 

1 門人 入 偽 附 中 
| 7 修 12 14 画 

ゾウ この 寺 に は 大 き な 仏 像 が ある 。 

image 旅行 で と っ た 写真 を 現像 する 。 

現像 (げん ぞう ) ス ル to develop (film) 想像 (そう ぞう ) ス ル to imagine 

仏像 (ぶつ ぞう ) Buddha statue 映像 (そい ぞう ) picture on a TV/movie screen 


2 ィ / 





回 (Gi363 間 田 


ユウ すぐ - れ る や さ - し い オリ ン ピ ッ ク で 優勝 する の は 難し い 。 
superior。 gentle。 actor | お 年 寄り た ちの た め に 優先 席 を 設け る 。 
優勝 (ゆう し ょ う ) ス ル to win 優先 (ゆう せん ) ス ル to take priority 
優秀 (ゆう し ゅ う ) ナ superior 女優 ( じ ょ ゆ う ) actress で っ 男優 (だ ん ゆう ) 


優越 感 ( ゆ うえ つか ん ) superiority complex 優 ( す ぐ ) れ て いる superior, outstanding 
優 ( や さ ) し い gentle - つ 厳 ( き び ) し い strict 


mm < UN all) 


書き 順一 一 十 








協 | ML Ll 1l l lem 
CO-ODerate 農業 協同 組合 を 「 農 協 」 と いう 。 

協力 (きょう り ょ く ) ス ル to work together 協議 (きょう ぎ ) ス ル to confer with 
協調 (きょう ちょ う ) ス ル to cooperate 協会 (きょう か い ) society, association 
協同 組合 (きょう どう ・ く みあ い ) co-op 


剖 き 順一 し リリ U 








に 因 Mai 記 間 時 
いさ いい 14 画 


メイ な - く な - る : な - ら す 遠く で 女 の 人 の 悲鳴 が し た 。 
make a sound 事務 至 の 電話 が 鳴っ て いる 。 
共鳴 (きょう めい ) ス ル to resonate, to sympathize 雷鳴 (らい めい ) thunder 
悲鳴 (ひめ い ) scream 鳴 (な ) る to ring 
鳴 ( な ) く to cry (animals) 鳴 ( な ) ら す to make sound 
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書き 順 ー サナ ユ 


4. よ ( つ ち へ ん : ground) 馬 : 





陣 F 区 防 際 | | | 民 


三 人 の 子 ど も に 土地 を 均等 に 分 けた 。 
Mi eVen。 aVerage この 夏 の 平均 気温 は 昨年 より 2 度 高かっ た 。 
均衡 (きん こら) スル to balance で 一 不 均衡 (ふき ん こう ) imbalance 


均等 (きん と う ) ナ equal, of the same proportion 
平均 (へ いき ん ) average 均 一 (きん いつ ) ナ uniform 





書き 順 ~ 人 婦女 







計 5 . (お ん な へ ん : woman ) | 


書き 順 っ "つら 


6. 9( ゆ み へ ん :bow) 上 










随時 識 誹 芝 張 | | 馬 


チョ ウ は - る …p.287 長 【 チ ョ ウ 】 父 は 出張 で 名 古屋 へ 行っ た 。 


stretch。 spread 試験 の と き 、 上 緊張 し た 。 

主張 (し ゅ ちょ う ) ス ル to assert 緊張 (きん ちょ う ) ス ル to tense 
出張 (し ゅ っ ちょ う ) ス ル to go on a business trip/errand 

張 ( は ) り 切 ( き ) る to be tense/eager 水 ( こ お り ) が 張 ( は ) る to freeze over 


2 タク 





逮 が 隊 獲 耕 | | | | 





ダン ひ - く は ず - む た ま 政府 は その 宗孝 団体 を 弾圧 し た 。 
bullet。 bound この 球 は 弾力 が あっ て 、 よ く 弾 む 。 
弾圧 (だ ん あつ ) ス ル to suppress 弾丸 (だ ん が ん ) = 弾 ( た ま ) bullet 
爆弾 (ば くだ ん ) bomb 弾力 (だ ん り ょ く ) elasticity 


弾 ( ひ ) く to play (musical instruments) 弾 ( は ず ) む to bound, to bounce 


書き 順一 丁 工 






切 国 図 久男 男 量 還 題 田 


コツ *\* ク 彼 は 大 き な 事 業 に 成功 し た 。 
merit, SucCeSS 日 本 の 企業 は 年 功 序列 制度 だ 。 
成功 (せい こと こう) スル to succeed 不 成 功 (ふせ いこ う ) failure 
功罪 (こう ざい ) merits and demerits * 功徳 (くど く ) an act of charity 


年 功 序 列 制度 (ね ん こう ・ じ ょ れつ ・ せ い ど ) the seniority system 


8. イ ( ぎ ょ うに ん べ ん : go) 





秦 F 誠 診 険 | | 屋 


ヤク エキ 先進 国 の 果たす 役割 を 考え る 。 
role, duty, service 市 役所 で 外国 人 登録 を する 。 

役所 (や くし ょ ) public office 役割 (や くわ り ) assigned role, duty 
役職 (や く し ょ く ) post。 position 役人 (や くに ん ) government officials 
上 役 ( 2 わ や く ) one's superior(s) 重役 (じゅ う や く ) company executive 
現役 (げん えき ) currently (on service) 役者 (や くし ゃ ) actor, actress 

服役 (ふく えき ) ス ル to serve in prison 役 立 ( や くだ ) つ to be useful 
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ー p.289 修 ー ク 】 2 1 | | le 


トド again 病気 が 回 復 し て 、 職 場 に 復帰 し た 。 
回 復 ( か ム か いふく) スル to recover 復帰 (ね ふっき) スル to return 
往復 (お うふ く ) ス ル to go and retum 復習 (ふく し ゅ う ) ス ル to review 


書き 順 っ > ハ 小 
9. † す ( り っ し ん べ ん : heart) 上 








快 1 | P 選 崩 居 79 
ヽ 7 画 


ころ よ - い ヶ -2ー- の お か げ で 夏 で も 快適 に 過ごせ る 。 
ye 間 comfortable 快速 電車 は 次 の 駅 に 止ま り ま せん 。 


快勝 (か いし ょ う ) ス ル to gain victory easily 全快 (ぜん か い ) ス ル to recover completely 
快適 (か いて き ) ナ comfortable, pleasant 不快 (ふか い ) ナ unpleasant 

明快 (めい か い ) ナ clear 軽快 (けい か い ) ナ light, nimble 
快速 (か いそ く ) high - speed,express 快晴 (か いせ い ) fine weather 

快 ( こ ころ よ ) い comfortable, pleasant 


に - に L 10 
中 ヽ 14 男 











カン な - れ る : な - T 、 公 園 を 散歩 する 習慣 が ある 。 
cuStom Tyr し に ゃ 慣れ た 。 
習慣 (し ゅ うか ん ) custom, habit 慣例 (か ん れい ) custom, precedent 
慣習 (か ん し ゅ う ) custom, practice 慣用 名 (か ん よう らく ) idiom 


ェ ニ 慣 ( な ) れ る to get used to 
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カク この コピ ー 機 は 拡大 も 縮小 も で きる 。 


exDand 来年 度 は 事業 を 拡張 する 予定 だ 。 
拡大 (か くだ い ) ス ル to enlarge 拡張 (か くち ょ う ) ス ル to lengthen 
拡散 (か くさ ん ) ス ル to scatter 軍拡 (ぐん か く ) mmitary buildup 





タン に な - ら うら か つ - ぐ 残り の 仕事 は 皆 で 分 担 し よ う 。 
undertake。 carry(on one's shoulders) 担当 の 医師 と 相談 し て 入院 日 を 決め た 。 
分 担 ( 記 ん た ん ) ス ル to bear one*s share 負担 (ふた ん ) ス ル to be liable 


担当 (た ん と う ) ス ル to be responsible for 担任 (た ん に ん ) being in charge of 
担 ( か つ ) ぐ to carry (on one's shoulder) 担 ( に な ) う to undertake 





ハク ヒョウ ー p.285 白 【 ハ ク 】 見 事 な 演技 に 拍手 が 止ま ら な か っ た 。 
beat 手足 で 拍子 を と りな が ら 歌 っ た 。 


拍手 (は くし ゅ ) ス ル to clap one's hands 脈拍 (みや く は く ) pulse 
* 拍子 (ひょう し ) time, beat 
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ホウ だ - く い だ - く か か - え る 大 き な 夢 を 抱い て 将来 の 抱負 を 語る 。 





embrace 5 人 の 子ども を 抱え た 生活 は 楽 で は な い 。 
介抱 (か い ほ う ) ス ル to nurse, to care for 抱負 (ほう ふ ) aspiration。 ambition 
抱 ( だ ) く to hold 抱 ( い だ ) く to embrace 


抱 ( か か ) え る to support 


明 は 所 且 | | | | | 倫 


ショ ウ まね - く 一 p.285 召 【 シ ョ ウ 】 客 を 家 に 招い て 、 家 庭 料 理 で も て な す 。 





invite 友人 の 結婚 式 に 招待 され た 。 
招待 (し ょ うた い ) ス ル to invite 招 ( ま ね ) く to invite, to beckon 





厨 時 す 折 申 下 類 | | | 


ホホ 。 つか - ま る : つか - ま える と - る 殺人 事件 の 犯人 が 捕まっ た 。 
と - ら われ る : と - ら える catch 元首 相 に 逮捕 状 が 出さ れ た 。 








逮捕 (た い ほ ) ス ル to arrest 捕手 (ほし ゅ ) catcher 

捕虜 (ほり ょ ) prisoner 捕 ( つ か ) ま える to catch, to sieze 

随 オ オカ | 才 克 須 
私 レル 、 10 画 

シン あふ - る ふ - る 5 この 船 は 振動 が 激しい 。 

swing。 wield 最近 、 こ の 会 社 は 業績 が 不振 で ある 。 

振動 (し ん どう ) ス ル to vibrate 振興 ( しんこう) スル to promote 

不振 (ふし ん ) ナ dull (condition) 振幅 (し ん ぷく ) amplitude 

身 振 ( み ぶ ) り gesture 振 ( ふ ) る to shake, to wave, to Swing 





欄 は すず 有野 旧 腸 藤 | | | 但 


開発 途 上 国 を 経済 的 に 援助 する 。 


aid。 support 今回 の 海外 公演 は 文化 庁 が 後援 し て いる 。 
援助 (えん じ ょ ) ス ル to aid 応援 (お うえ ん ) ス ル to support, to cheer 
支援 (し えん ) ス ル to support, to aid 救援 (きゅう えん ) ス ル to send relief 


後援 (こう えん ) ス ル to support (financially) 握 護 (えん ど ご) スル to protect 
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換 時 | 抱 換 換 夢 換 | | | 旨 





カン か - わ る : か - え る 日 本 円 に 換算 する と 約 1 億 円 に な る 。 
exchange, convert 会 社 の 方 針 を 転換 する こと が 決ま っ た 。 
交換 (こう か ん ) ス ル to exchange 換気 (か ん き ) ス ル to ventilate 
転換 (て ん か ん ) ス ル to change 換算 (か ん さん ) ス ル to convert 


変換 (へ ん か ん ) ス ル to convert。 to change 換 ( か ) え る to change, to substitute 


提 11. ?( さ ん ずい : water) 証 








L 6 
6 男 


オ きた な - い | けが - す 政治 家 の 汚職 事件 が 後 を た た な い 。 
けが - ら わ し い よど ご - れる : > す dirty 汚い 工場 排水 で 川 が 汚染 され た 。 


汚染 (お せん ) ス ル to be contaminated 汚職 (お し ょ く ) corruption 
汚点 (お て ん ) staimn 汚 (きた な ) い dirty 





セン あさ - い 浅 薄 な 知識 し か 持っ て いな い 、。 
shallow この 有川 は 浅く て 、 流 れ が 速い 。 


254 


浅 注 (せん ば ぱく) ナ superficial, shallow 浅 ( あ さ ) い shallow 
浅草 (あさ くさ ) (place name in Tokyo) 


派 ま 7 包 錠 際 | | | 介 


左派 の 中 に ゃ 保守 派 と 急進 派 が いる 。 








昌 上 party, branch off ヨー ロッ パ の 印象 派 の 絵画 が 好き だ 。 

派遣 (は けん ) ス ル to dispatch 派生 (は せい ) ス ル to derive from 

派手 (は で ) ナ showy, flashy 立派 (りっぱ ) ナ fine, excellent 

派閥 (は ば つ ) clque, faction 左派 ( さ は ) lefiists, left faction 

保守 派 ( ほ し ゅ は ) conservative faction 急進 派 ( き ゅ うし ん は ) radical faction 

印象 派 ( い ん し ょ うら は ) impressionists 特派 員 ( と く は いん ) special correspondent 

ヾ 切 時 遇 0 | ン L 1 
人 |/ > テ 11 画 

コン ま - じ る ま - ざ る : ま - ぜ る 日 曜日 な の で 、 店 は 混雑 し て いた 。 

miX 頭 が 混乱 し て いて 、 整 理 で き な い 、。 

混雑 (こん ざ つ ) ス ル to be crowded 混乱 (こん らん ) ス ル to be confused 

混同 (こん どう ) ス ル to confuse 混合 (こん どう ) ス ル to mix 

混 ( ま ) じ る / ノ 混 ( ま ) ざ る to be mixed 混 ( ま ) ぜ る to mix, to include 








コ みず うみ 昨夜 の 大 雨 で 湖 の 水 が 増加 し た 。 
lake 人 人 造 湖 の 水 は 付 近 の 田んぼ に 利用 する 。 
湖畔 ( こ は ん ) lake shore 湖水 (こす い ) lake 
人 人 造 湖 ( じ ん ぞう こと) artificial lake 式 琶 湖 ( び わこ ) Lake Biwa 

に 攻 | 上 6 

12 画 

マン み - ち る : み - た す 2e 凍 1 | 
full。 satisfied 会 場 は 満開 の 桜 を 楽し む 人 で 超 満員 だ っ た 。 
満足 (まん ぞ く ) ス ル to be satisfied 不満 (ふま ん ) dissatisfaction 
満員 (まん いん ) full (of people) 満点 (まん て ん ) full (marks) 





は か - る 大 地震 が いつ 起こ る る か は 予測 で き な い 。 
meaSUTe 天体 の 動き を 観測 する 。 
測量 (そく りょう ) ス ル to survey 観測 (か ん そく ) ス ル to observe 
推測 (すい そく ) ス ル to suppose 予測 (よそ く ) ス ル to forecast, to estimate 
測定 (そく て い ) ス ル to measure 測 ( は か ) る to measure 


25$ 


満開 (まん か い ) in full bloom 満 二 歳 (まん に さい ) fully 2 years old 
満 ( み ) た す to 色 





彼女 は 卒業 公演 で 主役 を 演じ た 。 


wo 運動 会 の 予行 演習 を 行う 。 
出演 (し ゅ つえ ん ) ス ル to appear on stage 演技 (えん ぎ ) ス ル to act, to perform 
講演 (こう えん ) ス ル to give a lecture 演説 (えん ぜ つ ) ス ル to make a speech 


公演 (こう えん ) ス ル to perform in public 演習 (えん し ゅ う ) practice, drill 
演 ( え ん ) じ る to play a part 








こ ご - い その 男 が や っ た と い 5 疑い が 濃厚 だ 。 
RE 濃い グレ ー の 服 を 着 て いる 。 
濃縮 (の うし ゅ く ) ス ル to concentrate (iquid) 濃厚 (の うこ う ) ナ concentrated, deep 
濃度 (の うど ) density 濃 ( こ ) い strong (liquid ), dark (color) 
9 ゞ 7 |[@ レ し 没 L 4 
23 9 9 注 |/ ろ | レ 16 画 
級 5 し い 時 代 の 急激 な 変化 に つい て いけ な い 、。 
和 h SeVere すばらし い 話 を 開い て 、 感 激 し た 。 
感 汰 (か ん げき ) ス ル to be deeply moved 激化 (げき か ) ス ル to intensify 
刺激 ( しげき) スル to stimulate 激変 (げき へ ん ) ス ル to change radically 
激増 (げき ぞう ) ス ル to increase suddenly で 激減 (げき げん ) ス ル 
過激 (か げき ) ナ extreme 激怒 (げき ど ) ス ル to be enraged 
急激 (きゅう げき ) ナ sudden, abrupt 激 ( は げ ) し い severe 
書き 順 ~ ノ 3 4 





ドク ひと - り 米国 は 1776 年 に 独立 し た 。 
alone, *Germany 彼 は まだ 独身 だ 。 
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外 立 (どく りつ ) ス ル to become independent 独占 (どく せん ) ス ル to monopolize 
独特 (どく と く ) ナ nnique, special 孤独 ( こ ど く ) ナ lonely 

独身 (どく し ん ) single, unmarried * 独 文 ( ど く ぶ ん ) OQerman Hiterature 
列 ( ひ と ) り 言 ( ご と ) talk to oneself 


1 『P( こ ざと へ ん : 


次 凍 













際 F PP 際 際 | | | | | 


ボウ ふせ - ぐ ー p.282 方 【 ボ ウ 】 病気 に な ら な いよ うに 予防 する 。 





defend, prevent 国 の 防衛 費 が だ ん だ ん 増え て いる 。 
予防 ( よ ぼ う ) ス ル to prevent, to take precautions 防止 (ば ぼう し) スル to prevent 
消防 署 ( し ょ う ぼ うら し ょ ) ffre station 防水 加工 (ぼう すい ・ か こう ) waterproof 


防衛 費 ( ぼ うえ いひ )= 国防 費 ( に く ぼ ぽう ひ ) defense expenditure 
防 ( ふ せ ) ぐ to defend, to prevent 





ゲン か ぎ - る 期限 が 来 た の で 、 本 を 返し に 行っ た 。 
limit 月 二 万 円 を 限度 と し て 交通 費 を 支給 する 。 
制限 (せい げん ) ス ル to Hmit 限度 (げん ど ) limit (numerical) 

限界 (げん か い ) Himit (to one's abilities) 期限 ( き げ ん ) (time) Himit 
最低 限 ( さ いて い げ ん ) the lowest 限 ( か ぎ ) る to jimit 





険 『 孔 陰 隊 険 | | 佑 


ケン け わ - し い 一 p.287 倫 【 ケ ン 】 生命 保険 や 火災 保険 に 加入 する 。 
danger, seVere 高 さ 3000 た トル 以上 の 険しい 山 に 登る 


冒険 (ば うけ ん ) ス ル to adventure 危険 (きけ ん ) ナ dangerous <*-> 安全 ナ 
険悪 (けん あく ) ナ dangerous, threatening 保険 (ほけ ん ) insurance 
険 ( け すわ) しい steep, severe 





25Z 





2 | 2 の 東京 は 国際 的 な 都市 に な っ た 。 


ぜん て い 
OccasiOon。 side 結婚 を 前 提 に 交際 し て いる 。 
交際 (こら う さい) スル to associate with 国際 的 (こく さい て き ) ナ international 
実際 (じっさい ) actually と の 際 ( さ い ) on this occasion, now 
V- で ju 際 (さい ) に when doing て N に 際 ( さ い ) し て when ^ happens, in case of て 


書き 順 ~ | ]】 





書き 順 ~ ” ~ 27 カカ 





書き 順一 | 「] HH 


DO 16. HI ( ひ へ ん : 


sun, day) 馬 : 





書き 順 ~- ) 月 月 月 





勝一 つく り 3. 力 ( ち か ら ) 
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書き 順 ~ / 月 月 月 





上 18. 有 (に く づき 。 muscles ) 


態 「 じ 全 搬 条 能 | | | lm 
10 画 


知能 ロボ ッ ト の 開発 が 進ん で いる 。 


0 *Noh drama この 会 社 は 有 能 な スタ ッ フ が 多い 。 

機能 (きのう ) ス ル to funnction 可能 (か の う ) ナ possible で > 不可 能 ( ふ か の う ) ナ 
有 能 (ゆう の う ) ナ able, competent < 一 無能 (な の う ) ナ 

知能 (ちの う ) intelligence 能力 (の うり ょ く ) abilty 

性 能 ( せ い の う ) efficiency 能率 (の うり つ ) efficiency 

才能 (さい の う ) talent 芸能 (ばい の う ) entertainment 


放射 能 ( ほ うし ゃ の う ) radiation 





書き 順 っ ・ ソ アゲ 
"19. %( ひ へ ん :fe) 


壮 20. 林 ( き へ ん e tree) 「 


コン ね この 木 は 根 が 広く 張っ て いる 。 
root。 foundation 彼 の 主張 の 根拠 が わか ら な い 。 
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根本 (こん ぽん) foundation, root 根拠 (こん き ょ ) ground, basis 










根底 (こん て い ) bottom, basis 根 ( ね ) root 
も.5 
械 本数 机 械 | | | 
大 き な 建 設 機械 を 使っ て ビル を 建て る 。 
工場 の 機械 化 が 進ん だ 。 
機械 化 ( き か いか ) ス ル to mechanize 機械 (きか い ) machine 


ー p.287 答 【 ケ ン 】 コン ピュ ー タ で 誠 読み た い 本 を 検索 する 。 
eXarmine こ こ の 件 は 社内 で 再 検討 し て 返事 を する 。 


検査 (けん さ ) ス ル to inspect,to examine 検討 (けん と う ) ス ル to examine 
検索 (けん さく ) ス ル to search for, to look up 探検 (た ん けん ) ス ル to explore 
検定 試験 (けん て い ・ し けん ) examination for a certificate 

検索 庁 ( け ん さ つ ち ょ う ) the Public Prosecutor's Office 


酸 人 市 彩 玲 護 本 | | 


概説 書 は 便利 だ が 、 あ まり 面白く な い 。 





nA 古代 か ら 現 代 ま で の 日 本 の 歴史 を 概観 する 。 

概説 (が いせ つ ) ス ル to give an outline 概観 (が いか ん ) ス ル to make an overview 

概算 (が いさ ん ) ス ル to estimate (generally) 概論 (が いろ ん ) outHiine 

概要 (が いよ う ) summary 概念 (が いね ん ) notion, concept 

気概 ( き が い ) spirit,drive 概 ( が い ) し て generally 

午 オ オ ポ 本 柄 醒 槽 構 復 2 
「J 匠 14 画 

コウ か ま - う か ま - え る 日 人 

SITUCtUTe ー p.289 著 【 コ ウ 】 その 会 は 年 配 の 男性 で 構成 され て いる 。 

構成 (こう せい ) ス ル to compose 構想 (こう そう ) ス ル to plan, to conceive 

構造 (こう ぞう ) structure 機構 (きこ う ) organization 

構 (か ま ) え る toget set。 to get ready 構 (か ま ) う to mind, to care about 
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書き 順 > ノ ク タ 









人 1 タ ( が つ へ ん : bone) 記 


シン し - ぬ 飛行 機 事故 で 多数 の 死者 が 出 た 。 
death 疲れ た の か 、 死 ん だ よう に 眠っ て いる 。 
死去 (し き ょ ) ス ル to pass away 急死 (きゅう し ) ス ル to die suddenly 

病死 (びょう らし) スル to die of sickness 死者 (し し ゃ ) the deceased 

死体 (し た い ) corpse 死因 (し いん ) the cause of death 


死 ( し ) ぬ to die 


書き 順一 / と 箱 穫 





m22. (うし へ ん :cow) 暫 


書き 順 … ! 了 ル 





229. ( お う へ ん : king) 





どう わ 
オウ 「 は だ か の 王様 」 と いう 堂 語 を 読ん だ 。 
king ピラ ミッ ド は 古代 エジプト の 王 の 幕 だ 。 
国王 (こく お う ) king (of a country) 王様 (お うさ ま ) king (colloquial) 
王室 (お うし つ ) royal family 王子 (お うじ ) prince 
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球 放 す 外 革 球 球 | | | | 





キュ ウツ たま 地球 は 太陽 の 周 り を 回 っ て いる 。 
ball, bulb この 球場 で 野球 の 試合 が ある 。 
野球 (や きゅう ) baseball 球場 (きゅう じょう ) baseball ground 
地球 (ちきゅう ) the earth 球根 (きゅう こん ) bulb, tuber 
電球 (で ん きゅう ) electric light bulb 球 ( た ま ) ball 

書き 順一 "メイ ネイ 


』24. f (し めす へ ん : alter ) 上 





ジ ン し め - す コー チ の 指示 に し た が っ て 練習 する 。 
indicate 入選 作品 の 展示 会 が 開か れ た 。 

指示 (し じ ) ス ル to instruct 提示 (て いじ ) ス ル to present 

掲示 (けい じ ) ス ル to put up a notice 明示 (めい じ ) ス ル to state clearly 
展示 会 (て ん じ か い ) exhibition 暗示 (あん じ ) ス ル to hint 

示唆 ( しさ) スル to suggest 示 ( し め ) す to show 





ンジ ング シン 了 特 *0 こ の 神社 で 結婚 式 を あげ る 。 


51 Spirit 彼女 は よく 気がつく 神経 の 細か い 人 だ 。 
神経 質 ( し ん けい し つ ) ナ nervous 神経 (し ん けい ) nerve 

精神 (せい し ん ) spirit 神社 (じん じゃ ) Shinto shrine 

神話 (し ん わ ) myth, mythology * 神 主 ( か ん ぬ し ) Shinto priest 

** 神 戸 市 (こう べし ) place name * 神 田 ( か ん だ ) place name 





彼 は 裕福 な 家庭 で 育っ た 。 


good fortune, good luck 節分 に は 、「 福 は 内 、 鬼 は 外 」 と 言っ て 豆 を まく 。 
内 EE2IG 
祝福 (し ゅ く ふ く ) ス ル to bless 幸福 (こう ふく ) ナ happy 

裕福 (ゆう ふく ) ナ wealthy 福 ( ふ く ) good fortune 

福祉 ( ぉ ふく し ) welfare 福音 (ふく いん ) the Oospel 
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書き 順 > 一 ナ オオ 
125. 電 【 ケ イ 】 






電 り っ あし 9. = ェ ( つ ち ) 


書き 順 ~ | 利 胃 田 田 


2 が ED2 証 間 間 間 四 


リグ 時 間 が な い の で 、 省 略す る 。 
abbreviate, omit, plot 侵略 を 防ぐ た め に 、 国 民 は 立ち 上 が っ た 。 
計略 (けい りゃ やく) スル to plan, to plot 省略 (し ょ うり や ゃ やく) スル to omit 
侵略 (し ん りや く ) ス ル to invade 戦略 (せん りゃ く ) strategy 

略式 (りや くし き ) informal 略称 (りや くし ょ う ) abbreviation 


前 略 ( ぜ ん りゃ く ) (opening phrase used in letters) 略 ( り や ゃ や く ) す to abbreviate 


書き 順 … | [] 日 日 日 


27. HH ( め へ ん : eye) 





「 叶 陸 | 
根 台車 で は 熟睡 ざ できない 、。 
熟 朋 ( じ ゅ くす い ) ス ル to sleep deeply 睡眠 (すい みん ) sleep 
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T 28. た (や へ ん : arrow) ! 


書き 順一 ノイ ィ 石 石 





三 了 が 9 砂 三 | | | | | 計 





コウ か た - い 相手 の 強硬 な 態度 は 変わ らち ない 。 
hard, stiff この 文章 は 子ども 向け に し て は 硬 すぎ る 。 
硬直 (こう ちょ く ) ス ル to become stiff 硬化 (こう か ) ス ル to stiffen 

強硬 (きょう こう ) ナ stiff 硬度 (こう ど ) hardness 

硬貨 (こう か ) coin 硬 ( か た ) い stiff 

ラフ 7 7 に の 衝 上 4 

ヵ 15 画 
カク た し - か た し - か め る 日 本 の 鉄道 は 時 間 に 正 確 だ 。 

certain。 definite。 sure 確実 な 情報 に よれ ば 、 次 の 首相 は 彼ら し い 。 
確信 (か くし ん ) ス ル to believe firmly 確認 (か くに ん ) ス ル to confirm= 確か め る 
確立 (か くり つ ) ス ル to establish 確保 (か く ほ ) ス ル to maintain 

確定 (か く て い ) ス ル to decide 確約 (か く や く ) ス ル to promise firmly 


正確 (せい か く ) ナ accurate で 不正 確 ナ 的 確 ( て きか く ) ナ precise, accurate 
確実 (か くじ つ ) ナ certain。 sure で 一 不 確 実 ナ 明確 (めい か く ) ナ clear, distinct 





確率 (か くり つ ) probability 確 ( た し ) か め る to make sure, to check 
林 林 | ア 林 | 林 欠 多 欠 6 疹 L 10 

MWL あえ 先代 の 会 長 は わが 社 の 術 を 築い た 。 

foundation 数 学 を 基礎 か ら 和 勉強 する 。 

基礎 ( き そ ) base 礁 (いし ず え ) the foundation 


20 ダ プ 





ヒ こら $# - る ー p.285 皮 【 ヒ 】 台風 が 通過 し た た め 大 きい 被害 を 受け た 。 


TeCeiVe。 Wear 今年 入社 し た ば か り で 被服 費 が か さむ 。 
被服 ( ひ ふ く ) clothes 被害 ( ひ が い ) damage 
被告 (ひこ く ) accused,。 defendant 被 ( こ うむ) る to incur。to receive 





ユ ソ 彼 は 少年 時 代 、 裕 福 な 家庭 で 育っ た 。 
SuTDlus 不景気 で 生活 に 余裕 が な い 。 
裕福 (ゆう ふく ) ナ wealthy, rich 余裕 ( よ ゆ う ) surplus, room 


覆 放 プ ま 枯 秒 物 徐 | | | 証 


ー p.289 輌 【 フ ク 】 複雑 な 家庭 の 事情 が ある 。 





compound, complex 日 本 語 に は 単数 、 複数 の 区 別 が な い 。 
重複 (じゅ うふ く / ち ょ らち ふく ) ス ル to overlap 復 写 (ふく し ゃ ) ス ル to copy 
複雑 (ふく ざ つ ) ナ complicated 複数 (ふく すう ) plurality 


複合 (ふく ご どう) compound 


20 ゝ 





凌 91. { (の ぎ へ ん ・ Tr1Ce stalk ) E 





Ma duty 


税金 ( ぜ い き ん ) tax, duty 
関税 (か ん ぜ い ) customs 


税理士 ( ぜ い り し ) tax accountant 
消費 税 ( し ょ う ひ ぜ い ) consumption tax 
所 得 税 ( し ょ と く ぜ い ) income tax 





ー p.287 青 ーー 


* ジ ショ ソ 
Aa Vlgor, fine 
精算 (せい さん ) ス ル to adjust (an account) 
精読 (せい どく ) ス ル to read carefully 


精密 (せい みつ ) ナ detailed 
* 不 精 ・ 無 精 ( な しょう) ナ indolent, lazy 
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税 計 秦 有 朋 | | | | 電 


つい 


つい 


2 


書き 順一 






米 の 関税 化 を めぐ っ て io 
飛行 機 に 乗る 前 に 免税 品 店 で 買物 し た 。 


税関 ( ぜ い か ん ) customs office 

免税 品 ( め ん ぜ い ひ ん ) duty-free goods 
税務 署 ( ぜ いむ し ょ ) tax office 

相続 税 ( そ う ぞ く ぜ い ) inheritance tax 
住民 税 ( じ ゅ うみ ん ぜ い ) inhabitants′tax 


書き 順 っ "デジ 平米 





健康 な 体 に は 健全 な 精神 が 宿る 。 
朝 か ら 晩 まで 精力 的 に 仕事 を こなす 。 


精通 (せい つう ) ス ル to know thoroughly 
精力 的 (せい り ょ く て き ) ナ energetic 
精神 (せい し ん ) spirit 
* 精 進 ( し ょ うじ ん ) ス ル 


to devote oneself 


書き 順 っ 用 名 全 系 和 


8 33.#% (いと へ ん : thread) 











ー p.280 己 【 キ 】 紀元 前 3 世紀 ご ろ 米 を 作り 始め た 。 
EE record あの 作家 は 紀行 文 が 有名 だ 。 


紀元 前 ( き げ ん ぜん ) Before Christ =B.C. 21 世紀 (せい き ) the 21st century 
紀行 文 ( き こう ぶん ) travel notes 





ンタ ンコ レス 衝 LL IL L 
pure, innocent 若い うろ らち は 、 考 え が 純 粋 だ 。 
単純 (た ん じゅ ん ) ナ simple 純粋 (じゅ ん すい ) ナ naive, pure 
不純 (ふじ ゅ ん ) ナ impure, dishonest 純情 (じゅ ん じょう ) ナ pure-hearted 


純金 (し ゅ ん きん ) pure gold 


納 衝 紀 納 納 | | | | | 高 


ノウ * ナ ッ ** ナ *** ナ ン **** ト ウ 国民 に は 納税 の 義務 が ある 。 
S さ ま - る : お さめ - る store, put in その 案 に は 納得 で き な い 点 が ある 。 


収納 (し ゅ う の う ) ス ル to receive and store 納税 (の う ぜ い ) ス ル to pay tax 
* 納得 (な っ と く ) ス ル to be convinced and satisfied、to be persuaded 

* 納豆 (な っ と う ) fermented soybeans 納 ( お さ ) ま る to be settled 

** 納 屋 ( な や ) abam。 ashed 納 ( お さ ) め る to pay 

*\** 納戸 (な ん ど ) acloset, a storeroom 

*※* 由 婦 ( す いい とう) スル to deal revenue and expenditure 
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ショ ウ ー p.285 召 【 シ ョ ウ 】 田中 さん を 疲 木 さ ん に 紹介 する 。 


infroduce 先生 か ら の 紹介 状 を 持っ て 会 社 を 訪ね た 。 
紹介 (し ょ うか い ) ス ル to introduce 自己 紹介 ( じ こ ・ し ょ うか い ) sel - introduction 


紹介 状 ( し ょ うか いじ ょ う ) letter of introduction 


絵 人 維 絵 絵 絵 | | | | 前 








エエ カイ 絵の具 で 絵 を か く 

Dicture 美術 館 に 絵画 展 を 見 に 2 行っ た 。 
絵 ( え ) は が き a picture postcard 絵の具 ( え の ぐ ) colors, paints 

絵本 (えほん ) a picture book 似顔絵 (に が お え ) portrait 

油絵 (あぶ ら え ) oil painting 絵画 (か い が ) drawing and paintings 
総称 窟 除 應 給 『 
ルド や 1 小 | 小 | ホー ルー コル 訳 14 画 
ソウ 国民 総 生産 が 世界 第 3 位 に な っ た 。 
total。 whole, general,。 gross 来年 の 3 月 総 選 挙 が 行 われ る 。 
総合 (そう どう) スル to synthesize, to integrate 

総 選挙 (そう せん き ょ ) general election 総額 (そう が く ) total amount 


国民 総 生産 (こく みん ・ そ う せ いさ ん ) Oross National Product 三 GNP 
総理 大 臣 ( そ うり ・ だ いじ ん ) prime minister 総 ( そ う ) じ て on the whole 


縮 際 | 紀 証 綻 綻 縮 | | | | 








シュ ク ちち ぢ - む ぢ / ち ぢ - ま る : ち ぢ - め る この 書類 を 縮小 コピ ー し て くだ さい 。 
ちち ぢ - れ る : ち ぢ - ら す shrink これ は 濃縮 ジェ ュー ス で す 。 

縮小 (し ゅ く しょう) スル to reduce 圧縮 (あっ し ゅ く ) ス ル to compress 
短縮 (た ん し ゅ く ) ス ル to shorten 濃縮 (の うし ゅ く ) ス ル to concentrate (liquid) 
軍縮 (ぐん し ゅ く ) arms reduction 縮尺 (し ゅ くし ゃ く ) reduced scale 

縮 較 (し ゅ くず ) miniature 縮 ( ち ぢ ) め る to shorten 

縮 ( ち ち ) れ る to become curly 閑 ( ち ぢ ) む toshrink 

細 訂 座 除 箇 識 | | | 
小 小 | 小 殺 称 約 4 18 画 
ショ ク シキ お - る 自然 の 材料 で 簿 織 する 。 

Weave 政治 問題 研究 会 を 組織 する 。 

組織 (そし き ) ス ル to organize 染織 (せん し ょ く ) ス ル to dye and to Weave 
手織 (て お ) り hand woven * 織田 信長 (お だ の ぶな が ) (historical person) 
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書き 順 … ~「 F 所 耳 








職 皿 也 映 職 隊 | | | 避 





ショ ク 大 学生 は 今 、 就 職 活動 で 忙し い 。 
employment, occupation 職業 安定 所 に 出かけ て 、 職 を 探す 。 
就職 (し し ゅ うし ょ く ) ス ル to find a job 退職 (た いし ょ く ) ス ル to retire 

休職 (きゅう し ょ く ) ス ル to suspend from work 

辞職 ( じ し ょ く ) ス ル to resign 職業 (し ょ くぎ ょ う ) occupation 

職権 (し ょ っ けん ) one's authority 職歴 (し ょ くれ き ) one's professional career 
職場 (し ょ くば ) work place 職人 (し ょ くに ん ) craftsman 


汚職 (お し ょ く ) corruption 


書き 順一 





7 用 崩 叉 





上 1 り 。 E ふ ぶ ね 2N ん : Ship ) 


へ ん : crossing) 【 コ ウ 】 





爺 一 つく り 12. (お お ざと ) 





26》 





ラン み だ - れ る : み だ - す 職権 を 乱用 し て は な ら な い 。 


disorder。 confusion 乱 果 な こと ば づつ かい を 改め る 。 
乱用 (らん よう ) ス ル to abuse 乱暴 (らん ぼ ぽう) スル violent 
乱立 (らん りつ ) ス ル to be profuse 乱発 (らん ば ぱつ) スル to overissue 
混乱 (こん らん ) ス ル to be confused 戦乱 (せん らん ) war 
乱雑 (らん ざ つ ) ナ disorderly, confused 乱 ( み だ ) す to throw into disorder 
ラー 三 ピ 
書き 順一 ー ウ 








38. き (ご ん べ ん :say) 計 mn 





テイ ー p.279 丁 【 テ イ / チ ョ ウ 】 プリ ント の 間違い を 訂正 する 。 
Tevise。 COrrect 来年 、 こ の 本 の 改訂 版 が 出る 予定 だ 。 
訂正 (て いせ い ) ス ル to correct 改訂 (か いて い ) ス ル to revise 


改訂 版 ( か いて い ば ん ) revised edition 





トウ うら - つ その 問題 に つい て 深夜 まで 討論 し た 。 
attack。 discuss 検討 し た 結果 、 断 念 す る こと に し た 。 
討論 (と うろ ん ) ス ル to discuss。 to debate 検討 (けん と うら ) ス ル to examine 

討議 (と う ぎ ) ス ル to discuss, to debate 敵 (か た き ) を 討 ( う ) つ togetrevenge 


2/0 





= 尺 の) ラマ ララ レビ ワリ ラン L 10 











ヤク わけ フラ ンス 文学 を 翻訳 で 読ん だ 。 

translate, reason 同時 通訳 を する の は と て も 大 変 だ 。 

通訳 (つら う やく) スル to interpret _ 翻訳 (ほん や く ) ス ル to translate 

訳 ( や く ) す to translate 和訳 ( わ や く ) translation into Japanese 

申 ( ゃ もう ) し 訳 ( わ け ) excuse, apology 言 ( い ) い 訳 ( わ け ) ス ル to give an excuse 
/ ユ =77 7 つつ > リー 94 

ツ い いい 3 た 、 14 画 

ニン みみ と - め る 2 わ さ が 本 当 か どう か 確認 する 。 

aDprove, admit, acknowledge 社会 人 と し て の 認識 が 欠け て いる 。 

確認 (か くに たん) スル ro confrm 認識 (に ん し き ) ス ル to recognize 

公認 (こう に だん) スル ro cergy 承認 (し ょ うに ん ) ス ル ro approve 

容認 (よう に ん ) ス ル to admit, to allow 認定 (に ん て い ) ス ル to approve 

否認 (ひこ に ん) スル to deny 認 ( み と ) め る to acknowledge 





エー ョ † ンー | 用 L 6 
15 画 


8 ア 諸 国 を 訪問 し た 。 
RI several。 all kinds of これ ら の 諸 報 告 を 読め ば わか る 。 


諸国 (し ょ こく ) alyarious countries 諸島 (し ょ と う ) chain of islands 
諸 問題 (し ょ ゃ も ん だ い ) various problems 諸費 用 (し ょ ひよ う ) various expenses 
諸 報告 (し ょ ほう こく ) various reports 


17 画 


ーー で 【 コ ウ 】 毎日 、 Mi 者 | ls 











大 学 の 講堂 で 講演 会 が 開か れ た 。 
講義 (こう ぎ ) ス ル to lecture 講演 (こう えん ) ス ル to lecture。 to address 
聴講 (ちょ うこ う ) ス ル to audit 講座 (こう ざ ) course (of lectures) 
講師 (こう し ) lecturer。 instructor 講堂 (こう どう ) lecture hall 
Bb 了 テウ ー っ み - 圭 | 色 L 10 
の 婦 vP 19 画 
シキ 常識 が な い 人 と は 付き 合い た く な い 。 
knowledge, recognition その 問題 の 重要 性 を 認識 する 。 
意識 (いし き ) ス ル to be conscious of 認識 (に ん し き ) ス ル to recognize 
識別 (し き べ つ ) ス ル to distinguish 知識 ( ち し き ) knowledge 
常識 (じょう し き ) common sense 標識 (ひょう し き ) road sign 
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書き 順一 1 TI 月 昌 且 
shell fish ) 志 計 


6558 | 9. 上 (か い へ ん : 





則 一 つく り 2. 1 ( り っ と う ) 敗 つ くり 18. 女 ( の ぶん ) 





ハン ー p.284 反 【 ハ ン 】 この 店 で は 酒 も 販売 し て いる 。 
merchandize 自動 販売 機 で た ば こ を 買っ た 。 
販売 (は ん ば い ) ス ル to sel 市 販 ( し は ん ) ス ル to be on the market 


自動 販売 機 ( じ どう ・ は ん ば いき ) vending machine 





コソ ー p.289 暮 【 コ ウ 】 景気 は 悪い が 、 購買 力 は 低下 し て いな い 。 
Durchase この 月 刊 誌 の 購読 者 は 多い 。 
購入 (こう に ゅ う ) ス ル to purchase 購買 (こう ば い ) ス ル to purchase 


購読 (こら う どく) スル to subscribe 





ゾ ワ と ワ お く ー る 卒業 の 記念 品 を 贈呈 され た 。 
present 父 か ら 土 地 を 贈 与 さ れ た 。 
贈呈 (ぞう て い ) ス ル to present (officially) 贈与 (ぞう よ ) ス ル to donate 
贈答 (ぞう と う ) ス ル to exchange gifts 贈物 (お くり も の ) a present 
* 寄 贈 ( き そう / き ぞう ) ス ル to donate 贈 ( お く ) る to present 
書き 順平 平 下 
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中 41. 車 ( く る ま へ ん : wheel) 計 








遇 時 ! 衣 更 除 | | | 避 





ナン や やわ - ら か い や わ - ら か 彼 は 考え 方 が 柔軟 だ 。 

soft 彼女 の 体 は 骨 が な いよ 2 うな 軟らか さだ 。 
和 柔軟 (じゅ うな ん ) ナ flexible 軟弱 (な ん じゃ く ) ナ weak, feeble 

軟 ( や わ ) ら か い プ 軟 ( や わ ) ら か な soft 軟化 (な ん か ) ス ル to soften。 to be mollified 





麗 L 1 1 | | 
Ei 父 は 運輸 省 に 勤め て いる 。 
輸出 ( ゆ し ゅ つ ) ス ル to export 輸入 ( ゆ に ゅ う ) ス ル to import 
輸送 ( ゆ そ う ) ス ル to transport 空輸 (くう ゆ ) ス ル to transport by air 
輸血 (ゆけ つ ) ス ル to transfuse blood 連 輸 (うん ゆ ) transportation 





書き 順 っ ”/ 月 用 中 





m 42. 月 (つの へ ん : horn) 


クリ 上 3 
麻 有 | 太 放 用 | 朋 麻 | | | | 避 


カイ * ゲ と - け る : と - か す と - く 長い 間 の 争い が 解決 に 向かう 。 





dissolve, untie 問題 の 解答 を 見 て も 理解 で き な い 。 
理解 (りか い ) ス ル to understand 解決 (か いけ つ ) ス ル to solve, to settle 
解説 (か いせ つ ) ス ル to explain 解散 (か いさ ん ) ス ル to break up 

解放 (か い ほ う ) ス ル to release 解消 (か いし ょ う ) ス ル to dissolve 

解禁 (か いき ん ) ス ル to Hift a ban, to open for the hunting/season 

分 解 ( ぶ ん か い ) ス ル to disassemble 弁解 ( べ ん か い ) ス ル to make an excuse 
解答 (か いと う ) answer * 角 震 剤 ( げ ね つ ざ い ) medicine for fever 


解 ( と ) く to untie。 to solve 


2/ け 






グン む - れ む - れ る * な むら 大 群衆 が 計 事 堂 の 前 に 集まっ た 。 
grOuD, crOwd この 季節 に な る と 魚の 大 群 が 現れ る 。 
群衆 (ぐん し ゅ う ) crowd (of people) 大 群 ( た い ぐ ん ) large crowd/herd 

抜群 (ば つぐ ん ) outstanding 群馬 県 (ぐん まけ ん ) Ounma prefecture 
流星 群 ( り ゅ う せ い ぐ ん ) meteoric belt 群 ( む な ) れ group 


* 群 (## ら ) が る to crowd 


書き 順一 7 杏 台 





書き 順 っ 人 ぞ 季 金 金 


選 46. を (か ね へ ん : metal) 


2/ ダ 


書き 順 - 寺 支 上 錠 





コウ し あわ - せ さい わ - い きち ご 多幸 を お 祈り いた し ます 。 


good fortune, happineSss 彼女 は 幸せ な 結婚 生活 を 送っ て いる 。 
幸運 (こち うん ) ナ lucky で 不運 ナ 者 福 ( こ うふ く ) ナ happy ~ つ 不幸 ナ 
多幸 (た こう ) good fortune 薄幸 (は っ こう ) 骨 -fate 

幸 ( し あわ ) せ ナ happy そつ 不幸 せ ナ 圭 ( さ いわ ) い haDDlneSS 


書き 順 - ベベ 今 含 信人 





書き 順一 11 T 双 媒 多 











書き 順一 J/ 





2Z5 





例 っ へ ん 1. イイ (に ん べ ん ) 型 つ あし 9. エ ( つ ち ) 
側 へ ん 1. イイ (に ん べ ん ) 





レッ 入学 式 に は 多数 の 列席 者 が あっ た 。 
Hine 野球 の 試合 の 切符 を 行列 し て 買っ た 。 
列挙 ( れ っ き ょ ) ス ル to Hist。 to enumerate 参列 (さん れつ ) ス ル to attend 
列席 ( れ っ せ き ) ス ル to attend 列車 ( れ っ し ゃ ) train 

列島 ( れ っ と う ) chain of islands 行列 (ぎょ うれ つ ) procession, queue 


列 ( れ っ ) す る to attend 





コク きぐ ざ - が この 国 は 深刻 な 問題 を か か えて いる 。 
eneTavc 時 刻 表 を 見 て 、 列 車 を 決め る 。 

遅刻 (ちこ く ) ス ル to be late 彫刻 (ちょ うこ く ) ス ル to sculpt, to carve 
深 誠 ( し ん こく ) ナ serious 時 刻 表 ( じ こ く ひ ょ う ) timetable 

時 刻 ( じ こく ) time 刻 ( き ざ ) む to engrave, to carve 





ジグ ク 学校 に は 細か い 規 則 が 多い 。 

rule 反則 し た 選手 が 退場 を 命じ られ た 。 
原則 (げん そく ) principle, general rule 規則 ( き そ く ) rule, regulations 

法則 (ほう そく ) law, rule 反則 (は ん そく ) violation 


2Z6 





この 薬 は 副作用 が 少な いか 2 


vice-。 Sub- 若者 の 主食 は パン で 、 副 食 は 肉 が 多い 。 
凡 ( ふ くく) て vice- , sub- 作 用 (ふく さよ う ) side effect 
避 業 (ふく ぎょ う ) side job 副食 (ふく し ょ く ) side dish で 主食 





| 1 
sek 独創 的 な 論文 を 発表 する 。 
創造 (そう ぞう ) ス ル to create 創作 (そう さく ) ス ル to create 
創立 (そう りつ ) ス ル to establish 創業 (そう ぎょ う ) ス ル to found 


独創 的 (どく そう て き ) ナ original, individual 創始 者 (そう し し ゃ ) founder 
創刊 号 ( そ うか ん どう ) frst issue 


書き 順 っ フカ 





3. カ (ちか ら : power) 


功 つ へ ん 7. 【 コ ウ 】 


生 日 昌 上 朋 | 有 || | | | 六 


ジョ た す - か る : た す - け る * す け 海 で お ぼれ て いる 人 を 救助 し た 。 


help, assist 助手 は 補助 的 な 仕事 を する 人 だ 。 
救助 (きゅう じ ょ ) ス ル to rescue, to aid 補助 (ほじ ょ ) ス ル to assist 

援助 (そえ ん じ ょ ) ス ル to aid 助言 ( じ ょ げ ん ) ス ル to advise 

助成 金 ( じ ょ よせ いきん) subsidy, grant 助手 (じょし ゅ ) assistant 

* 新之助 (し ん の すけ ) personal name 助 ( た す ) け る to help, to save 
4 徐 | ギー が L 9 

11 画 

ム つと - め る ーー ニーーーー 
duty, serve 事務 室 は 午後 5 時 まで 開い て いる 。 


勤務 (きん む ) ス ル to work 事務 ( じ む ) office work 


義務 ( ぎ む ) duty 任務 (に ん む ) duty, work 
業務 (ぎょ うむ ) business 債務 (さい む ) debt 
税務 署 ( ぜ いむ し ょ ) tax office 務 ( つ と ) め る to work, to perform 


勤 ド ほぼ 倍 了 全備 勤 | | | | 間 


キン ゴン つと - ま る : つと - め る この 学校 に は 勤勉 な 学生 が 多い 。 





work for,。 serve 東京 本 社 か ら 四 国 に 転勤 に な っ た 。 

勤務 (きん む ) ス ル to work 通勤 (つろ う きん) スル to commute 

転勤 (て ん きん ) ス ル to be transfered 出勤 (し ゅ っ きん ) ス ル to go to work 

勤 勉 (きん べ ん ) ナ industrious ー ニ 勤 ( つ と ) め る to work for 

勝 四 且 庁 取 際 | 陽 ロ 
グ ~ | 12 画 

ショ ウ か - つ まさ - る 勝者 は 決勝 に 進む こと が で きる 。 

win, victory, excel 去年 は この チー ム が 優勝 し た 。 

勝負 (し ょ うぶ ) ス ル to play a match 優勝 (ゆう し ょ う ) ス ル to be a champion 

勝利 (し ょ うり ) victory 勝者 (し ょ うし ゃ ) winner 

勝敗 (し ょ う は い ) victory defeat 決勝 (けっ し ょ う ) final game 

快勝 (か いし ょ う ) ス ル to gain victory easily ニニ 勝 ( か ) つ to win 一 > ー ニ 負 ( ま ) け る 

自分 勝手 ( じ ぶ ん ・ か っ て ) ナ selfish ー ニ 勝 ( ま さ ) る tobe superior->ー ニ 劣 ( お と ) る 

書き 順 っ ノ 





有 能 一 へ ん 1 8. 月 (に く づ き ) 


書き 順 ~ ん ム ム 






仏 ー へ ん 1. イ 人 (に ん べ ん ) 


27@ 


書き 順一 ノ 双 








路上 履 中 | | | | | 和仁 


シュ ウツ お さ - ま る : お さ - め る 収入 が 多い ほど 、 税 金 が 高く な る 。 
collect。 receive 彼 の 趣味 は 切手 の 収集 だ 。 

収集 (し ゅ うし ゅ う ) ス ル to collect 吸収 (きゅう し ゅ う ) ス ル to absorb 
収容 (し ゅ う よ う ) ス ル to accommodate 収納 (し ゅ う の う ) ス ル to store 

収穫 (し ゅ うか く ) ス ル to harvest 収入 (し ゅ うに ゅ う ) income 


収支 (しゅ うし ) revenue and expenditure 領収 書 ( り ょ うし ゅ うら しょ ) receipt 
収 ( お さ ) め る to obtain, to collect 


書き 順 っ ~ ] 





mr 7.T【 テ イン チョウ 】 馬 


庁 ー た れ 2. (まだ れ ) 証 一 へ ん 38. 
停 一 へ ん 1 . | (に ん べ ん ) 





チョ ツウ テイ 新 住所 は 中 央 区 中 央 1 丁目 1 番地 で す 。 
block, polite 丁寧 な お 礼 の 手紙 を 受け 取っ た 。 
丁寧 (て いね い ) ナ polite 丁重 (て いち ょ う ) ナ respectful 


1 丁目 (いっ ちょ うら め ) 1st block(in addresses) 包丁 (ほう ちょ う ) kitchen knife 


書き 順一 | 「] ロロ 








2/ の 


書き 順 ~ 一 二 和 寸 





付 一 へ ん 1. イ 人 (に ん べ ん ) 


書き 順 っ 7 コロ 









コ キ お の れ 自己 紹介 を し て くだ さい 、。 
self 忙し い 都 会 で は 利己 的 に な り が ち だ 。 


利己 的 (りこ と てき) ナ selfish, self-centered 自己 ( じ と こと ) self 
知己 ( ち き ) an acquaintance 


書き 順 +” ク ク 
mm11. 用 (さん づく り : patterns) 





書き 順 っ 3 


4 12 P (お お ざと :nl) 
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ーp.269 交 【 コ ウ 】 PLLI 


人 大 都市 の 近郊 で は 土地 の 値段 が 上 が っ た 。 
郊外 (こら う がい) the outer suburbs 近郊 (きん こう ) the inner suburbs 





JePL 7 マー 
Ei district 郡 は 県 と 町 村 の 間 の 行政 区 分 の 単位 だ 。 
て 郡 ( ぐ ん ) て county, ぐ で district 郡部 (ぐん 記 ) rural area 





し に し て くだ さい 。 
郵便 局 か ら 海外 へ 送金 する こと が で きる 。 
郵送 (ゆう そう ) ス ル to mail 郵便 局 ( ゆ う び ん きょく ) post offce 


郵政 公社 (ゆう せい こう し ゃ ) Japan Post, a state-owned corporation 


書き 順一 導 衝 





書き 順 >~/ た 所 
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ダン た - つ こと わ - る 外見 で 人 を 判断 し て は いけ な い 。 


cut o 左 。 decisiVe, re]ect,。 eXCUuSe 無断 欠席 は し な いこ と 。 
断定 (だ ん て い ) ス ル to conclude 判断 (は ん だ ん ) ス ル to judge 
決断 (けつ だ ん ) ス ル to determine 断念 (だ ん ね ん ) ス ル to give up 
診断 (し ん だ ん ) ス ル to diagnose 独断 的 (どく だ ん て き ) ナ dogmatic 
無断 (むだ ん ) without notice 断食 (だ ん じき ) fasting 

横断 歩道 (お うだ ん ・ ほ どう ) pedestrian crossing 断 ( だ ん ) じ て absolutely 

断 ( た ) つ to cut off 断 ( こ と わ ) る to decline 


書き 順 っ ーー う カ 


H』16. 方 【 ホ ウン ボウ 】 






防 一 へ ん 13. (こざ と へ ん ) 


書き 順一 ) 月 月 月 


回 男 加 EEE 開 是 間 四 
11 画 









ボソ * モ ウ の ぞ - む 語 は 2 カ国 語 で きる こと が 望ま し い 。 
wish の he 望 な 若手 音楽 家 だ 。 

希望 ( き ぼ ぽう) スル to hope 志望 (し ぼう) スル to wish, to choose 
失望 (し つぼ う ) ス ル to be disappointed 待望 (た いぼ ぽう) スル to await 

有望 (ゆう ぼ ぽう) ナ promising 願望 ( が ん ぽう ) long - held desire 

* 本 望 ( ほ ん も う ) satisfaction * 所 詞 ( し ょ も う ) ス ル to desire, to ask for 
望 (【( の ぞ ) む to hope, to wish 詞 ( の ぞ ) ま し い desirable 
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書き 順 …/ ケ ケ 婦 





カイ あら た - ま る : あら た - め る 
reform, reneW, COrrect 


改正 (か いせ い ) ス ル to revise 

改良 (か いり ょ う ) ス ル to improve 
改定 (か いて い ) ス ル to reform, to renew 
改善 (か いぜん ) ス ル to improve 


古い 規則 は 改正 し な けれ ば な ら な い 。 
各 覚 が 政治 改革 を 目指 し て 支 力 し て いる 。 


改革 (か いか く ) ス ル to reform 
改訂 (か いて い ) ス ル to revise 
改札 口 ( か いさ つぐ ち ) ticket gate 
改 (あら た ) め る to change, to correct 





ハイ やぶ - れ る 
be defeated 
和 失敗 (し っ ぱい ) ス ル to fail 


大 敗 ( た い は い ) ス ル to be annihilated 
勝敗 (し ょ う は い ) victory and defeat 


失敗 し て も 、 や り 直 せ ば よい 。 
ゲー ム の 勝敗 は 時 の 運 だ 。 
敗北 (は いぼ ぽく) スル to be defeated 


腐敗 ( ふ は い ) ス ル to be decomposed, to decay 
敗戦 (は いせ ん ) lost battle 


ェ ニ 敗 ( や ぶ ) れ る to be defeated = 負 ( ま ) け る < 勝 ( か ) つ 





キュ ウ すぐ く - ら う 
TCSCUC。 SaVC 
救助 (きゅう じ ょ ) ス ル to rescue, to aid 


救出 (きゅう し ゅ つ ) ス ル to save 
救命 具 ( き ゅ うめ い ぐ ) Hife preserver 


表 け すす 訂 衣 刺 | | | | | 


飛行 機 事故 で けが を し た 人 を 救助 する 。 
地震 に よる 鱗 害 地 に 救援 物 資 を 送る 。 


救援 (きゅう えん ) ス ル to send relief 
救急 車 ( き ゅ うき ぎ きゅう しゃ) ambulance 
救 ( す く ) う to help out 


20 け 


書き 順 っ / ク グ 欠 
| 19. 欠 (あく び : ODCII mouth) 財 開 3 





軟 一 へ ん 4 1 車 (くる ま へ ん ) 





1990 年 、 東 欧 の 社会 体制 rr 


本 日 本 人 の 食 生 活 が 欧米 化し て き て いる 。 
欧州 (お うし ゅ う ) Europe 東欧 (と うお う ) Eastern Europe 

西欧 (せい お う ) Western Europe 北欧 ( ほ く お う ) Northern Europe 
欧米 (お うべ い ) Europe and America 欧文 (お う 記 ん ) European languages 


書き 順 >  " グ 婦 





役 一 へ ん 8. イイ (ぎょ うに ん べ ん ) 





ダン 外国 語 は 外国 を 理解 する 手段 で ある 。 
steD 健康 の た め に 毎日 階段 を 利用 し て いる 。 
階 段 (かい だ ん ) stairway, steps 値段 (ね だ ん ) price 

手段 (し ゅ だ ん ) means,。 measure 段階 (だ ん か い ) grade, stage, step 


段落 (だ ん らく ) section, paragraph 





書き 順 ー ナ クア 反 
1 21. 反 【 ハ ン 】 計上 


販 っ As 由 (か い へ ん ) 
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書き 順 っ アル 皮 皮 





-| 22. 友 【 ヒ ノン ハ 】 





ヒ か わ 太陽 光線 が 強 す ぎ て 、 皮 膚 が 赤く な っ た 。 
skin 社長 に 仕事 の こと で 皮肉 を 言わ れ た 。 
皮膚 ( ひ ふ ) skin 皮肉 ( ひ に く ) sarcasm, irony 


皮革 製品 (ひか く ・ せ いひ ん ) leather goods 皮 ( か わ ) skin 
毛皮 (けが わ ) fur 


書き 順 ~ フ 信友 全 全 






書き 順 - 「 ロロ 日 


RRB と 


書き 順 ~ 7 グ 名 





台 っ あし 7. 器 ( く ち ) 所 一 へ ん 10. 手 (て へ ん ) 
紹 - へ ん 3 8. 率 (いと へ ん ) 
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書き 順 っ > ハハ 今 久 





書き 順一 ! 月 月 明 見 








中 司 55) 間 画 間 韻 還 





各国 の 教育 事情 を 視察 する 。 
Spht Observe 信号 を 無視 し て 事故 を 起こ す 。 
視察 (し さ つ ) ス ル to inspect 無視 (あし) スル to ignore 
軽視 (けい し ) ス ル to neglect 視力 (し り ょ く ) eyesight 
視点 (し て ん ) viewpoint 視線 (し せん ) Hiine of vision 
視野 (し や ) field of vision 近視 (きん し ) near-sighted 
氏 | 邊 し 7 
」 18 画 
動植物 の 生態 を 観察 する 。 
yr 観点 を 変え れ ば 、 短 所 も 長所 に な る 。 
観察 (か ん さ つ ) ス ル to observe 観測 (か ん そく ) ス ル to survey 
観賞 (か ん し ょ う ) ス ル to appreciate 参観 (さん か ん ) ス ル to inspect, to visit 
観光 (か ん こう ) ス ル to see sights 概観 (が いか ん ) ス ル to survey 


悲観 的 (ひか ん て き ) ナ pessimistic で > 楽観 的 ら っ か ん て き ) ナ 
主観 的 (し ゅ か ん て き ) ナ subjective で 客観 的 きゃ や っ か ん て き ) ナ 
観点 (か ん て ん ) viewpoint 観念 (か ん ね ん ) idea 
人 生 観 (じん せい か ん ) view of life 
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精 -- へ ん 52. ま (こめ へ ん ) 





張っ へ ん 6. 紀 (ゆみ へ ん ) 





作 来 月 の 予定 は 手帳 に 書い て ある 。 
notebook 働い て 借り を 帳消し に し て も ら っ た 。 
手帳 (て ちょ う ) pocket notebook 電話 帳 ( で ん わ ち ょ う ) phone directory 
日 記帳 (に っ きち ょ う ) diary 帳 消 ( ち ょ うけ ) し cancellation 


書き 順 っ >/ 1 全 仕 人 







書き 順一 人 へ 全 全 盆 巣 


険 -- へ ん 13 . 『 (こざ と へ ん ) 検 ー へ ん 20. 本 ( き へ ん ) 


28/ 


cr 衣 


川 |) 


順応 (じゅ ん の う ) ス ル to adapt 

順調 (じゅ ん ちょ う ) ナ favorable, going well 
順番 (じゅ ん ば ん ) turn, order 

順位 (じゅ ん い ) order, ranking 


頼 | ほ 放 頼 | | | | | 骨 


ライ た の - む た よ - る た の - も し い 
Tely 
信頼 (し ん らい ) ス ル to trust 


ー ニ 頼 ( た の ) む to request 
頼 ( た の ) も し い rejiable 





ガク ひたい 
amount(money), frame, forehead 


金額 (きん が く ) amount of money 
全額 (ぜん が く ) full amount 

差額 ( さ が く ) the difference 
支出 額 ( し し ゅ つが く ) expenditure 
超過 額 ( ち ょ うか が く ) surplus 
額 ( ひ た い ) the forehead 
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額 「 放し 願 | | | | | 間 





料理 の 手順 を 間違え て 、 和 失敗 し た 。 
計画 は 順調 に 進ん で いる 。 


従順 (じゅ うじ ゅ ん ) ナ submissive 
順序 (じゅ ん じ ょ ) order, sequence 
手順 (て じゅ ん ) procedure, routine 
順 ( じ ゅ ん ) に in order 





頼り に な る 妹 に 病気 の 母 の 世話 を 頼む 。 
何で も 頼み を 開い て くれ る 頼も し い 友人 だ 。 


依頼 (いら い ) ス ル to request 
ー ニ 頼 ( た よ ) る to rely 





小切手 に 金額 を 書い て 署名 し て くだ さい 。 
今月 の 支出 額 は 収入 額 を 上 回 り そ う だ 。 


総額 (そう が く ) total 

半額 (は ん が く ) half amount 

割当 額 ( わ りあ て が く ) allotment 

納税 額 ( の う ぜ い が く ) amount of tax paid 
額縁 (が く ぶ ち ) a (picture) frame 


書き 順 … / 昌 画 骨 昌 


si 






復 二 へ ん 8. 和 (きょう に ん べ ん ) 複 っ へ ん 3 0. (ころ も へ ん ) 


書き 順 > ~ サ 甘 者 莉 


構っ へ ん 2 0. 本 ( き へ ん ) 講 っ へ ん 3 8. 言 (こん べ ん ) 
購 - へ ん 3 9 . 目 (ふい へ ん ) 








厨 ・ 辞 っ へ ん 3 7. 知 務 つ つく り 3. 力 ( ち か ら ) 


戦 一 か まえ 1. 半 ( ほ こ が ま え ) 能 つ へ ん 1 8. 有 』 (に く づ き ) 
L 6 
中 | 晶 四 旧 | | | | | 和仁 
キュ ウ 地震 で 壌 れ た 旧 市 街 は 復旧 に 時 間 が か か る 。 
old。 former 政治 家 の 新 旧 交 代 を 図る 。 





復旧 (ふっ きゅう ) ス ル to restore, to recover 旧式 (きゅう し き ) old-type 

旧 市 街 (きゅう し が い ) old center (of a town) 

旧 体 制 ( き ゅ うた いせ い ) old regime 新旧 (し ん きゅう ) old and new 
旧姓 (きゅう せい ) one's former name 旧跡 (きゅう せき ) historic ruins 


2@ の 





イン し る し 


mark。 seal。 *India 


その 国 に いい 印象 を 持っ て いる 。 
これ は 私 た ちの 感謝 の 印 で す 。 





印刷 (いん さ つ ) ス ル to print 


印象 (いん し ょ う ) 


1mDreSSiOn 


印鑑 (いん か ん ) (stamp used instead of a signature) 


印税 (いん ぜ い ) 
目印 (めじ る し ) 


royalties (on a book) 
landmark, mark 


* 印度 (いん ど ) India 





人 


師事 (し じ ) ス ル to be a pupil 
調理 師 ( ち ょ うり し ) chef 
看護 師 ( か ん ご し ) 三 看護 
教師 (きょう し ) teacher 
技師 (ぎし ) engineer 


IV. か ん むり | 





死亡 (し ば ぼう) スル to die 

亡命 (ば うめ い ) ス ル to flee one's country 
未亡人 ( み ぼ うじ ん ) widow 

* 亡者 (も うじ ゃ ) the dead, the ghost 
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被災 地 に 医師 Ed 
タバ コ は ポル ト ガ ル の 宣教 師 が 伝え た 。 


美容 師 ( び よう し ) beautician 
宣教 師 (せん きょう し ) mmissionary 


婦 、 看 護 士 の 正式 名 nurse 


医師 (いし ) (medical) doctor 
講師 (こう し ) lecturer, instructor 


ーー 


書き 順一 ‥ 





内 乱 の 中 、 政 治 家 が 外国 に 亡命 し た 。 
交通 事故 に よる 死亡 者 数 が 急増 し て いる 。 


逃亡 (と う ぼ ぽう) スル to escape 
滅亡 ( め つ ぼう ) ス ル to be ruined 
ビビ (な ) く な る to die 





書き 順 - プ ノヽ 





キ くわ だ - て る 


Dlan, enterDr1Se 


企画 (きか く ) ス ル to plan 
企 ( く わ だ ) て plan, plot 


行 強 次 の 企 て は 失敗 し 7。 
* く さん の 外国 企業 が 進出 し て いる 。 


企業 ( き ぎ ょ う ) enterprise, corporation 


書き 順一 ノ 和 





"(わか ん むり : 


書き 順一 " “2 








in 細 trooDS, team 


軍隊 (ぐん た い ) troops 

陸 海 軍 (りく か い ぐ ん ) army and navy 
軍国 主義 (ぐん こく ・ し ゅ ぎ ) militarism 
軍備 (ぐん び ) milhitary preparations 
軍縮 (ぐん し ゅ く ) armament reduction 


ギ | し 陸軍 、 海 軍 、 テー 
あの 国 は 強大 な 軍事 力 を 持っ て いる 。 


軍事 カカ ( ぐ ん じ り ょ く ) miltary force 
連合 軍 ( れ ん どう ぐん ) allied forces 
国連 軍 ( こ くれ ん ぐん ) U.N. troops 
軍人 (ぐん じん ) military personnel 
女性 軍 ( じ ょ せい ぐん ) women's team 


2 タク / 


5.~ 書き 順 -- 一 十 





支 つ あし 6. 駐 (また ) 


9 才 あ 
6 ^ 1 革 き 順 


上 10 
5 男 






法廷 で 弁護 士 は 被告 を 弁護 し た 。 
Na valve, accent ガラ ス 窓 を 割っ て し まい 、 弁 償 し た 。 
弁解 ( べ ん か い ) ス ル to make an excuse 弁護 ( べ ん ご ) ス ル to defend 
弁論 ( べ ん ろ ん ) ス ル to debate 弁護 士 ( ベ ん ご し ) lawyer 
安全 弁 ( あ ん ぜん べ ん ) safety valve 弁償 ( べ ん し ょ う ) ス ル to compensate 
犬 阪 弁 ( お お さか べ ん ) Osaka dialect 弁当 ( べ ん と う ) (box) meal 





まい - る バリ で 国際 会 議 に 参加 する 。 
Participate, il *three 明日 、9 時 に 参り ます 。 

参加 (さん か ) ス ル to participate < 一 不参加 参戦 (さん せん ) ス ル to enter a war 
降参 (こう さん ) ス ル to surrender 参照 (さん し ょ う ) ス ル to refer to 
持参 ( じ さ ん ) ス ル to bring 参考 (さん こう ) reference 


参議 院 (さん ぎいん ) Upper House of Parliament 参 ( さ ん ) = three (classical form of 三 ) 
参 ( ま い ) る to go, to come (humble form of 行く ノ 来 る ) 


書き 順 ~ ~ フ マ 
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書き 順 っ / グ 





負 一 あし 2 8. 由 ( か い ) 


革 和 2 用 衝 儲 | | | | 人 


ソウ あら そ -5 南北 戦争 は 1861 年 に 始ま っ た 。 
dispute, argue この 地域 で は まだ 紛争 が 続い て いる 。 
競争 (きょうそう ) ス ル to compete 論争 ( ろ ん そ う ) ス ル to argue 

南北 戦争 (な ん ぼく せん そう ) the (U.S.) Civil War 

紛争 (ふん そう ) dispute 争 ( あ ら そ ) う to dispute, to argue 


意 「 に の 應 | | | | | 和 


キ あぶ - な い あや - う い あや - ぶ む あの 川 は 流れ が 速く て 、 泳 ぐ の は 危険 だ 。 


dangerOus 戦争 の 危機 に 直面 し て いる 。 
危険 (きけ ん ) ナ dangerous で 安全 ナ 危機 (きき ) crisis 
危害 ( き が い ) harm, risk 危 ( あ 記 ) な い dangerous, risky 





ショ ウ ゾウ 天皇 は 日 本 国 の 象徴 で ある 。 
image, symbol,。 elephant 映画 の 最後 の 場面 が 印象 に 残っ て いる 。 
象徴 (し ょ うち ょ う ) ス ル to symbolize 印象 (いん し ょ う ) impression 
現象 (どん し ょ う ) phenomenon 気象 庁 ( き し ょ うち ょ う ) Meteorological Agency 
象 ( ぞ う ) elephant 象牙 (ぞう げ ) ivory 

書き 順一 ` ^^ 





券 一 あし 4 . 女 (か た な ) 


2 の 3 





シュ く び 上 サミ ッ ト と は 先進 国 首 脳 会 議 の こと だ 。 


head,。 neck 準備 運動 で 手首 や 足首 を よく 回 し て お く 。 
痛 相 (し ゅ し ょ う ) Prime Minister 元首 (げん し ゅ ) the leader of a nation 
首脳 (し ゅ の う ) the leaders 首長 (し ゅ ちょ う ) chief, head 

首都 (し ゅ と ) capital city 手首 (て く び ) wrist 


っ > 1 !) 避 





書き 順 ・/ ク 多 





各 つ あし 7. (くち ) 


司 12. 二 ( つ ち : earth) 





キョ * コ さ - る 去る 7 日 、 無 事 帰国 いた し まし た 。 
leave,。 Dass away 過去 を ふり 返り 、 未 来 を 考え る 。 
死去 (し き ょ ) ス ル to pass away 退去 (た いき ょ ) ス ル to leave 

去年 ( き ょ ね ん ) last year も 過 去 ( か こ ) past 

去 ( さ ) る ^ ぐ the past/last て (date) 去 ( さ ) る toleave, to go away 


ノ フクダ 


書き 順 - 一 十 十 





L 6 
3 男 


士 農 工商 と は 武士 ・ 農 民 ・ 職 人 ・ 商 人 で ある 。 


man, milhtary man 彼 は 今 、 博 士 課程 の 一 年 生 だ 。 

武士 (記し ) samurai,、 Warrior 会 計 士 ( か いけ いし ) accountant 
代議士 (だ い ぎ し ) member of parliament 弁護 士 ( ベ ん ご し ) lawyer 

消防 士 ( し ょ う ぼ ぽう し) fireman 宇宙 飛行 士 (うち ゅ う ・ ひ こう し ) astronaut 


博士 (は くし / は か せ ) Ph.D, Doctor of て 





MP 
書き 順一 
14. “(うか ん むり : roof) 





シュ * ス ま も - る も り 9 回 裏 、 選 手 た ち は 最 後 の 守 備 に つい た 。 
maintain, Drotect 彼 は 進歩 的 に 見 えて 実は 保守 的 だ 。 
守備 ( しゅ び ) ス ル to defend, to guard 厳守 (げん し ゅ ) ス ル to adhere strictly 
保守 的 (ほし ゅ て き )/ ナ conservative で … 進 歩 的 (し ん ぼ で て き ) ナ / 革 新 的 (か くし ん て き ) ナ 

お 守 ( ま も ) り (good luck) charm 守 ( ま も ) る to protect, to keep 

* 留 守 ( る す ) being away, absence 子守 (こも り ) baby-sitting 


29$ 





EL は は 


pk authorities 日 本 の 政治 は 官僚 的 だ と 言わ れる 。 
官庁 (か ん ちょ う ) government office 警 官 (けい か ん ) policeman 
器官 (きか ん ) organ (of the body) 官僚 (か ん りょう ) bureaucrat 


高官 (こう か ん ) high official 





攻 の 5 く の 川 は 公害 が ひど い 。 


damage この 事件 の 加害 者 は 、 ま だ 16 歳 だ 。 
妨害 (ぼう が い ) ス ル to interfere 水害 (すい が い ) flood damage 
公害 (こう が い ) pollution 損害 (そん が い ) loss 


利害 ( り が い ) advantages and disadvantages 災害 (さい が い ) disaster 
加害 者 (か が いし ゃ ) assailant < っ 被害 者 ( ひ が い し ゃ ) 障害 (し ょ うがい ) obstacle 





ちゅ うし ゃ じょう 


この 尺 車 場 は 、 2 0 0 台 の 車 を 収容 する 。 


appearance, content 彼 の 講義 は 、 内 容 が 具体 的 で 良かっ た 。 
容認 (よう に ん ) ス ル to allow 許容 ( き ょ よ う ) ス ル to allow, to permit 
収容 (し ゅ う よ う ) ス ル to hold, to accommodate 内容 (な いよ う ) content 

容易 (よう い ) ナ easy 容量 (よう りょう ) capacity, volume 
容積 (よう せき ) cubic capacity 美容 院 ( び よう いん ) beauty parlor 


容疑 者 (よう ぎし ゃ ) suspect 





フ * フ ウ と - む と み まだ 一 度 も 富士 山 に 登っ た こと 2 
rich, wealth 宣 を 公平 に 分 配 す る こと が 必要 だ 。 

豊富 (ほう ふ ) ナ plentiful 冨士 山 (ふじ さん ) Mt. Fuii 

貧富 (ひん ぷ ぶ ) rich and poor 語 喪 ( ふ ご う ) riich man 

て ニ 高 (と ) む toaboundi て 富 ( と み ) wealth 

量 山 (と や ま ) place name * 富 貴 ( ふ うき ) の 人 noble and wealthy person 
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細 (し ょ う : small) 


省 つ あし 2 3. 自 ( め ) 





ゲン * ゴ ン お ご そ - か きび - し い 


solemn。 stern 


厳守 (げん し ゅ ) ス ル to adhere strictly 
厳禁 (げん きん ) ス ル to prohibit strictly 
厳重 (げん じゅ う ) ナ strict, rigid 
厳 ( き び ) し い severe, strict 

* 悦 厳 (そう ご どん) ナ solemn 





チョ あら わ - す いち じ る - し い 
distinguished, authorship 


頭 閉 ( け ん ちょ ) ナ remarkable 
著者 (ちょ し ゃ ) writer 

共著 (きょう ちょ ) co-authorship 
閉 ( い ち じ る ) し い remarkable 


軸 17. ” (くさ か ん むり : grass, plant) ーー 


書き 順一 | 小 






書き 順 ー“ ジ 







祖父 は 厳格 で 近 よ り が た い 。 
提出 期限 は 厳守 する こと 。 

厳選 (げん せん ) ス ル to select carefully 
厳格 (げん か く ) ナ strict, stern 


厳密 (げん みつ ) ナ strict, precise 
厳 ( お ご そ ) か ナ solemn, grave 


書き 順 っ 一 ー ザ 


も 団 2 


8  KB212 








この 本 の 著者 は 著名 な 作曲 家 で す 。 
音楽 や 写真 に も 著作 権 が ある 。 


着 名 (ちょ めい ) ナ well-known 

著書 (ちょ し ょ ) writing a book 
著作 権 (ちょ さく けん ) copyright 
著 ( あ ら わ ) す to write, to publish 


29/ 


1 敵 ら 
12 画 


の 


紅葉 (こう よう ) ス ル to turn red (leaves) 


葉緑素 (よう り ょ く そ ) chlorophyI 
青葉 (あお ば ) new leaves 


Ni 
山 が 紅葉 する 季節 に な っ た 。 
落葉 樹 (らく よう じゅ ) deciduous tree 


葉 (は) leaf 
落 ( お ) ち 葉 ( ば ) fallen leaves 





ハク うす - い 
うす - ま る : うす - め る 
薄弱 (は くじ ゃ く ) ナ weak 
薄情 (は くじ ょ う ) ナ inconsiderate 
浅 薄 (せん ぱく ) ナ superficial 
薄着 (うす ぎ ) light dress 


thin 


うす - れ る うす - ら で ぐ 


彼 は 意志 薄弱 で 頼り に な ら な い 。 
薄い 表 の シャ ツ を 着 て いる 。 


軽薄 (けい は く ) ナ fiivolous 

薄 幸 ( は っ こう ) ナ unlucky 

薄 ( う 5 す ) い thin, light (color) 

薄 ( う 5 うす ) め る toweaken, to make - thin 


注 ( う す ) れ る = 薄 ( う す ) ら ぐ tobecome dim, to lessen 


TISe。 8O UD 


上 昇 ( じ ょ うし ょ う ) ス ル to rise 
昇給 (し ょ うき ゅ う ) ス ル to raise a salary 
昇 ( の ば ぽ ば) る to rise, to go up 
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書き 順 > | 中 


年 々 、 物価 が 上 昇 し て いる 。 
太陽 は 東 か ら 昇 り 、 西 に 沈む 。 


昇進 (し ょ うし ん ) ス ル to be promoted 
昇降 口 ( し ょ うこ うら ぐち ) hatch 


L 2 
12 画 


還 ョ ツウ は か - る 


quantity。 measure,。 Weigh 


まま よる 大 量 生産 が 可能 に な っ た 。 
食事 の 量 を 減ら さ な け れ ば な ら な い 。 


測量 (そく りょう ) ス ル to measure (cf.p.160)「 測 る 」 
計量 (けい りょう ) ス ル to measure (cf.p.160)「 計 る 」 


推量 (すい りょう ) ス ル to guess 


多量 (た りょう ) large amount で 一 少量 (し ょ うり ょ う ) 


重量 (じゅ うり ょ う ) weight 
分 量 ( な ぶん りょう ) quantity, amount 
熱量 (ね つり ょ う ) calories 


量 ( り ょ う ) quantity 
音量 (お ん りょう ) (sound) volume 
大 量 生産 (た いり ょ う ・ せ いさ ん ) mass production 


量 ( は か ) る to measure, to weigh (cf.p.160)「 量 る 」 





ボウ “バク あ ば - れ る あ ば - く < 


violent, divulge 


暴落 (ぼう らく ) ス ル to fall suddenly 
暴走 (ぼう そう ) ス ル to run out of control 
横暴 (お う ぼ ぽう ) ナ orannical 

* 暴露 (ば くろ ) ス ル to expose 

暴 ( あ ば ) く to expose 





1 20. "(とめる : stop) 





* セ イ 
red age 
歳 月 (さい げ つ ) years 


歳出 (さい し ゅ つ ) expenditure 
* 歳暮 (せい ぼ ) year-end gift 


L 8 
大 誠 氷 歳 需 13 画 


EZ 9 の ry 
戦争 が 起き て 株 価 が 暴落 し た 。 


暴動 (ぼう どう ) riot 

乱暴 (らち らん ぽう) ナ / ス ル vijolent プ to do violence 
暴力 (ぼう り ょ く ) violence 

暴 ( あ ば ) れ る to act violently 


書き 順一 | Fi 上 止 





異国 で 過ごし た 歳 月 を 思い 出す 。 
お 世話 に な っ た 方 に お 歳暮 を 贈る 。 


歳 末 (さい まつ ) end of the year 
万 歳 ( ば ん ざい ) cheers, hurray 
て 歳 ( さ い ) て years old ニー 


2 ノ タク 





ヽ ヽノ ヽ ] ノ 
0 





営 一 あし 9. エ ( つ ち ) 辻 つ あし 1 4 . 市 (は ば ) 


書き 順 > パリッ 





シン も う - す 北海 道 一 周 ツ アー に 申し 込ん だ 。 
say, call 米国 大 使 館 に 行き 、 ビ ザ を 申請 し た 。 
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申請 (し ん せい ) ス ル to apply 申告 (し ん こく ) ス ル to report 
答申 (と うし ん ) ス ル to report, to respond 申 ( も う ) し 込 ( こ ) む to Propose, to appIy 
申し も う ) し 訳 ( わ け ) excuse, apology 申 ( も う ) す (humble form of 言う ) 


時 | 
人 9 画 


政界 、 経 済 界 の トッ プ が 集まる 。 


ww border も う 、 が まん の 限界 だ 。 
世界 ( せ か い ) the world 政界 (せい か い ) poiitical world 
経済 界 ( け いざ いか い ) economic world 境界 (きょう か い ) boundary 
限界 (げん か い ) jimit 視界 (し か い ) range of vision 








と な り  . 
So の 隣 の 部 屋 か ら 異 様 な 物音 が する 。 
different, strange 異 文化 理解 と いう テー マ で 講演 する 。 
暴 常 (いじ ょ う ) ナ unusual, abnormal 異様 (いよ う ) ナ strange, queer 
異質 (いし つ ) ナ different in quality 異 文化 (いぶ ん か ) different culture 
異議 ( い ぎ ) objection, dissent 異性 (いせ い ) the opposite sex 
差異 (さい ) difference 驚異 (きょう い ) wonder, miracle 
異 ( こ と ) な る to differ 弄 ( こ と ) に する tobe different 


書き 順一 フク アア "ダグ ヘ ダネ 








トウ * ト の ば ぼ - る 図書 館 で 本 を 借り た い 人 は 登録 が 必要 だ 。 
climb, register 最後 に 大 物 の 歌手 が 登場 し た 。 

登場 (と うじ ょ う ) ス ル to appear 登録 (と うろ く ) ス ル to register 

登用 (と う よ う ) ス ル to appoint 登記 (と うき ) ス ル to register 


* 交 山 (と ざん ) ス ル to climb mountains 登 ( の ぼ ) る to ciimb 
山 登 ( や ま の ぼ ) り mountain chimbing 
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書き 順一 | 「 | 昌 日 





30。 "(あみ が し ら :me0 上 ーー 





LoS 
13 画 


は し て 救急 車 を 呼ぶ 。 
EE office, signature 税務 者 の 書類 に 賭 名 し た 。 
署名 (し ょ めい ) ス ル to sign 部 署 (が な しょ ) one's post 
消防 署 ( し ょ う ぼ うし ょ ) fire station 次 察 寺 ( け いさ つ し ょ ) police station 
税務 署 ( ぜ いむ し ょ ) taxation office 
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避 31. "(た け か ん むり : bamboo) 


等 2 ん の L 4 
12 画 


ウ ひと - し い 戦後 、 男 女 平等 の 思想 が 広まっ た 。 
equal, grade, and-so-forth 私 た ち は 彼 等 と 対等 に 戦っ た 。 
平等 (びょう どう ) ナ equal で * 不 平等 ナ 同等 (どう と う ) equal level 


均等 (きん と う ) ナ equal, of the same proportion 等級 ( と うき ゅ う ) class, grade 
上 等 (じょう と う ) ナ high-grade で 下 等 (か と う ) ナ 一 等 (いっ と う ) 1st class, 1st place 
対等 (た いと う ) equality, equal level 劣等 感 ( れ っ と うか ん ) inferiority complex 
高等 学校 (こう と うら ・ が っ こう ) high school 

高等 教育 (こう と う ・ き ょ うら いく) higher education c/. 中 等 , 初等 





等 (ひと ) し い equal * 彼 等 (か れ ら ) they 
た 人 の ロン ee L 5 
14 画 
所 ン くだ ea ーー 斉 し か っ た 。 
pipe, control 管理 人 が 水道 管 の 故障 を 調べ て いる 。 
保管 (ほか ん ) ス ル to store, to safeguard 管理 (か ん り ) ス ル to manage 
気管 (きか ん ) the trachea, the windpipe 水道 管 (すい どう か ん ) water pipe 


管楽器 (か ん が っ き ) orchestral wind instrument 管 ( く だ ) pipe, tube 


省 和泊 濾 | 覚 L 7 
14 画 





キ り 越し 料金 を 精算 する 。 
1 calculate 来年 度 の 予算 を た て る 。 
計算 (けい さん ) ス ル to calculate 精算 (て せいさん) スル to adjust an account 


概算 (が いさ ん ) ス ル to estimate generally 暗算 (あん ざん ) mental arithmetic 
打算 的 (だ さん て き ) ナ calculating, selfish 予算 (よさ ん ) budget, estimate 
誤算 (ご さん ) miscalculation 勝算 (し ょ うさ ん ) chance of success 
算数 (さん すう ) arithmetic 


7/ ん ) 





で た ケ | た た L 7 
英 除 || 11 | | 計 





テク きず - く 法隆寺 は 世界 最 訓 の 木造 建築 だ 
coOnstruct 大 阪 城 は 豊臣 秀吉 が 築い た 。 

建築 (けん ちく ) ス ル to build, to construct 改築 (か いち く ) ス ル to rebuild 
増 和 集 ( ぞ うち く ) ス ル to build on 新築 (し ん ちく ) ス ル to build newly 
築 ( き ず ) く to build, to construct * 築地 (つき じ ) (place name in Tokyo) 


書き 順一 全 手 


nm32. 学 ( ひ つじ:sheep) 





日 ーー 素 表 ある 。 
FI meaning 前 に 助け て くれ た の で 、 彼 に は 義理 が ある 。 
定義 (て い ぎ ) ス ル to define 講義 (こう ぎ ) ス ル to lecture 
義務 ( ぎ む ) duty 義理 (ぎり ) sense of duty 
正義 (せい ぎ ) justice 意義 ( い ぎ ) meaning 
主義 (し ゅ ぎ ) -ism, principle * 源義 経 ( み な も と の よし つね ) (historical person) 





ヨ ツ や し だ な -5 離婚 し て も 、 養 育 費 を 払う 義務 が ある 。 
bring up 教師 養成 の た め の 通 信教 育 を 受け る 。 
覆 生 (よう じょう ) ス ル to take care of one's health 養育 (よう いく ) ス ル to bring up 

静 林 ( せ いよ う ) ス ル to rest。 to recuperate 大 成 (よう せい ) ス ル to train 

教養 (きょう よう ) culture。 education 栄養 (えい よう ) nurrition 

養子 (よう し ) adopted child, son-in-law 養 ( や し な ) う to bring up, to support 


書き 順 ~  「| 帆 内 





Tain ) 


ー 33. 回 3 





30 ダ 4 





V. あし レ 








2 Me EE 


書き 順一 / ハハ 







書き 順 ~ コカ 


半 り . カ (ちか ら : power ) 半 PER 








ヒ 還 EicdE 較 還 還 四 
/ 画 


ド つと - め る 彼 は 努力 し て 、 自 分 の 会 社 を 作っ た 。 
endeavor 倒産 し た 会 社 の 再建 に 努め る 。 


努力 (どり ょ く ) ス ル to make efforts 女 ( つ と ) め る to make efforts 








卓 > 


3 の 5 





meeomm アヤ て 
ゃ COuDOn。 Certificate 品物 で な く 商 品 券 を 贈る 人 が 増え て いる 。 


入場 券 ( に ゅ うじ ょ うけん) entrance ticket 航空 券 ( こ うく うけ ん ) airplane ticket 
乗車 券 ( じ ょ よう し や ゃ けん) passenger ticket 証券 (し ょ うけ ん ) securities。bonds 
商品 券 ( し ょ う ひ ん けん ) gift voucher 旅券 ( り ょ け ん ) passport 


書き 順一 一 十 





寺 ツ ソ ツ ひき - い る この 方 法 は あま ーー な い 。 
rate, DrODOrtion 今回 の 総 選挙 の 投票 率 は 58.4 % だ っ た 。 
引率 (いん そつ ) ス ル to lead 率直 (そっ ちょ く ) ナ frank 
軽率 (けい そつ ) ナ careless 能率 (の うり つ ) effciency 
効率 (こう りつ ) efficiency 比率 ( ひ り つ ) ratio 
確率 (か くり つ ) probability 成長 率 ( せ いち ょ うり つ ) growth rate 
投票 率 ( と う ひ ょ うり つ ) voting rate 百分率 (ひゃく ぶん りつ ) percentage 
視聴 率 ( し し ちょ うり つ ) ratings (T.V.) 率 ( ひ き ) い る to lead 
円 周 率 ( を えん し ゅ うら りつ) ratio of circumference to diameter pi。 

書き 順 っ プ 又 





"PR 度 【E】 





シ ささ - え る 収入 より 支出 が 多けれ ば 、 赤 字 だ 。 
suDport, branch 多く の 人 々 に 支え られ て いる 。 


支配 ( し は い ) ス ル to manage, to control 支出 (し し ゅ つ ) expenditure 
収支 (し ゅ うし) revenue and expenditure 支店 (し て ん ) branch office 


306 


気管 支 ( き か ん し ) bronchial tubes 支 ( さ さ ) え る to support 
支払 (し は ら ) う to pay 


| 書き 順一 | !] ロ 





害 - っ か ん むり 1 4 . "(うか ん むり ) 





この 戦争 を さけ る こと は 不可 能 だ 。 
Possible 立ち 入り に は 警察 の 許可 が 必要 だ 。 


許可 ( き ょ か ) ス ル to permit 可能 性 (か の う せ い ) possibility 
可能 (か の うら) ナ possible 一 不可 能 ( ふ か の う ) ナ 





セン うら な - う し - め る 社員 の 7 0% を 女性 が 占め て いる 。 
occupy, fortune-telhng 一 人 の 女優 が 若者 の 人 気 を 独占 し て いる 。 
独占 (どく せん ) ス ル to monopolize 占領 (せん りょう ) ス ル to occupy territory 
占有 (せん ゆら) スル to occupy 占 ( し ) め る to occupy, to account for 


占 ( う ら な ) う 5 to see the future, to tell fortune 星 占 (ほし うら な ) い astrology 





ショ ウ め - す 議員 が 国会 に 召集 され た 。 

coOnvene。 cat お 洒 は どの くら い 召 し 上 が り ま すか 。 

召集 (し ょ うう しゅう) スル to convene 召喚 (し ょ うか ん ) ス ル to summon 

召使 (めし つか ) い servant 召 ( め ) し 上 ( あ ) が る (honorific form of 食べ る / 飲 む ) 


30/ 





カク お の お の 
each, eVery, VaT1OUS 
各地 (か くち ) various places 


各界 (か く か い ) every field 
各 方 面 ( か く ほ うめ ん) every direction 


全国 各地 で 正月 の 行事 が 行わ れ て いる 。 


あの 店 で は 世界 各国 の 料理 が 食べ られ る 。 


各国 (か っ こく ) every/each nation 
各種 (か くし ゅ ) every kind 
各 々 (お の お の ) each, all, every 


各駅 停車 (か ね く え き ・ て いし ゃ ) train which stops at every station 





クン きみ 
lord 


ン 君 (くん ) (suffix used for male names) 
諸君 (し ょ くん ) (ladies and) gentlemen 


融 | "ビア 届 | | | | 届 





妊 に 会 えて 、 本 当 に 良かっ た 。 
1 5 0 年 前 に 君主 制 か ら 民 主 制 に な っ た 。 


君主 (くん し ゅ ) lord, monarch 
君主 制 ( く ん し ゅ せい ) monarchism 





シュ ウツ まわ - り 


TOUnd。 circurnference 


一 周 ( い っ し ゅ う ) ス ル to go around once 
周辺 (し ゅ うべ へ ん) surroundings 


周波 数 (し ゅ う は すう ) frequency 





・ earth ) 
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大 使 館 の 周囲 に 称 官 を 配備 し た 。 
毎朝 、 グ ラウ ンド を 一 周 す る 。 


周囲 (しゅ うい ) surroundings 
円 周 ( そ ん し ゅ う ) circumference 
周 ( ま わ ) り circumference, surroundings 


書き 順 ~ ~ ! 工 






書き 順 ~ 一 十 土 


を と 訂 訂 | | | | | 





父 は 血圧 が 高い 。 
2 overwhelming 政府 は 企業 か ら の 圧力 に 弱い 。 
圧倒 (あっ と う ) ス ル to overwhelm 圧力 (あつ り ょ く ) pressure 
血圧 (けつ あつ ) blood pressure 気圧 ( き あ つ ) atmospheric pressure 
電圧 (で ん あつ ) voltage 変圧 器 ( へ ん あつ き ) transformer 
外圧 (が いあ つ ) external pressure 圧 ( あ っ ) す る to press, to overpower 
井 | 乾 ! 電 | し 四 )」 L 6 
型 和 四則 呈 9 画 
クイ か た 最新 型 の 小型 カメ ラ を 買っ た 。 
type, model, form 私 の 血液 型 は O 型 で 、 彼 女 は AB 型 だ 。 
典型 的 (て ん けい て き ) ナ typical 体型 (た いけ い ) body type, body size 
流線型 (りゅう せん けい ) streamlined shape 血液 型 ( け つえ き が た ) blood type 
最新 型 ( さ いし ん が た ) newest model 大 型 ( お お が た ) large size で > 小型 ( こ が た ) 





ド ソ この 列車 の 食堂 車 は 8 号車 で す 。 

hall 市 の 公会 堂 で コン サー ト が 開か れ た 。 

食堂 (し ょ くど う ) dining hall 本 堂 ( ほ ん どう ) main temple building 

講堂 (こう どう ) lecture hal 礼拝 堂 ( れ い は い ど う ) chapel 

議事 堂 ( ぎ じ ど う ) Diet Building 公会 堂 ( こ うか い ど う ) public hall 

堂々 (どう どう ) と dignified 

四国 回 回 EE3E3 F 
ら (2 11 画 

キ や ゃ と “や もとい この 計画 に は 財政 的 基盤 が な い 。 

foundation, basis 経験 に 基づい て 、 判 断 す る 。 

基礎 ( き そ ) base 基本 ( き ほ ん ) basics 

基盤 ( き ば ん ) base 基地 (きち ) (military ) base 

基 ( も と ) foundation, base 基 ( も と ) づ く to be based on 


* 宣 教 ( し ゅ うき ょ う ) は 信仰 (し ん こう ) を 基 ( も と い ) と する 。 Rehgnon is based on faith. 


書き 順 ノ ク 色 





5(/ ル / 





し 7 
13 画 





選 ち ペン 
妥 『/) ベン 


ーーーーー も た ち に 愛情 を 注ぐ 。 
ii love 父 は 古ぼけ た カバ ン を 愛用 し て いる 。 
愛用 (あい よう ) ス ル to use often because it is one's favorite 
愛護 (あい ど ) ス ル to protect 恋愛 (れん あい ) ス ル to love 
愛情 (あい じょう ) love, affection 愛着 (あい ちゃ く ) attachment 
愛 ( あ い ) す る to love * 可愛 (か わい ) い lovely, sweet 


書き 順一 一 グ 央 





オウ 町 の 中 央 に 教会 と 広場 が ある 。 

center 中 央 線 で 東京 駅 か ら 新宿 駅 まで 行く 。 

中 央 (ちゅ うお う ) center 中 央 線 ( ち ゅ うお う せ ん ) Chuo Line 
書き 順 っ 人 久 人 










113. 了 ( こ : child) 





ン ソン シン 「 特 | る 。 
exist 飛行 機 事故 の 生存 者 は 少な い 。 
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存在 (そん ざい ) ス ル to exist 存続 (そん ぞ く ) ス ル to continue 


保存 (ほぞ ん ) ス ル to preserve 生存 (せい ぞ ん ) ス ル to exist。 to survive 
共存 (きょう ぞ ん ) ス ル to coexist 存 ( ぞ ん ) ず る (humble form of 知る / 考 える / 思 う ) 
書き 順 っ 1! 「] 由 








8 14. 話 (は ば ・ width ) 


春 |「| ビグ アポ 








LS 
7 画 





キ 彼 の 成功 は 人 々 に 希望 を 写 え た 。 
hope, scarcity 高山 は 空気 が 希薄 な た め 候 普 し い 。 
希望 ( き ぼ うら ) ス ル to hope 希薄 ( き は く ) ナ thin,diluted 


希少 価値 (きしょう ・ か ち ) value (due torarity) 古希 (こき ) one's 70th birthday 


共に に トピ 除 | | | | | 語 


タイ お - び る お び 夜 6 時 か ら 8 時 の テレ ビ は 子ども の 時 間 帯 だ 。 
belt。 zone, Wear 日 本 に は 火山 帯 が いく つも ある 。 
携帯 (けい た い ) ス ル to bring with oneself, to carry 時 間 帯 ( じ か ん た い ) time belt 

* 連 帯 ( れ ん た い ) ス ル to have solidarity 火山 帯 ( か ざん た い ) volcanic zone 
緑地 帯 ( り ょ くち た い ) green belt 熱帯 (ね っ た い ) tropical zone 
安全 地帯 (あん ぜん ・ ち た い ) safety zone - 帯 (お ) び る to wear, to be entrusted with 
包帯 (ほう た い ) bandage 帯 ( お び ) abelt for 盛 7yozo 





ジョ ツ つや ね と と こ 機械 が 正常 に 作動 し て いる 。 
normal。 usual。 ordinary あの 人 は 常に 冷静 だ 。 
常用 (じょう よう ) ス ル to use ordinarily 日 常 ( に ち じ ょ う ) everyday, routine 


常備 (じょう び ) ス ル to be ready for use anytime 
正常 (せい じょう ) ナ normal < っ 異常 (いじ ょ う ) ナ 


非常 (ひじ ょ う ) emergency 非常 (ひじ ょ う ) に extremely 

無常 (な ゃ じょう ) transience, mutabihty 常識 (じょう し き ) common sense で 非常 識 
常時 (じょう じ ) usually 常設 (じょう せつ ) standing, permanent 
常 ( つ ね ) に always 常用 漢字 (じょう よう ・ か ん じ )(the 1,94S Kanji for general use) 


* 常 夏 ( と こなつ ) の 鳥 (しま) an island of everlasting summer 


J7 7 





セン も っ ぱ - ら 大 統領 は 専用 機 で 世界 各国 を 回 っ て いる 。 


eXClusive アル バイ ト は せ ず 、 学 業 に 専念 する 。 
専念 (せん ね ん ) ス ル to devote oneself to 専売 (せん ば い ) ス ル to monopolize 
専攻 (せん こう ) ス ル to major in 専門 (せん も ん ) specialty 

専有 (せん ゆう ) ス ル to possess exclusively 専用 (せん よう ) exclusive use 

専任 (せん に ん ) full - time 専制 (せん せい ) autocracy 


専 ( も っ ぱ ) ら exclusively 





順一 し っ AA いび 
上 16. JDA (ご ea ろ 5 heart ) ーーーーー 書き 順 rm わっ 1 


愛 っ ぁ し 10. 先 





に 還 ぐん た い 
シ こころ ぎざぎざ - す ここ ろ ぎ し 志願 し て 、 軍 隊 に 入っ た 。 
intention 彼 は 外交 官 を 志 し て いる 。 
志望 (し ぼう ) ス ル to wish, to choose 志願 (し が ん ) ス ル to apply, to volunteer 
意志 (いし ) wil 遺志 (いし ) one*s last wishes 
志 ( こ ころ ざ ) す to resolve 志 ( こ ころ ざし ) ambition 
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オツ 私 は A チ ー ム を 応援 し て いる 。 





resDond, react 予想 し な か っ た 事態 に 上 機 応変 に 対応 する 。 
対応 (た いおう ) ス ル to correspond to 応用 (お う よ う ) ス ル to apply to 

反応 (は ん の う ) ス ル to react 応援 (お うえ ん ) ス ル to support, to cheer for 
応答 (お うら とう) スル to respond 応 ( お う ) じ る to respond, to answer 


臨機 応変 (りん き ・ お うべ へ ん) adaptation to circumstances 








ド いか - る お こ - る 不当 な 解 層 に 怒り が こみ あげ る 。 
anger いた ずら を し て 母親 に 門 ら れる 。 
激怒 (げき ど ) ス ル to be enraged 怒 ( い か ) り anger 


怒 ( お こ ) る to be mad, to be angry 








ソウ * ソ 工場 を 見 学 し た 感想 を 言う 。 
imagination 理想 の 恋人 に 出会え た 。 
想像 (そう ぞう ) ス ル to imagine 予想 (よそ う ) ス ル to estimate, to predict 
回 想 ( か いそ う ) ス ル to recollect 理想 ( り そ う ) an ideal 
思想 (し そう ) thought, idea 感想 (か ん そう ) impressions 


* 身 想 ( あ いそ / あ いそ う ) friiendliness 


書き 順一 | 1! 日 日 








も | 芯 - L5 
12 画 





ーー り 速 い 。 
1 common 最近 は ファ ックス が か な り 普 及 し て きた 。 
普及 (ふき ゅ う ) ス ル to spread 普遍 的 ( ふ へ ん て き ) ナ general 
普通 (ふつ う ) ordinary, usual 普段 (ふだん ) usual,。 constant 


ば /# 





閣 に は | 共 療 | | | | | 介 


タイ か - わ る : か - え る 工場 で は 4 時 間 交 替 で 働い て いる 。 
replace 石油 に 代わ る 代替 エネ ルギー を 開発 する 。 
交替 (こう た い ) ス ル to take turns 代替 (だ いた い ) ス ル to substitute 
両替 (りょう が え ) ス ル to exchange, to change 替 ( か ) わ る to be replaced 
替 ( か ) え る to replace * 為替 (か わせ ) exchange, money order 


に 





本 ら 現在 、 そ し て 未来 へ と 続く 。 


和 yet。 un- 未 公開 の 映画 を テレ ビ で 放映 する 。 
未 公 開 ( み こう か い ) not open to the public 未完 成 ( み か ん せい ) incomplete 

未 解決 (みか いけ つ ) unsolved 未成 年 (みせ いね ん ) minority, minors 
未来 (みらい ) future 未知 (みち ) unknown 


> 未 満 ( み まん ) less than て 





ソ ク た ば 庭 の 花 を 東 ね て 花束 に し 、 見 舞い に 行っ た 。 
bundle 急用 が で き て 、 友 人 と の 約束 を 取り 消す 。 
約束 (や くそ く ) ス ル to promise 拘束 (こう そく ) ス ル to restrict 

一 東 ( ひ と た ば ) one bundle 花束 (は な た ば ) bouquet 


束 ( た ば ) ね る to bundle 
うけ / イ 





ジュ ウ * ニ ュ ウ や わ - ら か い 


soft, tender, gentle 


季 軟 (じゅ うな ん ) ナ flexible 
優柔 不断 (ゆう じゅ う ・ ふ だ ん ) ナ indecisive 


彼 は 柔軟 な 考え 方 が で きる 人 だ 。 
子ども の 時 か ら 抄 道 を 習っ て いる 。 


* 柔和 (に ゅ うわ ) ナ gentle, mild 


柔道 (じゅ うど う ) judo 


柔 ( や わ ) ら か い / 和 柔らか な soft。 tender c た 軟らかい (L1) 





ー 2 火 /,、、( ひ プ れ っ か : fire) 





書き 順 っ アッツ 穴 





ゼ セン ネン 
(suffix ) ~ state 
自然 (し ぜん ) mature 


整然 (せい ぜん ) と orderly 
全然 (ぜん ぜん )… な い (neg.) not at all 


WEB なくなっ 


* 天然 (て ん ね ん ) nature > 人 工 , 人 造 


突然 (と つ ぜ ん ) suddenly 
必然 性 (ひつ ぜん せい ) necessity 





に - や す 


ジン ヤ 信 - え る : と - る 
boil。 cook 


煮沸 (し ゃ ふつ ) ス ル to sterilize by boiling 
者 (に ) る to boil, to cook 


ナイ フ を 煮沸 し て 、 消 圭 し た 。 
野菜 が 者 えた の で 、 火 を 止め た 。 


意 物 【 に も の ) 0 


まき VN 


ブロ 12 1HZ L 10 
由 還 属 ||| | 層 


ショ ウ て - る : て - ら す て - れ る 
Shine 
対照 (た いし ょ う ) ス ル to contrast 


照明 (し ょ うめ い ) artificial light 
照 ( て ) れ る to feel embarrassed 


詳し く は 39 ペー ジ を 参照 の こと 。 
先生 に ほめ られ て 、 照 れ て し まっ た 。 


参照 (さん し ょ う ) ス ル to refer 
照 ( て ) る shine 
日 照 ( ひ で ) り drought 


5 ナム 】 





ジュ ク う - れる 秋 に な る WPTT 了 PP 


mature 腕 は まだ 未熟 だ が 、 独 創 性 が ある 。 

芝 ( じ ゅ く ) す (る ) to mature 難読 (じゅ くど く ) ス ル to read thoroughiy 
熱 考 ( じ ゅ っ こう ) ス ル to think overcarefully 熟練 (じゅ くれ ん ) ス ル to be skilled 

熱 腫 (じゅ くす い ) ス ル to sleep soundly 成 熱 (せい じゅ く ) ス ル to mature 


未 部 ( み じゅ く ) ナ immature, inexperienced 吉 ( う ) れ る tomnpen 


書き 順一 





本 千 土 







王 っ へ ん 2 3. ま ( お う へ ん ) 望 つ つく り 17. 月 (つき ) 


書き 順 - | 「] 四 用 田 





DOOOG 


書き 順一 | 「] 月 日 





首 一 か ん むり 9. 





ショ ウ セイ は ぶ - く か えり - み る 文部省 の 奨学 金 を も ら 2。 


omit, ministry この 文 の 主語 は 省略 され て いる 。 
省略 (し ょ うり や ゃ く ) ス ル to omit 反省 (は ん せい ) ス ル to reflect 
帰省 (きせ い ) ス ル to go home て 省 ( し ょ う ) Ministry of て 

省 ( は ぶ ) く to exclude, to omit 省 ( か えり ) み る to reflect upon 
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明り 





-|24 。 (さら :bow dsh) ーーー 豆 き 順 二 





セイ * ジ ョ ウ さか - ん さか - る ゃ - る 優勝 の 祝賀 会 が 盛大 に 行わ れ た 。 


thrive 小さ な 店 だ が 味 が いい の で 繁盛 し て いる 。 
全盛 (ぜん せい ) height of prosperity 盛況 (せい きょう ) prosperity,booming 
盛大 (せい だ い ) ナ splendid, on a large scale * 繁盛 (は ん じょう ) ス ル to prosper 
盛 ( さ か ) ん ナ thriving 大 盛 ( お お も ) り large serving (food) 


盛 ( さ か) り 場 (ば ) an amusement district 


書き 順一 ~ 一 本 2 





示 -ー へ ん 2 4. 名 (し めす へ ん ) 





キン 稚 光 ビザ で 働く こと は 禁じ しら れ て いる 。 
prohibit 機内 は 禁煙 席 と 喫煙 席 に 分 か れ て いる 。 
禁 ( き ん ) じ る to prohibit 禁止 (きん し ) ス ル to prohibit 


厳禁 (げん きん ) ス ル to prohibit strictly 禁煙 (きん えん ) no smoking 
禁酒 (きん し ゅ ) abstinence from drinking, prohibition 


書き 順 っ >^ と る 名称 





mm デア ーr イ 「 ド マー 
員 raw, natural, element 彼 は 芸術 的 な 素質 に めぐ まれ て いる 。 


ば /Z 


要素 (よう そ ) element 

素養 (そよ う ) ground knowledge 
素直 (すなお ) ナ gentle, innocent 
* 素人 (し ろう と ) amateur 





本 < ぞ < Me ころ も : clothing ) 08 


質素 (し っ そ ) ナ simple, plain 


素質 (そし つ ) quality 


素足 ( す あ し ) 


barefoot 


書き 順 っ ~ ブ ルル 夜 





ii make,。 produce 


負 造 (せい ぞう ) ス ル to manufacture 
製品 (せい ひん ) manufactured products 
金属 製 ( き ん ぞ く せ い ) made of metal 








フ ま - け る : ま - か す お - ら 

be defeated, bear, negative no. 
負担 (ふた ん ) ス ル to be liable 

自負 ( じ ふ ) ス ル to have high self-esteem 


抱負 (ほう ふ ) aspiration。ambition 
負 ( ま ) か す to beat someone in a game 
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HE 』 26. 貝 ( か し \ ヽ : shell ンク money) 5 


抽 | 作 人 負 | | | | | | 人 


SLLL TL 
ベネ チア は ガラ ス 製 品 で 有名 だ 。 


製作 (せい さく ) ス ル to manufacture 
日 本 製 ( に ほん せい ) made in Japan 
製鉄 所 (せい て つじ ょ ) steel works 


書き 順 - ! 月 目 見 


相撲 の よう な 勝負 の 世界 は 厳し い 。 
負数 に は 「 一 」 の 記号 を つけ る 。 


負傷 (あふ しょう) スル to be injured 
勝負 (し ょ うぶ ) ス ル to play a game 
負数 ( ふ す う ) negative number 
負 ( お ) う to carry, to bear 





ヒン * ビ ン まず - し い 
DOOr 
貧富 (ひん ぷ ぶ ) rich and poor 


貧弱 (ひん じゃ く ) ナ poor, weak 
貧 ( ま ず ) し い poor 


換 | 「 NII ス AI ス AI 分 L 1 
貝 11 画 


この 国 は 貧富 の 差 が 大 きい 。 
国 は 負 しい が 、 人 ん 々 の 心 は 豊か だ 。 


錦 困 (ひん こん ) poverty 
* 負 乏 (びん ぼう ) ナ poor 





o COInage 


貨物 (か も つ ) freight, cargo 
金貨 (きん か ) gold coin 
通貨 (つら う か) currency (money) 


トラ ッ ク で 貨物 を 輸送 する 。 
日 本 で は 通貨 と し て 円 が 使わ れ て いる 。 


貨幣 (か へ い ) money 
硬貨 (こう か ) coin 


軸 に 直 | | | 1 | | 但 


キ た っ と - い と うら と - い た っ と - ぶ 
と うと - ぶ precious, noble 


高綱 (こう き ) ナ noble 

貴重 品 ( き ちょ う ひ ん ) valuables 

中 (た っ と / と うら と ) い precious, noble 
* 貴方 貴女 ( あ な た ) you 


貴重 品 は 、 フロ ント に お 預け くだ さい 。 
平安 時 代 は 貴族 の 文学 が 盛ん だ っ た 。 


貴重 (きち ょ う ) ナ valuable, precious 
貴族 ( き ぞ く ) the nobility 
中 (た っ と / と うと) ぶ to respect 


ば / ひ 


VI.。 その 他 (上 下 ) ーー 





了 こそ の 他 ( 全 体 ) 世 - 一 その 他 (全体 ) 永 一 その 他 ( 全 体 ) 
更 -- そ の 他 ( 全 体 ) 号 - そ の 他 ( 全 体 ) 見 一 その 他 ( 全 体 ) 





ボウ と ぼ - し い 若い と ろ は 貧乏 な 暮 ら し を し て いた 。 
SCaTCe この 国 は 天 類 資源 が 乏 し い 。 
負 乏 (びん ぼう ) ナ poor 之 ( と ぼ ) し い poor < で > 紹 ( ゆ た ) か ナ 


欠乏 (けつ ぼう ) ス ル to be deficient 





カク か わ 革命 が 起こ り 、 王 制 が 廃止 され た 。 
reform, leather 政治 を 改革 し な けれ ば な ら な い 。 
改革 (か いか く ) ス ル to reform 変革 (へ ん か く ) ス ル to alter 


革新 (か くし ん ) innovation で 保守 (ほし ゅ ) 草 命 (か くめ い ) revolution 
皮革 製品 (ひか く ・ せ いひ ん ) leather goods 革 ( か わ ) leather 





ホウ ゆ た - か この 国 は 天然 資源 が 豊富 に ある 。 
plentiful, rich この 地方 は 豊か な 水 に 恵まれ て いる 。 
豊富 (ほう ふ ) ナ plentiful 豊 ( ゆ た ) か ナ plentiful, rich 

豊年 (ほう ね ん ) fruitful year 豊作 (ほう さく ) good harvest 


* 豊田 市 (と よ た し ) Toyota City 
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放出 較 困 





ゲキ うら - つ A 国 軍 は B 国 の 首都 を 攻撃 し た 。 
attack, shoot その 報告 を 聞い て 、 衝 撃 を 受け た 。 
攻撃 (こう げき ) ス ル to attack 目撃 (も く げ き ) ス ル to witness 

衝撃 (し ょ う げ き ) shock 打撃 (だ げき ) blow, damage, batting 


撃 ( う ) つ to shoot 


工 | ドド 素 隊 隊 藤 | | 計 





セイ と と の - う : と と の - え る 駅 の ホー ム で 人 々 は 整然 と 並ん で いた 。 
adjust, arrange 机 の 上 を を きれ い に 整 理 し て くだ さい 。 
整理 (せい り ) ス ル to put in order 整備 (せい び ) ス ル to keep ready for use 
整形 (せい けい ) ス ル to have plastic surgery 整然 (せい ぜん ) と orderly 

調整 (ちょ う せ い ) ス ル to adjust 整 ( と と の ) え る to arrange, to Drepare 


) (が ん だ れ も 





必 
9 画 


あつ - い 爺 | | 性 格 で 、 だ れ か ら ゃ も 好 か れる 。 
ri kind, warm この 辞書 は 厚く て 、 と て も 重い 。 
温厚 (お ん こう ) ナ gentle and sincere 濃厚 (の うこ う ) ナ concentrated, deep 
厚生 省 ( こ う せ いし ょ う ) Ministry of Health and Welfare 厚 ( あ つ ) い thick 
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広一 あし 1 6 . jk、( し た ご ころ ) 


訂 訂 府 | | | | | | 便 


ナ ョ ウ ー p.279 丁 【 チ ョ ウ 】 気象 庁 の 発表 に よる と 、 あ す は 大 雨 らし い 。 
gOvernment agency 神奈 川 県 の 県 庁 は 横浜 に ある 。 
て 庁 ( ち ょ う ) て Agency 官公 庁 ( か ん こうら ちょ う ) government office 


気象 訂 ( き し ょ うち ょ う ) Meteorological Agency 県庁 (けん ちょ う ) prefectural office 








ジョ 世の中 の 秩序 は 守ら な けれ ば な ら な い 。 
introduction。 order 本 を 買っ て 、 最 初 に 序文 を 読ん だ 。 
順序 (じゅ ん じ ょ ) order, sequence 秩序 ( ち つ じ ょ ) order, system 
序文 ( じ ょ ぶ ん ) preface 序列 ( じ ょ れ つ ) order, rank 

「 イ 上 5 

/ 

6 こ 海 旗 に ある 油田 を 発見 し た 。 
bottom 三角 形 の 面積 は 底辺 か ける 高 さ 割る 2 だ 。 
徹底 的 (て っ て いて き ) ナ thorough, complete 底辺 (て い へ ん ) the base 
海底 (か いて い ) the bottom of the sea 底 ( そ こ ) the bottom 





邦 邦 胡 | 
ie 毎年 、 保 健 所 で 健康 診断 を 受け る 。 


健康 (けん こう ) ナ healthy < で > 不健康 ナ 健康 保険 (すけ ん こう ・ ほ けん ) health insurance 
健康 診断 (けん こう ・ し ん だ ん ) health check  * 徳 川 家康 ( と く が わ ・ い え や す ) (historical person) 
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民 / | 


の この 町 は 年 々 発展 し て いる 。 
exDand, display 美術 館 に 展覧 会 を 見 に 行っ た 。 


発展 (は っ て ん ) ス ル to expand, to grow 展示 (て ん じ ) ス ル to display 
展開 (て ん か い ) ス ル to unfold, to develop 展覧 会 (て ん らん か い ) exhibition 





ソソ 新宿 に は 高層 ビル が 立ち な らん で いる 。 
layer, level, (social) class あの 歌手 は 主婦 層 に 人 気 が あ る 。 

上 層 ( じ ょ うら そう) upper layer/classes で っ 下層 (か そう ) 

地層 ( ち そ う ) stratum, layer 階層 (か いそ う ) social classes 

高層 (こう そう ) ビ ル skyscraper 主婦 層 ( し ゅ ふそう ) housewives 


中 間 層 (ちゅ うか ん そう ) middle stratum/classes 


書き 順 > ”" /2 







器 4 す (や まい だ れ : sickness) 






療 了 が 志 | 医 際 | 尊 療 | 






L 3 
17 画 


リョ ツウ けが の 治療 に 3 ヶ月 ぐら いか か る 。 
medfcal treatment。 cure 病院 の 診療 時 間 は 9 時 か ら 5 時 まで だ 。 
治療 (ちり ょ う ) ス ル to treat 医療 (いり ょ う ) medical care 


診療 (し ん りょう ) ス ル to diagnose and treat 
療養 (りょう よら) スル to be under treatment,to recuperate 
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セン た た か - う いく さ 戦後 、 日 本 人 の 生活 は 変わ っ た 。 


fight, war 1 回 戦 で 日 本 と 米国 が 戦っ た 。 
対戦 (た いせ ん ) ス ル to fight against 挑戦 (ちょ うら せん) スル to challenge 
戦争 (せん そう ) war 冷 戦 (れい せん ) the cold war 
戦後 (せん ご ) postwar 作戦 (さく せん ) tactics, strategy 

内 戦 ( な いせ ん ) civil war 1 回 戦 ( い っ か いせ ん ) the first game 


第 二 次 世界 大 戦 ( だ い に じ ・ せ か い ・ た いせ ん ) the Second World War =WWIH 
戦 ( た た か ) う to fight 


ュ ノ ク カ 
m 避 2. グ (つつ み が ま え : package) 書き 順 








ホウ つつ - む 敵 に 包囲 され 、 脱 出 が 困難 に な っ た 。 
include。 wrap 彼 は 若い が 包容 力 が ある の で 、 人 気 が あ る 。 
包装 (ほう そう ) ス ル to wrap 包囲 (ほう い ) ス ル to surround 
内 包 ( な い ほ う ) ス ル to contain 包容 力 ( ほ う よ う り ょ く ) tolerance 
包括 的 (ほう か つて き ) ナ comprehensive, inclusive 包 ( つ つ ) む to wrap 
小包 (こつ づつ つみ) package 包 ( つ つ ) み wrapped parcel 

書き 順 っ > し _ 
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4. [| (くに が まえ : country) 


書き 順一 1 「) 








gTOuD, Organization 


団結 (だ ん けつ ) ス ル to unite 
団体 (だ ん た い ) group 

財団 (ざい だ ん ) foundation 
応援 団 (お うえ ん だ ん ) cheer squad 


来 月 、 米 国政 府 の 代表 団 が 来 日 する 。 
彼 は 応援 団 の 団長 を し て いる 。 


団地 (だ ん ち ) apartment complex 
暴力 団 ( ば ぼう り ょ く だ ん ) street gang 
代表 団 ( だ いひ ょ うだ ん ) dcelegation 
* 布団 (ふと ん ) futon, bedquilt 





イン よ - る 


CauSe。 factor 


火事 の 原因 は た ば この 火 の 不 始末 だ 。 
日 本 人 の 死因 で は 、 が ん が 一 番 多い 。 





原因 (げん いん ) ス ル to be a cause 
死因 (し いん ) cause of death 


因果 関係 (いん が ・ か ん けい ) causality, causal relation 


要因 (よう いん ) factor, principle 
因 習 (いん し ゅ う ) long-established custom 
因子 (いん し ) factor 





enclose 


包 囲 (ほう い ) ス ル to besiege, to surround 
範囲 (は ん い ) scope, Himits 
囲 ( か こ ) む to surround, to encircle 


日 本 は 周囲 を 海 に 囲ま れ て いる 。 
この 店 は 雰囲気 が いい 。 


周囲 (し ゅ うい ) surroundings 
雰囲気 (ふん いき ) atmosphere 
囲 ( か こ ) う to surround 





コ か た - い か た - ま る : か た - め る 


hard, solid 
固定 ( こ て い ) ス ル to fix, to settle 


固体 ( こ た い ) solid (body) 
固 ( か た ) い hard 


水 は 0 度 以下 で 液体 か ら 固 体 に な る 。 
彼 は 強固 な 意志 を 持っ て いる 。 


強固 (きょう こ ) ナ strong 
固有 ( こ ゆ う ) one's own, unique 
固 ( か た ) め る to harden 


32$ 


書き 順一 | 「」 








サイ * サ ふた た - び 彼 は 来週 の 土曜 に 再婚 する 。 

again, Te- 自然 を 守る た め 、 資 源 の 再 利用 を し よう 。 
再会 (さい か い ) ス ル to meet again 再開 (さい か い ) ス ル to reopen 

再 出発 (さい し ゅ っ ぱつ ) ス ル to restart 再建 (さい けん ) ス ル to reconstruct 

再 利用 (さい り よ う ) ス ル to reuse, to recycle 再婚 (さい こん ) ス ル to remarry 

再生 産 ( さ いせ いさ ん ) ス ル to reproduce 再生 (さい せい ) ス ル to regenerate 


再現 (さい げん ) ス ル to reappear, to reproduce 再度 (さい ど ) again 
* 再 来週 (さら いし ゅ う ) the week after next 再 ( ふ た た ) び again, for a second time 


| 6. 円 (も ん が まえ :me) 上 きき 上 ン IFFTJT1 






7 . f J ( ぎ ょ う が ま え ) 明 
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X. に ょ うら 「 




















貴 * 適 * 











ゾウ つく - る 古い 木造 家屋 を 改造 し て 旅館 に する 。 
make, construct。 build 現代 社会 の 複雑 な 構造 を 理解 する 。 
製造 (せい ぞう ) ス ル to manufacture 改造 (か い ぞ う ) ス ル to reconstruct 
創造 (そう ぞう ) ス ル to create 木造 (も く ぞ う ) made of wood 

構造 (こう ぞう ) structure 造船 (ぞう せん ) shipbuilding 

建造 物 (けん ぞう ぶつ ) building 造形 美術 (ぞう けい ・ び じゅ つ ) plastic art 


造 ( つ く ) る to produce, to build 





タツ 毎日 練習 し た の で テニ ス が 上 達し た 。 
attain, reach 学校 か ら 書 類 が 速 培 で 送ら れ て きた 。 
発達 (は っ た つ ) ス ル to develop 上 達 ( じ ょ うた つ ) ス ル to make progress 
達成 (た っ せい ) ス ル to attain 伝達 (で ん た つ ) ス ル to transmit 

到達 (と うた つ ) ス ル to reach 速 較 (そく た つ ) specialexpress delivery 
達 ( た っ ) す る to reach, to attain * 友達 (と も だ ち ) friend 


き 順 - “ 
Js LAAcs う ) ヒ し am | 
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エン の - び る : の - ば す の - べ る 
extend。 SDread。 postpone 
延長 (えん ちょ う ) ス ル to extend 


延命 (そえ ん めい ) ス ル to extend one's life 
延滞 (えん た い ) ス ル to be overdue 


野球 放送 を 9 時 半 ま で 延長 する 。 
も うら 少し 期限 を 延ばし て くだ さい 、。 
延期 (た ん き ) ス ル to postpone 


延 ( の ) ば す to extend 
延 ( の ) ベ て all told て 。 て in total 


書き 順 - そ 年 キ 電 二 





チョ ウツ こ - え る こと - 新幹線 ひか り 号 は 、 夢 の 超 特 急 と 言 われ た 。 
Over-。 excel 年 間 50 億 ドル を 超え る 輸出 超過 が 続い て いる 。 


超過 (ちょ うら か ) ス ル to exceed 


超越 (ちょ うえ つ ) ス ル to go beyond 


超 特 急 ( ち ょ うと っ きゅう ) super-express 超 特 価 ( ち ょ うと っ か ) super bargain 


超 音 速 ( ち ょ うお ん そく ) supersonic speed 


超 満 員 ( ち ょ うま ん いん ) crowded beyond capacity 


超 伝導 (ちょ う で ん どう ) superconductivity 超 ( こ ) す to be above, to go beyond 
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文 。 その 他 (全体 ) 





リョ ウ 本 日 の 営業 は 6 時 で 終了 し ます 。 
finish, complete 手術 を する に は 家族 の 了解 が 必要 だ 。 
終了 (し ゅ うり ょ う ) ス ル to finish 完了 (か ん りょう ) ス ル to complete 


修了 (し ゅ うり ょ う ) ス ル to complete (a course) 耳 解 ( り ょ うら うかい) スル to understand 


| 1 除き 陸 | | | | 司 





エイ な が - い 祖 交 は ブラ ジル に 永住 する つも り だ 。 
long time 戦争 の お ろか さ を 永 遠 に 語り 伝え よう 。 
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永住 (を いじ ゅ う ) ス ル to reside permanently 永続 (えい ぞ く ) ス ル to last long 


永眠 (えい みん ) ス ル to pass away 
永久 ( え いき ゅ う ) permanence 


永遠 (えい えん ) eternity 
永 ( な が ) い long (time) 


永世 中 立国 (えい せい ・ ち ゅ うら りつ こく ) permanentIy neutral country 





セ セイ よ 

world。 generation 
世界 ( せ か い ) world, earth 
世話 (せわ ) care, help 


二 世 (に せい ) second generation 
世論 (よろ ん ・ せ ろ ん ) public opinion 





シュ ウ * す 
state。 sandbar 


州立 (し ゅ うり つ ) state-run 
欧州 (お うし ゅ う ) Europe 


閉 ト か 罰 団 | | | 全 


そん な あま い 考 え は 世間 で 通用 し な い 。 
船 で の ん びり 世界 一 周 し た い 。 
世間 ( せ け ん ) world, society, public 


て 世紀 (せい き ) ぐ -th century 
世の中 ( よ の な か ) world, society 





オハ イオ 州立 大 学 を 卒業 し た 。 
北海 道 と 本 州 と 四国 と 九州 が ある 。 


本 州 (ほん し ゅ う ) main island, Honshu 
* 三角州 (さん か くす ) delta 





コウ さら ふ - け る : ふ - か す 
change, moreoVer 
変更 (へ ん こう ) ス ル to change, to alter 


更年期 (こう ね ん き ) the menopause 
更 ( さ ら ) に moreover 


旅行 の 日 程 が 変更 に な っ た 。 
入国 管理 事務 所 で ビザ を 更新 する 。 


更新 (こう し ん ) ス ル to renew 
更衣 室 ( こ うい し つ ) change room 
夜 更 ( よ ふ ) け late at night 





トウ ズ まめ 


bean 


豆腐 (と うふ ) tofu, bean curd 
伊豆 半島 ( い ず ・ は ん と う ) Izu Peninsula 
* 小豆 (あず き ) red bean 


330 


大 豆 で 豆腐 や 納豆 を 作る 。 

伊豆 半島 沖の 海底 で 地震 が 多発 し て いる 。 
納豆 (な っ と う ) fermented beans 

大 豆 ( だ い ず ) soybean 

豆 ( ま め ) bean 





耳鼻 科 ( じ び か ) otorhinology 
濾 ( は な ) nose 


耳 が 痛い の で 、 病 院 の 耳鼻 科 へ 行っ た 。 
か ぜ を ひい て 、 鼻 水 が 出 る 。 


鼻音 ( び お ん ) nasal sound 
鼻水 (は な みず ) mucus (nose) 


3/ 


に ん さく いん 


| 」 音 訓 索 引 [ | On- Kun Index 


音 は カタ カナ 、 訓 は ひら が な で 書く 。 あ いう え お 順 で 、 音 訓 の 順 。 同 じ 音 訓 は 、 課 の 順 。 漢 字 の 右 の 
数 字 は 、 本 書 の 課 数 。R は 復習 の 課 。 そ の 右 に 、 字 形 索 引 の ペー ジ 数 を 示す 。 


= う 


[| あ ] うす - い 薄 1 p.298 "お さき - め る 収 2 p.279 
アイ 宏 * 7 p.310 うす - ま る 河 1 p ゎ .298 お さ - め る 修 3 p.246 
あさ - い 淫 1 p ゎ .254 うす - め る 河 1 p ゎ .298 お さ - め る 綱 9 p.267 
あたい 値 6 p.246 うす - ら ぐ 潤 1 p ゎ .298 お の お の 各 。 6 ゎ .308 
の 2 庄 2 p.309 うす - れ る 1 p.298 お の れ ロ , R1 p.280 
あつ - い 厚 1p ゎ .321 うつ 較 9 p.321 お び 宙 6 p.311 
あ ば - く 禁 7p.299 う - つ 討 10 p.270 お - び る 宙 。 6 p.311 
あ ば - れ る 困 7 p.299 うら な - う 占 8 p.307 お - る 織 9 p.268 
あぶ - な い 佑 。 4 ゎ .293 う - れ る 悪 7 p.316 
あや - う い 危 4 p.293 [か ] 
あや - ぶ む 危 4 p.293 に の カ 可 。 2 p.307 
あら そ - う 所 2 p.293 4 8 p.268 カ 貨 R1 p.319 
あら た - ま る 改 3 p.283 エイ 水 7 p.329 カイ 界 1p.301 
あら た - め る 改 3 p.283 エキ 役 8 p.250 カイ 解 3 p.273 
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あわ - せ る 併 7 p.245 2 援 3 p.253 カイ 快 4 p.251 
の 延 3 p.328 カイ 械 5 p.260 
| い 」 「 カイ 絵 8 p.268 
イ 箕 4 p.301 | お ] _- ガイ 室 5 p.296 
イ 5 p.325 オ 全 8 p ゎ .254 ガイ 概 7 p.260 
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